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其 心 シオンの 大路に ある 者は 幸な b o 

彼等は 力ょり 力に 進み 遂に おの^. シオンに 至りて 

神に まみ ゆ 〇 

詩 八十 七篇 五節、 七 IP 


噫 加藤義 夫君  令 井壽道 

猛烈なる 跪 風 西南ょり 來 .  9、 東. 北を 掠めて、 慘 たる 各地の 被害に 其 狂 
暴の 跡を 止めて 去れ リ〇 我が 神 學院の 南 寮 亦 之が 蹂斕 する 所と なり 
て、 俄然 崩 ft の 災厄に 遭 ひぬ 〇 南 寮に 歸臥 する 者す ベて 十 有 二 名、 潰 ©J 
の 時 避く るの 暇な くして 等しく 倒 屋の材 下 K 埋れし 者 五名、 而 して 幸 
にも 四 名は 無傷 之ょり 脫 出した るに、 獨り 加藤義 夫君 遂に 不歸の 人と 
なりぬ 0 君の ^ 體を檢 する に 些少の 外傷な く、 君の 溫 顏を視 る も 微細 
の 苦悶 だに なし。 君は 罪な き •者* か 其 平安の 床に 平和の 睡眠を 樂 しむ 
狀 して 逝けり。 

君曩に 札幌 農科 大學 に 遊び 半途 肺 患の 爲に退 養を 餘儀な くさる、 
や、 一た びは 深き 憂悶の 淵に 沈め リと雖 も、 li て 我が 主の 光明を 仰 r こ 
とを 得、 it 機 一 轉茲 ;c 平安 喜樂の 人となりき 〇而 して 二豎亦 去つ て 心 
A 共に 强健な る 生命に 新生した る 者の 如くな リき〇 此時 君の 心. 架く 
決する 所 あ y 、 豫て 亡き 身と 思へ る 自己を 福音の 使命に 奉獻 すべく 我 


が 11 陵の 學林に 來れリ 0 君 在 學旣に 二 年 有半、 敎授 | 皆， 君に， 囑 望し、 諸 生 
また 君の 品性と 腦力 とを 敬愛して、 喑 に來 # 校門を 出づ べき 俊才の 第 
一人者と 目され ぬ 〇  而 して 君 今や 亡矣〇  噫、 哀い哉 〇 

然 りと 雖も 不意 急速の 召 ありて 世を 去る に 適する の人此 世に 若干 あ 
りと すれば、 君は I 確に 其 一人な U しを 疑は ず。 また 君曩に 垂死の 病體 
に 活 くるの 苦悶ょ” 救は れ て、 堅 信奉 仕の 活力に 養は れ 、其の 善良なる 
品性、 高潔なる 信仰の 惑 化を 遠近に 波及し 得た るを 思へ ば、 ^ の 生や 短 
かしと 雖も 、其 實や眞 に 長し と 謂 ふ 可き 也。 人生の： II 値 豈に 其れ 送迎 
せる 春秋を 以て 計量すべき ものなら む や 〇其 れ遺傳 は 死せ ず、 感化は 
亡びず、 君 や 今 永遠の 天地に 安息す るの みならず、 またな がく 此の 學窓 
に 活き 、君が 出 人せ し 敎友志 道 者の 間に-. 活く〇 噫 我が 義 夫君は 逝けり、 
酷らじき颱風狂亂の間に、嬰兒の安く眠るが如く逝けり。慘絕の光景 

* % じ 

の 中、 君の み獨り 平安の 主人の 如くに . 0 我は 斯く 逝きて 且つ 斯く 

在る 我が 義 夫君を 永遠に 失は ざるな 90 

(大正 六 年 十月 二 日誌) 
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道 兄 加藤義 夫君 一年 祭 追感賦 

..  敬愛 堂 主人  小 野 一拜草 


憶 昨 大正 丁 巳 秋 
俄然 覆 圓陵之 寮 
膠漆 之 交 三十 年 
博學 篤信 兼謙德 
高談 笑話 能獵人 
君 還 永遠 之家鄕 


颶風 来襲 帝都 嘵 

於-.  .  •  . 

晏如我 友應天 S 
新生 同 共 受聖杯 
言行 體驗 眞理來 
餘 事丹靑 見別才 
追慕 不止我 思 長 


愛する 者を 亡 ひて  前  島  生 

愛する 水が 卒然 主に 召されて 我等を 離れて 天に 去つた 〇彼は 未だ 若い、 彼の 將來は 望 多かつた 0 
彼は 彼を 知る 者の 凡てに 望を 囑 3 れ彼の 友の 凡てに 愛された 〇彼 は It かに 『㈣ f のこ 言 』 を 握つ て *' 
た 〇彼の 言 |/1 、彼の 顏容は 常に 活き^^ •として 對者に 生命を 感ぜし めて また 死を 思は せない 〇 然る 
に 夜半の 嵐 一瞬の 間に 彼の 魂は 地を 去つて 天に歸 つた 0 

•5 75C 』 .*、 〕  rtw » 

愛する 者が 亡せ しと 聞いても 我は 之を 信じな かつた 〇彼 の^ j f.^ K: 亂ふに 及んで、 其の 溫顏再 び 動 
かず、 靈魂な がく 冷骸 に 復ら •さるを 見て 我は 直ち 1C 彼の 行方を 追ぅて 天を 指した 〇 見ょ 皮は 皮處に 
活 きて ゐ た〇玆 に 於て 天國は 我に ® だ 近くな つた 〇彼が 彼處に 行かざる 前 天國は 一の 敎理に 過 ざな 

す： W 

かつた が 今や 彼 かし、/ に 在りて 我と 交 a を續 ける、 天_ は 我に 現實 となつ た 0 
愛する 者は 天に 於て 我を^: ちつ ある 〇 彼は 旣に 許された が 我は 米 だ 天 1C 歸 るを 許されない 〇 彼 
は 我の ために 天に 於 r 祈りつ ある 0 信仰の 馳場を 我れ 遲步 する 時' 彼は 手招きし つ、 ある、 我れ M 
步 する阽 彼は 躓かざる やぅ 注‘ M : する、 彼の 人格の 感化が 我に 不朽なる は 彼が 偉 か a,  L 紀で はない、 
彼は 無名の  一 w ¥ である 〇然 かも 基督に 由る 永生を 天に 在つ て續け 居る がた めに、 君子 偉人に 劣ら 
•さる 不朽の 感化を 地上の 親しき 者に 與へて 居る ので ある 3 

w い es 

愛する 者が 地を 去つ て 我は 猶ほ 幸福で ある 0  (大正 六 年 十月 十日 記〕 


故 加藤義 夫君 略傳 

故 加 藤義 夫君は 舊 越後 高㈩ 藩士 加 藤義敎 氏の 第五 男な bo 明治 二 十一 年 十二月 五 H 高 I-H 市に 生 
る 0 三十 七 年 十月 三十日 直 江 津聖公 曾 樓 上に 長老 ラィア ソン 師ょ 1 受洗せ し靑年 四 名 あり、 君は 
實に其 一人な りき 0 此時四 人は 备輻音 記者の 名に 因め る 信號を 授けられし が、 君は 即ち ョハ 子 £ 
命名され たりき 〇 

明治 四十 年の 春縣立 高 W 中學 校を 卒業し、 同 四十 二 年 九月 東北 帝 國大學 農科 大學豫 科入學 試驗 
に し、 大正 元年 十月 同大 學 本科に 入る 〇翌二 _ を 得て 相 州 葉 山に 轉 養し、 其のち 近畿に 名 
勝を 採りし が、 偶 ま 比 #) I 山上に 在て 靈感 を享け た りビ なし、 飜然 福音の 爲に獻 身の 志を 决し 、親 
族 隣人 等の 反 對を排 して 全生涯を 神の 名に 獻げん がれめ 東北大 學を 退學せ り〇 時に 大正 三年 夏の 
候な bo 是に 於て 君は 信 州 長 野に 寓し 翌春まで 自修 vj 實 地* 53ど に專 心す 〇而 して 此間 君の 健康 
も 亦 全く 恢復せ しを 以'  大正 四 年 四月 東京 池 袋 聖公會 神 學院に 入學せ bo  wy 學二年 有半、 卒 
業. の期將 さに 近から む w する 時、 稀 有 猛烈の ii 風の 帝都を 襲 ふ ありて 神學院 寄宿 舍南寮 も 亦 倒壤 

略傳  七 


略 ri 八 

ゆ 厄に 遭へ bo 而 して 君 倒屋の 下に 逝け bo 温 顏 眠る' が 如くに 橫は b 師友 深く 感嘆す 。時に 大正 
六 年 十月 一日 拂曉な bo 同月 三日 神 學院禮 拜堂に 莊 W なる 校葬の 後、 遺骸は 幾多 恩！* 友の 愛に 
送られて 故山に 歸 b 、 六日 秋®々 の 夕に 高 l--ti 金 谷山塋 域に 埋葬せられ ぬ 〇 
君 夙に 神童の 名 あ bo 學 林に 在て は 常に 抜群の 譽を擔 ひ、 友誼 常に 渝らヤ して 敬虔の 念 年 ^ 共 
に 篤 厚を 加へ しこ vj は 君 ど 友た りし 者の 忘れ 難し ' £ する 所な り〇 而 して 君 性 極めて 一^ H、 然かも 
天 眞の快 談笑 語 頗る 諧謔を 解して 圭 角を 有せ t 而 して 意志 强固 人情 篤實 、老幼 共に 君を 慕 ふ 0 
君を こそ 眞 に、 神 w 人 w に 愛せられた る 人 d 謂 ふべ けれ 〇 
永遠 者の 實 在を 力說 し、 且つ 山を 甚く 愛せし 故人 君の 墓標に 銘あ b 、 

山い まだ 成り 出です、 主い i tr 地 z£ 世界 どを 造 b 給は、 ざり し 時、‘ 主は 神な り、 永遠よ b 永遠 
まで 主は 神な bo  (詩 九十篇 二 節) 

ど 〇 蓋し 君が！^ 永遠 者の 實在を 力說 したる 持論 S、 常に 山岳を 愛した る 趣味 どを 記念 -r るに 足 
れ 日 はんか 〇 


故 加 藤 義夫略 年譜 


明治 二十 一年 十二月 五日 
同 二十 八 年 四月 
同 三士〗 年 四月 
同 三十 五 年 四月 
同 三 年 十月 三十日 
同 四十 年 四月ょ b 
四士 一年 四月まで 
同 四十 二 年 九月 
大正 元年 九月 
同 二 年 六月 
同 三年 七月 

All 

年 


越後 高 田に 生まる 〇 
村立 高 城 尋常 小學 校へ 入學〇 
紐 合 立 高 田 高等 小學 校へ 入學〇 
縣立高 田 中學へ 入學〇 
越後 直 江津聖 公會に 於て 受洗。 

東都 遊學 、早稻 田 高等 豫備 校に 在籍 0 
東北 帝 國大學 農科 大學豫 科 入 學試驗 に 
同大 學_に 進級 0 
病を 得て 休 學相州 葉 山に 靜養〇 
比 # I 山上に 靈感 を享け 、獻 身の 意 堅めら る 0 
譜 


九 


同 同 同 


同 同 同 同 同 


同 同 


年 


三年 九月. 
三年 八月ょり 
四 年 三月まで 
四 年 四月 
四 年 夏 
五 年 -M 
六 年 夏 

六年畜 一日 

年 同月 三日 
年 同月 五日 

年臂 六日 


譜 

農科 大學 退學〇 


〇 


信 州 長 野に 修養 の 旁 傳道を なす 〇 
東京 市外 池 袋、 聖公會 神學院 へ入學 0 
夏期® のた め 新 潟に 滯在 〇 
恙ぁ b て佐久 高原、 確 井 畴等 に轉地 療養す 0 
夏期 as のた め 新 潟 縣下村 松に 滯 在。 

東京 市外 池 袋に 於て 永眠 (颶風 襲來 のた め聖公 & 神 學院寄 if 
南 寮 観 W 共に) 

聖公*® 學院禮 拜 堂に 於て 校— tt 仃さる 0 
鄕里 高田聖 公 曾に 於て 埋葬 武執行 さる 〇 
金 谷山塋 域に 埋葬 さる 〇 


例  言 

一、 故 加 藤義 夫君は 達 辯 能文の 人な b き。 文を 行る こど 極めて 速 かにして 些の 
彫琢の 痕を 止め ヤ 雖 も、 簡勁 暢達よ く 一家の 風を 形成せ bo 君の 死後 友人 
栢 寄 b て 遺稿 出版の 事を 謀る や、 君が 遺せる 草稿 手記の 甚だ 多き に 驚け bo 
今 其 中よ b 最も 君の # 色を 語 •'る VJ 思は る、 ものを 選み て 編纂せ る もの 即ち 

本書な り。 

一、 經 費の 都合 上 頁數に 制限 ぁりし 爲め、 遺 慽なが ら 多くの 文章を 割愛せ bo 殊 
に 第二 篇 「心の i とは 故人 詠草の 殆んど 四 分の 一に 過ぎ ヤ〇 第三 篇 「雲水 日 
記」 中よ b も 全體の 文脈 精神を 破らざる 程度に 於て、 其 多くを 削除せ り〇 また 
故 加 藤 君は 其の 知友 間に 消息す る こ VJ 極めて 忠實か つ 健筆に して、 是のみ に 
て も‘ 優に 一卷 をな すべし、 本書の 第五 篇に收 めた るは 僅かに 其の 一 鱗に 過ぎ 
す 〇 同じ 理由に よりて 知友 諸氏が 君の ために 物せ る 「追憶 餘 情」 一篇も 最初 
4 例  .言  二 


例言  二 二. 

の 豫定を 更 へて 全く 削除す る 事 どせ bo 

、本書の 題號 「シォンの 大路」 は 編者の 命名に か、 れ bo 各篇の 題名 中、 「心の 
まゝ 」 は _ 詠草 手記 二 冊 「心の まゝ」 一 弦な き 琴」 中の 一を 取 b 「雲水 日 は 故 
人 手帖の 題名に 其儘隨 ひ、 他は みな 編者の 與 へたる ものな bo 
、「心の ま i」 に收め n る 短歌は 故人が 二 冊の 雑記帳に そこは かどな く 書い 付 
け 置きた る ものにして’ 友人 米 山 高 司 君 其 中ょり 佳什を 選み て淨寫 し、 猶ほ文 
法 上の 誤謬， 誤字、 其 他 著る しく 讀み にくき 點を原 歌の 風格を 破らざる 程度に 
於て 訂正 L: 最後に 佐々 木鎭 次君ビ 余 ど 通閱其 半ばを 採錄せ る ものな り〇然 
て ^ も是が爲め故人の國風に於ける殊才特長を傷けざりしど信ヤ〇其他に 
至りて は敢て 編者の 私見を 挾 i t 悉く 原文に 隨ひた bo 

、スヶッチは 文ビ相 待ちて 故人の 趣味 性格を 語る に缺く 可から ざる ものな り 〇 
君 ii 旅行 散策に 必 t- 手帖を 携ふ るを 常 どし、 自然ょり 得た る 感激を 彩 筆に 託 
して 發 表せる もの 百數十 葉を 1 ふ 〇本篇 K は 唯忆 近畿 旅行 中に 獲れ る もの 


,0 


數 葉を 收め、 以て 君が 趣味の 一端を 窺 ふに ミ ^ めれ  . 
、編輯 上の 責任は 編者 一人 之を 負は ざるべ から to 校正に 至りて は大に 注意 
を拂ひ .た b ど 雖も猶 ほ 印刷 成る に 及びて 誤植 不 尠を發 見、 其 主なる ものを 卷 
尾の 正誤表に 掲げた bo 其 他に も猶ほ 編纂 上遺铖 の 點尠か らヤ 、故人 ど讀 

者 ミに 深く 謝する 所以 也 0  * 
j 、 「追憶 餘情 jVJ 題」 p 採錄 すべ V」 故 八 追懐の 辭を 寄稿せられ たる 諸氏 故人 
の 書簡 其 他を 貸與 せられし 諸氏に 向 ひ、 殊に 編輯 經 費の 都合よ b 收錄 ずる 能 
i ざ うし 事に 對し 、編者は 甚 深の 謝意を 表す。 


大正 八 年 二月 五日 


編者  識 


加藤義 夫君 送葬の 夕 

太 田 

在 b し 世の 祈 禱の知 も わ 其の まゝに 花の 柩に 
友は. 寢ね にけ b 

我 も 何時か わが 友の ご ど 白菊の 花に ぅもれて 
ひつぎ にい ねん 

暴風雨 後の 庭 さびしら に 秋晴れて 倒れし 儘の 

コスモスの 眹く 
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櫻星會 C 札 幌農大 豫科學 生圑) 校歌 


一、 朝 葉末の 露を 受け 
曙 匂 ふ 石， 狩に 


思へ ば玆に 三歲の 

二、  大氣は 凍り 雪 もやの 
時し も 高く 天畀に 
いさごと 光る 星く ずは 

三、  かつらの 若芽 色 も 濃く 
奇 しき 天地の 靈ぅ けて 
蝦夷の 深山の 山 櫻 

四、  雲漠々 に 水 ゆるき 
眞理 求めて 息まざる 
衆愚の 聲に まどは •さる 

五、  消 ゆる 榮 華を 夢に 見て 
北の 荒野に 三百の 

永遠に 疲れぬ 美 土に 

六、  黄花の 收に 新綠の 
紅葉 彩 どる 野に 山に 
勉めよ 奮へ よ 我 友よ 


夕歸 鳥の 影 宿し 
玉の 泉と © きしょ リ 

過ぎに し 水路を 偲ぶ 哉 0 

ひろの おも 

荒れし 廣野の 面を こむ 

光芒 强き 北極星 

我を ばめ ぐり 走るな り 〇 

森に 生氣の 溢る 時 

大和心と 喫き 出で し 

我等が 理想 此所 にあり 〇 
fee  © 

大野の 心 我に あり 
久遠の 望 我に あり 
我 r- 男の子の 覺悟あ 90 
虛 しき 名を ぱ 人よ 追へ 
健兒浮 雲を 嘲りつ 


注ぎし 汗の 實を 求む Q 
森に 鍛へよ 鐵の腕 
吹雪の 里に 思想 鍊れ 
やがて ぞ 起ん 秋は 來ん〇 


へ 大正 二 年 三月 豫科 卒業の 際 作歌、 作曲 印刷に ン 
V 附され て 校歌と なり 今に 歌は る、 ものな り 〇 、 


花の 嫌 ひな 人は 恐らく あるまい、 つまらぬ 花で も、 つく 見る 時に、 余は 世の中に ょくも、 
こんな 美は しい ものが 在る もの だ 2: 感嘆せ ざるを 得ない ので ある 〇 キリストが y* ロモン 榮 華の 極 
みの 時 だに も 其 裝 、この 花の 一つに L かざりし に非ヂ や W 云つた 其 花は ヒア フギの 一種 だ VJ 聞い 
たが、 ょくも Nature の 美 S 五 ひ盡 した 言葉 fr c: 思 ふ 〇 西の 詩人は、 

Flower  m  th CD crpmll CD d  wall  j 
I  pluck  you  ou ct- of*  the  cranny 
Hold  you  here  m  my  hand. 

Little  flower,  root  and  air 
And  ii  I  could  understand 
vVhat  |  you  are,  root  and  all, 

第一 篇楡 蔭靜話  _ 


4 


2/ 才 y の 大路 
and  all  m  all, 

J  should  know  what 
God  and  man  Is. 

ミ 歌つた が、 余の 信仰 ? £ 人生 觀ミは 花に 負 ふ處が 頗る 多い。 

花は 何を 見ても 氣持が い、 が、 余に w つては 眞に其 美を 味 ひ ecstasy に 入るビ 云 ふのは 何處で 
も 何時でも w 云 ふ譯 には 行かない、 正直に 云へ ば、 こんな 塲合は 極めて 僅かし か 無い ので ある 〇そ 
れも 百花 妍を競 ふ 花園の 中ょ b も豫 期せぬ 塲 所 ^ 時 vj に 多い のは 面白い 現象では 無い か 0 今 ま 思 
ひ 出の 糸を 手繰つて 余が 色々 な 花から 得た 今 も 忘れられぬ 印象を 少し 書いて 昆た いど 思 ふので あ 

る 0 

ふくじ ゆ さう 

余の 生國 には 野の花の 賞す るに 足る ものは 極めて 少ない 0 始め て^^へ 來る夏 、川上 氏 ど 森 氏 
の 『はな j を 讀んで 北海の 春の 野を 飾る 美は しい 花の 多い のを 知つて 何ん なに 心强く 感じた であら 
う。 殊に 殘雪 斑ら なる 學 校の 牧塲 には 淸 流の 傍ら til 樹の 下に、 ふくじ ゆ さう が 眹 くどなる に 至つ 


ては、 余の^ iW の 地 WL て；^ を 擇ん tr 事を 誇らざる を 得なかつた ので ある。 

余が 生 國の冬 も 長いが、 札 S の 冬の 長さ、 厭き^ - - て 春の 歸參を 待つた 0 北海に も 春は 來 た、 

然も 南 地では 望み も 得られない 春で ある 事を 余は 感謝した。 

二學 期の 試驗が 濟んで 間も無く 雪が 斑ら に殘 つて 居て 日は 時々 照る が 又 折々 北風が 雪を ちらつ 
かせる 日であつた 〇 同級生 四 五 人 ^ 九 山へ 福 壽草を 取 b に 出掛た 〇 社の 側の 日當 りの よい 雪の 消 
えれ 樣な 所を たらの きの 剌を 避けて 藪 VJ 無く 叢 どなく 無暗 ど 探し 步いた 0 二 三本 蕾の 奴を 見付け 
たので 勇氣を 得て 奥へ 奥へ ど 進んで 谷川の 向 ふ W 、 ゞ 松の 山に 登つて 探し 始めた 〇 するど 流れに 臨 
ん忆南 測の 日當 のよ い 所を 探して 居た H 生が 在 つれ 在つ. た W 大聲を 立てた ので 皆 大急ぎで 行つ 
て 見る W 落葉を く、 ゞ b 脫 けて 小さな 奴が 一輪、 カー ぱい 花を 開いて 充分に 日光を 受けて' 居る。 日 
に 輝く 黄金の 色の 匿は しさ 潔よ さ、 今迄 冬の 世界 死の 世界を 見て 居た 眼は 始めて 生に 會つ た、 ラ 
ィフ は此 一輪を 通して 北海の 天地に 歸へ るので は あるまい か、 美に 打れ て 誰も 手を 出す 者が 無い。 
余は 福壽 草を Kb に來れ の K か 之を 見て は 目的 以上の 者を 得れ 樣な氣 がして 云 ひ 難 £ 吾を 感じた 
ので ある 〇 
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さ  く  ^ 

北 地では 未忆雪 も 消え 切らないが 內 地では 4 ぅそろ-— 櫻が 眹く頃 だ 0 櫻は 山の 雜木 林に 混つ 
て 眹く山 櫻が 好きだ、 赤い 若葉の 間から ほの ぐ £ 三 一輪 嗅いて 居る 奥ゆかし さ、 げにや 本 居 翁 
は 八重 撰を 日本 魂には 譬へな かつた 〇 

東京の 春に 逢つて 始めて 所謂 爛慢 たる 櫻 花を 見た 0 上野の 山の 花の 雲は 田舍者 たる 余の 目には 
麗は しく 映 じた、 然し 未だ 何 ^ 無しに もの 足らな く 思 はれて ならな かつた 〇 墨 提の 花に 至つ ては 
塵 か 花 か、 余は 花の 爲に泣 いた、 そして 幾度 か 夜 氣に洗 はれた 花を ill 面を 撫ず る曉 風に 吹かれ 乍 
ら 、一人 賞し 度い W 望んだ が 遂に 得なかつた 〇 然し 幸に して 自分は 意外の 所で 眞に 櫻の 美を 味 ふ 
事が 出來 たので ぁる 〇 滿 都の 士女が 花 w 其 装を 競 ふに 疲れて 晝の 狂態を 夢む る 夜の 十 時 頃、 余は 
從 兄弟 Y 生 ? £ 靑山三 丁目から 人 一八 通らぬ 墓地を 淋しい ガス 燈 (/)• 光りを 便 b に 慕 地下に 出た 〇 
廣尾行 の 電車 も 通らない、 音 w いふ 者が 無い" 余は 今 Y 生 S 花の トン 子 火の 中に 無言で 立つて 居 
る 0 靑白いガスの光に照らされた花、雪の樣$云つては ^ ぅも足らぬ、色が足らぬ、冷たすぎる、 
やは b 花は 花 だ、 撰 色を ほんの bvj、 ぅす 紫で 深みを 見せて 居る、 花の 僅かな 隙間から 星^^々 


7 


言 も 無ければ 思 も 無い、 余は 今 花の精の F- 面に 立つて 居る の だ 0 二 人は 今日 こそ 花を 見た ? £: 云つ 

て！！ 吾んで 歸つた ので ある 〇 

れんげ さう 

鐘は 上野 か W、 歌 はれた 都の 花 も いつし か 葉 櫻に なつ Is 頃 入 學試驗 には 氣保 養が 大切 だ S 云 ふ 
忠告に 從つて 麻布の 二人の 從 兄弟 w 叔母さんから 掩 へて もらつた 竹 子 飯の 辨當 を携 へて 近郊に 遠 
足した 事が ある 〇 目黑の 火藥庫 わきから 品 川へ 拔けて 東海道を 六鄕に 向つ た 郊外に 出る ミ 田の 中 
で やかましく 殿樣 蛙が 鳴いて 居る 〇 遠く 地平線 迄は 靑 々ミ 菜の 花が 入れ まじつ て麗 はしい 色彩を」 
なして 居る のをう すい 春霞が こめて 居る、 何處 からか 雲雀の 歌が 耳に 入る 0 サィン、 コサ' ィンに. 厭 
きは てた 頭に 浸み 人る 樣で ある 〇六鄕 の^: を 堤に 沿 ふて 上る、 たん I れんげ 草が ぼつ {挟い 
て 居る 0 水淸い 矢 口の 渡に 南朝の 忠臣 新田 義 興の 蹟ゃ弔 ひ 池 上 本 門 寺に 出る 途上、 余 等は はしな 
くも 大なる 美觀に 接した ので ある 〇 本 門 寺の 山に 近き 田の 畔が 一面に れんげ さう で 包まれて 長く 
續いて 居る、 あの 麗は しい 鮮紅色の 花が 武藏 野の 春を 暖く 照す 午後の 日光に 反映して 燃えた 
つば か b 何 W 云つて ょい か 形容の 語が 出ない、 人生. に 愛 2: 信 ^ 望を 齎す エン ジエ 7V は此樣 な 道を 
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迪 つて 来る のでは あるまい か、 余は ぅつ VJbvJ して 歸る のを 忘れた ので ある 0 遙 の 時、 物の 本 
に 春 VJ いへ ぱ必 fs 堇 、たんぽぽ、 れんげ 草が 引合に 出て 來るが 、れんげ さぅ VJ は 一體 何ん な 花 か 
少しも 知らなかつた 〇 始めて 此 花を 見た のは 早稻 田に 近い 大久 保の 原であつた、 爾來れ んげ 草は 
余の フ H ボ レット、 フラヮ I の 一つで ある 〇 何よりも 彼の 平民 的な のが 嬉しい、 花園の 花 ミして 
决 して 耻か しからぬ 此花が 知 百姓の 賴み ビ あれ ぱ何處 の 田の 隅、 畑の かげで も 喜んで 美しく 眹き 
亂れて 暫時の 後の 犧牲を 更に 意 VJ する 色が 見えないで は 無い か 〇彼は 鶴の 友た る 事が 出来ない か 
も 知れない 然し 喜んで 雀の 友 VJ なつて 居る 〇 余は 殊に あの 僞なき 色彩を 愛する ので ある 〇 余 等は 
此榮え ある 麗しき 野に 疲れを 忘れて 花の 一把を 摘んで 土產 V, し、 殘 b 惜く も秩父 連山に 舂 かんど 
する 日に 映 ゆる H デンの 小道 VJ 麥の綠 を 後に して 帝都の 夕方の 文 キナィ トメ ントの 中に 卷込 まれ 
てし まつた ので ある 0 

す V? ら  ん 

都の^^ の 春を 飾る 紅き 野 花から 思 ひ 出す のは 初夏の 石 狩の 荒野に 薰る 白い {す、 V らんの 花 
である 0 待に 待つて 居れす、 V らんが 眹いた S 聞いて、 學年 試驗の 間 も 土醒の I 牛 後を 生 VJ 二 A 


ggg 肩 こ 輕 川の 原に 向つた 〇 雨模樣 では あるが 今日を 外せば 花期^® する 恐れが あるので 空に か 
まわす 行く、 第一 農場を 脫け琴 似へ 出て 初 寒 川^^つ て 左に折れ、 丈の 低い 懈 林に 入つ て あま r 
ころ やすみれ 杯を 採取しながら 進む、 くわん ざぅ が 氣 味の 悪い 色彩を して 盛に 疾いて 居る 〇 初 寒 
に 入る 道を 過る vj リリ ー は 此邊か らあ るの だ ^ T 生が 敎へ た、 成程い i 香が する。 一向 無い じ や 
ないか ミ 云 ふ ミ 草を 分ければ いくら も 有る w いふ、 蕗 や、 割合に 脊の 高い 草の葉を 分けてよ く 見る 
vj 在つた 在つた 草の根 元に 小さくな つて 潔白 雪の 樣な小 球が 莖に 一刻に 並んで 下つ て 居る、 早速 
抜 取つ て 見る ビ 花の 形の 可歡 さ、 葉の 姿の すが-^ しさ、 余は 是迄 す、 ゞ らんに ついて 幾度 か讀み 
幾度 か 繪で 見た、 然し 是程 白く是 程 可憐な 形を して 居樣 ミは 全く 思つて 居なかつた 〇此 白い の. は 
只の 白い のでは 無い、 輝く 白 さで ある、 此形を 何 ど 云 ふてい、 か 自分には 解らない、 若し 風に 搖 
られ て此 一つ一つが 觸れ合 ふなら ば 何ん な 響を 傳ふ るで あら ふか、 きつ ど 其 響は 淸香ミ 共に 野よ 
b 山に、 山よ b 海に 世界の 際涯 迄 ひ、 ゞき渡 つて 人の 世の 罪ビ悲 を 淸め盡 くし 掃 ひ果す 迄は 止まな 
いに 相違ない、 入の 子を 谷間の 姬 百合には よくも 譬へた 者で ある 〇 余は 夢中で 雨に 濕れた 草葉を 
分けて _ しれ、 國に 居る 花 好きの 〇 生に 贈る 爲め である 〇 歸途 は ® 突く 雨に ぬれ 鼠ビ なつれ 
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M 余の 喜びは 洗は る 可 （も 無かつた ので ある 0 

もい わな 4 な 

す、 ゞ らんょ b も 花期は 少し 早い が 夫れ にも 增 して 余に 深き ィム ブ レッ ショ ンを與 へたのは 「も 
いわな づ な」 である 〇 礼 幌へ來 て 間 も 無ぐ 藻 岩山には 「& いわな づな」 ど 稱する 高山植物が ある 
VJ 聞いた 〇 去年の 五月 二 十日 頃もぅ 「な づな」 がい、 ど 聞いて K  N 二 生を 誘つて® 5 に 登つ た 
處女 林の 新綠は 所 V に 「こぶしの 花」 を 交へ て 殊に 見榮え が ある 中腹で 名の 優しい 「ひどり しづ 
か」 や、 可憐な 「はる b んご ぅ」 を 採取して 居る ど 雨が 降 b 出した O K 生 ど N 生は 歸 つたが 
余は 「もい わな づな」 が 見た さに 一人で 登つた 〇 喬木 帶を脫 けて 峯へ 出る ど 急に 眼界が 開けて 南 
方遙か に 樽 前の 煙が 見える、 前は 石 狩の 平原が 未だ 雲に 覆 はれは しないが 空の 半から 地平線に 至 
る 迄の 空が 鍋墨の 樣で其 下の あたりに 石 狩 川の 斷片が 銀色に 怪しく 光つて 居る 壯大な 而も 物凄い 
大景觀 である 〇 八 Antnl あた^' で 「みやます みれ」 か vj 思は れるス 、'、レ や 「みやまき けまん」 を 採取し 
たがな づな らしい ものは 見えない、 切りに さがして 居る ど 山の 前面の 少し 下の 所で 人聲が する か 
ら其 方へ 行つて 見る ど 豫科の 人が 數人 しきりに 峙つ 岩壁の 下で 何 か 採取して 居る 〇 壁に 近 (所は 


11 


其 崩れた 安山岩ら しい 岩の % の愫な 缺片が ぐ わら ^  ^ ^ て 居て おまけに 斜面が 急な ので^^ 此上 
も 無い 〇 余は 例の 赤 革の 半長を 踏 稀め 踏 締め 近づいて 聞いて 見る W 是が 「もい わな づ な」 忆ミの 
答へ、 見る VJ 岩壁の 缺けた 所へ 隙の ある 所に 成程 白い 小 花を 辍つた 四 五寸の 植物が 澤山に 附着し 
て 居る、 足 も ど に氣を 付け 手を そつ ^ 延ばして 取つて 見る ミ 根には 土ら しい ものが 付いて 居ない、 
僅の 自己の 下葉 •の 枯れて 朽ちた のに 根を 下して 居る 樣に 見える 0 花は 5 見れば 純白で 蕋の 近くに 
黃 味を 帶びた 菜種の ょ b 少し 小さい 四 枚の 瓣が二 枚づ 、相對 して 頗る 可憐で ある、 葉は 幹の 下部 
に 簇生して 居る ので 形が い V、 實は始 「ぼけ」 の 花で あらぅ <£ 思つて 居た のに 實際は 實に 崇高で 高 
士の面 影が あるのに 驚き、 嘆賞を 禁ヤる 事が 出来な かつ 11: ので ある 〇 ふ ど 下を 見る ミ 山 櫻が 色 も 
美はしくはころびて居るのに氣付いれ、意外も意外である北海道には野の美花が多いど聞いたが 
余の 愛する 山 櫻 ばか b は 無い もの ど 覺 悟して 來 たので ある、 然るに 今 ま 目前に 夫れ を 見て 居る 余 
の 喜の 溢る、 ぱか b なの も 無理なら S 次第で ある 〇 
g を 血も淚 も ある 大和 武士  W したら、 もい わな づなは 駱駝の 毛 衣に '# を 裝 1 た豫言 者では 無 
から ふか 〇 

第一 篇楡 蔭靜話 
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シオンの 大路  - 

嗚呼 「もい わな づな」 ょ、 石 狩の 平原に 浮華の 風 吹き荒び 、塞の 蜜 雲 覆 ふ 時、 覺 醒を絕 叫し 
猛省を 怒號せ む 者は 斷 崖の 上に 立て 千里を 眼下に する 汝に 非 r* して 誰ぞや 〇 嗚呼、 「山 ざ くら 一 ょ、 
沃野 海の 如き 間に 日本 魂の 腐敗 來 らん 時、 起つ 可き 者は 汝に 非す や 〇 
歸 りには 雨に 叩 力れ たに も 拘ら ヤ、 胸中の 滿 足を 抱いて 山を 下つ たので ある、 余は 數日の 後、 
签 山の 家兄に 「な づな」 に 添へ て 左の 如くに 云つて やつた 0 

この 植物は 目下 裏の® Q の 八 合 目、 岩壁を 飾 b 居る 「もい わな づな」 にて 候 1 岩に て發 見せ 
られ 、宮 部 II 土の 命名に か \ る 由、 菜に も 御 使 ひ 被 下 候は、 V 甚 tr 幸 ^ . 存じ 候 〇 

しらね あふひ 

■石で 雨に 濕れた 事から 思 ひ 出す のは 此花 である 〇 礼 幌へ來 て 間 も 書く 同鄕の N 生を 尋ねて 

4  » 

植物の 標本を 見せて 貰つた 其 中に 「しらね あふひ」 を 見出した、 余は 思は T- 踊ぅ 上つ て 喜ん ごの 
である、 そして 忘れられぬ 思 ひ 出を 友に 語つ た 〇 余が 中學 三年の 時であつた ど 記 臆する、 五月雨 
する 信 濃の 名 貨隱 に 修學 旅行を した 事が ある 〇 柏 原で 下車して 變 化の 無い 七 里 S 稱 する 山道を 
登 b に 登つ た 〇 霧が 目前に 去来して 氣 持— い、 折々 醫 がして、 雲 深い 谷 合からは 老 驚の 歌が 


時々 聞え る 〇今考 へれば みづぱ せを であら ふ、 何だか 喇 肌の 樣な氣 味の 惡い 花が 所々 の 水た まら 
に睽 いて 居る 〇迪 b に迪 りて 老杉 道 暗く 九 頭龍權 現の 鎭座 まします 戶隱奥 社に詣 で 中 社に 歸 つて 
宿に 入り、 じめ^ 小 倉 服を 火に 干して 居る 星 社の 裏の 名て る險所 8 戶蘩迄 行つ た 
健脚 連中が 歸 つて來 た、 其 中の 一人 今 も 名を 記 臆して 居る が  に麗 はしい 花を 持て 居る 。誰も 
名を 知る 者が 無い" 霧に 濡れた 大—四 枚の 瓣は淡 蜜を して 居る、 やゎ 念い 綠 色を しれ 大葉 
丈楓 に似て^® の やうな 織を なして 居る 此 1 筒い 色、 やさしい 姿、 大宮人が 扇 かざして 舞 出 でれ に 
も 譬へ 度い、 げに 人跡 稀な 高峯 ならでは 赢 はれた。 余は 欲しくて 仕方がな いが 探しに 行く 勇氣 
も 出なかつた ので 翌朝 殘 b 惜しく も 朝日に 輝く 壯嚴 な戶隱 の 峻峯を 眺め 乍ら 長 野に 下つた 0 爾来 
高山植物 ど さへ 云へ ぱ 彼の 籠な 姿を 思 ひ 出さぬ 事は 無 かつれ 〇蠢の 深い 都で 堪え難い 文明の 
壓 迫に 苦しんだ 時、 無味 極— 受験の 準備に 厭いれ 時、 ォ1 可憐なる 彼の 花の 思 ひ 出ょ、 汝は如 
何に 余を 慰めた で t う、 或隳 ハ機會 から 彼の 花が 「しらね あふひ」 S 知 つれ 時、 其 姿に ふさ 
ゎしい 名の 彼女を 見ん VJ 望む 念が 一層 切に なつた ので ある 0  • 
この 花が 札 R の 近くこ^ 3 自生して 居る ^ 聞いて 喜ば ^ に 居られょう か 0 去年 初 寒の JI1 が 手稻 

第一 篇楡 蔭靜話  . 
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y 才 y の 大路 

の 山の 雪 消えの 水に かさ 增し 、堇 、さいしんが 唆き 亂れる 頃、 余は K 孛胴亂 肩に 殘んの 雪に 
渴を醫 し 乍ら 初 寒の 奥〒 進んだ 時、 含 川に 臨み 南を 受けた 崖の 中腹に 嬉しく も 再び 「しらね 
あふひ」 の 美を 味 ふ 事が 出來 たので ある 〇 鳥 も 鳴かぬ. 蕾 石の 處女 林の 奧ほの 暗き 山の 峽 にも 之を 
見出 •した 其 | 邐な 姿、 35 嵩^^ には 毫も 變 b は 無い が、 北 信の 高峯 の 濕 り 切つ た 空氣 の 中に 見 

た 穿 札 g の 乾燥した ァト モ スフ T ァに院 いた 花 w が 余に 與 へた 翼は 全然 別種の もので あつ 

た 0 

朝  顏 

内地の 高山 や 北海道の 森林に 「しらね あふひ」 の f 頃は、 東都 雜 踏の 中心に も 誓の 風 は蒸 
つて 深 綠戀 しく 思は せる 頃で ある 〇其頃 余は 日本 橋の 橫山町 通りなる 家兄の 店の 裏 二 階に 居た 事 
が ある 0 問屋の 多い 所の 常 w して 夜は 早く 戶を 下ろし 朝は 寢坊 をす る、 それ 故、 日中の 喧騒に 反 
して 朝 ど晚は 淋しい 程靜 かで ある ' 〇 此時 間が 余に VJ つて 最も 心地の ょい 頭の 工合の い、 時で ある 
朝 五 時半に 蒙して 先づ 窓を 開ける、 屋根 ぱか 4 靑い物 美つ ては 隣の 物干 Q 上の 植木 位な も 
の だ、 だが 空 氣が V」 うやら 夜つ ゆで 新しぐな つて 居る ので 氣持が い、 〇 そうこうして 居る ご何處 
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からか 「朝が ほや 朝顔」 W 云 ふ 張りの ある 男性的な 美 く- ^い 聲が 朝の 空氣を 心地ょ く 振は せる 0 
花 好きの 余さな き だに 晝の 喧騒 w 綠の色 乏しき に 堪え難く 感じて 居る、 余には 天 來の聲 W 響く の 
である、 直にく、 ゞ卜ん を 開ける、 目が 醒める ばか bvj は M 谷では ない 實際 である、 生々 した 朝顔の 花 
が 余の 頭に 生 氣を吹 込む、 其 時 余には 此 都の 眞中に 眞に 生きて 居る ものは 此 花ょり 外に 無い やう 
な氣が する、 余は 繪具凾 を 覆しれ やうな 樣々 の 花の 內か ら眞 紅のへ b を 取らない 奴を 擇ぶ のが 常 
であつた、 一體余 は 强い單 調の 色が 好きで ある、 絞 や宜ハ 他の 瞹眛な i は 余の 堪へ 得る 所では 無 
いので ある 〇 

買は れれ 朝顏は 毎朝 机の 上に 新しき 生命を こめれ 新しい 花 f 以て 如何に 余を 慰め 余を 勵 ました 
であら ふ 〇 

余は 永久に 當 時の 「あさが ほや の賣 り聲 ^: 花の 色彩を 忘れる 事が 出来ない ので ある 〇 

つきみ さう 

朝顏は 朝に 於け る 余を 慰めた、 然し 一日の 努力に 疲れた 頭を ピユ リファィした のは 月見草で あ 
つれ 0 余が 麻布 霞 町に 居た 頃、 殆ど 毎夕 三 聯隊の 裏を 散步 した、 夫れ は鐵砲 山 ? £: 靑山墓 地が 相 迫つ 

第一 篇楡 蔭靜話  -  • 
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シオンの 大路 

て 電車 線路が 曲 b くねつて 居る あたりの 兩 斜面に べつた レ眹く 月見草を 見る 爲 めであつた 〇 電車 
が 行き過ぎて 天地： y： 叔寞に 歸つた 時、 線路 上に 立つて 耳を 峙てゝ 居る ^ 蕾の 破れる 所が 聞え る樣 
に 思 はれて ならぬ 0 トフ ィラ ィトに 淡く 見える 黃い ろい 花の 衝立、 疲れた 頭の 奧を撫 せられる 樣 
な氣がする、あの花の間を飛びまゎつて居たエンゼてが耳から入つて來たのかも知れない、やが 
て 電車の 地 響に 默想が 破られる ので ある、 此所を 通る 時 電車の 窓から 眺める の も 好きで あつた Q 
去年の 夏休みに 夕方 電車で 通つ た 時 も 少しも 變らす 、黃 いろい 柔かな i を 兩 側の 窓を 通して 送 
つて くれたのは 嬉しかつた 〇 

のぅ せん ばれん 

やはり 霞 町に 居て 從 i Y 生 VJ 机を 並べて 居た 時の 事で ある 〇 余が 下町の 家兄の 家に 泊つて 
翌日 三時 頃 大雨の 中を 歸 つて 見る W 机の 上に 余の 大好きな 金 蓮 花の' 麗 はしく 睽き 誇つて 居る のが 
一 鉢 置いて ある 〇從 弟は 居ない が 余は 直に 彼が 昨日の 緣日に V 余の 此花の 好きな のを 雉つて f 
彼の 空囊を 叩いて くれた もの W 察して、 彼の 暖き i を 深く も 感謝した ので ある 〇  PY 生が 歸つ 
ての 話は i の 通 ぅであつた 0 彼は 世 §、$ の 四 年生で 財布の 甚だ 乏しかつた 事は 余の 能く 扣 


參 
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る處 である 0 

のぅ 世ん ばれん に 就いては 今一つの 印象が 浮んで 來る〇 余は 一昨年 夏休みに 無二の 友 〇 生 W 
信 州 飯 山に 從 兄を 訪問した 〇飯 山には 鐵道の 便が 無い ので 國境 の^^を 橫斷 せなければ ならぬ、 
少し 汽車に ょつて、 殘 りの 山道 七 里 丈け. は 步む ので ある 〇 二人は 谷川に 沿ふ國 道を； ひつ \ 
山水を 賞し、 人生を 論じ、 宗敎を 語 り、 時に 戯れ、 足の 疲れ も覺ぇ 無かつた が、 日光の 直射 
ど 道路の 險惡 VJ に 大分 弱つた 頃、 國境に 近い 一軒の 百姓家の 前に 出た 0 其 時 余 等 Q 目を 射た もの 
が ある、 爲衫 强烈な 、のぅ 诂んば れんが 垣 一 ぱいに 午前の 太陽を 受けて •、芳香を 放つて 輝いて 居 
る、 色彩の 單 調に 厭きて 居れ 余 等は 非常な 强い 印象を 拒む 事が 出來む かつた ので ある 〇此 深い 人 
里は なれた^^ 中の 一軒屋に、 こんな 近世 的な 花が 唆き 亂れて 居る コントラストが 旣に 妙では 無い 
か 0 余は® 化の 其 香を 好む、 葉の 形を 好む、 然し 取り分け 好む 處は 僞らざ る 其 i ど 形 VJ である 0 
西 人は 之に 戰勝紀 念の 意を 寓すビ 聞く が、 成程宜 (葉は 楣の 如くで ある、 其 花の 形 li ロング フエ U 
1 が 歌つた、 

sue  earns  whatever  he  0 p c s* 

第一 篇楡 蔭靜話 
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シオンの 大路  ■ 

Ana  looks  ths  whole  world  m  the  face 
Foi*  he  owes  not  any  man/- 

を 旦ハ體 的に 表して 居る のでは 無から ふか 。可憐なる 花よ、 汝は色 ど 香 どを 以て Y 生が i の暖 
かさを示して吳れたのみならす、また此深山の乏しき庭に汝自身の友情を汝の主八ど、余等道ゆ 
く 人に 充分に 分つて 吳れる 0 さらば T のぅせ んぱ れん」 よ、 永遠に 汝の 畜 を、 世の 救け 無き 人 

に、 世の 戰に 傷き たる 人に 惜しむ 勿れ！ 余 等は £ ふて 一輪を 得て 脖を 越え、 目的の 地に 着いた 

^  一， 

ので ある 0 去年の 夏休みに も、 余は 〇 生 ど 同じ 道を 同じ 所に 行つた 〇のぅ 世ん ばれん は尙は 彼 
の 一つ 家の 庭に 旅人に 心情を 分つ 事を 忘れて 居なかつた ので ある 〇 

i> ^ 杂 
法  0 « 炔 

尙ほ 余の 好む 花は 多い、 ひつじぐ さ ひまわり こすもす k みなへ し 等で ある 0 が 然し 是等 
秋の 花が 春の 花よりも 余に 與へた 印象の 深く 無い のは 何故で あら ふ 0 長い 冬は 去つて、 春は 其 多 
くの 花 W 共に 蘇らん ビ して 居る 〇 花よ 余は 汝を 待つ こ VJ 切で ある、 され ^ も 余は 徒らに 汝ど共 に 
過去の 回想を 樂 まん £ する のでは 無い 〇汝に 永遠の 未來 ある ど 同じく、. 余に も それが ある、 余の 
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汝に 求めん VJ する ものは それで ある o 更に 新しき ナム シングで ある o 
花よ 來れ！ 來 りて 汝の 使命を 余に 傳 へよ 0 

余が 本稿に 筆を 取らん ど 望みし こ w 久し かりき、 而も 期を 得す、 今 ま H 生の 切なめ 勸 めに 
依 暴 急に 彥 ■。稀 切 習の 切迫に 逢 ひて H 生の 多大の 助に よ b 完成 f を 得た 
り、 併せて H 君の 友情を 謝す 0 

(明治 四十 四 年 二月 末日 稿) 

.  二 森林の 音づれ 

ハ fir 君のエ ハ ガキ を天_ 山中 無人の境に 非常なる 喜を 以て 受取つ てから 大分 經ち ますが、 其 
後は 御病氣 の 方が 如何です か。 雨に つけ 風に つけて 案じて 譬 ます。 私は 去 七日、 五十 日の 天幕 
生活を 終つ て蓄石 山 麗の巢 に歸 つて 參 b ました 0 行く 時は 未 S 一葉で あつた 金 蓮 花、 フロック ス 
な vz が 私の 小さな 花壇を 所 狹しミ 擴 つて 笑顔 さわやかに 私を 迎 へて 吳れ ましれ 〇 花の 稀な 森の 中 

第一 篇楡 蔭靜話 
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シ 4 ンの 大路 

に 居た # には、 この 小さな 花壇 も 誠にな つかしい 感じを 與 へます 〇 
扨、 君ょ、 兼々、 君が 思を 寄せて 居られる 北海 處女 林の スヶッチを 御 目に 掛ける のは 私の 義務 
VJ 信じまして、 心に 思 ひ出づ る ま X に ペンを 走らせよ ぅ 5 思 ひます 〇 

休暇が 始まる ど、 直に 僕 等 同窓 四 人は 天 瞬 圖 y ヽモ ッぺ 川の 水源、 水淸く 風つ め ^ き 大木 霖裡 

参 

の 人 W なりました 〇 行つ れ當 時の 感想は 友の 繪日 記の 序の 後に 書いた ものに 現れて 居る ^: 思 ひま 
す 0 

尻 馬の 記 

僕は 先き 來たば かりだ 〇 來た 時は 霧雨が して 居て、 山鳩が 森の 魔の 樣に 鳴いて 居た 0 驚 も澤山 
聞え て 居 Is o 今は 蛙が グヮ •やつて 居る 〇これ から 處女 林を 分けて 測量に 入る のか VJ 思 ふ ど 無 
暗に 嬉しい 0  wuck が Wild の Call に應 じ ^ 時の 心 持は、 こんな もの かも 知れない、 然し そ n 

/r  T  -■ 

ど 異る ものが ある VJ 思 ふ 〇 それは 人間ビ 何 (7J- 交 涉も無 い 大自然の ^ ん 底に 在る サム シングに 對す 

A.'  . 

る 憧憬で ある OW 口 ^ ビ いふのは o p JJ o f ^ g  ^r【 p: i いふ 小說の 土人 公で、 アラスカ 

の 大木綵 

に 飛込んで 狼の 王に なつた 犬の 名であります 0 


山鳩 vj いへ ぱ 、私は あの 鳴聲が 大好きです 0 小雨が 霧の r クに 、し ^ 0 j 太古の 森に 綠を流 
して、 大藤の 葉を 打つ 音 ばかり、 かすかに 聞え る 時、 心の底に 響く のは、 あの 聲 です 0 仕事に 出 
掛けん ど 木 下 闇に 茂る 六尺 近い 藤の 林を 分けて、 此聲を 聞き 乍ら、 谷 深く 進み 入る 時 位、 心の 沈 
む 事はありません 〇 遠き が 如くに 近き が 如くに 響く あの 底力 ある聲 を 聞くビ 、何 どは なしに、 物 
悲しい、 なつかしい 思に 充た されます 0 あれは 幾千 萬 年の 齡を經 12 此 森の 心の 聲で あつて、 それ 
が 私の 哀 なる 『無限を 求む る もの』 ど 結び付く 爲め では あ hi すまい か 0 君は 未' だ 經驗は あ b ま 
すまいが、測量の結果の合はぬ鼠^な事はありません0こんな事が日も射入らぬ炭層黑々ど露出 
した 谷の 底で 起る 時は、 實に 泣き 度くな b ます、 こんな 時、 ふビ 前を 見る ？ £ 空色 ゆかしい 花 
が 探いて！ sib ます 〇是が 目に 入る ^ 私の 心には、 もぅ そんな 陰 ® は 影 も 止めません 〇 私の 心は 全 
く此 花に アブ ソーブ されて しま ふので あります 。北海道の 山には 花が 少ない 樣で すが、 悉く 綠の 
世界に 色 も 形 も 可憐な 車 百合が 一點の 紅を 添へ るの も ゆかしき 極みで ありまず 0 木では 卜 V' マ？ 
が 好きです 〇此木 ばか b の 林 も 仲々 よい ものです が、 色々 な澗 葉樹の 中で 一本 群を 抜いて ピラ ミ 
ッド 形の 枝ぶ b して 立つて 居る のは 見る も 胸が すく ものです 〇 何が 眞直忆 S 云つて 是れ 位、 眞直 
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シオンの 大路 

の 木は ありますまい 0 私は 是が 大丈夫の 心を シム、 ボラ ィズ した もの fr ろう VJ 思ひ圭 す 〇 如何なる 
障碍が あらう ど 眞 一文字に 矗 々、天に 沖して 居る のは 何う しても 男子の 心で あ bi す 〇 男性美の 
極改 であ rO* ます。' 

或 人は 自然は 最大の 調 fp- 者で ある VJ 申し ましれ が、 晝の 休みに 胡桃 や 厚朴の 木の 下で 焚火の ま 
わ うに 蕗の 葉を 敷いて 大の 字な りに、 ころがる 時、 殊に 此感が 深いので あります 。胡桃の 葉が 枝 
の 先端に 放射 狀に 叢生して 其リ ー フレットが 同心 圓を畫 いて、 それが 幾つ も— T 重な b 合 ひ 其 間 
から 空が すいて 見える 處は實 に 何 ミ も 云へ ない 立派な® i であ b ます 〇是ど 同時に、 人工 程 不調 
和な ものは 無い ど 感じます 〇測點 の 目印に 二 三日 前に 折つて 立て、 置い ^ ョブ スマ ¢1*  — ァザミ 
に 似 12 丈 高い 草で 幹は 中空で あ b ますから 先を 一寸 切つて 吹き i す？ フッパ の やうな 面白い 音が 
出ます ので 入夫 等は ラッパ 草 W 稱 へて 居ます が 山中の 旅行者は 之を 吹き 鳴らして 熊よ けに 使 ふそ 
うです —— の黃 にな つれ 葉は 草木の 茂 b の 中に 隨分遠 くから 目に付きます。 

僕 等は 地形測量を やつ fi: のです から、 終日 谷川の 支流から 支流を 測つて まわる のです。 丁度 森 
をく、 vb 步く 土龍の やうな ものです、 紫に かすむ だ 遠山を 見る 事な V」 は殆 r ありませ ん 。それ 故 
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霜に 三角 點に 上る 時は 實に 天に 昇つた 心地、 がします 。遠くく 藍から 紫に、 紫から 綠に 脚下‘ 
打ち 寄す る 籠 星え る 山々、 そ— 古 f、 の 森 林を かぶつて 居る のです 〇 眞碧 の大ド 
1 ム の下眞 夏の 日に 照— れた此 _ は、 毛 も 筆の 及 >處1 ません。 雄大 崇高の 感に打 
これて 只 だ 繋た る ばか 4 あ— す 〇此時 只 だ 何 ミな しに 『自由』 ミい ふ觀 念が 强く現 はれる' 
の— す。 眞 の 自由は 期の 如き 所から 生れる の— いか。 テ？ ン ゲンの 森林？ 
ん忙 自由は T テ… 名 づけら れ たでは あ んか 。夕燒 けが 矣 素敵です。 一寸 日記の f 
を 御 紹介し ます 〇 『夕， へ 山腹ょ 备 311 山に 落日の 映ヂ る— む、 雲 1? ゆる ぱ t なる 直下 
に 赤味 帶び た-の 山々。 美 何物 か 之に 如かん、 壯嚴 何物 か 之に 勝らん。 沈默 U •自由" 猶" 
無 聲の聲 ひ、 ゞき 渡る を 聞' T- や』 〇 

霧雨の •ふる 日でした、 前 一 i 深 谷を ひか へれ 山へ 登つ た 時、 何 かの 拍子に 大聲 I」 ました 處が 
こだまが 谷から 谷へ 渡つ て 終に 霧の 中に 消えて 行— しれ。 其 こだまが 非常に 力の こもつ た淸澄 
な もので あ— しれので、 大に 聾に な— して カー パィ ニ 聲三聲 ヮィ {呼ん i で 『君不 聞 
胡茄聲 最悲』 の 詩を 二 養、 高唱 しました。 吞 t 其 下手な 2 には 閉口し n 樣で しれ。 私は、 
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シオ〆 の 大路 

深い 谷 $、 樹には 地衣？ i ー パィに 附着して 管％ メ^ ^_の馨に 露 S しく 光る ぁた b 
で、 谷水の さ、 やきを 聞く のが 非常に 好きです C 落葉を く f 石を 下る 其 響、 誠に 美妙な 音律を 
奏で、 居ます 0 時には ザリガニの そ、 ゞろ步 きに 誘は. れる其 音は 一體 大昔から 何を f やいて 居る 
のでせ > 0私は時々そんな所に座つて、こんな事を考へて居りました0 
測量 も 本流を やる のは 頗る 愉快な ものです 〇本流 ど 云つた 處で 、幅は 十 間 餘の淺 い 石 川です が 
森林を 曲りくね つて 流れて 居る 淸 流は、 誠に 靜寂 な眺 でぁります 〇 音 ひる 休みに 最も 適當 の瘍 
所を 見付けました 〇 それは 一本の 太い 九 太で 出来た 自然 橋が 淵の わきに 出来て 居る のです。 私は 
それに 腰かけ 足を 水面に 垂れて 辨當を 食べました 。正午の 太陽は 兩 岸に 覆 ひかぶ さつた 菜 こ 輝ぐ 
綠を與 へて、 水に 强い 影を 落して 居 す 0 

1VH- は” b 幅た けに 限 •られ て 帶の樣 に 見える ばかりで 梢の 綠 對 照して 殊に 碧く 見えます。 自然 
橋は 底が 水面に 接し T 居る ので 流れて f 白い P 之が 爲で 、わきに それて 淵の 上を 幾度 も 幾 
度— わつ て f す 〇 其 間から、 ゥ グィの 大きな 奴が 背を 揃へ て 雲に 泳— わつ て 居る のが 見 
えます、 水 馬の足の 影が 水底に 美しい 模樣を 印して 居ます。 私は 詩篇の 『もろ^^の 天は 神の 榮 
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光を 顯は し、 蒼穹は 其 1 の わざを 示す …… 』 を讀 んで靜 かに 大木の 上に 橫にな つて 眼る ミ は 無 
しに 眼を 閉ぢ i しれ 〇 日光が、 川上から 吹いて 來る凉 風に 和げ られて 丁度よ い 暖かさを 與 へて 吳 
れます 0 礫を 洗 ふ 川の せ、 らぎが 、如何にもす が- ^  く 聞え て 其 間に 時々 ゥダ ィの飛 上る 音が 
響く 外、 何の 音 も 致し •ません 〇此 時、 胸底の 琴絃は 高く キィ ノート を 奏して 居る のを 覺 えました 
私 VJ いふ 者が 全く 自 然 VJ 融合 同化す るのを 感じました 0 私は 斯く 自然の 奥 殿に 或 者 VJ 語つて 居る 
VJ 思 ふ VJ 綜べ てが、 忆ん  <  無に 歸 してし まひました 〇ス 并—卜 、スラ ムパ ー に 入つ たので あ^' 
ます 〇淸 い勞 働？ 目然 から 得た 此 ま、 V」 ろみは、 慈母の 懷のみ V. り兒の それに も 劣らない 美は しい 
もので あつた VJ 思 ひます 0  , 

月光、 が 原始林に 一層の 靜寂ど 神秘 どを 與 へる 時、 白い 天幕の 前に 立つて、 ゆるく 立 上がる 蚊 遣 
りの 行方を 追 ふて、 物 思 ひに 沈む の も 善いです が、 心 ゆく ばかりな のは、 星月夜の 默 想で ありま 
す 〇 始め 三十日 ばか b 泊つて 居りました 森 中の 一つ 家の 前に 大きな 楡の 切り株が ありまし ti: 。折 
々は それから、 ゆかしい * 打つ 音が 聞え るので す 〇宜ハ 年輪を 數 へて 見たら 四百 近く あ bi した 〇 
或晚 、皆 寐靜 まつて から、 私は 此上に 座 b ました 〇地 上に 見える ものは 黒い 森ぱか りです 〇 銀河 
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V 南北に 流れて、 牽牛ビ 織女が 天頂に 河を 挾さん で 立つて 居ます 0 私は 天 琴 座 や 白鳥座な ごを 見 
る ど 必中 や、 先づ 君を 思 ひ 起す のが 常であります 〇それ は 先年の 夏、 初めて 君 VJ 其 位置を 學ん忆 
爲めだ ?£: 思 ひます 〇 私は 其 時 ふビ こんな 事を 考へ ましれ 〇今 頃は 君も此 天頂に 輝く 世界の 外の 世 
界を 眺めて、 私を 思つて 居る のでは 無から うか VJO 思は 切 b に 故山に 飛びます、 父に 先立たれて 
一人 さびしく 田園を 守る 母を 想 ひ、 故鄕の 山川に 對 して 堪へ 難い ® 暴の 情が わきます 〇 春 日 山の 
夏が 思 出. されます O  I 相 臺公の 事が 浮んで 來 i す Q 自分の 今ま乘 q て 居る 此株は 其 謙 信 公の 時代 か 
らの 治亂興 廢を知 つて 居る ど 考 へて 見る 〇 然して 此木 はそんな 事を 一切 知らざる もの、 如く 此山 
奥に 人知れ ! Q 半 涯を送 つて、 自分の 行く 可き 方に 進んで 居た 事に 思 ひ 至る ど、 まれ 何 VJ なく 此木 
が 尊い やうに も 思 はれます 。けれ ^ も 高く 眼を 上げて 輝く 星を 觀れば 、彼は 地球は 愚か {丈 由の 歷 
史を さ、 やいて 居る ではありません か 0 私には 此 さ、 やきが 盡く聽 き 取れる のを 御存じです か 〇 
私は 天然に 就て 餘 b 多くを 語りました 。人の 美に 就ても 申 上げる 事が 出来る のは 幸な 事で ありま 
す 〇 人夫の！ 人が 或 日 仕事の 歸 へりに 鳩の 子を 手捕りに 致しまして 天幕へ 歸 つて 来てから 疲れ も 
忘れて、 籠を 作つて 入れ ましれ 〇 皆 小 供の やうに 大喜びして 居ます 0 翌朝 起きて 見る VJ 一人が 踊 
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1 わつ て 喜んで 居まず。 何 しれの か VJ 聞いて 見ます 气 鳩が® にやつ た 唐 奪 食べた 美つ て 
喜んで 居る のです。 私は 其 無邪氣 なのを 非常に うれしく 思 ひましれ 。其 日の ひる 休みに 鳩を つ 力 
まへ S、— に 開 霞 4 行つ て來 たい 峯出 ました。 何 用が t か I ひます 5 鳩 1 
はぬ 故、 唐黍を 買 ひに 行 ▲めで t ましれ 〇其 男は 一里 近くの 道を、 ひる 休みの 時間に 行つ て 
來 ましれ。 私は 其 やさしい 心 持に 全く 感心して しま ひました 。嗚呼 この やうな 心掛 が、 學 問や理 
屈 ばか b で 得られる もので せう か 〇 

私の 雪 も X う 終らねば なりません が、 終 b に、 モー ■つ 申 上げ 度い 事が f ます。 それは 下山 
の 時の 所感で t ます 0 九月 六日 待ち かまへ た此 日は 來 ましれ。 何® ハ 十日 間" 全く 社曹 はな 
れて 居て、 人夫 以外の 人の 顏を見 なかつ たのです から、 仙 入なら S 私には 此 日が 待たれた の も 辞 
理 ならぬ 次第 s 雲し を 願 ひ. 參〇二 里 近く 川に 浴 ふて 下つ て 開墾地に 出た 頃、 始めて 霧が はれ 
て、 朝日は 攘 々たる 稻 ■畑を 照」 ました。 私 Q 胸は 秋 Q 實^ 'に 集 ふ 小鳥 共 QT に 踊る のでし. 
た 〇 それが 父母 小 供 一團ミ 成つ て廣い 山間の 新開地を 樂しげ に 歌 ひ 乍ら 耕して 居る 御 百姓の 活氣 
こ蒴ち た 顏を 見た 寺 二は、 嬉しくて 堪 まらな くな つて 度々 送りの 人夫に 笑は れ ました 〇 私に も 何 
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シォ V- の 大路  - 

故 そんなに 嬉しい のか 解— せん。 私は 眞に 彼等の 生活を f しく 思 ひます。 ラ ッフな 自然を 開 
いて 行く のです から、 それは 隨分辛 い 事 も t 卷う 。折角 出来た 唐 霧を 一 晚に盡 く ォャ ジ (熊) 
に 持つ て 行かれる やうな つまらない 事 も 少なく は 無いで せう が、 彼等の 事業は 一つの 偉大なる 事 
業では あ t すまい か、 浮世の 榮華 1 所に 如何なる 讓な る. げに念 め t 臆せ t、 所謂 スロ 
丨 、バット、 ステ ッデ— に iil ひ、 之を 征服して 行く 處に 無限の 貴 さ餐 する のでは 
ありますまい か 。貴むべき は 開拓者で あ う ます 〇 されば 我等は 開拓者た るの 墨 S 抱負 ど 無 けれ 
ばなら ぬ ^ 思 ひます 0 さらば  • 

無二の 友ょ  、  (明治 四十 四 年 十一月 稿) 

.，一昨 U 天鹽 山中に 着、 直ちに 測量 隊に 加は 候〇只 今は 立派な / JV M K1 宿り 候へ ど 一二 週間 茇こ i 
更に 深山に 人り、} K 幕 生活 致すべく 候。 雲 g 谷川を 上りて 測量 Q 目が ねを 視く ば，^、 山步 きの 
好きな 小生には 樂な 仕事に 候〇食 事は 麥に昧 い 汁 ばかりな れど 働いて 食へ ば 山海の 珍味に 優り 中 候 〇 
町へは 一一 里 郵便は 二 日 か 三日 おきに 候 〇幸に 壯健乞 御 安心 〇  ( 母君へ 通 旨の 一節) 
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三 我 生活 

神に 生く る もの、 牛： 活な bo 

春光に 萠ゅる 樹林を 見す や 岩間に 湧いて 止まざる 淸 泉を 見 t' や 信仰の 生活は 之、 歡 喜の 生活は 
之な bo 

胸底 溢れ 來る もの あ b 藏す る， に 堪へヤ 觸る 、所の 凡ては 與へ' ざれば 止ま ざらん ミす 0 
將に思 ふ 狂せ る’ に 非 ヤ や ミ、 理性の 冷 刀を 振 ふ ど 雖其 分析に 堪へざ る もの あるを 見す 〇芡思 ふ 
夢み るに 非 ^ やど、 され Vj 意識の® 乎 c£ して 答 ふる あり 〇 日く、 然ら fNS o 

狂に あら ヂ、 幻に 非す、 然らぱ 愚か 〇 或は 然 らん、 衆の 心を 獲、 衆に 和す るを 以て 賢 どせば 愚 
も 亦 佳なら す や、 智者は 直線に 行く 者を 愚者 VJ 呼ぶ 〇 喜んで 愚な らんの み 〇 
•人に 求む 可き は 生命な ぅ、 生命に 觸るゝ 所 無くん ば 益敎ど 云 ひ 哲學ど 云 ひ科學 VJ 云 ひ藝術 W 云 
ふ vj も 遂に 何す る も のぞ 0 

生命の 源泉に 汲む もの 遂に 又 渴 ある 事な く 神の愛に 生く る ものに 不安 ある 事な し 〇渴は 空氣を 
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シオンの 大路  - 

以て醫す可きや不安は理論にょ6て平安を得可きや、敢て生活の內容を客觀化するの要を見ヤ、 

理性の 批判を 避けす VJ 雖 、生命は 遂に 理論に 非ざる なり 〇實驗 をはな れて宗 敎 ある こ w なし、 信 

% 

仰の 人 梁 川は 云へ b き r 我は 神を 見た b」w、 彼 や 自他を あざ ' 1> かざりし を 知る 0 
我の 最も 愛する ものは 「我」 な り、 眞に 我を 愛して 始めて 誠に 眞を愛 し 人を 愛し 得るな り。 世は 
春な りき、 眠酣 なる 暗夜 紫電 一閃す る あぅ 「我」 を 照す 〇 はから ざり き 眼前に 展開せ し 「我」 の何ぞ 
かく 汚穢を -® むる や、 何ぞ かく 形を 失へ る や、 何ぞか く 力なき や。 胸を 裂く る ばか b に 痛み 涙は 
源を 盡 して 流る。 「我」 を 愛する の 我は 之を 見る に堪 へざる なり。 煩悶 も懊 惱も决 意 も 努力 も 我を 
救 ふに 足らす、 嗚呼 かくて 我は 底無しの 沼に 迷 ひ 入 b し 旅人の 刻々 に 沈み 入る が 如く 無限の 暗黑 
-界 に墮し 行きつ、 あるが、 _渴は 其 極に 達し 恐怖は 全身を 通じて 漲 b 流る 〇聲 あり 『「我」 を 捨て 
ょ』 ビ〇 云 ふを 止めょ 如何. に惱む ども 何 ぞ破鞋 の 如く 最愛の 我を 捨 つるに 忍びん 〇  _ され r 棄 
て ざらん か 堆蛆 2 蠢く 糜爛の 「我」 を 如何にせ む、 刻々 迫 b 來る暗 黑界を 如何に せん、 「我惱 める の 
人なる 哉」 

詩人 ロング フエ ロ  ー は 人生を 歌へ りき 〇 
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Behind  the  clouds  is  the  suii  s s l  shinning, 

我决 する 所 あり 全力を つくして 「我」 を遙 かの 無邊 際に 抛擲せ bo 
果然、 「我は」 光明の 世界に あらん ^ は。 

奮き 我 之を 麗に 求む 可辠 、新しき 我は 愛の 蓄に 生れれ るな り。 慈母の 胸に 休ら ふ 幼童の 
信 依 ど ^ • 安は 强烈 なる 自己 意識を 伴 ひて 來 b  g  〇 肉 體の衷 にあ b し 我は 今や 赤條 々たる 宇宙の 我 
どな b て 立てるな り、 杯は 溢る、 歌は ざらん や、 叫ば ざらん や 〇 
靈界に 波動 t 永劫 i 永劫に わたる、 室 由は— 統一を 見る。 卑弱 にして 急な^' し 綾 琴は 見ょ 
今共鳴を始めぬ0深き事蒼穹の深きに過ぎ、强き事斷崖に崩る、浩濤の響にも似たらん音律、今 
や 我 奏づる 所 vj なりぬ 0 涙 流る、 胸底ょ b 湧きて 來る 、淚 こそは 遂に 最上の 表現れ るに 非す や。 

生存の 意義 始めて 明に 「人」 の 生活は かくの 如くして 始まりぬ、 され ざ 永遠に 終らざる の‘ 化た 
るな b o 

信仰の 生活は 充ち 足る 生活な ぅ、 然も 偷安の 生活に 非. T 向上の 生活 なれば な bo 
我 生活は 充ち 足る 生活な b、 され r 充ち足 る 生活は 完全なる 生活を 意味す るに 非す、 密雲 深く 
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シオンの 大路  . 

閉 して 頭を E せん ど する 事 あり、 寞府 に通ヂ るの 深 堅 道に 迫る あ bp  _ 跌又 蹉跌、 行路の 難く し 
て 我 信の 薄き を 思ふ〇 され ざ 法悅の 泉の 溢る X ありて 我渴か ヂ、 なやみの 日に 望を 見、 弱き 日に 
力の 最も 强粟叠 ゆ。 一路 遠く 雲に 入りて 嶮は 益々 It' なり 晶 何の 恐る、 所ぞ 、蹉跌は 末な ぅ、 
不屈は 本な ぅ、 力戰の 行路に 峻は向 上の 一段 階 たれば なり 〇 

我は 凡てに 就きて 自由 ど獨立 ど を擇ぶ 、自曲 なき 所獨 立な き 所に 何の 生命 あらん や 〇 信 fra の 生 

活は自 由の 生活な り、 舊き もの 新しき もの 美なる もの： 醜なる もの、 衷に 生命 ^ 意義を 見る の 生 舌 
な り、 意志の 生活な bo 

顧みて 衷に 見る に我步 みの 遲 くして 鈍き 毫も 人に 優る 所 あるを 見ヂ 、され d'' 敢て 云ひ导 る听ち 
り、 我 道は 人の 道に 非、 f 事な bo 我 | 步は全 力の 一步 にして 常に 最後の 一步な る 事な b o $ w 
の經綸 に關與 する の 一步な る 事な bo  C 大正 二 年 五月 十) 五日 稿} . 
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二 I チェは 云つ n r 神は 旣に 死せ b」w o 

一派の 科學 者は 云 ふ 「吏 由に 不思議なる ものは 旣に 存在の 理由を 失つた」、 w  〇 
果して さぅ であら ふか？ 

理智の 至上 權が否 認 せられて 居る 今日 T 科學ど 信仰」 な ^ 云 ふ 問題を 取扱 ふのは 遲 藤の 誹は 免 ,: 
れ難 いが 科學萬 能の 唯物論を 堂々 力說 して 居る 一派の 科 學者が 存する 以上は 之に 對 して 一言の 價 
値は 有ら* フ vj 甲 5 ふ 〇 

宜ハ 前に 不思議なる 事 どは 何を 意味す るかを 明に し 度い 〇 文字 通 b ならば 思議す 可から ざる 事で 
ある 〇五 口人の 理智が 到達せ る範圍 外の 事で ある 〇 科學の 未 tr 及ばない 所で ある 敢て 及び 得ない ど 
は 云は ない 〇 槪言 すれ ぱミス テリー であるが 又 一方から 云へ ば 驚異の 念を 起さし むる 事で ある 〇 
生命、 此問題 1 人類 あつて 以來の 最大の 謎であつた 〇而 して 今や 一派の 科學 者は 之を 一の 酸化 
作用た るに 過ぎない ど 云 ふので ある 0 故に 生命に 何等の 不思議は 無い 〇 之を 不思議 ど するなら ぱ 
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シオ V の 大路 

水が 水 蒸 氣に 化する も 不思議 ど 云は なけれ ぱなら ない ^ 云 ふので ある 0 生命 旣に然 b、 况や其 他 
の 事に 於て を や W 云 ふので ある 〇か \ るが 故に iH 由 間に ミステリ— なる もの \存 する 理な く、 信 
仰の 如きは 一の 笑 ふ 可き 迷信れ るに 過ぎない ど 云 ふので ある 〇 
私は 小 供の 頃から 妙に 物事を 不思議が る 質であつた、 母の 脊に負 -ii れ てる 頃から あま を 
放つて 人を 困らせた そうで ある 0 雁が 夕方 刻を なして わたる なぞは 第一の 不思議であつた ^ ハせ い 
でも あらう か、 小學 校の 頃から 自然界に 深い 興味を 感じて 居た 。美しい 花が 咲く のを 見て あんな 

て こ 

芽の 何處 にこん な 花が かくれて 居た の忆 らう ? £ 不思議に 思つた、 初步の 理科で 釋扞 の理や 液體ど 
固體淳 g 務觸. にょつて 水素の 發生 する のに 驚異の 眼を みはつた 私は 中學に 於け る 物理、 化 學其他 
の ¢1 ^學に 如何に 大むる 期待を 持つて 居たら う 0 所が 物理の 先生が 其 最初の 時間に 物理 學どは 
A¥hy? の 學に 非ず JIow? の學 である ど 云つた 時の 失望は 今 もょ く 記憶して 居る。 

化學の 時間に 水は 常に 〇ービ H1 一つ ^ から 成立つ もので 决 して 例外は 無い ど 知つた 時の 驚は 直 
ちに 不思議の 念に 變らざ るを 得なかつた 〇數學 すら も 私には 不思議の 種であつた 〇總 ての 三 f 形 
の內 角の 總和は 二 直角なる 定理の 如き 其 證 明の 方法の 巧妙なる に 驚く ？ !: 同時に 定理 其 ものに も少 
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なから す 驚かされた o 高等 學校 VJ か 大學で 少し 嵐 商の 高等な 所を やれば 私の 不思議の 癖 もな ほる 
だら うど 思つて 居つ たが、 期待は 全くは づれ てし まつた 〇 不思議は 益々 增すぱ かう である 〇 あら 
ゆる 宇宙の 現象は 其說 明を 得て 理解す れぱ する 程 益々 私には 不思議になる ばかりで ある 〇 1 つの 
種子が 地に 蒔かれて 成長し 開花 結實す るのを 見る のは 植物 內外 形態 學 、生理 化學を 學ん忆 今日 も 
猶 、私には 一の 奇跡 どより 見えない 〇 人は 誰も 之を 不思議 w も 何 VJ もは 思ない ので あらう か 0 
私が 低能な ので あらう か 〇縱 合、 私は 低能 fr ビ云 はれても 事 實そ う感ヂ るの U から 仕方がない 
生命 其 物が 單に 酸化 作用なる si 的の 化學的 現象で ある 事が 科 學上 確定し れ事實 にしても、 やは 
b 私に ど つては 驚異す 可き 事た るに 變 b は 無い 〇私は 水 蒸 1 になる のを 飽くまで 不思議が つて 居 
るので あるから 從て 生命が 入 造 せらる i 日が あり 得る w 考 へても 私に 取つて は 同樣 である 0 

雨後の 蒼 穹にか ゝる一 弧. の 虹に 湖畔の 詩人は 限 b なき 驚嘆の 叫びを あげた 〇 
My  her  t  reaps  up  when  i cr ehold 

A  rainbow  In rt- he  sky: 

So  was  l lrt- when  my  liie  began; 
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CQ O  is  it  now  i p m p m p n; 

So  be  it  when  I  shall cro row  old. 

Or  let  me  die! 

The 'child  is  lather  of  the  man; 

And  一  could  wish  my  days  to  be 
Bound  each*  by  natural  piet く. 

詩人は i する 0 或 人は 詩人を 稱 して 「詩人は 云 ひ 難 けれ ご 默す るに 堪え難き 感激を 我等ょり 
更に 更に 强く 感じ 我等 萬 人. に 代つて 歌つて 吳れる ものである」 ど 云つ no 虹の 理論 位 知らぬ 人は 
無い けれ 共此 詩を 誦して、 深い 同感の 念に 打たれる 者は 私 ばかぅ であるまい 0 
我等 人類は 何物を 以てする も 到底 滿足せ しむる 事の 出來な い 或 ものを 持つ て 居る、 科學 者は 科 
學 的に 之を 證 明し 得 ざれば どて 此事實 を 無視す る 事は 出来 i い 0 我等が 宇宙の 萬 象に 對する 瞬間 
我等の 衷なる 人は 力强き 共鳴を 起す、 此典 鳴が 驚異の おも ひ w して、 あら はれる ので ある 〇 
彼等は 此力强 き 人類の 要求を 只 一片の 非 科學的 思想 どして 嘲笑し 去らん ^ する ので あるか 〇 
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科學 者が 理智の 名刀を 振つて _ 秘的田 憩の 中心に 躍り込むならば 私は 其 成功を 希望す るに 於 
て敢て 人後に 在らう VJ は 思は ない、 然ら t して 彼等が 現在の 智識に 座して 之を 否定す るに 至つて 
は、 遂に 堪ふる 事が 出來な いので ある 0 

科學 者が 此態 度に 出づ るに 至れば 彼等は 旣に科 學者ど 云 ふ 事が 出來な い、 科 學宗の 信 有に 讓 
した もの ど 云 ふ 可き である 〇然ら すして 何う して か X る 大膽な る 否む しろ 無謀なる 非科學 的 否定 
を敢 てす る 事が 出來 よう。 

云 ふ 迄 もな く 近代 科學は 實驗を 生命 どして 居る、 Facts を 根底 w して ゐ る、 然して 此 Facts な 
る ものは 何で あるか、 Facts  w は 云 ふ 迄 もむ く 力、 實體 、作用な ^ であつて、 各 科學に 通用せ ら 
れ 、然も 各 科學 の證 明し 難き 槪念で ある 0 之を 科學の postulate  云 ふので ある 〇從て 之を 出發 
點ど する 科學の 智識が 皆、 龍 的であつて 定言 的で 無い のは 止む を 得ない 0 先に 彼等を 科學宗 に' 
した ど 云つた のは 之が 爲 である、 餘 り 彼等は 此の Facts を 唯一無二の 眞理 w 信じ、 之を 信條 
どして 信仰して 此以外 にも 眞理 あるを 知らないの である、 否 知る を 欲せない ので ある 〇 或 哲學者 
は 「永世 不易の 眞知は 存在し ない、 存す るは 只 問題の 不斷 の解釋 である」 VJ さへ 云つ て 居る ではな 
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いか、 私 d て 素よ b 科 學的眞 理の價 値を 疑ぶ ミ 云 ふので はない、 否 搴ろ 科學を 以て 人類の 誇 ども 
し 度い 0 然し 科學が 我が 此 驚異の 心に 充分なる 滿 足を 與ふる 事が 出來な い 限りは 之に 全 生命^^ 
ねる 事は 出來な い 〇 

斯く云 へば どて 私は 毫も 科學を 侮辱した どは 思は ない。 科 學は 信仰せ らる 可き ものでは 無い か 
ら である、 科學は 科學 VJ して 貴い 〇 科學が か X る ドグマチックな 思想に 囚はれ るなら ば 其 進步は 
旣に 止まつ たもの ど 云は なければ ならぬ、 『我 智識は 貝殼 一掬の 海に 過ぎす』 ど 嘆诂し 大科學 者の 
態度 こそ 眞の 科學 者の 態度で あらねば なら 1Q 〇 科學の 前面には 開拓を 待つ 無限の 荒原が 開けて 居 
る、 科學に 志す ものは 一 步一步 を確實 にして 眞一文 字に 進む 可き である 〇 武器 —— 研究の形衷— 
j に 不備が あつたなら ぱ する 事な く 之^？ 一て、 他の 新しき 眞なる もの ^ 取り 換へ なければ 
ならぬ 〇 旣に 得た る 所に 心 倣り たる か 或は 武器の 不備なる に窮 して か、 淺 疆 まる 唯 物的 哲學の 
古城に 立て籠つて 井蛙の 愚を 學ぶが 如きは 科 學の爲 め 斷 じて 取らざる 所で ある、 かくの 如くして 
科 學は其 進む 可き 道を 誤らぬ 時 始めて 健全なる 發達 期を 待す 可き である 0 かくて 發達せ る 理智は 
人性の 情 的 意 的 方面に も 多大の 光明を 與 へて 人 牛： 問題の 解决 に寄與 する 听多か る 可き は 疑を 容れ 
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ない 0 然し 科學が 如何なる 發 達を 遂げ たれば 毛 理智が 全人生で はない 以上は 理智に 靈し竊 
學或は哲學 ^. ^ を無用に歸してし1樣馨ぼ有り得可きではない0 
信仰は 古今 將來を 通じて 人生を 統一す る絕 對の權 威で ある 人生を 貫く w ^ lg s- である 〇 一派 
の科學 者が 宗敎を 嫌つて 信仰を 排 せんどして 自ら 獨特の 信仰に 立たざる を 得ざる に 至つ たのは 期 
せす して 此大 事實を 暗示して 居る もの ど 云は なければ ならぬ 0 
此所に 云 ふ 信 卬忒生 命の 成長に 伴つて 汗 ど 淚ミ にょつて 我等 各自が 創造した る 又 創造を つ、 ゞけ 
て 居る 我等の 血で t 肉で ある、 日々 の 生活に 於て 刻々 其 妙味を 味つて 居る もので ある。 人類 本 
然の要 求 こ 基いて 成つた ものであるから には、 其 內容は 他 ^ 照合す る 事は 當然有 b 得 可き 事では 
あるが、 然も 各々 他から 絕對 的の 獨 立を 保つ て 居る ので ある。 科學 や哲學 や藝術 やにょ つて、 其 
基礎 1 くせら る、 が 如きは 眞の信 仰では 無い、 否 我等の 所謂 信仰は tr 學を 容れ藝 術を 容れ て、 
猶綺 々餘裕 を存 する ものである 〇 彼の オィ ッ ケン 或はべ ; V グ ソンの 哲學の 保證を 得て 始て 得々 た 
る 輩の 信仰に ^ つては 言及の 價値さ へ も 無い。 

かくて 驚異の 念に 發した る 生命の つぶやきは 信仰の 大洋に 注いで 此 所に 始めて 懲湃 たる 大濤を 
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シオ X の 大路 


起し、 天に 朝して 歡喜充 足の 聲を 轟かす ので ある 〇  ( 大正 三、 r; 二八 日 葉 山に C ノ 


我は た V' 驚異の 
歌は ん もの VJ 


¢1- 

tu  b  ，たび  VJ  • 

な こに 仰ぐ 力な 詩人なら ぱ 


1 自明 治 四十 五 年 五月 
f 至大 正 1 三年 六月 
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明治 四十 五 年 五月 

二十 三日 い 墨き 心いだ きて 變のァ ヵシャ 道を 若人は 步む 

一一 十四日 病 故 か 神の 慈愛の 足らざる か 人戀 しさ か 然らす ざ 答 ふ 

美は しき 綠は 森に 歸り來 ぬ 森に 行く どて 郭公を きく 

祈に 行かん とて  なん VJ なぅ 落葉 ^ の 下道を 行きつ、 我は 淚浮か べつ 
(連作 五 首〕  ■ , 

小川 邊の 落葉松 ¢0? 綠 する 中に よ L きちれ の L げにな く 

疲れたる 人の 如くに 吐息して 靑 野の 末に 我い ま 坐し ぬ 

夕 映の 空に 囀づる 雲雀ら も 我に 祈れ ミす、 むる がご w 
第二 篇 心の ま 
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シオンの 大路 


我は 汝がな やみの 爲に血 流しぬな r 我に 來で 一人な やむ VJ 


靜なる 夕べの 牧に ひざ まづく 我い ま 聞きぬ 御 こ ^ さやかに 

我が 胸の たの L き 血潮の W、 Y ろき の 神に 通 ふ ^ 今し 思 ひぬ 

祈 終へ て 喜ばし 3 美しく 旦つ靜 なる たそがれの 野末に ひ ^ く 喜の 歌 
に 堪 へず 歌 高らか 
にぅた ふ 

主ょ 我は 今ぞ 行く どぅた ひつ、 力に みちて 歸 b 行く 我 
二 十五 日 魅な けば 故鄕思 ふた そがれに 田の 水を 見に ま b' ります 一# 


三十日 


暗き 谷き b  r し 匂 ふ 白 根 あふひ 信 濃の 深山の 霧 M はする 


過ぎに し 春の 日の  こ  ゎかめ 

r ひ 出で  牧に 坐して 森の 嫩芽 をな がめ つ X 雲雀の 歌を 聞きつ 、所 る 


我がな やみ 更に 高き に 至るべき 道 どし 知れば な r か 恐れむ 


六 


月 


一  日 

楡の 芽の ぶ 屋根 越 
に 見て 


そびえ 立つ^! 包む うす 綠 ますら たけをの 淚ミも 見る 


* し * -C かう ど 

あさみ ご うく もれる 朝 かつこう の 若人の 胸に しみ われる かな 


たのし かるみ ^ b の 森の あさま だき 何を 啓示す か 我が 心 病む 


; く あ bvJ M はれつ、 も かく あらぬ 我 身なりせ ぱ心 うからむ 


我は 只 主の -H 子 架を 身に 負 ひて 御手に すが b てす、 みつ、 行かむ 


f 

4 植物園に  一 OA f sv 處女 林の 若葉の 下を 心豐 けく 手を ゆり つ i 行く 若 叉 


第二 篇 心の ま \ 
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シオンの 大路  . 

fl 草 あやめ ふち r る 花園を 師をな つかしく 思 ひつ X 步む 
眞 夏の 日 こ X に 安ら ひ 詩 讀まば ど 幽庭 湖畔の 森を ぱあ ゆむ 
二  日 偉なる 賜 なれ や 雲 等 S 共に 蟲 ひて 典に かたるは 

日曜 學校に 行く 

我が 智慧の 人に 誇らん 智慧なら ぱ 如何にものう きものに や あちん 


驚ける® e； しつ \ いど 切に 主の 昇天を 聞く 兒等い VJ L 


我がち えを 神の 御前には づる時 わらべ VJ 共に 幸 ひ覺ゆ 

雲に ひざ ま づき 人 もな く 物 も あるな し 只 あるは. H 子 架 負ぅて 吾を a ふ 神 
(一二 首〕 

其 夕べ 裂きに しま、 の 聖き飯 今 手づ からに 賜 ふさき は ひ 
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斬りつ、 何 VJ はな L に淚 しぬ 主の ふれ i し、 あ VJ にや あ； ん 
ァ〆 デ レス 師  やわらぎ (よろこび) に 輝ける 顏白 きひげ 手ぶ b ゆたかに 說く師 なつか 
三  日 我が 心 人に まさらて 转きか 我よ わき かな 我よ わき 力な 
我が 心 君を 汚しぬ 如何にせ む 鳴 呼 主よ 我^® みたまへ 
P ' 1®- しさ ど 悔ど 恐れ VJ 淚もて 我 や 今 坐す 落葉松の 下 
嗚呼され、 ざ 我が 此の 汚れの 故にして -H 子 架 負 ひし 主今來 ませり 
なやみつ 上人 來れ b L 我は 今心强 くも 主 w 共に 歸る 

戰はん いざ 戳はん ますら をの それの 如くに 主の 內 にあれば 
第二 篇心の ま、 
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シオンの 大路  - 

我が 祈の 時 毎に なく 郭公よ 今は 汝 W 歌した はしくな ぬ 
あさ 綠工广 ムの 森の 繁み わけて 夕日の 光 やは らかに 落つ 
五  日牧に ふして _ の 梢を なが むれば 蠢を ほむる 歌 ほ W ぱ I る 
後藤 君と  牧に まろび 天鹽の 山を 友に 語れば 初夏の 風に n んぼ X のどぶ 

草 どり て あ n へんど すれば よろこびて 近よ 來る若 1 し 
七  日 小雨す る 夕べ 綠の 農場 行けば 森の 喜び 又 味は‘ はる 

かざぅな き 自然は なれて 何 か ある 只 徒らに 人の あ ? f 行きて 
いかでい かで $ 架の 愛を 外にして 我の 生くべき 所 か あらむ 
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A 


.日 うちな やむ 友 思 ふこ w 切に して 我受 くる 愛 わかれば や ビ思ふ 


神を しら ば 如何に 喜ぱん 我 友は 母を 失 ひ 望 失 ひし 身の 
たそがれて 空 w 小川 ど 手稻 のみ 見 ゆる 農塲に 神の 子 ど 立つ 
あかし やの たそがれに 唱ふ 蛙ら の 歌の メロ デイ ー の 麗しき かな 
_ の 下 ほのぐらき 道に 遭へ る 友の 寫眞 贈らん ミ 云 ふは うれし 


九  日  H ジブ ト 去る 民の 姿に 似た るかな 我 弱き 信のを りを りな やむ は 
說敎 聞きて 

よき 人の わらべ ^ 共に リリー 採 b 蕨^^ むは ゆかし かりけ^' 


S 4S ^ I4 贿 壇に 上-^ て 心の ま、 をぅち 語る 心の 喜 ゎ けん ミ 思 ひ 
首) 

第二 篇一心 のま ふ 


ぎ 


爲 


シオ〆 の 大路 


〇 

1 0 


我 信は 今や 我 身の もの W な b ぬ 主よ 只 我^^ より 救へ 


語 b 終へ て 森の 細道 歸 b 來れぱ 誇な しやの 御 聲聞ゆ る 


我は 只 御 神に 祈る ほか ぞな き斯 くす る 外に 道の なければ 


龜山君 寫眞を 贈る いつはらぬ 友の 姿の 我 前に 立つ は ぅれしき 限な ぅけ b 


令み かげ 


あた、 かき イングランドの 師の 君に 月な き 夕 君^^ 贈る 


十 


日 北の 野 ミ森ど^^ふる我友は君影の花如何に見るらん 


ふと 中 村寬助 先生 人格の 力の い ^ も强き 哉 我心い vj V 若き 師に ひかる 
の 紳士 論 1 よむ 


師の 君の 高き 心の しの ぱれて 何 ミもしらヤ淚こぼる 


十 一日  あかし やの 業に 夕の 祈す るた のし— きも 得が てに な艺 
試驗 近し  ， 


十二 日 平和なる 憤 火の 海の 春 五月 駒が 岳 かすみ 蜈 夷冨士 そび ゆ 

去 十 / L 日の 洞 爺の 
旅、 有珠の 烟 を 思 

出で て (連作 九 首)  を さる  わかめ 

..石狩の荒野の原をた ^ り來て長流の谷の嫩芽見に來ね 


たそがれの 谷間の 森の 川の べに 浮び 出で たる 酸 夷山 ざ くら 


川の ベの 丘の かつらの 根に 立ちて 芽ぐめる 森を ながめて 斬る 


漉の 上に 立てば 展くる 洞 爺の 湖 朝 もやう すれ 富 士の影 さす 


さゾな みよる 淸き洞 爺の ふ ちづた へ 深 そら 色して り ん ぅの 唉< 

« 


蠱 々S 泥 山の 上に そ i り 立つ 枝な き 森の ものすごき かな 


第二 篇心の ま X 
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シオンの 大路 

赌上 りし ばした ^ すみな がむな り 去らん VJ する 湖な つかしく 
崎 下りて 日 さす 谷間^! b 行けば 忘れな草に 似た る 花 さ< 

十 三 日  風す さぶ タァ ヵシャ 道行けば 森の 綠 のを ご そかに 見 ゆ 
牧草を にな ひて 歸る 幼兒に 家 いづこ ^ 問 ふ 森 わきの 道 
森 ど 畑 めぐりて 歸れば 我心に 聖 きよろ こび あふれく るかな 
•  WWJbQ 姿 麗しく 雄々 しけれ 楡の 老樹は 我等が ほこり 
病間錄 見神 實驗を 神 見し ど 叫びし 人の 文よ みて 我 見し 事の いよ、 ほが らに 

よみて 

日毎 日每か の 夕の 事 ぅれしくて 歌く b かへ しく b かへ し讀む 


て 


我が祈の友ども見てし郭公のなっか—き聲きこぇャなりね 


雨ふりし 夕 落葉松の 道に 立ちよ わき 心に 力 得に け， 


十二 日 最後の 體操 ものう か b し 步調も 今日はな つかしし 豫 科の ライフの 最後の 


H 


VJ び 入 b し 羽い ど 長き あづまつ ぱめ 殺せし 人の 心 悲し も 


い VJ 早く かけりて あ b しつ ばくら の幼兒 の如ど らはれ て 鳴， 


硏究 誌つ 


ふ. み 


雨 はれし 朝 牧場の 柵に よ b て 書よ み 居 ^ り 我心 も ゆ 
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昨日 今日 心に 溢る、 a は 充てる ライフの しるし vj ぞ M ふ 


綠 濃き エルムの 森に 初夏の^: り來れ ぱ色 まさる かな 


第二 篇心 のま 


日 


十 
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シオ〆 の 大路 

初夏の 森の しげみに 降る 雨は 人の 心に 內省 を與ふ 

我心 U 感化を 與へ 我、 L' に 神を 示せし A 々のい ど、 ゞ多 きに、 1> づきけ b 
し 人を 思 ひて 

(I 

安逸は 1 なら t- 力 こめて 確なる ものを 求め 進まむ 
なにの 音 か 折々 きこえ 天_な る 深山の 奥の 鳩 思 ひ出づ 
紅き 花に 雨し VJ しど W 降 b か、 る 深山す まひの 去年の 日 思 ふ 
森に 注ぐ 靜けき 雨に 友 思 ひて 白樺の _ かぎし 日戀し 
歌つ くる 心の いど、 ゞ たのし けれ 胸の 小琴の 高く ひ ST きて 
五 日 習 させば 寮の いら かに 雀 歌 ひ エ グ ムの 森に 養の 風 吹く 
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又 見ん ミ思へぱさまで心ぅごかヤァルブスの湖畔に歸る師の君 

胴亂 ょり 出し前の 胴亂 に ^ ぢ こめたり しす、 ゞ らんの 殘 b て かほる 茅木 和の 心 (やさしき 心) 
花と 換ふ 

いよ、 すがに 机の 上に かほる 花い よ、 ながめて いよ、 昆飽か ャ 
神に ある 心の さまの 奇し きかない よ、 足ら ひていよ、 求む る 
神の 御名 語らで あるは 憂か^' け b 心のを ご どのい よ V ふるへ て 


ミス、 ノ ー トンを 夕暮に 花を S ふ 人訪 ひて ランプの 火 かげに ロンドンを 聞く 
訪ふ〇 一首) 

思 ほへ ず ハょ、 なつかし ブ リム ロ— ズ黃 なる が 匂 ふ 野の 國の人 


みく に 


十六 日  小 供 等 ^ 御 わざた、 ふる 歌うた へぱ そ ^ ろ 我 靈天國 に 上る 


第二 篇心 のま 
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シオ〆© 大路 

かわゆく も 庭 どび ぁ b  く 兎の 子故鄕 の® に 文せ ん ど 思 ふ 
紫雲英 香 ふ 六 鄕 川を ひた 思 ふ 箱 飯を 味は ふ 夕 
龜 さんと  君 1 一人 そ ^ ろ步き て 故鄕へ 歸る 日の 事 語り合 ひけ b 
農場に て  釣り 戶な r なに ど はなしに ょし w 云 ひつれ だち 歸る 風の 夕暮 
十七 日は やて 吹く 夕 若葉を ながめて はいたみ ビぱ ぬを 奇 しど 思 ひ g 
十八 日 信仰 VJ 云 ふなる 文字に どら われて 內なる 泉 しらでの、 しる 
今日 一日 戶 外の 風に 觸れざ りき 雨 も 降り 來ヤ日 も 輝か t- 
胸底に ほこ b の心橫 はら t- や @ R 仃ふ つどめ かけ r- や 
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鈴蘭 枯る  殘んの 花 うら 悲しく も 枯れは てて 書よ む 我に かほら t- なりぬ 
十九 日 北 寮を 綠に染 むる 義を雨 ふる 朝畫 がか ぱや VJ 思 ふ 
グレ I の墓 畔の詩 雨の 朝 君 影の 花め づる 友の 文つ きぬれば 悅の湧 く 

の 寺の ヱ ハ ガキ小 

野 君より きたる 

コパ〆 卜の 山腹に 浮く 白雲 一つ、 しめれる 空に ゆるう 流る V 
,  叢の 中に 一つ 二つ うまごやしの ぬれた る 紅き を ゆかし i にき 
山脈の 末に 夕 映の あビ 見えて しめれる 野路の 心 ゆた けき 
景 田 短 かき あ 也の ほどり を ゆるう 行き 野末に 消 ゆる 鐘の音を 聞く 

歸依す なる 心の いど ^ ゆた けくて 底に ひ、 ゞける 悅の聲 

第二 篇心の 
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シオ ✓の 大路 

一一 十日い W よわく 風に も 波立つ 心 かな ひろぐ 波な き 御 神に ぁりて 
只 一人 農場の 道を 步む にも まさ b たる 幸な しど ぞ思ふ 

i 

我 使命は まこ W こ i にも 見出しぬ 物み ななべ て 愛 もて 見る 日 
Ifll 流せし 御子の 大愛 胸底に ひ、 ゞき わたる 時 ^ 神に まみ ゆ 
い VJ 黑き 森の 木立の みき ぁらは に 春 野の 末に も ゆる 夕 映 
口なら し 呼びに し 駒の 來に ければ くびた、 きつ、 ぅまごやし やる 
もろもろの 書よ める 後に 歸 b 行く はくめ Vj もつ きぬ 聖書な りけ b 

V 

愛の 學校 (クォ ㈡ レ) を さな ごの まごころ 充てる 書よ めぱ淚 するな，^ を さな ごの 如 
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を さな C の 愛の 行爲 をよ み くれば 小琴 高な b 涙 増き くる 


二 十一 日  朝. には 東の 森の なつかしく 夕 やけ すれば アカシ ャ路 よし 
朝の 散步 (二 首) 

初夏の 一す じ 道の 末 遠くめ うしの 群の 橫切 るが E ゆ 


入澤 家兄よ i 


口重く 文書かぬ 兄の まごころは 短 かき 文に あらわれに け • 


受 の學 校を よむ  いつまでも 我を さな C の 心を ぱ 神よ 守りて みちびき 給へ 
0 一首〕 


小 供 等を 敎ふる わざの 尊くて 責の 重きを 新に 思 ふ 


高津 姉を 訪ひて  を さな 兒を敎 ふる 業の 尊 さを い W L め やかに 語ら 合 ひけ 


二十 二日  文つ けば 若き 妹の 悶思 ひて 我心す S? ろ 重 b ける かな 


第一 一 篇 心の ま \ 
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シオン© 大路 


Mi のしめれ る姿畫 け ごもうら さびし さは 猶去 b ゆか 1-- 
歸 省の 日 妹 や 子等う ちつれ て 近くの 山に 遊ばん なご 思 ふ 


二 十三 日 我行爲 はま だ 愛の ために あらぬな b 求む る、 じうち にび そめば 


牧草地の 小川の ほど b をつ ^ る 森 姿 も 色 も ゆいし 見る 


SE の 底に 法悦の 泉 湧かす ば 力の 源の 涸れは てぬ ベ 


大圾の 兄より 來簡 道 もどむ る やさしき 兄 君の 文よ みて 五 年ぶ b に 咱見む VJ M 3 ふ 


二十四日 

朝 排水 場の 傍に 除 
虫 菊に 似た る 白き 
花を 見出す 


日 さす 朝 溝の ほ w りの 白き 花 友 にせば やどつ み歸 りけ， 


今 來にし 森は 霞の 籍 びぬ 一す じ 遠き 森 わきの i» 


til 


二十 2L 日  廊行 けば ふ ど かほるな b r ヵシャ のま 白き 花のぅ す 綠のな かに 
月 寒 街道 所見  國 道を 歌 勇ましく 進み 行く を さなき 兒 等の 幸 思 ふかな 

歌 ひつ isir を 町に いそぐ 兒 等の 喜ばし さの 面に あ ふる 

秦 

原本 君 4 衞戍 病院 病 語る 友の 言葉は 力なし 輕きを 我に 知らせん ? £ して 

f らん ど すれば 心の せわしくて 詩作る 心得が たきは ぅし 

ぢ 

t そがれの、 じ ゆくなる そ、 ゞろ あるき それ も暫し w r ヵシヤ m 步む 

もの 皆の くらき 農場の 道に 立ち 又 云 ひ 難き 聖靈に ふれぬ 

悲しみの 底に ひそめる 深き ものは 主に i みえん？ の 切なる 叫 •ひ 
第二 編 心の ま i 
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シオ〆 の 大路 


二十 六日 朝ま忆 き牧塲 の 道に 牧童の 牛 追ふ聲 の ほがらかに c> 、v く 
試驗 終る 日 

農事 試驗所 1 ぞ， はまなすの かろき 花びらに 顏 あてて 野の花の 香の 高き を 吸 ひぬ 

ひげな しの 黃な るを しばし ながめつ X あざむかぬ 色を よし ビ 思 ひぬ 


s fi 5i ?s " 愛 足 含を 我が 主に 祈り 求めし 時 花 S 幼 兒の心 S を 得ぬ 


「小さき 烟突や しの 
話を す 


子鐵寺 の 思 ひし ま X の 答き、 花を 後に 語る は うれし 


ミス、 ノ— トン 宅 
にて 卒業 祝を かね 
たのしき 一 宵を 過 
す C 四 首) 


刺に ありて 愛 もて 結ぶ 友 うれし 心 I 直きな くゲち 語る 得て 


我は 今 感謝 ど 喜に ^ へぬな り 今宵の f 去りし 三年 も 


我 三年 のれの しく 淸 くす r し 日は 聖愛 vj 友の^^ によらん 
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散りぢ りに 北 ? £ 南に 別れ 行く 我 友 常に 聖前に 遭 はん 


廣田 君の 事を 聞き 我 友に 悲しき 事の 有ぅ し VJ き i 明日は たづね て 慰めむ VJ 思 ふ 
二 十七 日  慰む るは い VJ 易く して 受 くる 身の いど 切なき を 思 ひや b け b 


、二十 八日 

朝 札 幌を發 つ 汽車 
中に てよ む 


目 もは るの 麥の 畑に 働ける 農夫の 群に ミレの 繪思ふ 


¢0 もがき 


なつかしき H ル ムの 森よ 聖徒よ i 去 b 難き & の 街 


大 沼の 渚を 汽車の 走り 行けば 水に 浮びて 黃なる 花見 ゆ 


園の 花に まさりて 崇くか をるな b 荒野の 原のは まなす の 花 


みちの， 


二 十九 日  眠 飽き ふ vj まご あけて なが むれば 黎明 近し 陸 奥の 山 


第二 編 心の t 


七 


fi4 


2/ オンの 大路 

五月雨に しめれる 若葉 ふるはせて 閑古鳥な く 陸 奥の 山 

くら 0 -み 

都 さして 暗 走る 汽車 中に 一人 さめ 居て カー ライル 讀む 
雨 ぁが b 霞が 浦に 浮く 白帆 ゆるう 田の 面を、 ub 行く 見 ゆ 
都 大路に f はなたれし 我は 今强き 刺戟に 不安を 覺ゆ 

月 

日 まじめなる 友の 家庭に 心よ^' 神の 福祉を うちいの b つ X 
我 や 今 深き 感謝に うたるな り 神の 聖 愛の 友よ b 出づ るに 
二  日朝の 間の 都 大路の 喧燥裏 共に 通學 ひし_ りっ ゝ 


-ぐ *. 、 


雨の $應 接 室に！ S 坐して 油繪 見つ、 札幌を かたる 


嫁ぎに し從 妹を 訪 へばな つかしみ 歸 らん ^ せ ざ 聞かて 引 止む 


三 


まちなか 


日  市中の 鐵 路の则 の 芝草 Z1 ひるが ほの 花い つくし ど 見る 


みち 


う 


ちな やむ 人の 荷 負 ふは 我がつ どめ 嗚呼 其を 負は ん祐け よ 天父 


我が 强きは 未忆 あやうき ものな れや 精進 fnl 上の 道に す、 まん 


四  日 草靑き 武藏 の野邊 を 我 汽車は 北に 向 ひて ひた夸 ゆ- 

高 田に 歸る 


五 


母上が 老の身 ひきて 停車 塲に迎 へらる、 は うれし かしこし 


日 石 狩の 大野に すめる 我な れば物 皆 狹く思 ほ ゆる かな 


第一 一篇 心の ま \ 


十 


ハ 


66 


シオンの 大路 

靜なる 木の 下 闇に 朕く 野菊の ゆかしき 色を 父に 供へ む 
松籟を 聞きつ A X の奧津 城に 思 ひに 沈み 我 や 今立づ 
亡き 姉の 庭 ふさぎに し 紅き 花 今 父君の おくつ きに 唆く 
日  ひろ か b し 田圃は い VJt せまく 見え 幼馴染の 山 かすみみ ゆ 
ダー リャ の黃な る 一重に せまら r る 淸くゆ れけき 心 見る かな 
初夏の ゆ ふべ 蜩杉 になけば 寂し ど かたる 协君思 ふ 
日  母君の 病う する が うれしくて 感謝の いの b 心ょ b 湧く 

うな ゐ兒の 机の 瓶に させる 花し をれ たれ ^ も棄 て fi からき 
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朝露の ま忆 乾ね 頃を ゎらべ 等 ど 棹を ふ b つ、 梅の 實を 採る 
十二 日 母君の やせ 給 ひに し 御 胸を 漏 幾度 も 診 直す 悲し 
十三 日い まゎしき 汚れの 夢に 通ひ來 S 魔の 影の 潜める かま 化 

墨染 の：^ まど ひて 笠辦れ る 尼の 通れ b 歸依心 思 ふ 
十四日 六十ぢ 越え 父に 逝かれし 母君の 寂し さ 思は t- ぁげつら ひけ b 
十丄 、日 夏の 夕 耳に VJ まりて ぅれしき は 鈴 ふる 如き 遠の ひぐ らし. 

天の川 天 鹽の 奥を is ぶかな 榆 の*^ に 坐して 祈れる 
銀河 見て 輝く 星座な がめ ては 聖愛思 ひて 我 胸を ごる 

第二 篇 心の ま、 


十八 日 

藥師 山の頂に 立ち 
て (二 首) 


シオンの 大路 


暑き 日に 午後秀 山の 上に 坐し 凉しき 風に 故 鄕眺む 


靜 なる 松の 林の 木 下道 ひぐ らし 樂 しぐ 聞きつ、 歸る 


九 日  萬 頃の 靑 田を わたる 風凉 し魚賣 等の 笠は 光れ ざ 


ゆあみ 


只 一入 波た つ 海に 浴して：^ に まろび 又 海に 人る 


八月 

十六 日 蟹 殿の {八 出て おわす 日和 哉 (鄕津 にて} 


藥 外 山へ f 日 s  f 友の f 5 ねて 花 手 向！ 兄 君の 心 床 i るかな 

と 行く 


叶 S 日 


:明き 夕 友訪ひ ぅ t, つれて 裏 寺 町を 杖 ひきて 行く 
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o 


蟲すだ く 下 闇 くらき 森の 道 3^ 明く 神國 をし のぶ 
月の 影 星う ち あ ふぎ 胸に 餘る 感謝 語れば 淚 こぼる i 
近 よれ ぱいよ i けだかく 慕は しき 主の 御 姿を ひた 語り 行く 
神に 在 b 滿ちて 足らへ る 心を ばつき ぬ 生命の 姿ビぞ 思 ふ 
蟲の 音の いビ r しげく もな b にけ b 學び や. に歸る 日の 近よ b て 
二 十一 日  大海に 身を まかす れば 魚の 如 安く 行くな b 歸依心 に似て 

出漁す る 漁夫のう 
らや ましく (三 首〕 

親ビ 子ビ うちつれ だち て 舟 浮けて 金波 分け 行く 漁夫を 羨む 

我 も 亦 漁 八 等 ど 海原に 出で て 自由 条 はむ ビぞ思 ふ 

第二 篇心 のま、 


物 
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レオ \  0 大路 

J1 十二 日  暑き $木か げにつ b し® 冰に わらべを 入れて 守 歌ぅた ふ 
二十 三日 山の かひ 迪 b て 池畔に 下 b たて ぱ 睡蓮 白ぅ 浮びて 眹け b 

赤 坂に 遊ぶ 

、 山が つが 刈 b 殘しれ る：^ 花 家 づ S にせん は 心なき わざ 
千草に もまして なつかし 女 ^ R 花 秋の 姿を まこ ビや r せ ば 
二 十四日 神に あれば 我 恐れな く戰は ん勝 つも IK る もみむ ねに まかせ 
三十 一日  に〇ぅたち高くょせくる大波に戯る子等のたのしき樣ょ 

九， 月 

一  日、 二 我 畑 Q な b 出物条 に 置きて 秋雨の 日を 畫き くらし S 


四  日 海上は 時雨 來る らし 天の 涯ぅす 黑の雲 ふ W 浮び 出づ 

•  參  . 

土 捲き て 大軍敵 i ふご w 彼の 平原は しる 時雨の 足は 

■ 

い も 

六  日  去る の 日の いよ、 近く もな b ぬ W て OW 君 も 妹 も 針に いそしむ 

七  日出 發は思 ひも よらす VJ 謙 云 ふ VJ 母君に 語る 心 つら さよ 

獻  華  、 

出 發を止 めて 心の ぅら さびし 秋雨 ふりて 蟲な く夕 

..  »  •/ 

八  日 •總て 皆 感謝なる かな 我 愛の _ にぁり て 祈る 其 時 

み： 3C  - 

主 ま せ ば 行く も 止る もよ かりけ り 只 聖旨を ばぁや^ f tj じ S 希 ふ 

九  日®!: の 響を よし w 見る むれ ざ 北の 空い w 戀し かりけ り 

第 11 篇心 のま X 
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シ 


の 大路 


北を 思 ひまた 南洋を 思 ふかな 御 心なら ぱ子椰 の 木蔭に 


三 


御 ひつぎ の® 5 出で ます 秋晴の 此の 日國 母の 御 こいろ 田 5 ふ 


の 本のは てよ b はてに 吊 砲 ^ 鐘 w ひ ^ きて みゆきを 奉送る 


こし 


國 民の 父の 帝は 尊く も 今 永久に {呂居 離り ます 


國民 のいた み 悲しみ 慕 ひまつる 聲こ そこれ よ 寺々 の 鐘 


二 十七 


思 ひて はなやみ どかん ど つど むれ d'' 聖愛に ふれて 愚を 思 ふ 


二 十八 


夕 映の 西 山の 空の 星 一つ 天つ みく にの 消息 さ i や- 


狷一一 兄 gt 砂 10 思は ざる 時 ど 所に 我 朋友の 祈 聞かれて ぁるを 氣附— 
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A 


ハ 


四 


月 

日 母君の 悤ふに まさる 深き 愛を うたは、 ゞ 5 思 ふ 病める 此頃 
人 皆の 癒えし ど 語る 書よ みて 我 何 ミな く 心 うれしき 

翁 

參 

日  コスモスの 紅 ど 白 どを 器に もれば よき 詩の ご ^ 心 うれしき 
日 人の子に 自由の 意志 與へ つる 御 神が 深き ® S をた、 ふ 
九 日  百日の い ^ もものう き 生活 ^ みちた る 慈愛 あ VJ にして たつ 
高原を 北に 流る、 千 曲 川 水の 色よ し 山の さまよし 

足 引の 淺 間の 山の 麗原漂 ふ 1 に 北の 野 倨ぶ 

笫二 篇心の tv 
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の 大路 


秋晴 や 上野の 空に M 二つ 


完き八 w ならん ミね がふ lit の 心 愈 固くて ® らまし 我は 


二十 一日 新しき 帽を かむ りて 暖き 小春 日 我は 山の手 步む 


叔母 君の 健氣心 に 我 泣きぬ 灯もビ もさ t* に 語う 泣く 聞 


二十 二 


我 も 亦 時代の 人 かなやまし き 都 大路^: g 君 ど 行き 


三 


住みな れし 寮に 歸れば 我心 春の 小 草の 萠ゆ石 にも 似つ 


rv 


月 


五 


* せ 


事々 に 人に 見せん ミ 焦る 我れ はねょ b 輕き心 悲し も 


き 
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六 日；^ き 人の 紀念 Q 會に 斬る 時 そ、 ゞろ K す C き (备心 ひて 


s つく 


子 iHwb て ふ w 思 ひけり 愛しむ 心の 今日は 足らは ざ りしを 


一一 十日  凍る 夜 月の さ ゆれば オリオンの 昆 え もやす る W ま Vi のぞき 見る 

〇 

一一 十 I 日  西の 山. に 紫に さす 日影 見て 我 富め bvj 思 ふ W の晨 


植物園に 


靜なる 括 林の 中を ざくざく  VJ 落葉 ふみて 心なく 步む 


温室の 花の 中を ぱゆ き歸 b 花つ 翁を うらやみて 見ぬ 


月光の e フ ー に 光る 冬の 夜は 石 狩の 野の 默想を 戀ふ 


a んが し 


一一 + 二 日  の 東の 野を 散 步せし 回顧た のしく 老師に 文す 


第二 篇心 のま 


五 
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大路 


一一 十三 日 柵を 越え 牧塲步 みょき 友 ど 農牧 語ぅ 獨 立を 說 く 


みどぅ 


たのしき 日の 午後は 死 ど 云 ふ おごそかを 聖堂の 內に 瞑して 思 ふ 


二 十四日  あれ-' かき 音波の 中に 祈り 居れば 心むな しくなる を覺ゆ る 


み. 


うたこ そは まこ VJ 樂しき ものな れや 天國 のさ まも 是に以 たらむ 


二 十九 日  石 狩の® T を こめて 音 もな く 降 5 しく 雪の 心よ きか も 


二 月 


一一 


ますら 


日  何 ^ なく 心に ひ v' きかきつ けぬ 我れ 日の 本の 丈夫な り ど 


日  二 十四の 生れの 日には 謝する かな 靈す こや かに 育てし 神を 
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八  日  我心 今日 樂 しくて を Vj るかな 暖き すみかを 見出し ぬれば 
佐々 木 家に 移る 

目に うつる 物 VJ て もな き 石 狩の 野 こそ 心の すみかな b けれ 


あた X かき 師の 君たち の 同情の 食卓 毎に い VJ も 身に しむ 


五 


うな ゐ 等の 歌をュ ダ ャの牧 の 夜の 天使のう たどき くは うれし 


事毎に 人に あらは る 御 神の 御 愛を 思 ひ ほめうたう 12 ふ 


朝夕に 牧塲の 末の 雪の 森 雪の 山邊を 見て はたの しむ 


二 十四日  幼兒の 力を こめて うた ふ 讃歌 心 お VJb て淚 しにけ b 


二 十五 日 今年 こそ 主の あれ ましを 祝ぎ ぬ聖愛 に 生 {る 身 どな b しか ば 


第 r; 篇心の ま 


ぎ 


の 大路 


-78 大正 二 年 一月 


新春は 姉 君の ため 祈るな b 天父の 惠いど さわな れ ど 


十 六 


i  な！ bv 


病める 友 ど 幼き 頃の 學 校の 思 出た のしく 語 b 合 ひけり 


なれ 


汝の如 幸 ある ものは なし VJ 云 ふ 姉 君の 文は まこ ビ なりけ b 


十九 日聖ら けき 歡喜の 我れ に 溢れたり 敎へ 管て 斬る 其の 時 


三  月 


追 1- 


家 かげの 落葉松の え忆 に來て 小雀 一つ 雪空を な. 


幼 £ら 首) 幼兒の 力— f  I めて ぁれ 溪 f  f 
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四 


小さき 椅子に かけて 稚_ど ならび 坐せば 手を 打なら し® 一： の ょろこぶ 
卞六日  H ス 君の 飮み給 ひて し 否の 苦き を 思 ひ 我が 罪を 思 ふ 
野の 中の 街道の 樹^ if つ、 聖愛に ふれて S 湧き 來ぬ 
二 十三 日  ィギリスに 明日 立つ ど 云 ふ 君の 來て 我を 見舞 ひぬ 吹雪の 夕 
友の 愛の 深き K なくょ 我心 別れの 祈 共に さ、 げて 
二十四日  ィギリスに 旅立つ 君を 送り 得 t- 常に まさりて なつかし さ 湧く 

月 

十九 日 霜 白き 森の 木蔭に 黃なる 花見 出して 今朝は ぅれし かりけ ぅ 
福壽草  ■ 

第 11 篇 心の ま I 


十 
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シ ■才〆 の 大路  . 

日の これ ぱ赤 きを 着た るを どめ ご ど わらべ ど 來り芝 生に ぁそぶ 
二 十一 日  かすみ 立つ 牧塲に 立ち 祈る 時な ける ひば b を天樂 VJ 聞く 
二 十六 日  地に つける 身に しぁれ V. も 魂は かの 蒼 穹の 高き を 願 ふ 

參 

二 十九 日  父君の 異 b まし ゝ日二 年の 昔 どなりぬ ぁゝ なつかしき 

日  こぶしの 花い VJ なつかしく かぐは しく暌 き 出で にけ b 處女 ご の 如 
かつらの 森 色 さまざまに 萠え 出で ぬ 今日の 一日を 之れ に暮 さむ 
川 添の 柳の 森のぅ すみ 我が 靈弦の ふる ひ覺ゆ る 
谷に つ、 ゞく 柳の み VJb 紅の かつらの 若芽み な 春の 歌 


- 遠山の， かつら， の 森の. 鳩の 歌 丘の ぼ b つつ 耳 そ ^ だ ? る 

0 

,  ノ 

五  月 

七  31  な、 ゞ すみ T-H る 雲を 见金 かな 天國 の 奥 蒙 ふる 小鳥ょ 
十八 日  汚れた る 心を 襲 ひ來る 我は 罪人 値な き 人 
二 十日 朝 ぼらげ 主の みすが たに ふれん どて サマリ ャの并 &  度 もょ む 

六  月 

一  ■日.‘ 娃 なくた そがれの 野に 我 W なく 帽をば S ぎて 友の 霧る 

^  •  .  .  • 

いざ ^ ひに なやめる 眼ぅ ちあげて 天父 あ ふげば 力 湧き 來る 

第二 篇 1 心の ま、 


82 


•シオ y の 大路 


一二 日 惡戰墨 鬪 にす ぎぬ 此 十日た、 ゞ 神に 謝し 人に 謝す かな 


二 十八 日 別れん ど の 祈の むしろに 不覺 にも淚 湧き 來ぬ 悲しき 淚 


病 M のた め 轉 

地に 決す 


淚 もて 我た め 祈る 人 うれし 天父に ありて 生ける 此の 身は 


あた-かき 巢を立 出で て w ばん どす 病める 鳥には 悲しから す や 


汽 -fn; 中に て (一首) ぅちく もる 野 山よ 我の 心 知る や 小雨 も ふら t- 只 雲 低き 


幻 ほい 


松 島は さまで あやなし 偉大なる 石 狩の 野に •なれし 我 眼に 


七  月 


日曜の 朝の 來ぬ れぱ ぅれしく て聖* tg きて 柏木に 行く 
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mt 


十 日淚し s 父に 云 ふご 轟に 祈る 師の もろ f に 祈りて ぁれば 
一  言々 の 深く も 胸に しみ 入 b て 小琴 ふるは す 師の なつかしき 
十三 日 夕され ば 江の 島の 燈の 水に 浮く ど 友に 文 かく 海な がめ つ、 
十六 日  大 銀杏 見上げ 見を ろし 千年の 昔を is ぶ 鶴が 岡の 邊 
十八 日  入 もな き 岬の 芝に ぅち ふして 天國 思へ ぱ淚湧 きくる 
十九 日  人 集 ふ 濱べ にぁる も 家居す る も 友の 戀しく 北の 野 思 ふ 
十一 日  朝夕の み 祈 こそ はれの しけれ かょわき 信 も 力 得 ぬれば 
祈 b つ、 永遠の 牛： 命に ふる、 時湘 南の 海 もせ まし 思 ふ 

第二 篇 心の ま 


白 帆一つ •，木の間の 海を かぐし けり. 

砂 畑に ぅ b ごろごろ VI まろびた る' 東海道の 風な きま畫 
母 もな き 故 鄕に歸 る 友の 身を い VJ いたは し VJ 語 b 合 ひけ， 〇 
よき 友を つ-みはたさぬ 我 かなし 神よ めぐませ 我ち さき 靈 
そら 靑み •ホ ブラに 風の か— V® ぐ 北の. 野を 戀ひ暮 ず. 
雨に くもる 相 ii の 海を ながめつ、、 心すまして 我は 歌よ む 
殉坐 裏 .彈琴 後長 .深 林 人 不知 lljj d 来. 相 M 


二 十四日  起きいで て^^に 行く が 樂 しくて 一人せ わしく 飯な どを た. 


主の 糧に小 鹿の 如く あづか b ぬ 人に 病を 氣づ かひつ、 も 


二十 五日  入相の 鐘の音 やめ ぱ 手近なる 森に ふくろの さびしき 聲す 


二 十六 日  小雨す れぱ 手 t' さび もな く 庭に 出て H ドビ ワの實 をち ぎ b な d'' する 


脚下に 渦卷 きよす る 波 見て は 海の 力を 思 ひける かな 


/ 


荒 ^ に s 、 ゞろビ ろ どよ する 波に 弦な き 琴の いど も 高なる 


5 

8 


我 庵の かげの 主な き®® の 白き が あまた 眹き にけ るかな 


た そが n の 馬車の 中に て 目つ ぶ b て 笛の 悲調を しみじみ ビき， 


第二 篇心め ま 


シオ〆 〇 大路 

86 二 十九 日 はるばる VJ 友が もて 來しバ ナ 、の實 香 もよ し 友の ® もぅ n し 

九月 

一  日 雨き、 つ、 しづかに ぁれば 心 ゆぐ 思す るな り 初秋の 朝 
ご  日系 雨の きりの 如き 日 こ ほろ ぎのぅた— ゆれで こ、 ろ 潤 ふ 
雨の 橋を 蟹の 斜に わたりけ b 

:三  日 初秋の す、 ゞしき 午後を 心なく 礙を傳 ひて 貝な ご 拾 ふ 

白銀の 海の 上なる 雲の ばえ の 色に 淚浮べ つ  ， 

/  I  一  f 

...  樓に 居て 夕 ばえ 見れば 胸 琴の みたまに ふれて そ、 ゞろ むかなる 
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招 矢 
か 島 
る 家 


八  七  六 


四 


日  江の 島に ょる 波 白き 今朝の 秋  . 

芝に ねて ぅるは しのみ さきな がめ つ、 波の ひ ^ きを 現 心なく 聞く 
さびし さは 友 ある V! も 去ら ざら むまち ます 天父に いで や 歸らむ 
日 落葉 かきし 跡の 殘れる 小 松原に 長々 VJ ねて 蟲の聲 きく. 

日  つばき 暖ぐ 冬を 過？ を 思 6 出で 其 日 來れ W 心 まつ かな 
日  しづかなる 夜の 來れば 一一 人 ふして 歌ょ む 心た のし かりけ b 
祭に 雨の 道に ^ がちぎ りけ む 野菊の 花 拾 ひかへ b て花壺 にさす 

朽ちぬべき 肉の わ ♦つら ひ 何 か ある 永遠に ひろぐ る 生命なら ヤや 

第 1 一篇心 のま i 


シ オジの 大路 


8 

8 


ゆく りなく 神に つか ふる 道 思 ひ® 心なき や W かへ り 見る かな 


むしの 音を 破 b て 遠く 明 神の たいこの 聞 ゆ靜 かなる 夜 


スケッチを 日々 ひも ?!: きて たのしむ よ 歌 ひも どぐ ビ 同じ 心に 


九 .  日  十日の 月 波に くだく る ほの 暗き 礙を つた ひて 語りつ、 行ぐ 

長 谷川 君來る 

しばに 坐して 沖 (7)- いさ b 火な がめ つ A1 B 葉 もなくて 歸 b 忘る 
艮 1 . 日  白 横 眹け る |[| 脊の小 松 かげに 友の 贈 b し バトン スを酿 む 

て： - I 

脚下よ b 天に ひろ ごる 初秋の 海の まひる のれ V へ 盡きせ t ‘ 


細々 ビ つ ^ く 街道に 雙の步 むさ ま 見 ゆ 秋 谷の 村に 


提 く 南に 走る 半島の 煙波の かなたな つかしき かな 
あた、 かき 心いだ きて 友 去りぬ 一人 くらさん つばきの 冬を 
三 日  票る こ ほろ ぎな けば 我に 歸り靜 に ふしてよ き 詩よ まむ 
四 日聖 き糧心 にぅけて 胸に あまる 感謝 さ、 げ 2 日曜の 朝 

せまく し T い VJ た へが 12 く 思 ふな b 山 VJ 海 どに かこまる、 町 
五 日 «? 1?泰ぅちこむるさがみの海に幼兒の如ひれぃのるかな 

シス 傳  よき 友が 心つ くしの 書よ みて 心の Vj かに 夕な ぎを 眺る 

« 

六 日を ぼろなる 海 W 陸 w になが め 入りて 故郷の 事な つかしむ なぅ 
第 11 篇心の ま k 


90 


シオンの 大路 

十七 日 夕 ばえ の^^の 離を きそ ひ 走る 帆船の むれの 心よ きかな 
くだけ 散る 波の かしらを 心なく 見つめて あれば 心 ゆた けき 
龍宮 の ^ もしの 如し M 夜の 水 ^ 空 ^ を 限る 漁火 
長 谷川 兄より  津輕の 海の 月に 君を ば 偲びし ど 夕 友より たより 着きた b 
兄上馨 S  故鄕の よろこび 思 文相の な b やむ L 齡—む 
十七 日い よ、 深く 神の み國盔 b 行かん 信の 一筋 只た よりつ、 

世を 去る にを それは 有ら じたぐ ひなく 愛し ii す 神 まち ませば 
我 魂の 行くべき 先は 我 しら 1-- 唯 知る 愛の神 まちます を 
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一  <5¢ て 信のう すきを 示されぬ を さな 心 もて 祈る 外な し 


犬臺所 に 上り 油蟲 
書を なめ 鼠臺 所を 
贤す 


ゆく りなく は ぢぬ鼠 ど 油虫 ど 犬な ご 怒る 我れ の此頃 


ひじ* 


む 


ラン シス ® をよ いにしへの 聖はた けき 狼 さへ い W ね も ごろに 訓 へし ビ 云 ふ 


故鄕の 子等の 土産に 貝が らを 礎を 傳 ひて 今日 も 拾 ひぬ 


みさき 


九 日黑 牛の 一つ 岬の 山の 上に 唆— だれれ る 秋草を 食む 


秋草の みだれて 眹ける 山頂の ひろき 草 野に をみ なへ し 折る 


冬の 日は 此 所に 遊びて 南 國の惠 ゆたかに 詩うた はん ど 思 ふ 


草原の ま 中に 立ちて かたくなの 我を ぱな げきた ^ 祈るな， 


第 11 篇 心の ま 


V 才-シ Q ネ路 
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二 


日蓮 


日  かやぶ きの 寺の なつかし II 倉は やま W をの この ffi みし 地に し 


地に 根ざす いわほの 如く 立ちして ふ あ S ふみた てば 我が 胸を 


其の 昔®^ 吼した りし 人の 胸の 響を 今の 我が 胸に 聞. 


箱极 


深き 谷 大い なる 山 何 どなく 崇きを 希 ふ 我に 應ぶる 


逝きし 我 師 


ねむ ごろに 敎ベ i す さま最 がきつ、 北の 都に 在ます VJ 思 ふ 


二 十二 日 秋の 氣のゆ るう 流る、 聖堂に こよな き 平和 知 ぼえ つ ゝ祈 ■る 


坂 本の 驛 


繫なる 谷の 小 村を ゆびさして 素朴の 翁 昔を 語る 


雲 か、 る 妙義の 山の 裾づた .ひに スィスの 國の さまな tr 思 ふ 


る 


て 


93 


我 胸の. 波う つば かりう れ しきは 信 濃の 山 C: 石 狩の 野邊 
もの 云は で 我 知 ももち をな がめ つ、 おも S ちよし ど 祝 ふ 兄 君 
二 十八 日  どつ ぎます 姉の みすが たうち 見れぱ 淚湧 くな りうれ しき II 
二十 九日  せき あへ ぬ 淚の 雨に うる ほひぬ 父の 御 墓の あかき 土 かも 

きれぎれに 姉の どつ ぎし よろこびを 在ます が 如く 告げれ まふ 人 

W 

兄 君の展 ながらに 告げ ませば 我 も 思は ヤ淚 こぼしぬ 

そば 白う眹 く 山 畑に 秋の 氣を あくまで 吸 ふて 北の 野 語る 

姉 送 b 兄を 送りて さびしら の 家を つれな く 去りて. 來し かな 
第 U 篇心の .まゝ 


シオ X の 大路 

a 

母君の つく b たま ひし 辨當 をよ く 味は ひて なつかしむな b 
いち 早く 己を 思 ふ 我を しもいた くな げきぬ 銀座 行きつ、 

十  月 

二 十二 日  i たしても 柱に よぅて 物 思 ふ 師の君 逝きし 此の 秋の 朝 
大野 ^ / 1: 永 眼 2 首) 

我 背のぅ たる、 如しが た 馬車の やせれ る 馬に むち あたる VJ き 

十一月 • 

二  日  ほろほろ W 山茶花 散 b ぬ 夕風に 秋は さびしき 鶴が 岡の 邊 

夕月の 影の さやけ き 御 最後の 川面み だして 家鴨な ぐな b 


夕 映の 相 摸の 雛を 競 ひ 走る 黯の 群れの 心よ きかな 
あけぼのの 色 のれ ^ よぅ 白雪の 富 土の 姿に 心すみ け b 

白鳥の 群れ 行く が 如 漁り 舟し ぐれ はれた る 相模灕 ゆ < 

只 一人 行きます 師をば 見送りて よろこびつ \ も 寂しく 思 ふ 
あまつみこの あれ まし、 日は くさぐさの めぐみに そへ てを さな 心を 
よき 友の 文 今日 もこ t' ひ ^ すらに さちを いの b て 年を M るよ 

昨年の 夜をぱ 锶 びて 人の 思の 空しき を 思 ふ 神. に 祈らむ 

第二 篇心 Qtx 
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シォ r o 大路 

詩つ くる 夜半に 鐘の音ね む. れ VJ や 新しき 年 t げ渡 b つ、 
友の •物 遠く 返送して 除夜の 鐘 

大正 三年 一月 

1兀  旦  ほのぼの VJ 富 土の 峯 ょり 明け そむる 掇の 海の 初日 影 かな 

ぅすが すみ 棚引く 富 士の .すがた こそ 明 ^ ゆく 年の 心 ど ぞ思ふ 
、  新春 や 三 里の 道を 一人旅  ‘ 

追 羽 子に 春めく 町を 步み 行-^ に' も 春の 來し V 思 ひ a 
小 林 氏と 嫌 倉へ  ，フら 、けき 冬の 陽 かげに 變烏の 寺々 めぐ b あるきく らしね 
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九 


0 


木 下 かげ 稍ぅ すぐら き 老杉の も VJ につ ^ ける ゆるき 石段 
ゆるやかに 步みて 去 b し學 僧を ひじ b の 如 i しど 見 〇 
新春 や _ 院の 梅の 花 
門 破し 黃 海 院に 梅の 暌く  . 

杉の 上の空の 色な ^ む ゝ えつ ゝ夕か 达寒み 道 かへ b 行く 
古の 巨 k 呂坂を 初春の 入の 往來す 兒等も 交 b て 
日 水仙の 日向に 置けば 薰 b けり 

三 日  s たつ^; の 身 もて 門 迄 送 b ませし 父君 思 ひ菅戀 しも 

第 二 篇 心© ま、 
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シオ y の 大路 

二 十一 日 紺靑の 海を すべりて 船 一つ 帆を ぱ まひるの 日に 照られ 行く 
< 一一 十八 日 機の 香に ふ ど 故 鄕の 春の 海に 友 W 遊びし 若き 日を 戀ふ 

相模灘 どくは ^ ゎ行く船見れば我に毛ぁらで心勇みぬ 
美しき 小 貝す かして 大空の 色 をれ X へぬ いそ Ki ろび て 

二  月 

二  日  今更に 我の 弱き をな げきつ、 只 一す じに W 神に いのる 
爲替來 らず 無一文 

_ の 蠢 の 色は た 空の 色た 4 へて くらす 我れ の 此の頃 
世の常の 若人の c VJ 生く る 我を 見て かなしみぬ 日の 沈む 頃 


0 


日 


日 


U 


山 ど 海の あはい にせ まく 重り てれて る 小 坪の 村 面白き 
藻 列 船な ぎ さに 集 ひ 村のを みな 藻 運ぶな かに 佇みて みる 
蒼穹を ゆたかに 翻 翔る鳶 の ご ^ 我がれ i しひは 神の 聖國を 
陽 あた、 かき 濱に まろべば 我! i は 聖愛に 融けて 空間に 消え ゆく 
浪狂ふ 相 摸の 海の 末は るか 天使の 國の大 島の 山 
不平な く}^ 女 もなくて ながなが ど 五 尺の 我を 日に さらず なり 
ぅたが ひの 心の きざす 我 胸の けがれに 堪えで ろより なく 
伊豆の 山の 上に 浮べる 一片の 雲の 色 こそ 我に 貴き 

第二 篇 心の ま、 


m 


争 


十 


100 


•> ■. 才  S  の -/ C 路 

風 吹け V」 浪は 立て r も 心地ょ や 濱に 見知らぬ 犬 ^ た わむ る 
十 一日 半島の 師走 濱 ベの 暖か— る 波 かろぐ かけ 聲聞ゅ 

二 日  今日 も 亦い くさの 庭に 出づる ご W 武者ぶ る ひして 生活み 出せる 
十七：！：  つみて 來しな たねの 花に 春の 香を たのしぐ も 聞く はれし 一日ょ 

三  月 

一  日 if を 行け-ば 春の 風、 ふき かすみ 立つ 彌生 はじめの S 学の 村々 

三  日 «? 以ぅたふにゎ|遠近に春のいぶきを聞く學れ 

•  • 

十 二. 日  去年の 夏 相 ! 1. し 八の 逝く  VJ 聞き 友の 心， とな b て 悲しむ 
見 君 令姉 逝く 
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み 0- 


永別 式 十日に 行は 知りし ならば 森の 靜けき レ パ ノンの 敎會に まゐ りて 別れし ものを 
れた りと き、 


母と ある 夕 


語 りムロ ふ 事し なけれ V」 母 w ある 夕は 樂し浪 のおビ さ 


夕 映に 明日を たのみて たそがれの 葉 山の 道を 母 ど歸 りぬ 


十三 日 


一る 日 母の 供して 鎌 倉に 寺々 めぐり 昔を 語る 


春の^? を げんげ 摘みつ X ょこぎりて 母に 別れぬ 大船の 驛 
六 日  あてもなく 春の 野 山を さ まょ へば 蒲公英の はな 豆の 囊く 


ほ くえ 


我 rf きかれて 今朝は うららけ く 富 士の高 嶺も 微笑みて 立つ 


黃昏に 一人 歸れぱ 事々 に 母の こ ひしく 心さび しき 


第二 篇  Ne o t 


五 


四 
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-V* 才〆 の 大路 

十七 日  物み なは 春を ぅたへ r 我心な ま b の 如し 友 逝く どき、 

衣笠 君 死す 

二 十一 一日  風の 日は 天ぅ つ. なみに 心 寄せ 春の 日 させば 波の 1 る 

一 

月 

十八 日 川 添の 林の 色 や萠 ぇ出づ るか つらの 森の 色な つかしむ 

月 

六  日  嬉しげ に 春の 太陽 ぁびて 線に W まれる «• ち、 VJ さへ づる 

# 

わらべら が ^ がく 御伽の 島の. ご W 五月の 海に 浮ぶ 江の 島 
ふくろな くを も tr してきけ ぱ行く 春の 森の なげきの 迫る 覺ゆる 
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f 


ハ 


十三 日 

£§ €• 


雨の やみし 武藏 の® よぎる 時 心 ひろ ごる 若綠の 中 /- 


信 濃なる 淺 間の 麗よぎ b 來て 落葉松の 色に 北の 野を 思 ふ 


月 


日  水鷄な くさつ きの 暗夜 祈 b して 我事 凡てなる ビ思 ひ IQ 


第二 篇 心© ま 


レ オンの 大路 


僕の 歌. (と 謂 ひ 得べ くば •) は 歌、 人の 歌とは 違 ふ、 根本から 
違は ねばならぬ 〇廣義 の 詩人 だと 言へ ば 言へ やぅが、 歌を 作 
つて 居る 樣な 人種の 無理に 作り あげた 歌とは 大に違 ふ o' C： 分 
だけの 歌で ある、 人に 見せられない 歌で ある、 僕の汰 と名づ 
けて 居る ものは n 分の 感情 生活で ある、 自分 自扁の 在な であ 
る、 決して 想像から 作り上げた 文字の 羅列では ない 〇僕の 歌 
をな す ものは 僕の 血 だ、 肉 だ、：： 心 だ 〇僕 それ 自身が 僕の 詩の 
全部 だ。 

加 藤 君の 歌 も 所謂 歌に あらざる こ-*- は 僕の かたく 保證 する 
所で ある、 彼が 歌を 以て 記錄 をな す 所以は 自 から 理由が ある 
ことで あら ふ〇斯 かる 日記は 普通の 日記帳 以上に 遙か に權烕 
があり内容があるものである〇兎に角僕は一人でも打面目に 
步調を 揃へ て 行かぅ と 言 ふ 友の 有る のを 辱く 思つ て 居る 0 

(手帖 「心の ま、」 の 卷頭に 森の 人と 署名して 記され 
ありし 序文の 一節) 


旅に て 

曉 のきり 立ち まょ ふ 篇やみ りの 丘を ^ つ 力し むかな 
金色に ひかる 海の 面な がめ つ、 天國 のさ まを 思 ひ 見るな b 
雨 JE をき \ つ x tg に 心す i し 兄 君に ビ て 文 かくはょ し 
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大正 三年は 私の 內半活 にも 外 生活に も决 して 忘れる 事の 出來な い 年で ある 〇葉 山に 休養 中を 徵 
六 檢査の 都合 上 急に 國に 呼び返された 私は、 用 果て、 新 潟に 遊び" 新津の 姊を訪 ふて 再び 慈母の 
滕 下に 歸 つたが 葉 山へ 歸る 序に 將來の 方針に 就いて 大阪の 兄 上に 相談す る W 云 ふ 名義で 兼々 憧憬 
の 的 ど なつて ゐた近 畿の 山川に 遊び、 古 美術を 賞し 歷史を たづね 度い 熱望を 抱いて 此族に 出れ の 
である 〇 日記を つける のが 大嫌いの 私 も何忆 か此趣 味に 滿ちた 地方の 呑氣 極まる 旅行を 自分 一人 
丈で 樂し むの が 如何にもす まない 樣な氣 がして、 せめて 朝鮮の 大兄 上 や國の 妹に 讀ん .で 貰 ひれい 
w 云 ふ # へで 此 日記を 書き出した ので ある 〇所が 意外に も 之が 私の 生涯に ミつて 二つ ミない 大切 
な 記 錄どな つてし まつた ので ある 〇 私は 潜 越な 次第ながら 比熱 山上の 出來 事を パゥロの ダマス コ 
途上の 改悔に 比し 度い 〇 常時 猶私は 自我の 観念が 强か つたので 私が 自ら 進んで 此身 ど靈ミ を 主に 
捧げた w 考 へて ゐたが 、今にして 思へ ぱ我主 ィエスの 强き 御手が 自ら 其 御用に 召使は むが 爲めに 
私を 捕へ て 無理に 方向を 變換 せしめ 6 れ n ので ある 〇 

第一 一一 篇蕓水 日記 


シオ y o 大路 

パゥロの 爲 めに ァナ ーー ャを送 り 給 ひし 主は 自ら 見る 事の 出來な い 私の 爲めに 長 野に s-st 君を 住 
108 まは しめ 給 ふた 〇 私は 長 野. に來て 始めて 私が 主の 囚人 ^ なつて ゐた 事を 知つた、 主が 其 時 我が 野 
心を 否 私の 「自我」 を 殺して 宜ハ代 りに 私の 衷に 善き 業を 始め 給 ふた 事を 明らかに 知つた ので ある 〇 
私は 始めて 眞の 自由を 味 ふ 事が 出來 た、 私は 全く 無意味の 土の 器であつた 事を 知 つれ、 同時に 主 
が 誠に 云 ひ 甲斐 もない 私を 用 ひて 何事 かを なさん どし 給 ふ 事を 知 つれ、 又必 す 成就し 給 ふ 事を 知 
つれ、福音が私に喜びの音づれビなつれ0私に何の野心も目的もない"けれごも主は活きて在ま 
す、 それ 故 私に 全々 失望は な •い、 肉に も靈 にも 弱い 私は ベター ー ャのマ リァの 如く 我 主ユス の 足下 
に 座して 只 主を 仰いで 暮らす ので ある、 實に 我ながら 何たる 幸な 生涯で あら ふ 〇 私に 一つの 欲望 
を 許る されるならば それは 我國を i 的に 救 ふ 事では 無い、 大^！: になる 事では 無い、 只 此有難 
い樂 しい 神の 福音を 誰れ 彼れ の 分ち なく お話しす る 事で ある、 知らせる 事で ある 〇 然し 之 VJ て も 
神の 御 思 召の ま、 である、 ロハ 御榮 さへ 揚がれば ょい 〇 今 比 叙 登 ! 11 常時の 信仰 狀態を 回想して 甚だ 
耻か しく 思 ふ ど 同時に 神の 力を 歷 々ビ して 指示し 得る 樣に思 ふ 〇 そして 今更ながら 神に 感謝を 禁 
ずる 事が 出來 ない 〇 古 美術 建築の 事. に 就いては 宜 (後 多少 近 幾に 關 係の ある 本 や 「寶 時代 史^ 1.1 む 


1 K んで 大いに 得る 所 あ t 同時に 當睁 の觀 察の 幼稚な 事 や 誤 b を 耻づか しく 思 ふ 。是非 機を 
得て 今一度 南 大和の 古蹟め ぐり 古 美術 行脚を 試みたい ミ 思つて 居る。 七月 十二 日 以後の 紀行は 大 
正 四 年 二月 こなつ ていら 書いた ものである 〇 スヶッチブック VJ 地圖 を對照 して , >'- VT 時の 印 •象を 新に 
して 書い れもの 故殆ん V」 間違は ない， 己 思 ふ 〇殊に 比 # I 山頂の 記事は 去年 七 H 下旬 印象 猶鮮 やかな 

內に忘 れない 樣にど 思つて 書いて 餘い たもの 故猶 更らの 事で ある 〇  • 

大正 四 年 三月 三日 記 

追記 

「御前は 雲水 見た 樣忆 ナ」 ど 云 はれた 瀨良の 叔父さんは 死去せられ たど、 此 序を 書いた 翌日 國の 
妹から 知らせて 來た 〇 然し r ぅ考 へても も ふ お 目に か、 れな い樣 な氣 はしない 〇 何 ^ ^' か ^ こか 
で 例の 通6馨1 句を 吐いて 居られる 樣な氣 がして ならぬ 0 雲水 日記の 名に 園 係 ある 事故 一寸 記る し 

て ^ く 〇 

炕， 三 篇 雲水 日記 


no 


シオ〆 の 大路 

雲水 日記 

六：！： 一 壬 百  . 

珍ら しく 叫 時を 打つ 音に 目が 醒める 〇寢 やぅ VJ 思 ふが 駄目 だ 〇 蚊帳から 出て 空を 見る VJ 一面に 
曇つ ては ゐるが 大丈夫ら しい 〇電氣 を ひねつて 蚊帳 越の 明りで 古る い ホ トト ギス を讀 んでゐ る內 
に 寢て終 ふ 〇 五 時に 起こされる 〇 もつ VJ 床に 居たい 〇 起きて 水を 浴びて 飯を 食 ふ 〇 七 時 五十一 分 
迄には 二’ 时間も ぁるので 悠々 新聞な ぞ讀む 〇 其 內に成 子 や 千 鶴 子は 挨按 して 學 校へ 行つて しま 
ふ 〇母 上は 義坊を 起して 荷を 持て 行'、 女を 連て 先へ 御 出掛けになる 〇美地 子 i A きりになる 0 
ひまつぶしに そこに 在る 「家な き 兒」 を 開いて 見る 〇 町 也 >匕民 $: ^113.の音樂師雁寺先生を訪ふ所 
が 出る Q 二人の 友情が 人の 淚を誘 ふ ぱか b でぁる 〇二 人で 町 也を ほめ， る 〇岡崎 の 叔母 樣も 一寸 # 
を かけて 停車 塲へ 出れ る 〇未忆 早い ので 畑へ 花 物の 苗を 見に 行く ど 美 地 子が ついて 來た〇 も ふ 十 
五日 も ^ れぱダ リァの 花が 見られるな r 話し合 ふ 〇 故鄕 £ 云 ふ 所は 妙な 所 だ 〇 長 く 居る ど 飽きる 
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が 扨 出掛け やう VJ なる VJ 妙に 殘惜 しさを 覺え る o 時間が 來 たので 出かける o 美地子が橋迄送つて 
來 た。 建具屋の 角で 振り かへ る W 淋し さう に未忆 立つて 居た が 急に 向 ふを むいて 歸 b かけた ので 
合圖 をす るのを 止めた 0 停車 塲に つく  0 先から 來て 待つて ゐた義 一を つれて 運送屋の 前へ 鳩を 見せ 
に 行ぐ 〇 暫 らくす る V」 シヨー ト師が ヵバンを 下げて テク— やつて 來た 〇挨梭 をして 糸魚 川 迄 一 
所に 行ける のは 嬉 *L いな ど 話す 0 其 内に 仁 木さん も來て 吳れれ 〇 、 ゾョー ト師は 赤切符を 買つた 〇 
埃' 1-r らけな 服を 見る につけても 簡朴な 崇高な 其 生活に 對する 尊敬の 念が 事 新ら しく 湧いて 來る〇 
母上が 隅へ 呼んで 大阪へ 行つたら 千 頭さん に 診察して 貰へ S 小聲で 話される 0 陸橋を 渡つて 暫ら 
くす る ど 康中 君が 銀行から 驅け つけて 吳れた 〇 心から 母上の 健康を 祈つた 〇シヨ ート師 ビー 所な 
ので 別に 離愁 も 感じない 〇 直 江 津で米 原 行に 乘換 へる 〇 昨夜 直 江_ の 森 安さん を大久 保さん が 
送つて 見えた 〇 すいて ゐ るのは 有難い 〇 ト ン子ル をぬ ける ど 日本海が 目前に ひろがる 〇 シヨ— 卜 
師が& 云は れる 〇 シヨ ー ト師は 相變ら す 面白い 話を して 自分 も 大笑され る 〇 傍に 居る 四 
十 位の 剽輕な 男が 師の樣 子を 見て は 話で も わかる かの 樣に 面白 相に 笑つて ゐる 〇早稻 田の 學生が 
ゐ厶 の 連中 も そろ-— かふして If 途に 就いて ゐる忆 らう VJ M つかしい 〇 有 拙 川、 名 立、 能 

第三 篇 雲水 . B 記  * 
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生な ごの 漁村 V 4 it 序は 太平洋 岸 VJ は 違 つれ 一種 ヮィ ; V ドな 力强い 快ょ い 感じを 與 へる。 山を 云へ 
ば、 西 頸 城の III は 中 頸 城の ど 違つて 山 雲を 味 ふに 足り 日本 アル ブスの 北端 どぅな づかれ る 〇 山 
一®* は でぁる 〇 之に 對すれ ば欝 屈した 心 靈が .曜 動して 止まない 〇 惜しい 哉 今日は 曇つ て 一 
部き b € えない 〇九時 頃 糸魚 川に 着いた 〇此 所で 二人は 下車され る 〇 古谷さん M 二 入を 迎 へに 來 
て 居られた 〇 急に 話が 出來 なくなつ たので 仕方無、、 スケッチブックを 手に •する 〇 停車場を 離れて 
少した つ ど 線路 V」 幷行 した 町 裏の 道を ' >• ョート 氏 一行が 步 るいて 行く のを昆 付けて 帽を 振る 〇 先 
方で も 之に 答へ た 〇 トン 子 火 一つ 抜けて 「親 知ら t- 驛」 につく 〇 親 不知の 縣 S M は トン 子 ルの 中で 
見る由もないが時々のぞく渚の色は海水の淸澄を語る0碧梧桐が「日本及日本人」で日本ア ;" フ 
スを說 いた 眞 先に 此所を 日本 ア て フスの 起始點 でぁる ど 論じた 事を 思 ひ 起こす 0 其の 一*; 衣 雄大な 
大 連山の 起 始點れ るに 耻ぢ ない VJ 思 ふ。 越 中路に 入る ^ 急に 入つ て來る 人の 言葉 も 在家の 構造 も 
村の 樣子 もまる きり 越後 どは 違つて 居る 〇 今 一口 葉が 更らに 聞き取れない 〇殘 念な 事には 立山 や^ < 
*3^ が 見えない 〇 魚津や 滑 川を 通つて 佐々 木 先生を 想 ひ 出す 〇 先生が 螢烏賊 の 研究に 來られ て か 
ら九 一年 £1 ケ月 ばか b になる 〇 今は 先生 も 採點 やな ぞで 多忙 だら ふ 〇 高 岡を 過ぎて 母上 手 造 b 
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の麥 飯ビ鲷 の 味噌 漬の辨 當を大 なる 誇を 以つ てた ベる 〇 今日は 少し 足 b ないど 思 ふ 位 だ 〇國で は 
田植は 一週 [UI 前に すんだ ばか b だが 此邊 のは 大分の びて 居る 〇贤 夫 W 所々 に 立つて 石灰を 撒いて 
居る 〇 一 帶に耕 •地 整 M が 出来て 一線 遠く 野末に 連なつて 居る のが 代る代る 御 目 通 b をして 過ぎ 
る。 軍隊 的 經濟的 眼光を 以 つて 見て 耕地 整 埋には 論は 無い が、 美的 白 姓 的 ど 云は せれば、 殺風景 
此上 無しな V」 つまらぬ 事を 考 へる 0 之から 敦賀近 邊に 風景 絕佳な 所が ぁる ど ショ ート 長老は 云は 
れたが 日が 暮れ ^ から 眺める に 由 もない 〇 眼む る用惹 に 袷を 上に 重ねれ 〇 小 舞子の^！: を 通して 
夕 照を 眺めながら 將來を 考 へる 0健囊復の唯1の道は食療法に非らヤ、注射に非らヤ、勿論服 
槩に非らヤ、|^療法にぁ6 ^ 思ふ0夏は一つ岡田さんへでも日參して見やぅか 0 敦賀ぁたりは 
夢の 內に 過ぎる ro 

二 十三 日 

零時 四十 分に 米 原に 着く 〇 姬路行 は 二 時な ので •フラット、 ホ— ムから 穴を 下りて 待合 出 P に 出 
る 〇 京都 風の 軟らかな アクセント ♦かそろ —耳に入る 〇 姬路行は歸省の學生やなぞで混雜してゐ 

第 三 篇 雲水 U 記 
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る 0 多分 此邊か ら琵琶 の 湖 も 見える 事 だら うが 闇では 仕方が無い 0 少しね むる 〇 大津を 過ぎる 拟 
曇つた 空に 黎明の 色が 漂つて 來た 0 叫 時曉霧 未だ 深い 京都に 着く 〇此列 軍は 茨木へ 停らない ので 
五 時迄驛 に 侍たねば ならぬ 〇驛 前に 出て 早朝の 京 部を 一瞥す る 〇 東方 霧 やう やく 霽れれ あれ りに 
綿々 どして 居る のが 所謂 蒲團 着て 寐；： i る 姿の 東 山 かな ぞ思ふ 〇 汽車が 京都 驛を 離れる ど 家 ヶから 
炊 煙が 昇る のが 目に 着く 〇 町は 未だ 全く 眼よ b 醒めた VJ も 見えない 〇 西方に 連ら なる 山の頂に 一 
本の 木が 見える 〇 子供の 時に 讀ん忆 小波 山人の 日本 如 伽の 3 ■の 第一 頁に 書いて あつた 將軍塚 
は 多分 あれ だら うど 一人で 定める 〇山 の麗 、綠の 丘には 霧が 未 tr 迷つて 居る 〇 
五 時半 茨木に 着ぐ 〇 九 時 頃 着 ど豫 報した る 事故 出迎を 期待す る箬も 無い 〇驛 前の 車を 呼んで 西 
河原に 向 ふ 〇 右に 折れて 坂を 上つて 橋を わたる 〇河 床が 平原 ど 同じ 位な 高さな ので m 側を 商い 堤 
防で 河を 乾 くので ある 〇 水は 淺 くて 澄んで ゐる〇 堤の 上には 影 凉 しげな 並木が 列んで ゐる〇 町に 
入つて狹い通りを幾曲うして進む0仲々道程はある0町はくらい田舍臭い通^である0町をはづ 
れる VJ 車は 田圃へ 出る。 左に 羽二重 寡が 見える 0 之は 兼ねて ハ ガキで 直に 知れれ 。三、 四 
町で 田圃から 又 堤防へ 上つて 其 上を 一町 P 仃 つて 橋を 渡る 〇幅は 四、 五 間で 1BB: の 堤の：^ や 雜 
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木 林が 濃い 影を 多く もない 美しい 水に 浸して ゐる のが 前の 河 ど 全々 似て ゐ るので 其 上流 かど 間違 
つた 程で ある 〇 橋を 渡り 盡せば 西 河原で ある 〇 取 付きの 家で 聞く VJ 知つて ゐ て丁舉 に敎 へて吳 れ 
れ 〇 村は ゴチャ — 立ち 込んで ゐるが 壁が 多く 築地 塀を 廻らした 家 も ある 0 雨後で 道が わるい 〇 
やぅ や C 此邊か £ 見込みを つけ 車を 下りて 一軒の 家で 聞いて 見る ど 愛嬌の い、、 五- Ha の おかみ 
さんが 問に 打 答へ もせ t* に 「ょぅ 來 てお吳 れや した」？ 目 分の 家へ 來た 人の 樣な風 に 西 京 辯で 迎 
へる 〇漸 やく 此の 前の 家が それ VJ わかつた 〇 兄 上は 旣に出 動 後で 姊上に 挨拶す る o ?t 地り しつか 
b した 然し 氣の 置けない 人らしい 〇 兄 上に 似た 眉毛が 過ぎる 程 濃い 小さい 子が、 覺朿な げに 立つ 
て 此方を 見て ゐ るのは 云は fsw 知れた TH 子で ある 〇  土産を 出， す 。兄 上は 數日 前から 知 待ち兼ねで 
二十 一日 投 S の 端 書が 未 rr 着かない ビは 驚いた 0 
姊上 ど 色々 國の 事を ボッ^-話し合 ふ 〇 其の 內に 先の 神さん が 挨按に 來る〇 誠にょ さ 相な 入 
だ。 庭前には ダリヤの 黃の ヵクタス 眹やシ ヤス ター デージ y 盛んに 眹 いて ゐる 、流石に 早い 0 前の 
家を 通り抜けて 井戶 端へ 出て 顏を洗 ふ 〇麗後 床を のべて 貰つて 寢る〇 十一 時 迄 安眠 0 十二時に 
なる VJ 兄 上が 歸つて I 寸驚 いた 樣な風 で 色々 例の® の 連發が 始まる 〇 晝飯を 食べ、 兄 上は 正子 
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シオンの 大-路  . 

备い て、 一 緖に裏 に 行く。 

0 に 行つて エ塲の 入口 迄 行つて 歸 る !,, J の 所で 正子を 受け VJ る〇泣 いたが 蛙を昆 せ やぅ ど 云 ふ 
VJ 直ぐに だまつ た 〇 歸 つてから 日記を 書く  〇  . 

二 十四日 

正子が 風 氣 味で 夜 泣く ので 度々 目を さます 〇 兄 上は 四時 半に 起きて 出勤され た。 又 一ね いりし 
て 起きた のが 六 時、 雨が 降つて ゐる〇 兄 上が 七 時に 飯を 食べに 歸られ た。 兄 上は 弗 常な 精勤 家で 

ぁる。 人を ^ ふ 八は それでなければ . ど 姊上が 後で 話された 0 

午後 向の 息子の 捨 さんが 京都 ^ 大阪 どの 地 M を懷ろ に 入れて やつて 來た〇 今日 ど 明日は 田植の 
休み 忆 そぅ tr o 十八 どかで男らしい 0 然かも何時もニコ{してゐる人忆0お父さんやお母さん 
こ 以てょ い 人 tr ど 姊 さんが 云つ ^ 〇捨さ んの お母さん も 來る〇 色々 の 話を する 〇地圖 を K ろげ 
る 〇 度々 ^ た till 圖 だ が 今. これから 行かん ど してゐ る 所な ので 前から ^ 像した 〇讀んドへり聞いたり 
してゐ た 名所 舊蹟が 地圖の 上に 躍つて ゐ る樣忆 。京都の m 邊の 名所、 宇治、 奉 技な ごは 殊に そ 
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うで ある 〇 こんな 心 持は 希望に 對 する 主畢 の 心の 狀態の 尤も 卑近な 具！！ •的な 塲合で は あるまい 
か 〇地圖 で將宽 塚が 鼠 付かつた ので 先き の獨 り 極めは 心中 ひそかに 取 b 消した 〇捨 さんが 京都 や 
大阪の 話を する 〇雨' が 霽れて ゐるの で 之れ から 直ぐ 二人で 附近の 名所 廻りを やる 事に して 出掛け 

る〇 道の 悪い 村 や 田圃を 通つて 北 Y 行ぐ。 雨後の 線が 殊に 心よ い o llt 邊の綠 は國 のよ h t- つ 2: 快 

% 

活で 澄んで ゐる樣 に 思 ふ 0 空 氣の關 係 も あらう が 杉の m  く 濁つた 色が 無い からか も 知れない 0 形 

のよ い鎭 守の 森の 側を 通る 〇 所々 に獨活 V 作つて ある 〇捨さ んの話 では 冬になる Vjf 至に 入れて 置 

% 

いて 大阪の 市場に 出す ので 一貫 目 六 拾錢 位の 相 塲忆 さう だ 〇 ッバ 廣の麥 程 帽を 冠つて 筒袖に 短い 

;  、 

袴の 下から 脚絆の 出た 下駄 穿き の學也 に 逢 ふ 0 茨木 中學生 だ ^ 捨 さんが 「ォマ ヘン」 言葉で 敎 へて 
吳れる 〇茨木 中學の 校長さん は 加 藤 ど 云 ふ 六+^歲 の 頗る 頑固な 老爺で 勤儉 力行を モット— ^ し 
てゐ るので 牛 •徒の 洋服に して 吳れ 1 一ー ロ ふ 要求に 取 b 合は ない 〇其爲 めに 丘 g 體操は 頗る 進んで 居 
ない VJ 捨 さんは 云 ふ 〇捨 さんは 三年 迄 行つ て 百姓には 學 問の 要な し VJ 退學 したの tr 相忆 〇 別に 未 
練らし い 事 も 言は ぬが 多少は 學 生を 見るビ うらやまし いの だら ふ 〇 八 九 町 行く VJ 京都から -HE 道 
への 圏 街道の 小高い 所に. 前裹呂 殿下 御駐驛 の 紀念碑 が ある 〇 街道を 越える 气 道から 半 町 程の 
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シオ〆© 大路 

田圃を 隔だ て、 繼體 天皇の 陵が あ る〇 正面 堀の 前に 鳥 f )« p あつて ■♦か f つめて ある 〇 
石柱に P 體 天皇 三 島 籃野陵 ど ある 〇堀の 外側を 廻つて 見る 〇 水面は 菱に 澄は れて 居る が 靜かで 深 
かさう だ 〇  _ は 前方 後圓で 堀を 闯方 にめ ぐらした JF, 式の もので の 上には 松を 主 どして 色々 
の 木が 眞暗に 茂つ てゐて 神々 しい 〇 周圍は 八 九 町 ある’ だら. ふ 〇 木が 比較的 若い ど 思つ たら 明治の 
始めに 村の 人達が 大木を 切つた の忆 さう だ 0 維新 後の 秩序の 未’ だ 行は れざ りし 時代が 思 はれて 勿 
體ない 事を した ど 思 ふ〇其 時分には 無數の 五位 K が 巢 くつて ゐた相 だが 今は 餘 り 居ない ど捨 さん 
が 話した 〇 堀の 周圍の 今 步る いて ゐる 道は 頗るょ いので 自分 等の 小學校 時代には 先生に 連れられ 
て 來て驅 けつ くらを やつた な ^ の 話 も 出た 〇歸途 は 一寸 寄り道して 「いぼ 水」 vj 頗る 妙な 名の 所へ 
行く 〇 根元から 幹が 澤山に 分かれて 擴か つてゐ る fi が ある 〇松尤に石の玉垣がしてある〇之れは 
磯樓ど 云つて 昔 神 功 皇后が 此 所に 御休みに なつた 事が あるので 名高い 相で ある 〇此 木は 二 代 目 だ 
が 花の ^ きわけ で 仲々 い k から 大阪 あた b から 見物に 來る 相で ある 〇 それから 二 十 間 計 b 離れて 
何の 大木忆 かに 藤が 纏つて M c lif になつた 下に 小さな 社 i 井戶が ある 0 此并戶 の 水が 疣を W る 能が 
ある VJ 云 ふので 「いぼ 永 俗稱す るの 忆 W 云 ふ 〇 本當の 名は 礎 良 神社 VJ 云 ふので さう だ 〇 六 ほ 半 
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頃 曾 社の 湯へ 迎 へに 來て 下さつ た 兄 上 ど 行ぐ 〇 湯槽は 練 瓦 ビコ ンクリ —卜で 出來て 居る ので 少し 
膚ざわ b が 惡い〇 浴後 エ塲昆 物を やる 〇 羽二重 機 臺百臺 、すべて 兄 上の 統括の 下に あるの だ 相 
だ 〇總 ベて 實地 から やり 上げられた 兄 上に 對す る！^ の 念 湧く  〇 兄 上と 野中に 在る 慕 地を 過ぎ 
る 〇 片隅に 幼く して 逝つた 和 子の わびしい 墓標が ある 〇 
幼くて 逝きし 兒の慕 夕訪へ ば鐵 S 早の 亂れ眹 くな b 
綠堤 にも 月見草が たそがれの 色を 謗つて 居る 0 

たそがれの 色を こめた る 花み て あれば 心ぴ ろ e る そらの あなたへ 
明日 捨さん が 筵 面 案内を して 吳れ る箬忆 つたが し 支へ が あるので 明後日 S 云 ふ 事に する 0 

二十 五日 

午前は 無爲 にして 暮らす 〇 梅雨 霧で 隨. 分 暑つ い 〇姊 さんが 「暑ぅて^-かなわん」 を 連 發 する 〇 
午後 捨さん s 阿武 山へ 行く ^ だつた が あまり 暑つ いから 止めて 二 人で 寫 生に 行く  〇 ハャ 釣の 人 も 
見える 〇 曾 ; 1i の 見える 堤の 下で 阿武 山を ぅつす 〇歸 つて 向 ひの 五 右 _ 風呂に 浴す 〇 
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レオンの 大路 

二 十六 日 

五 時に 起きる 〇 飯を 食つ てし まふ w 降 b 出した が 辨常も 出 來 たし 向 ひの 神さん もす、 める ので 
捨 さん VI 二人で 六眧頃 傘を さして 出かける 0 無論 下駄 穿き である 0 郡 山で 西國 街道に 合する 道を 
西 行す る 〇 道で 始めて i を 牛に 引かせて ゐ るの + 見る 〇 整 爾近 くには 密^ g が 多い 〇 雨の 道は 
却つて 早くて 二 時間で 三 里の 道を 行き 盡 くし 八 時に 签箇 電鐵の 終點に 着いた 〇 取 付きに 可 或 b 大 
きな 運動場が ある 0 町 も 名所に 有 b 勝ちな 一寸 立派な 小さい 町で ある 〇箕面 瀧 迄 十八 町 VJ ある 〇 
少し 行く w 左側に 添 ふて 流る ゝ深パ 激流に 丹塗りの 橋が 架し 一塊の 岩山を 負うて 之 も 丹塗りの 唐 
plJ が 立つ 〇之が 動物園 忆〇 更らに 橋を 渡つて 流を 右に してす、 む 0山 |||][ 忆ち、 || く澄ん忆水が岩 
に碎け て激咽 して 居る のを 刚擇 (/> 楓 S 可成り 大きな 木が 覆うて 影 （しく 更に 幽谷の 趣を 加へ る 0 
秋は ょい 事 fr らふ 〇川に 臨み 山に 依つて 所々 に 旗亭が ある 〇 辨天の 社を すぎて 道は 益々 幽 であ 
る 0 雨が 繁くな つて來 て 膚寒い 位忆 〇從 つて 訪ひ來 る 人 もない 〇此 所を 箱 枨 の 極めて 規校の 小さ 
いもの ^ 考へ 流れを 早 川に 比して 見る 〇暫 らく 行く ? f: 谷が 左に折れて ゐる〇 崖 s 中 lju シ うねる 道 
は 茂 b 合 ふ 葉 (-; 覆 はれて 暗く 傾斜は ゆるやか 忆が少 しづ i 上がる 〇 脚下の 淙々 たる 響の 間に 楚々 


たる 河鹿の 歌が 聞え る 。瀧の 近くに も 二三の® K ホ 屋が ある 0 瀧は 高 三 四 丈は あらう か、 幅 も 之に ふ 
さわし い 〇 水泳 霧を なして 瀧壺に 立 迷 ひ、 浴衣の 身に 冷 氣がせ i る 〇 瀧の 正面に 多數 のべ ン チを 
ならべた な r は 公園 ビ は 言ひ條 、途中の 幽邃なる 風 色に くらべて 甚だ 不足 ^ 感 t' る。 飯を 食は ふ 
w 思つた が 未、 tr 九 P 前な ので 止めて 匇々 に 下る 〇途で 五六 名の ® i 光 客に 曾 ふ 〇歸 りには 辨 天の 社 
を 見て 動物園に 入る 0 二つの 岩山を 橘で 連絡して 立派な 道を うねらせ 所々 に 亭を 立て 山の 峽や頂 
に 檻 や fl を 設けて 動物を 飼 ふて あるので ある。 箕面 VH 氣會 社の 14^で日本一な ^ 、廣也口してある 
が 塲所が い、 の If: 動物 舍の 折々 背景に 岩石を 用 ひて ある 位が 押 色で 動物の f€ 類から 云つても 數か 
ら云 つても つまらぬ もの忆 〇 雨が 少しく 激しくな つて 來た 0 11! 頂の 亭の 人の ゐない 所で 烟 雨の 平 
原を 見なが ら大 いに 捤 b 飯を パク 付く  〇歸 りは 山羊の 話を 捨 さんに して 此邊で やつ T 見たら r う 
であらうな r 考 へる 〇 雨が ひ ^ いので サツ サ VJ 步る いて 二 時に 家に 着いた 〇 步いて 見て 此近郊 で 
此 M 河原が 一番 有 福な 村で ある 事を 知つた 〇歸る どやが て 待 受けの 扣萩の 御馳走が 出 來て風 呂も 
沸いた 〇長 谷川 君から 友情 流露の 親切な 手紙が 來れ〇 大いに 感謝す る 0 

-  ノ'  •  -  ,  •  一  -  i 
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シオ X の 大路 

二 士ハ日 

早 起、 直ちに 寺の 裏の 安威の 淸 流に 浴す 〇 之から 毎朝 井戶の 水を かぶる Rb にやる 事に 定め 
る〇捨 さんは 田の 一番 草を 取りに 出た 〇 午後から 障 乎 張 b を やる 0 

二 十七 日 

行かぅ f l 目 ふ 計りで 京都へ も 未だ 行かぬ 〇來 月に しろ ど 云 ふ 兄 上の す、 めに よる 〇姊 さん 
が 暑ぅて^-ヵナ ヮン  >と切きりにこぼす 0 シ.ャスタ|デージーが盛んに院き出した0流石の世界 
的 名花 も 始め 葉の 形 計りでは バ—バ ンクの 苦心 改良の 功 も 認められる 所では 無かつた、 が 眹いて 見 
れば 純白の 大輪に して 如何にも 上品な 花 fr W. 云 ふ 好評が 盛んになつ た 〇 折角 礼幌 くんだ b から 送 
つてよ こしれ 甲斐が ある 0 朝鮮から E 事は 來な いが 長 谷川 君の 意見 も 大いに 聞く に 足る 〇 社 曾 的 
の 事業に 着手す るよ b も學 校にゐ る 方が 身體 に宜い VJ 云 ふ考へ が 一 層强  なつた ので 此處の 兄 上 
の 池 m§ M f 校 就 ggg の 方針な VJ& 書いて 朝鮮へ 手紙を 書ぐ 〇書き 終る ど 朝鮮から 手紙が 來たが 
今 書いた 手紙に 別に 變更を 加へ る 必要 もない ので 其 儘 出す 〇 朝鮮からは 此際 一つ 方面を 獲 じて 1 


神界に 入る の も 一つの 道 だ VJ あつた 〇 此事 について は考 へないでも ない が 未だ 提身 する 氣に はな 
れな い 〇 第一は 福音 {R: 傳の 唯一の 道は 必 t しも 6 1^ 界に 飛び込む 事では 無い ど 信 t る 〇 第二に 敎 
會の内 部は 全く 神の 自由が 行 はれて ゐる かゐ ないかぐ 疑問で ある 〇 自分は 敎 權、‘ 金 權の 壓 迫の 下 
に 心靈の 自由を 說き 度く は 無い 〇 要するに 自分は 里 A でありたくない 〇 今の 敎界 は大 なる 素人を 
要する 〇 然し 私の 靈的牛 ：活に 密接な 關係 ある 友人は ) S 々私に T i めた 〇 又 今 熱心に 私が 所謂 獻身 
の爲め 祈つて ゐて吳 れる人 も ある 事 VJ 思 ふ 〇其人は將來たしかに其機ある事を信ヤるど云つむ〇 
兄 上の 手紙には 「神の 大 能の 御手の 中には 旣に 進路は 定まり 居らむ 0 深く 熟慮 反省して 聖旨の 在 
る 所を 悟れ 0 天命の 在る 所は '; If : 命の 開拓せ らる i 所な り」 ビ ある 0 何だか 神の 聖旨が 其の 方面に 
ある 事を 暗示され る 樣な氣 がしないでも ない 〇 然し 自分の 前の 考は今 何等の 變更 の理曲 を 認めな 
い 〇 心なら す も宗 敎界に 入る が 如きは 全く 我 牛： 活に 反する 所で 旦神 を瀆す 事で ある 〇 たどへ それ 
が ご んな 方面で あるに しても 自分 •は 神の 御 rf にかな ふ ど 悟れば 絕對に 夫れ に從ふ 位の覺 悟は あ 
3 る 〇 フアー マ ーこ そは 自分の 使命で ある VJ は 今 も 自分の 信 t' る 所で あるけれ V. も 健康 ど 云 ふ條件 
に對 して 果して 何ぅ であら ふ。 云 ふ も 悲しい 事忆が 實際自 分は 何の 道を 進んで ょい か 速 ふて决 し 
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ン ォ ゾの大路 

ない 〇實に 自分は 弱い 〇 こんな 事で 何うなら う、， j 時々 思 ふ 0 然し 一面から 考 へて ^ の 道を 採る に 
しても 人間の 生活を 行 ふに 於て决 して 迷 ふ 事は ないど 信す る 〇 かう 考 へれば 何等 心に か X る 所が 
ない 〇 只々 宇宙に 撤 する 餅 寂の 心を 以 つて聖 靈 のさ、 やきを 聞けば ょい 〇只靜 かに 考へ やう 〇猶 
欝 者の 忠告を も 聞かう 〇 徒ら な 煩悶は 男子の 事では 無い 〇 

二 十八 日 

匙き ぬけに 安威の 流れに 浴す のは 一つの 大な る樂 である 〇和 子の 三回忌で 二 三日 前に S 河原の 
寺で 經を あげて 貫つた 樣忆 つたが 今日は 朝の 內に 花を 折り 水を 持つて 姊 さんの をして 墓に 行 
く  〇隨分 暑い 〇歸 つてから 茨木の メ ソデ スト 敎曾へ 行かう .^ 思つた が 十 時 過な ので 止める C 日曜 
附錄を 讀んで 暮らす 〇 夜 兄 上 茨木に 行ぐ 〇 兄 上の 理髮中 〇 本屋の 店で 待ち 合し、 參謀 本部の 近 
畿の 二 ± 尚 分の 地圖を 買 ふ 0 二 人で 松 村さん を 訪問し やう どした が 留守 ど 知つ て 退却 〇 松 村さん 
は 熟 心な クリスチャンで 醫者で ある 〇 今秋 出 來る池 田の 農 學校の 方へ 周旋の 手蔓を 氏に 求める つ 
もりな ので ある 〇 到る 所 兄 上に 挨按す る 人が ある 〇 
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午前、 東方の 田 lil から 踏切 b を 越え、 西國 三十 三ヶ所 觀 音の 第二 十二 番 2 礼所總 持 寺に 行く 0 
丹ぬ りの 山 l41J も ~ 迪 りは 摘つて ゐる o lii i: に 立つて 前に ひろがる 田 IM を ri 下す のは 凉しい 〇 本堂 
の 額に 「をし なべて 高き いやしき 寺の 佛の誓 ひたの i ぬは なして 5- 一口 ふ 御詠歌が , も讀め 
る 〇 本堂の裏に一坪位の校倉がある 〇 經藏か何か忆らぅが揭示の木礼が半分無くなつてゐて字が 
讀め ない のは 殘念忆 〇 取 京の 帝室 德物館 にある のは 土臺が 石で 佛像が ぅすく 鼠え てゐれ VJ 思 ふが 
是は 下は 四 本 柱 丈け で 格好が 悪い 〇歸 途：四 河原の 臼い 倉が 透徹 玉の 樣な 水に 影を ぅつして ゐる小 
川の ほ VJb を寫 生す る 〇 こんな 美く しい 水が 至る所に ナミ— ど 流れて ゐる 村は 實に羡 む 可き で 
ある 〇 小魚 も澤山 見える 〇 

此夜 十日 頃の 月 基 tr 明らかで ある 〇 一人 安威 川の 上の 方の 橋を 渡つて 田圃に 出る 〇 蛙の 歌に 遠 
近の 山々、 村々 は M に 餞んで ゐる 〇 心を {无 由の 大に 放つて 祈 禱三昧 に 入る 〇 ® 飛ぶ 事 t/J b であ 

る 〇 
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V 才 N o 大路 

三十日 

暑さは 暑し、 無爲の 村 居に も 飽き-- ^0 曾 社の H 女 取締りに 五十 近くの 婦人が ゐる〇 いつ 
でも 帳塲で 曾 ふ 0 其 言葉を 聞く VJ いつも 佐々 木 先生の お母さんを 思 ひ 出す 〇 一； H 調が よく 似てゐ る 
から tr 〇 年 も大低 似て ゐる らしい 0 今宵 も 月が よい 〇 東の 田圃へ 出て ふみ 切りの 方へ 行く 〇螢が 
流れる 〇 流れの 草の 間に も 光る 〇凉風 は そよ^ 吹く 心よ い 限 b である 0 仰いで 星辰の 世界に 眼 
をはせ 入 生を iH 由の 無窮に 較ら ベて 人の 小さく して 思の 狹い ものである VJ 云 ふ 古る い 思想を ムユ肖 
始めて 我經驗 S する 事が 出 來た〇 願く は此大 iK 由に _ の 理由 ある 我が 生活を 生活し よぅ 0 
入の 名を 空しき もの ど 今更ら に 星 仰ぎ見て 思 ひける かな 0 
久しぶ b で ローレ ラィを 高吟しながら 歸る 〇 

七月 一日 

今日は 兄 上の 休みな ので 其 所謂 「連れて行 つて やら ふ」 の 實行日 どして 定められて あつたの だ 〇 
七 時 頃 出かける 0 八 時 何分の 大阪 行に 乘る 〇 朝から 暑さが 甚だしい 〇 汽車は 大阪に 入らん ビ して 


新 淀 河の鍅 橋を わた' る .0 水 中央を 流れて 兩側 は廣い 草地に なつて ゐる〇 洪水 市を 襲 ふに 及ばむ ビ 

する 時 毛 馬 關 P'J を 開ら けば、 此 所は 一面の 大河 2: なる の忆相 、た 〇 石造の 梅 |±1 の 停車 塲は仲 々大き 

» 

い VJ 思つた 0 其の 答 K が： 迪行 W 人 も 物も來 京 VJ 大し •た 違 ひは 無い 思 ふ 〇 只：！！ 傘を さして ゐる婦 
人は K 京では つい 見かけない 〇大阪 の 人達は 餘程 傘が 好き ど 見える 〇 兄 上に ついて 電車に 乘る〇 
先 づ大阪 城を 見物す るの ださう 忆〇柬 まわ b の 線に 乘 つて 谷 町 三 丁目で 降りる 〇深險 高 壁は 白堊 
の 櫓を 頂いて 豐 太閤 當時の 勇 風を 偬ぶ に 足る ものが ある 〇千代 田 城は 云は す、 こんな 立派な 城は 
始めて 見た 〇只に 洋式の 第 四 師團 本部の 建物が 甚忆不 調和に 見える のを 遺 M に 思 ふ 〇 叉た 電車で 
天 王 寺に 降り 四天王 寺を 見る 〇 天台宗の 寺院忆 のに 花崗石 の 大§ が あるのは 神佛混 淆常 時の 遺 
物で あらう 〇 山 p'j を 入る ど 金堂 五重の塔 其 他の 堂々 れる丹 塗 もの 古り たる 伽藍が 回廊に 圍 まれて 
ゐる〇 樹木に 映發 して 甚忆麗 はしい 〇聖德 太子の 創建に か、 b 現今のは 文化 九 年に 出來た もの忆 
さう ^ 〇 

27 瀬 良の 淸 さんが 新世界へ 支店を 出した 事を 思 ひ 出して 探して 見る 氣にな つて 公園を 出 - r 新世界 
I4 

を あちらこちら C: 步む 〇 淺 草より 少しは よい か 知らぬ が 〇隨分 低級 趣味の さかり 堪忆〇 こんな 所 
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5/ 才 X の 大路 

を 馬鹿な 顏 してぶ ら—步 きま わるの がわれ ながら 可笑しい 〇 見付からない ので そこらの 觸屋に 
飛び込んで所謂レトしど云ふやつを食べる〇來京の觸丼の事である〇 

土地 ii- liti: で 聞いて やう やく ^ 良の 家の 見 當を 付けて 行つ て昆た O  W ナパ ー クの橫 に寫眞 屋 は あ 
るが、 二 十分 館 VJ ある ばかりで わからない 〇 人つて 聞いて ! OL る ど それで あつた 〇 上 階へ 上る ど 叔 
父さんが 居られて 驚いた 〇 淸 さんは 午前に 京都へ 歸られ たどは 惜しい 事を しれ 〇  i 形の 寫眞を 
二 千 燭光の I 獲で、 晝 夜の 別な く寫し 二十 分 _で 出來 上る ので ある 〇 之から 千 頭さん の听へ 行つて 
診察して 貰は ふ ど 云 ふ 目算 tr つたが、 今 H は 留守 故 明日 朝 私 V 連れて行 つて やらう， 匕の杈 父さん 
の 言葉に 從 つて 私 rr け 此 所に 宿る 事に する 〇 兄 上は 五峙頃 辭 して 千 頭へ 行かれた 〇 叔父さんから 
晚に 少し 仕事が すいれ ら 、電車で 境 市へ 連れて行く zf: 云 ふ 話が あつた が、 客が 來る は來 るは、 三 
人の 技手は 目が まゎる ばかり、 向 ふの 水 店 や輕 業師 其 他の 店々 で呶 鳴る 聲 、鐘の音で 暑さは  一 ® 
ひごぃ 0  ' 

夜に 人つて 人出が 益々 多く、 二階から 入の 頭を M て 居る 乃 も 面白い o. lnj ふの 幾 軒 かならん 忆玉 
突 や 射的には、 妙な 女が 客の 相手をして さんざめ いて 居る のが 見える 〇 こんな 所へ うろ^^ ど 遊 
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び まわる 奴の 多い には 驚く 〇 世の中には、 阿呆が 餘程 多い ど 見える 〇 海が 近いそぅ で、 P 々よい 
風が 吹く  〇辨 當屋 の # つて 来 T: 御 米が 惡い s 云つて、 叔父さんが 仲々 奇拔な 小言を 云 ふ 〇 飯を 食 
つたの が 九 時 過、 一番 H の 技手に 見. 覺えが ぁる ど 思つて 聞いて 見 K ら 、乾 ご 云つて 明治 四十 一年 
頃、 淸 さんど 一緖に 東京の 角 田に 居た 人で、 入澤の 店へ も 時々 やつて 來た人 だ つれ 〇 せわしい の 
で出來上つた寫厲をかわかしれり切つたり、臺紙に付ける手傳ひをやる 0 寫抗屋の手 |»1 耿りでも 
食つ て 行けそぅ 忆 VJ 笑つ た 〇 十一 時 頃から 人出が 少なくなる 〇 十二時 頃 仕事が 全部 濟ん忆 ので 皆 
でサィダを呑む 0 谠行きは施 1 ォジャン 0 皆で散步に出かけて八_を步るく 0 歸りにもぅ閉塲に 
なつた 噴水 浴場の 浴室を 窓からの ぞいて 見る 〇畫に ぁる ローマ の 贅澤な 浴場 其の ま、 だ 0 浴場 忘 
國論な V」 思 ひ 出す 0 確に 天下の 人が 悉く 此の 新世界の 趣味 以外に 求む る 所な く" こんな 浴場に 淫 
蕩な 生活を 送る 樣に なれば、 我國は 亡びる に定 つて 居る 〇  ローマ を 見よ、 •ホンべ一 を 見よ、 ソド 
ム 、ゴモ ラを 見よ、 か V る 都の 亡びざる は、 寧ろ^^ せなければ ならぬ 〇 煤煙の 都れ る大阪 よ、 
我！！ の 商 權を 双手に 握る 大阪 よ、 汝其常 に 誇れ、 其 文 IIJJ に驕れ 、然して 汝に滅 一て ふ 暗き— 影 
の附隨 する を 忘れよ、 反省を 促す 替鐘の 響に W をふさげ 〇 か く^ ^ て汝 は、 千日： 則 界の 樂隊 
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シオンの 大路 

に 合せて 踊るべき である 〇 キリ フト •か オリ— ブの 山の 石に 座して、 歎息の 內 に® 給 ふ ^ 亡びん VJ 
する 聖 都の狀 態 もこん なでは 無かつたら ぅか 0 床へ 入つて 叔父さん ど、 越後の 話 やら、 古 英潍の 
思 出 やら、 大阪 商人の 活動ぶ り、 さては、 大阪の 西 國に對 する 地理 的關 係な V, 迄 M 白く 新して、 
我國の 世界的 地位に 迄 及ん tr のは 愉快 tr つた 0  , 

U 日 

起きた てから 仲々 暑い。 朝飯を 食べ t' に、 叔父さん ^ 出かける 〇 電車を 掘 江で 棄て i、 しき b 
に眞 直な 小路を 進む 〇一體 大阪に は餘 b 立派な Mb はない 樣だ 〇眞 直に^^の 樣な 所を 進んで 居 
る內 に、 叔父さんが ヒョ ックリ 右側の 戶を 開けて はいつ‘ た、 私 も 直につ、 ゞ いて 入る 0 之が 千 頭 家 
の 裏 □ なの だ 〇 座敷へ 通つ て、 御主人 夫婦に 挨按 ずる 〇 主人公は 快活に 話す 人； じ、 おす ^ さんは 
寧默つ た 入 だ 〇 兄 上は 一泊して 早朝に 歸られ たど おす ^ さんが 話される 〇 叔父さん i 一人で、 朝 
飯の 御 i になつた 後で、 二 階の 診 柊 所へ M つて 親 tJJ な 診察を 受けた 〇 下の 座敷へ 歸 つて 千 頭 
さんが、 見れ 結果を 淳々 ど脫か れる og 良の 叔父さんが、 色々 兄 上の 代 りの攒りで云つて下さ 
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る 0 自分 も 思 ふ 丈の 事を 云つた 〇 千 頭さん の 日く 

『右の肺が少し惡い事は事：貫忆、即少しひ、ゞのはいつた器である0それ故持主は夫れ丈けの注 
贲 を拂 つて 行かなければ ならぬ 0 持主の 注意 如何によ つて、 保存 期限は 長く も 短 かく もなる ども 
云へ る 〇一體 人の 生命は、 全く 醫 者の 保證 外の 者で ある o r んな 健康な 人で も 生命 ばかりは 明日 
でも 知れぬ ものである 〇 健 厭な りど 考 へらる、 人然 り、 况んや 病氣を 持つて 居る 人に 於て を やで 
ある 〇 ど んな養 牛： をして 居ても、 死ね 人は 死 go 何 fc ir g- て も 死な 2 八け 死む ぬ 〇それ 故、 @ 布 
は 生命に ついては 一. 言 も 云 ふ # 格は 無い 〇從つ て學校 を 止めた がよ からぅ か 何ぅ かど 云 ふ樣な 問 
題を 判斷 する のは 一番 困難で ある 〇 そして その 判斷に 二樣の 見方が ある 〇 第一は 純醫者 £ しての 
立塲か らで 、第二は 患者の 事情を 考 へて、 ゞ ある 〇 君の 樣な塲 合、 第一の 立塲か ら 云へぱ 、無論 今 
學校を 止めて^ sit で 餅 養す るに 限る 〇 然し 君の 話しの 樣に 、それは 事情が 許さぬ どせば、 ill きな 
がら 養生す るか 或は 學 校で 靜に無 理め 無い 樣に 勉强 する の 他は ない 〇 然し 自分は 責任を 以つ てい 
づれ にせよ VJ 云 ふ 事は 出 來ない 〇 今 君の 健康を 保持して 行く 上に 必要な 注 意 を 云 ふから 君は 自ら 
判 斷 していす れ にもせ よ、 其條件 に抵觸 しない 方に 行く 樣 にした まへ 〇 即ち 滋養物を 取る 事、 登 
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山、 海水浴の 樣な 激しい 運動を する 事、 常々 己 ♦か 自體の ひ V の 入れる 事を 忘れす、 然も 快活なる 
SE1： を 持っ 事、 先>，べ ざっ vj こんな もの だ P 平凡 爲尤な 次第で ある。 千 頭さん は ほ 身 ■生^^ 
の經驗 を 語って 大いに 同情を 表される 〇  口から 醫者 無用 論が 出た には 驚いた 0 « 艮の叔 父 
さんは、 男子の 覺悟 を以 って 學校を やれば よい V, 云われる 〇何 なら 私から 朝鮮へ 手紙を 書いて 上 
げて もよ いな 云われる 〇私の 考 へでは、 r う も學校 へ歸っ て秀淑 にやる 方が 新しい l[i. ■こ 比す 
れ ばす ッ美 件に 適合す る 樣に思 はれる。 只 墨が 問題爲 酷寒には 歸 って 來れ ばよ い。 一時 ご 
こに 居ても 死： 2 時は 死 30 かまわない 學 校へ 歸 へらう かしらん vj 云 ふ氣 になる。 それ 卜ら 色々 ょ 
建築の 話 も 出た 0 

.  ^  V  -  ■一  •- 

叔父さんは 是から 神戶へ 御 出になる 箬で ある 〇 時 ilfl も 丁度 十 時 だから、 法 逢 寺 ^ . 良へ B 泮 す- 
る事にして辭す〇叔父さんは歸りには又寄れど云はれる〇ボッボッ湊町停班塲まで ^ るぐ 〇 ヂ、 
ぶん 暑い 0  f や 法隆 f— 智識 的の 簾の ない のは 殘念 だが 今更 仕方がない 〇  f ば县の 
憧憬に f わしい 心が まへ を以 って、 充ハ 舍蹟を 賞味したい。 十 時 二十 吾 發 事、 汽 班は 空いて 
居る が 信 fe1 叙 ^ 上に 汚ない 〇 何 14 もそう だが 大都曾 の 興 まわりは あま b 賞め ^ もので ない 0 未 


だ 市を 出ない 僅な 距離に 今 宮 、天 王 寺な r A ーッも 停 . 111: 塲が ある 0 一  體大阪 市は 市內に 比して 郊 
. 外の 交通 機關が 發達 して 居る 樣忆が 、大商 業 地 d: して 貨物 集散の 關係气 近くに 小 都 曾が 多い ^ 
によるので あらう か 〇 市外に 出る o ^ flt の 平原が、 若い 稻の そよ ぎに 心地よ ぐ！ g. いて 居る 〇 八 尾 
を 過ぎて 佐々 木 先 牛： は 確に IH: 中學出 忆 つた ? £ 思 ひ 出す P 林 科の佟 藤 君 もたし かそうだつた 〇 彼の 
家は、 何でも 小高い 町の 何百 年来の 胡 粉屋で、 大阪市 ど灣 どを脚下にする所忆 ?£ 大威張りの手紙 
. を、 天_ の 天幕へ よこした 事が あつた 〇 橋 谷 君が 大いに 憤槪 して わざ— 淺 草紙に" 大阪市 及大 
阪趣味 罵倒の 大論文 を 書き、 私は 何だか 非常に ァィ ロニ ヵ 7^ な 手紙を 書いて 出した 事を 記 臆して 
居る 〇極 端な 原始 生活を やつて 居る 我々 には、 文明の Is 美に 少から す 嫉けれ のだつた らう 0 
八 尾から 問 もな く、 攝律 大和の 境を なすな だら かな III 脈に 近づいて 大和 川に 添 ふて 上る 〇 川は 
荒 川 位の 大さ だが 何 どなく 優雅に 見える 〇 至る所 魚 取る 人が 見える 〇國 境に 近づく につれ て、 川 
はう ね^- ど 山の 峽を幾 まが b する が、 谷に！： 鯉な ^ の 趣が なく、 却て 平々 な 內に趣 が ある 〇汽 
•g. 車は 水路 ど 戯る 、が 如く、 あいつは なれつ トン 子 ルを ぬけて 行く  0 山が 後に なれば もう 大和の 平 
原 だ 〇我國 家發祥 の 地 0 上古史の 演秒 られた 舞臺に 來た VJ 思 ふ ど 何が なしに 胸が _る0 法 隆寺ど 
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云 ひ奈良 VJ 云 ひ、 子供の 時から 永い— 間讀む 時に 聞く 時に、 夢の 國を見 る樣 に ^ んなに 麗しい 
幻を 胸に 書いて 居たら ぅ 〇 今 其 幻は 現實 どして 數分後 眼前に 現れる ので ある 〇 汽車の 法 降： 寺驛に 
に 入らん どす る 時、 北方 遙の 丘上に 半 •駒 山脈を 脊景ど して、 立派な 塔 VI 伽藍の 屋根が 森の 間に 昆 
える 0 聞か t、J も それ V 私の 行く 所に 相違は ない 0 十二時 少し 前に 下車す る〇驛 前には 五六 戸の 
家が ある ばかり、 踏 t/J を 越し 田圃の 道を 北に迪 る 十二 町 ど ある 〇隨分 暑い 〇 春は 菜種の 花が 此野 
原 一面に 奇 しき 香を た、 へる の だ， と 云 ふが、 其 頃來れ らば V」 んな にょい K らぅ 〇虛 子の 班 鳩 物語 
には 其 頃の 法 t； 寺を 如何にも 麗しく 書いて あつた 事を 思 ひ 出ず 〇 
裏の 高 橋 君 VJ も 幾 內の他 '圖 を ひろげて は、 此 地方の 花暌く 頃の 話しを した 事が ある 〇 そんな 關 
係から か、 何 VJ なしに 同 君の 事を 思 ひ 出す 〇小さな村を過ぎて道は左に直角に一本分れて居る 〇 * 
田に 働く 婆さんに 聞く VJ、 ちらから でも 行ける w 云 ふ。 序に 南方は るかに そば だつ 山 (/ > 名を 聞 
くビ 、高野山 fr ど 云つた 〇此廣 い 平原を 圍んで 居る 山々 は、 一つ i して 歷 史に關 係の 無い のは あ 
るまい 01つでも餘計に名を知りたいな ^ 、思ふ0直角に曲つて正門の方の道を収る0稻の若い 
綠の 上に" 白 や眞 紅の なまめかしい 洋傘の 見える のは、 小學 校の 生徒が 御 晝の歸 りで ある 〇 曲つ 


てから  一丁 程 行く ビ法隆 寺 村に 入る 〇 餘 b 立派で もない 通 b に 古物 店が ある 〇 法 降 寺の 古 瓦が 目 
に 着く 〇欲 しくない 事 もない が 聞く 勇氣 もない 〇 そんな 家が 二 軒 も ある 〇 少し 行つて 右に 曲る 
ど、 法 降 寺の 南大 E： の 通りで ある 0 松 並木に なつて 居る が 松は 割合に 若い 0 二. 丁餘 b 行く ど南大 
円に 突き あれる。 丹塗りの 立派な lilJ lr が 目 ド 修^ 5 ■ど ある 〇 下は 板 M ひがして あつて、 ] s luj 成は 
東 fuJ に 廻れ ど 書いて ある 0 高い 屋根の ある 土 M について ® lnJ に 廻る 〇西円は小さな門である 〇 門 
內廣い 十 問 近くの 清 路が に 通じて 居る 〇此寺 は 法相 宗な そぅで、 H1 I1JJ 天皇の 勅願に ょり ® 德 
太子の 創建に か、 b、 推 古 天皇の 元年から 十五 年 迄 t つて 出来た— る 〇天智 帝の 朝に 燒け 
て、 和 同年 間に 再 雄せられ たの だ 〇 いや 一度 も燒け ないど _野 博士 S 誰 やらが 論を 戰せ たど やら 
聞いた 樣でも ある 〇 學說は 兎に角 ど して、 希く ば 千 三百 二十 年 前に 建てれ ま i にあれ かし 〇 
此 地は III 脊 大兄 王 藤 去の 跡で ある 0 境内には 至る所 千古の 老松が 形ょ くの びて 居る 〇 西 門から 
左に折れて 老松の 間を： 仃く ど、 石段の 上に 一の 堂宇が ある 0 然し お 不動 樣式で  一 ini •有難くない 〇 
5 妙な 坊さんが 一人 居る。 鎌 倉 53 長 寺の 半 僧坊の 樣な もの だ。 なく もがな ど 思つて 右に 行く 〇右側 
に 荒れて は 居る が 古くて 床しい 丹塗りの 大建物 が ある 〇西院 の 步廊に 添 ふて 後に 廻る 步廊 も： 
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が ゆ* しく 丹 塗 $ 太い 柱は 蟲ばん で 居る 0 舟 廊 の格子から西院の內庭を贶くど有名な 4> « も艽重 
の 塔 も 形よ く 落つ きよくな らんで ゐる〇 外方の 荒 n たに 似け なく 極めて 手 入が 行 屈いて >3 るら し 
い 向 側の 步廊の 柱が 立派に ならんで 見える 〇總 じて 德利 形の 推 古式 獨# の 柱、 古びた 丹の 色、 云 
ふ 可から ざる 淸素の 感を與 へる 0 想像 £ 跋際ビ が 何の 位い まで 一致して 居る か 比べよう ど 思 ふが 
相 i (/J> 方が 頭に 浮んで 來むい O I 一致の 點は 甚だ 乏しい 樣 lr が、 相 I ly 下では 决 してない らしい の 
で 少から ざる 滿足ル 覺 える 〇眞裏に廻る ^ 一つの建物がある〇餘り趣のあるものではない 〇 宮で 
云へ ば 奥の院の 樣な位 置に ある 0 後で 卜 •御堂で ある VJ 知つた o it 倉 時代の もの だそう だ 〇 
上 御堂の 前、 P 堂の 裏の 華 原に 瓦が 落ちて 居る ので さがして 見る VJ、 布目 瓦の かけが 澤 山 あ 
る 〇 目の 荒い のビ細 いのを ニ ッ三ッ 拾つて 引返して 中 門の 前に 出る 〇 中 門は 即ち 仁王 P1] である 〇 
贳に 立派な 莊筑な 門で ある 0 二 ® で 中央に 桂が あつて 入 U が 左右に 分れて 居る 0 

門の 闊に あたる 所へ 小さな 格子が 置いて あつて、 僅に 右端に 人口が ある 〇 入る vj 右 1: 左に 二 人 
の 老人が 凉 しそうに 倚子に かけて 居て、 二錢の 入塲 料を 取 書 なぞを 賣 つて 居る 〇  ® 書 ど 
寺 印を 押捺し；：！ 葉書を 買 ふ 〇國寶 ど 稱する 銅 印は 極めて 西 白い ものである 〇 色々 の 題 合を する 〇 


. 


此金 堂、 塔、 中 門が 出來 てから 今年で 千 三百 二 士 一年になる $ 云 ふ。 さつき 拾つた 布目 S を 出し 
て 見せる ビ、此 荒 ひ 目の 方が 一番 古いが やは b f-l 倉 時代ょり 古い ものでは ない 〇 古い % は 分が 二 
寸も ある VJ 云 ふ 〇 

金堂 や寶 物を 見る には ^ 二十 錢宛を 要する ど 云 ふ 0 維. 持 費 どして 什 方がない かも 知らぬ が ® tr 
見 W 物 式で 有献 くない 。尤も こちら も宗敎 な Vj 、 云 、 ふ 觀念な V> ょり は、 上古 美術 vj 歷史の 立場 か 
. ら見 るの tr から 止む を 得ない かも 知れない 0 が 寺 VJ しては もぅ 少し宗 敎的の 態度に 出づ 可き であ 
る 〇 何も 保護 建築物 忆か ら宗敎 上の 意義が なくなつた 分では ある i い 〇 近畿には 寺が あつて® 
がない VJ 聞いて 居た が 其 通りで ある .0 寺院 i. 物 S 云 ふ 事は 何處 にも ある、 叉 有つて 然る. べき 事' た 
が、 ミケ ロ アンジェロの 聚 母の 前に 跪いて 祈つて 居る 多くの 婦人を 見た 等 2: は 常に 南歐 紀行 . 〇 文 
に 見る 所で ある 〇此處 に 訪ひ來 て M 虔の至 情 もて佛 に禮拜 を 捧げる 入が 果して is 人 あるで あら 
50 

137 塔の 第一 層が 開放して あるので 入つて 一 廻 b して 見る 。塔は 余党 仁王 P1] ど 共に 本邦 於 占の 木造 
建築物で、 天下の 逸品 VJ あるから には 素人目に も 形 W 云 ひ スタ ビリ チ— (安定} 云 ひ 申 分ない 樣 
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に思ふ 0 高 1 1十五間あるど云ふ評堂、其左右に步廊によつて連る四方五間皆金堂塔 ^ 共に丹塗 
りの古び床しく、內庭外庭の老松の綠に映發して淸々しい落付のある莊嚴なながめである0總て 
の 5 S 物の 尾棰の 木口が 丹塗りの 間に 金色に 見えて 美しい のは 黄土を 塗つた もの だそう だ 〇 
令' 堂は 小 供の 時から 寫眞で おなじみの 建物で ある 〇 中には 推 古 朝藝術 の 代表作 ビ云 はれる S S 
が ある 〇 玉 蟲廚子 も 在る 〇實に 此爲め ばかりで も遙々 來る價 値は 充分 ある 0 
東 円を出て直行するど一つの古びた門に出る 〇 ヒ宮王院聖德太子觸宮舊跡 ^ かすかに讀める礼 
がか、 つて 居る 0 法 降： 寺を 斑鳩 寺 ミ 稱 し、 伊 河 留我本 寺、 鶊 僧寺に 作る は ^ I 宮か ら來て 居る ので 
ある 0 門に 一寸 足を 入れて 見る 0 八 角の 堂 字が ある 〇其他 色々 の 小さい 建物が 割合に 荒れた 境內 
にある 樣 rr つた 〇が急 ぐので 失敬して サッ ナ vj 南行す る 〇隨分 暑い 〇  丁度 發車に 程よ い 時 fin であ 
る 〇 これは 失敗つ た 扇を 寺へ 忘れて 來た〇  • 

汽車が 出る s 問 もな く 法 降： 寺の 東 ¥ 野の 中に 三重の 塔が 見える 〇 後で 地圖を 見る ど 法 起 寺の 塔 
らしい 〇 そうすれば 矢 張 b, 推 古 朝 (/) 出來 である 0 法 降 寺の 裏 十 叫 五町 も 行けば 紅葉の 龍 IH 川で あ 
る 0 又 何時か 訪ふ折 も あらう 0 郡 山を 過ぎる ど 間もなく 右方に 低い III 脈が 見える 0 其 裾に 淺綠の 
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なだらかな 山が 見 X る 〇 あれが 若草 山 だら う 〇 塔 も 見える 〇 いよ { 寶 に來 た 〇 仲々 大きな 停 
軍 塲 である 〇 停 lit 塲を 出て かまわ t* さつき 見えた 山の 方に 行く 〇 何處か 其 邊に 太 M でも あつたら 
案内 記 か 地 圖を 買は うか ど 思 ふが 仲々 無い 0 俥 M がうる さくつ いて 來る〇 ふ ど 地圖を 賣 つて 居る 
店が ある 〇 鹿の ハ リコの 頑 . 1:1 店で ある 〇 裏に 案 丙 記の 書いて ある奈 良 市の 詳圖を 買 ふ 〇 六錢の 案 
內者は 安い 0 地 圖を按 ヤ れば 此處は 三條の 通りの 半 頃で、 幸 ひ 春 日の 社に 行く 道を 進んで 來 たの 
であつた 0 地圖を 見なが らテ タリ 出す 0 町は 一寸 小奇麗で 土 鹿 物屋 VJ 宿屋が 多い 〇 左手の 小路の 
間から 鳥居 松の 小高い 所が ある 〇 開化 天皇の 御陵で あるが 入られない 樣に なつて 居る 〇 九 丁 ば 
かりで 町を 離れる ビ 左は 木立の 丘陵で 右に 池が ある 〇之が 名高い 猿 澤の池 だ 〇 
「わき も 子 •かねく たれ 髮を 猿澤の 池の 玉藻 2: 見る ぞ 悲しき』 (人 麿) の 歌を 中學 一年の 頃讀 本で 
習つて 以來 忘れられない 所で ある 〇池 (/ >> 向 ふ 側へ 廻つて 見る 〇池 は不忍 池の 三分の 一位の 廣さは 
あらう か、 それ も 澄んで K る 〇龜や 鯉 も 見える 〇 池 越しに、 所謂 洗 ふが 如き 綠の 上に 聳え 立つ 興 
福 寺の 五 赏の塔 、左は 南 M 堂の 八 角の 屋根 ど艽 重の 塔を M 上る のは 仲々 の昆 物で ある 〇 木立の 下 
の柔な 芝生の 色が 一入の やさし さを 添へ る 〇 木蔭の 鹿 も奈 良ら しい 良い 感 である 〇 1 廻りして 道 
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を橫切 う、 臺に 上つて 一休す る 〇 町は すれから 先は ^ S 公園で 1H: 處は艽 重の 塔：： 裏で ある 〇 鹿 

が 其 邊に うろ^ - - て 居る。 水屋の 腰掛に 腰を 下した 義理に 氷を 一 ぱい 飮ん で、 興 ig 寺は 歸 りに 

見る 事 ビ し 春 日 神社の 方に 進む 〇 少し 行く ど 一つの® が ある、 頗る 大きな 鳥： 5 である 0 道は 姐 
々どして 廣く 老杉の 間に 消えて 居る 0 之から 春 日 III 若草 111 迄が 芝 淸き春 日 野で ある 〇 鳥居を く ^ 
れば 左が 古の 飛火 野で 『古今 集』 に  # 

古の 飛火の 野 守 出で、 見よ、 今い く か ありて 若菜つ み てん 
ビあ るが 之で ある 〇此 飛火には 愧物 £ が ある 〇歸 b に 時 問が あつたら 見たい 0 右は 淺芽ヶ M 雪 消 
えの 澤 S 低い {丘が つ ^ いて 居る 〇 根本まで 太い 枝を 出した 老松が、 ゆるい うねりの 奇麗な 芝 
原に ^ 好よ く 坐つて 居る 問を、 人な つ こい 鹿が 靜に步 るいた b 伏し nb、 可愛い E で 道行く 人に 
パンを ねだ つれ b して 居る 〇何 ど 云 ふ懷 しい 光景で あらう 0 春 日 野の^ g に 人を 魅す るに 足る。 
私は 古今 集の 歌の 中、 萬 葉の 詩の 中を 步んで 居る ので ある 〇 

思 ふ ビ もな く 彼の 內 f 氏が 木彫 『藤 原 時代の 女兒』 を 思 ひ 出す 〇靑 丹よ Lf の 都の 大宮人 
の姬 君が r 紫 菜つ みに や 向 妙の秈 ふ b はへ て 貫 之の 歌つた 通り、 此 あたりを 行き 給 ふ 所は た 
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しかに あの 樣な姿 であつ たじぅ 。こんな 事を 思 ひながら 杉の 下道を 步る いて 居る ビ我な がら 大正 
の 人 VJ しも覺 えない 〇 北方に 遠雷を 聞いて 仰げば 森の 上に 入道雲が ニ ョキ f 頭を 擡げて 居る 〇 
夕立は 流れた もの 蓋え て 油汗が にじむ。 道の 左側に 御殿 風の 建物が ある。 物 鹿 陳列 所で ある 0 
暫く 行けば— 少し 右に 折れて 老杉は ff、 石燈 If やぅ やくしげ くな？  fo 鹿 M 
塲も此 森の奥に ある VJ 云ぶ 〇 一 の 鳥 ^ から 十 | 町に して 二の 鳥居に 着く  0 益々 森嚴の 趣が 深くな 
る 〇蟬が しき b に 鳴ぐ 〇  | 一の鳥居から j 町 ばかり 行く ど 屈 1111 した 石段が 右 ど 左に ある 〇 右に 曲つ 
て 上れば、 老松 蔭 暗い 所を 通つて 丹色 鮮やかな 春 日の 若宮に 出る 〇拜殿 ど 奧院ど が 向 ひ 合つて 居 
る樣に 見える 〇拜殿 2 攔閲 にある 歌仙の 歌は、 後光明 帝の 御 ^ 筆 VJ fi へられて 居る 0 引返して 卞 
宮に向 ふ 0 左方の 潤 葉樹の 密林に 覆 はれて 居る のが 三 笠 I1J である (御 蓋 山 ども 書く) 〇  _ に 似た 
木が 多い。 何の 木な 社 S 仕 人ら」 S 人に 聞いて 見た が返泰 ょく 分ら，^ つた。 森 Q 下が 暗く 
すけて 見える、 太い 蔓が からまつて 居る 〇 

本社の 樓 p'j は 修_中であるのでわきから廻廊に出る 0 ^1:は餘り大きくない *> 形は頗るょい、 
南 InJ である 〇 本殿 も 二 W で規校 は 小さい が 古式な そ ラで  キリ ッ  卜 して^? の 利いた 建物で ある 〇 朱 

第三 篇 e 水 日記 


142 


シオ y の 大路 

が 同. 園の 杉の 綠に映 じて 美しい が、 莊嚴 襟を ] H さしむ る 趣は 無い 樣に思 ふた 0 三 笠 111 の锻を 北に 
流れる 水 ハ 八 L 川に 架した 小 橋を 渡れば 若 卿 山の 裾で ある 〇仰 げば 木 どては 中腹に 二 本 •の 大きな 松が 
ある ばか b 九い 芝 111 である 〇 芝の 色ビ云 ひな だら かな 傾 面 VJ 云 ひ、 裾の ゆるい ス ロ—ブ ど 云 ひ、 
何 ビ 云 ふ 落 付いた 奈良 らしい 眺めな の だら う〇 右の 麓の 木立の 下に 小さな— 朱塗りの 祠があ 
る 0 それが 又 如何にもよ い エフ H クトを 示して 居る 0 
裾の な， fr らかな 芝 原には 神 鹿が 三々 五々 群れ遊んで 居る 〇 道の 直ぐ 右側は 並木、 左側には 御茶 
屋 、凡 物師、 寶人 形 師、 衍 屋や 軒を 並べて 居る 0 並木の 下に 並んで 居る 天幕を 目 •障 b に 思 ひな 
がら 其 一つに 入つて 腰を 掛ける 〇か うして 落 付いて 見上げる VJ 益々 い、 0 細道が 幾 本も^- 亂れ 
昇つて 居る 〇 左は 手 fnj 山、 右は 春 M V1J の 深綠に 隣つて 居： ので 猶更 y 立つ 0 1._ はこん な ゆる 
やかな うね b を 見て 居る VJ 伺 s も 云へ ないい、 氣持を 覺 える 〇宫士 山が 何故、 A wf ど 云へ ば、 や 
はりあのゆるやかな曲線ではあるまいか 0 大波 (/>> 寄せて來る樣な札幌パ寒の愈¥^の裾野が私 
の 心を 引く の も锊此 ヵ ー ブの 魔力で ある 〇變 化の 無い m 線、—、 偉大 S 云 ふ 様 i じは ごうし 
ても此單 調 VJ 云 ふ 事 VJ 餘 程の 關係が あるら しい 〇 女中が K いて 行つ たま づい壽 司を ボン ャリ ^ 食 


ノ 


: v- . 


•2. -  .  • 
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ベて 居る vj 鐘が 聞え て 來る〇 透 撤した 快よ い 響は 古き 都の 夕 空に 長い 長い あ- yj を ひいて 春 日 山の j 
山奥に 消えて 行く 〇 千年の 歷史を こめた 其 響は 旅人の 若い 心に 浸み 入つて 甘い 悲哀を 誘は ないで 
はおかない 〇 多分 果大 寺の 晚鐘 なの fr らぅ 〇觀 光の 客 も 通らな くな つた 〇少し 急がぅ 〇 ® の 奉 艮 
人形を 買つ V すた^-出かける 0 

手 向山の 八幡の 丹塗りの 榄門を 横目に にらんで 三月 堂の 前 も 素 通 b す る〇三 片堂は 東大寺 內最 
古の建物で佛像の如きは美術史上非常に價値のあるもの忆ビ後で知つて死兒の齡を數へた0三.月 
堂の前には二つの校倉がある〇直隣り高く睚を踏んで述てられた二片堂に幾十の石階を匕る〇西 
國 三士 ニヶ 所の 觀音樣 の 礼 所で ある 額の 御詠歌に 日 r あ b がむ や 不思議は 一が 二月 堂、， 若狹の 水 
を 迎へ給 ふぞ』 ビ〇堂 は 德川宗 綱 1: 文 九 年の 再建 VJ ある 〇 位置は 甚忆 よい 〇 欄に よつて fli' を 放て 
ば、 さし も 高い 大佛殿 も 脚下 </;> 森の 間に 金色 (/; 鴎 尾を 高く 空に か、 ゞや かして 佐る 〇 臨 尾は 近 -M-- の 
作 か 修縷 のた めか 光 b 過ぎて 奈良の 平和を 破つて 居る 〇 平 城の 都の あ b して ふ 平原の 色 も懷し 
く、 遠く 生 駒の 山脈には 早く も 夕の 色が きざして 居る 〇 基 に 心 ゆぐ 眺めで ある 〇 黑羅 の 腰 衣を 着 
けた 白衣の 番僧 らしい のが 一入 欄干に もたれて 此大觀 に 見惚れて 居る 0 
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シォンの 大路 

昇つ r-: ¥ c. 反對の 廊を なした 階段を 下つ て大佛 殿 指して 行ぐ 〇 老杉 縛々 たる 間の 道は 廣 くして 
淸ら かに、 土產物 賣る店 & 夕方の 故 か 過ぎ行ぐ 私を 呼び 止 iy-> ょ- フ vj もしない 0 ふど « 樓2前に出 
る〇老 杉の 間の 廣塲を 占めた 姿の 堂々 た •る W に 胸も晴 る、 ばかりで ある 〇柱 の 太 さ、 家 根の 重々 
しげで 然も！ T 快 雄 健なる 1111 線を なせる、 何 所に も 小細工の 跡の ない、 私は 之 程 痛快で ^ 持の ょい 
建物を 今まで ILi た 事がない 〇鎌倉 時代の 建造で ある 〇一 M 鎌 倉 11^ 代の藝 術には 簡朴な 的 ^ 分 
が 漲つて 居る VJ 思 ふ 〇 鎌 倉の 寺々 の ^ i 楽で も、 當時の 彫刻で も 皆 之を 語つて 居る 〇  ■ 

それから 少しく 下れば 大佛殿 の 東側 步廊の 下に 出る 0 TH 面に 廻つて 大きな 樓 門 をく ^ る 〇此所 
でも 同じく 人塲 料を 取る 〇大怫 殿は m 大 寺の 金堂で ある 〇つひ 今年 M く か、 つた修 構 工事が すん 
だ ビの 事で ある 〇 見物人に どつ ては 此上な い 幸福な 事で あ‘ る 〇 

大 » 殿の 直前に 八 角の 銅燈 籠が ある 〇 天平 年代の 作な そぅで 古 S 倉 然 •一  丈 三尺 あるそぅ だが a 
だ 小さぐ 見える 0 し きゐを またいで 仰いで 見る VJ 巨大なる 殿中に m 然た る大佛 樣が默 々どして 端 
座して おいでになる 〇弘は 仰いだ なりし ばし 茫然 VJ して 無心の 境に 入つ てし まつた 〇大き いのに 
呆れた のでは 决 してない 〇 巨大 否 偉大の 内に 私，：：： ^ が 吸 込まれた ので ある 0 人は 奉 R の大佛 樣は 


fz ふ W ヶ} 
5; r ^ ^ ^ it 

科 ど ^ 

K、 
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徒に 大きい ばか b で 頗る 醜男で あるな dv 、 惡口を 云 ふ 〇 成程 確に f 長 谷の 大怫の 端然 正座した 
_ IMI 滿の御 相には 比す 可く もない 事は 事 K であらぅ 〇 私 も 見ない 內は 徒に 巨大な 非 藝術 的な も 
のを 以て 何の 音 i する 所ぞ VJ 輕 蔑して ゐた〇 けれ も 此の 境に 臨んで 或內的 姿 求を 滿足せ しめ 得 
て 始めて 五 丈 三尺の 偉軀が 何等 {示 敎的の 意味な きもので 無い 事を 悟り 得た ので ある 〇猶 も此 尊き 
內 的^® を 深く し 樣ど視 つめて 居る ど 皇宮 警手の 樣な 服装した 巡視ら しい 人が も ぅ _ の 六 時 だ 
から £ せき 立て、 裏 廻りに 導いて 吳れた 〇 

後に 舊大佛 殿の 模形が ある 〇此 驚嘆す 可き 大木 造 建築が 天平 時代 創建 當 時の ものに 比すれば 其 
砌の H© 七 割 一分、 建物の 面積 六 割 六 分、 內陣 面積 四 割 四 どなつて 居る の亿 ビ云ふ 〇 當初の巨大 
なる 想昆 する に堪 へたり である 〇大 佛樣の 右側に 小さな 金怫が ならんで 座して いらつ しやる 〇大 
震を 出て 樓 門 をく 5C' る 〇 私が 今日の 參詣 者の 最後で ある 〇 正面の 大道を 南に 進む 〇 右は 丘陵が 
かつた^: で 左には 鏡の 池' か 老杉の 列を 脊景 VJ して 夕 雲の 影を 宿して 居る 〇樹 々の 間から 嫩草山 
が 見える 〇 行人は 一人 もない 〇 私は 現 實の 世界に ありし ども 覺えぬ 此光景 に 淚ぐむ 迄 占き 都の な 
つか L さを 覺えた ので ある 〇 三 四 丁 進む ビ 大き T^ ffi PJ が ある 0 南 大門 ど 稱 して 谌大寺 の IB P'J であ 
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シオンの 大路 

る 〇 

表面 衆 西の 仁王は 湛慶 (或は 云 ふ 快慶 、一 の 傑作であつて 鎌. 倉 藝術の 代表作た るに 恥ぢぬ 
ものである 0脉々匪 せんどす る 筋肉の 美、 溢れん ばか b の 精力の 表 ^ 、 男性美の 掏 致は こ X に 
體現 された ので ある 〇 阿 2: 云 ひ 起 5 云 ふ 共に 力の シン、 ボ ;v では あろう 〇 けれ 共 私は 呍 により 多く 
の 力を 感ヤ る〇旣 に發 したる 阿よりも 未だ 發せざ る 起に 力の 無 1 減を うか、 ゞふ 事が 出來る 0 
こんな 事を 感へな がら 夕陽の 將に舂 かんどす るを 忘れて 巨 K が I の 跡に 醉 つて 居る ので あつ 
c o 

地圖 をた よつて 大佛 殿の 橫から 松の 丘の 間を 縫つて 行く  〇左 側の 高い^- 大佛 殿の 甍の あれ b 
には 夕靄が 淡く 流れて 居る 〇 深山の 中の 樣な 松林の 淸らか 匁 細道を 行く 〇 起伏 しれ 丘の 一部で 谷 
の樣な 所 も ある O  はなん S 云 ふよい 所忆 ろう 〇暫し 南に 進む ^ 屋敷町べ 出、 更に そこを 抜け 
るビ ts 物 館 前の 廣塲に 出る 。一面の 芝生に 松が 形よ くな らんで 居る 〇博物 館は 極めて 形の よい 堂 
々たる 石造の 趙物 である 0 時間が あれば ど 口惜しい 〇此 所は 古 烽火を 弒いた 飛火 野で ある 〇 これ 
で 丁度 一 廻 りして來たわけ忆〇 


右の 建物から 若 やいだ 才〆 ガンの 調 ?: か 流れて 來 る、 i 校 だ、 こんな 所で學 ぶ 若人を 一寸羡 
んで 見る 〇 夕暮の 散歩の 人が 見える 〇 芝の 原を 右方に 興 福 寺に 出る 〇廣い 所に 色々 な 堂 藍が 
あるが 一々 見る 時間がない 〇 面白く 枝を 張つた 花の 松の 下から 五重塔の 眞 下に 出て それから 南 IMi 
堂に 行く 〇右に 金堂が 見える 〇假金 堂な そぅで、 小さい が 形は よい ど 思 ふ 〇南圓 堂は 八 角な 雄 物 
で やは b 確りした 氣持 のよ いもので ある 〇 「春の 日は 南 111 堂に 輝きて 三 笠の 山に 晴る 、淡 雲」 ど 云 
、、茜 國三 十三 ヶ所第 九番 の 御詠歌の 額が 三 四 枚 か、 つて 南 IMI 堂の 裏を M つて 1 通にビ 志 
す 〇 左の ひくい 林の 中に 待*;！: 院の 本願に よつて 立てられた 三重の 塔が あるが 見す に 行く 〇 
電車は 暮れて 行く 木の 都を 後に 生 駒 山脈め がけて 走り出しれ 〇鳴 呼な つかしの 古き 都、 嫩草 
山 も 春 日 山 も 一 色に 彩れて 行く 〇 東大寺の 亮も興 福 寺の 塔 も 夕靄の 中に 消えん どして 居る 〇 私は 
II 度 も 三度 も 東 窓から 見 t* には 居られなかつた 0 嫩 草 山の 早 わらびに 春：. 刚の そ、 ぐ 頃、 法隆 寺の 
Bz riil に 菜の 花の むせ かへ る樣な 日に 是非 今一度 大和 巡りが して 見たい 0 電車が 動き 出してから 急 
47 に. 凉 しくな つて 來た〇 夕 映の 空に 浮く 鳥 毛の 樣な 雲の 色に 見惚れながら、 然し. ^ は 最大の 藝術 
品 だ ? £: 獨語 したので ある 〇奈艮 から*^ の#^ を 取り去つ たら 殘る ものは 果して 何であろぅ 〇 
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「靑丹ょ1六1の都は眹く花のにほふが如く今盛りなり」ど萬葉の詩人に歌れれ其平城京は南は 
148 今の 郡 山を 境 VJ し、 今の 奈挞 市は 其 東 隅 大祠 巨刹 •區 域であった VJ 云 ふから、 j± 親 模の 雄大な bL 
事は 想 見す るに 堪へた りで ある 0 今 走って 居る あたりは M たげ な 貴 八の 牛車 ゆるう 打せ た 都 大路 
で、 >  も あつたろう 〇我國 でも 古來 石造 建築が あつたら こうまで 形 もな くな つては しま ふまい な ^ 
ビ思ふ 〇 電車は 黄昏の 大和 平原を 後に 生 駒の 胴. ^ に 突入す る 0 急に 水の 樣； J 風が 吹く  〇爽快 譬ふ 
るに ものがない 〇 餘程急 侮 配 ど 見えて 出 P が 前方の 下の 方に 針の め r 程に 明るく 見えて 居る 〇 時 
々窓から 冷たい 水滴が 飛込んで 顏 にあた る 0 寒い 位で ある 〇 
十數 分に して トン 子〆 を 出る 〇 生暖い 風が ムッ 膚に 迫る 〇 大阪の 暑さが 思 ひやら れる〇 電車 
は 山 K を 長蛇の 如くう ね （匕 下る 〇河 §淖 の 平原が 夕 ^ やに 包まれて 淡く 暗の あなたに 擴っ 
て 居る 〇 右方は るかに 數點の 燈 火の見え るのは 大阪の 新世界の 鐵塔ら しい 〇 
人類は 自然の 征服を 喜ぶ 〇然し •凰 〇 破 壤を嫌 ふ 〇玆 に大な る 矛盾が ある VJ 思 ふ 〇此意 味に 於 
て_の 代表的 都 曾た る 大阪 VJ、 クラシ ヵ ; V な ロ ー マン チックな 都 を 時間 的に 接近 させた 
此 軌道は 餘程 面 e いもので ある 0 
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間もなく 電車は 暗の 平原から 光の 都の 眞 中へ 突進んだ 0 暑い— 人 C- みが 私を 待つて 居る C 人 
は 何時 迄 も 俗世を 放れて 居る 事は 出來な い 0 俗世に あつて 脫俗の 心境を 高潮し 擴大し 四 邊を淨 化 
して 行く 所に 第一義の 生活が あるので ある ビ思ふ 〇 電車で 新世界に 行く 〇 飯を 食べて 居た 時 叔父 
樣が 神戶 から 歸られ た 0 客が 少い 相で ある 〇 千日 前に 出来た 樂 天地に 人足が 向く 爲 である ^ の 話 
が あつた 〇 叔父さん ^ 寢なが ら近 幾の 名所の 話しを した 〇 見たい 所 も 多い 〇 何 どか 云 ふ 所に®® 
が 荒削りの 仁王が ある S 云 ふ 〇 之 ばか b は 見たい ど 思つた 0 

三日 

朝から 頗る 暑い 〇 瀬 良の 叔母 樣は 二三 日中に 此處へ 越して 知いで になる VJ 云 ふ 話で ある 〇 ひょ 
つビ する VJ 御 目に か、 れない かも 知れぬ 〇 一  時 頃 辭 して 出掛ける 〇路が 燃える 〇  % が 燒る 〇 目 も 
眩む 程 だ 〇大阪 には さつぱり 興味は ない が 仁德天 皇の 「高き やに」 の®^ の 奮 蹟ど 聞いた 高 津の 
宮 VJ 道頓堀 位は 見て おき 度い VJ 思つ て、 狹い下 寺 町 通 b を スタ-^ 步 るく 0 東京に 無い 樣な店 も 
見える 〇 半時 間 あま りも步るいて髙津の宮に昇〜 〇 宮は小造の檜皮葺で面白い樣式の建物であ 
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る 0 左側に 舞毫樣 のかけ 出しが ある 0 其處に 立つて ^ を 放てば V 東洋 一の 商工 市の 西北の 大部分 
の 燃 ゆる 亮が 脚下からは るか 煤煙の 空に 消えて 居る 〇市民 活動の r よめき が 電車の 響に 混じて 遠 
に 轟く 怒濤の 樣に 耳に 人る 〇民の 憂は 朕の 憂 ど 勅せられ た 仁 帝が 御 治世には 此あた りは 難 波 江 
の薦 化が 風に 戰いて 貧しげ な 塞が 二 戶三戶 ど 其 間に 隱 見して： !:/,- ;: た 事であろぅ 〇時が 地上に 殘す 
足跡は さても 變化 多き ものである わい な vt 患 ふ 〇 白 炎を 吹く  VJ ri る甍を 渡つ て、 我袂を » ふ 虱 
の凉 しさは 不思議な 位で ある 〇 暫く 休んで 汗 も 納まつた ので 臺の 下の 急な 石段を 下りて 西に 行 
く 0 間もなく 日本 橋の 袂に出 た 〇 橋 上に 立つて 道 頓堀 をな がめ る 〇 想像して 居た よ も 幅 も廣ぐ 
水も淸 い 〇 先日 或 需家は 大阪毎 日 紙上に 於て 色彩の 豐艶な る、 建築の 多 樣 なる 書 題 ど して 此の 堀 
の 如きは 我國に 稀な b  VJ 論じて 居た が 私は それ 程 VJ も 思は々 かつた 〇 右岸が 鳥 成 園の 麗筆に 上つ 
た {一若 衛 W 町で ある 0 北行の 電車に 乘る〇 梅 田で 霜 車を 降る VJ 停 束 塲の正 面の 所に 若い ^ 乍が 立 
つて 居る 〇 見た 樣な男 fr VJ 思つて よく 見る ビ 、四十 二 年に 別れた 稳 君の 友人の ^ 鳥 ® • 平 君 だつ 
た 〇眞に 音 列の 邂逅で ある og 島 君は を 知つ て 居る だら ぅ W 云 ふ 〇两川 君なら 之も稔 君の 友 
人で 去年の 十月 稔君等 四 名 夜中 に來 襲した 內の 一人で ある 〇 其 西 川 君が 待合室に 居る ど 云つ 
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て津島 君が 先に 立つて 行く 0  EH 君は 永い事 學院醒 後 花やな r を やつた b して 仲々 口-マンス 
を 持つ た男忆 が 今は 早稻 田の 制服を 着けて 居る 〇津島 君は 三 高の 三年に 今度 成つ たので ある。 三 
人で 名所 巡りな ^ の 話で 一時間 餘も話 す 〇 西 川 君は 夜行で 立 つ樣な 話を して 居れが、 津島 君が 勸 
めて へま わる 事に して 四時 過に 出 發 する 〇 後で 二人は 旅人の ざわめく 中に 悠々 稔君の 噂 か 
ら人生 問題に 及んだ 〇津島 君の 日く 0 自分は 今後は 知らないが 今は 神を 信す る 事は 出來な い 0 が 
一蠢木 主義 や 刹那主義に 滿足は 出 來ない 0 やはり 人生は 努力で ある— 心 ふ 0 そして 理想主義から 甚 
忆遠 ハ 樣に思 はれて 居る 功利 ど 云 ふ 事 も現實 の 世界に 居る 吾々 には 必要 缺く 可から ざる もので" 
之は や、 がて 大 なる ロ ー マンスに 至る 手段忆 ど 思 ふ ど. 論じた 〇私は 之に 答へ て 自分は そぅは 思は 
ぬ 〇 理想 zf: 功利 ビは 相容れない ものである 0 我々 が 人生の 理想に -rnl つて 努力 精進す る 時 其 處に何 
等 功利の を 許さない 〇 我々 は 之が 爲 には 聰明で あらねば ならぬ 0 けれ 共 聰明が 生活の 大體 では 
ない 〇 昆虫の 脈 角に 類す る ものである 〇 然し 必ヤ しも 之に 重きを ! f くもので はない 〇 か く^ ^ て 吾 
々が 第一義の 牛： 活を つ、 V ける 時、 現實の 世界は 幾多の 犠牲を 要求す るであろぅ 0 吾人の 聰明が 防 
ぎ 得ない 犠牲は 喜んで 喜んで 之を 投 T べしで ある 0 何を 苦しんで 小なる に 執着して 大い なる 
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シオ〆 の 大路 

我の 辞 歲を忘 る、 事を しょぅ 。人に 欺かれざる 事に のみ 力む る ものは 遂に 何を も 我衷 に殘 さ V:' る 
輩で ある 0 —— 大體 こんな 話を した 0 又 私は 大なる 我の 完成が やがて 社 曾の 完成で あ b 國家の 
完成で ある 事 も 付け 加へ た 0 

話は盡きぬが五時半の京都行が出るので何時の事やら分らぬ再曾を約して大阪を去る〇西日が 
閉 切つた 窓に 暑い 〇會 社の 風呂には いつて かへ る。 兄 上に 先達 貰つた 金 程 私に 有効だつた 金は 無 
かつ.む5感謝した0 

四日 

少し 胃を 害し ^ ので 一日 休養 〇 昨日 買つ て來た バナ 、を 正子は 始めは 妙な 顏 して 「いや ビ云 
つて 居た が 後では しきりに 食べる 。暑い ので 隣 b の 病人が 惡い そぅ忆 〇大 事な 御 神さん で 肺病 だ 
そぅだ 〇 

五日 曇 
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午前は 日記を 付る。 茨木の メソジスト 敎會に 行つた が 誰も 居な かつむ 〇 諸方へ 出す 葉書の 書を 
書く  0 午後 安威 川の 右岸を 上る 0 堤 上の 廣い 道は 篁の 間を 縫つて 甚忆心 地が よい 0 
合歡の 花や さしく 匂 ふ 川 添の 堤の 道を 杖 ふりて 行く 0 西！： 街道 i で 出て 橋を 渡つて 田圃を 引返 
す。 わびしげ な 西！！ 巡 禮の老 入に 合つ ^ 〇 田の が 盛んで ある 0 

六日 

京都 行に 就いて 兄 上は 自分が 一緒に 行つて 京都で 別れる の もよ いが、 姉上の 御產が 何時か 分ら 
ぬから 八日 頃 お前 一人で 行つて 二三 泊して 今一度 歸 つて 来たらよ かろぅ 〇 それ迄に^: さんに 會 
つて 農學 校の 方を 賴む 事に しよぅ 2: 云は れる〇 

「大和 巡り」 を 讀んで 見る 0 在來の 案内 記 VJ 撰を 異にして、 宮 趾一覽 、饌 一覽 、古代 建築物 一 
覽 、國寶 一覽 等の 極めて 有益な 附錄も ある。 趣味 豐な 本で ある 〇全く 堀 出し もの tr 〇 

一,  W 

七日 
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i/ ォ \ の 大路 

兄 上から 金 S 手紙が 來た〇 長 谷川のを 封入した 手紙の^# でぁる 0 兄 上は 依然 5 して 前說 らし 
い 〇私は 矢張り 迷つて 居る 〇 一 層農學 校の 方の 話が 定る vj ょい ど 思 ふ 〇兄上 も 心配して いづれ ど 
も 判 斷の 下し 樣に 困つて 居られる のだろぅ 0 

淺 江さん (六つになる 隣の 女の子、 JH 子の 友達) の 知 母さんが いょ— 他界され たので、 向の 人 
々は 捨 さんまで 忙しが つて 居る 〇 夜 兄 上は 一寸 通夜に 行かれた 〇 

八日  .  '  .  :  .‘. 

捨さん の 家の人々 は 葬武 の手傳 ひに 行つて 留守な ので、 部屋を 借りて ゆる— 日記を つける 0 
正午から 捨 さんの 內へ會 葬 者が やつて来て 待合せ て 居る 〇 田舎の 人々 の 高話の 內のヶ ッタィ vj 云 
ふ 言葉が 耳に 殘る〇 六 時 頃 葬列が 出た 5 云つて 姉上が 見に 行かれた 〇淺 江さん がつ いて 行かれた 
ので 思は す 淚が 出れ ' C 歸 つて 云 はれる 〇 死す る ものは 天に. 歸す るが 殘る ものは 悲慘忆 0 自分 一個 
のから だでは ない w 思へ ば 容易には 死なれぬ 〇 成程 斷ち 鐘き は 恩愛の 紳 でぁる わい 〇 


九日 

七 時半、 兄 上 ? £ 同道 出掛ける 。松 村醫師 を訪 ふ。 患者の 待合で 暫く 待つた 後 診察室へ 通された 〇 
色々 の 話が 出れ 〇私 の樣 な塲 合の 例を 二つ 話して 判斷が 餘程面 倒 だが 自分の 身ビ して 考 へれば 直 
に 判 斷は 付く が ど 云は れる〇 大阪府 曾 議員で 氏の 叔父なる 乾 氏に 農學 校へ 周旋 方を 依賴 して 下さ 
る 樣に賴 んで辭 す 〇 

兄 上に 別れて 停車場に 行く 〇 十 時半 頃の 汽車に 乘る〇 山 崎の 手前、 線路の 東側に 紀念 碑が 見え 
るのは 兄 上の 話された 摘 公 ff 井の 驛睛 であろぅ 〇 山 崎で 降， り 寂び た 短い 道を 通つて^: の 方に 行 
く  〇 堤へ 上る 所を ふ 5 かへ る VJ 八幡 山 VJ i£ 川を 挾んで 蛆つ黑 い 迄 茂つた 山の 中 S1 に 塔が 見える 〇 
天 正 十 年秀吉 が 中國の 陣を棄 て、 長 驅 主君の 吊 合戰に 光秀が 三日の 天下を 終らし めた 所 ど 思へ ば 
咸懷は 更に 深い 〇大 きな 黑 牛に 引かせた 荷車が 二 臺も三 臺も來 る。 渡を 渡つて 来たの だろぅ 。堤 
を 上る VJ 前に 中洲が あつて 對岸は 見えない が 生 駒の 山脈の 北端を なす 男 山は 新綠の 山膚を 川風 
5 になぶ らせて 居る 0 渡し 錢は一 人一錢 、牛 三錢 あつた 樣に思 ふ 〇一  度 ; 1 の 中洲へ 降 b て芡 船に 
乘る〇 川は づつ VJ 廣 くて 碧玉の 如き 水を 漲らして 居る 〇 私は 手を 垂れて 水を なぶつ た 0 藍 碧の 水 
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は 掌 上に 白玉 ど なつて 散る 〇 舟 上の 老爺は 此所が 桂 宇治木 津三 川の 會流點 で これが それ、 あれが 
ょ何 ビー々 指して 語る 〇 堤を 越せば 橋 本の 町で ある 〇小 さな 町を i が 軒を ならべて 居る 〇 町を 哭 
き 抜けて 山の 下で 電車に 乘る〇 八幡 迄 五分 vj か i らない 〇 八幡は 明るい 所で ある 〇 旅館 や 西洋 料 
理屋の 前を 右に 折れて、 一町 程 進む s 男 山 八幡の 大 が ある 0 末社が ある、 道は 山の 裾に 添 ふ 
て眞 直ぐに 通つて 居る 〇 公道 も 小川 •_. つ距 て、 之 vj 併行して 居る 〇 三町ぱ か b 進む ど 二の 鳥居で 
之から が 上 b 途 ど なる 〇 其 一寸 手前の 右手に 急な 石段が あるが 裏道ら しい 〇 ゆるい 石段を 上る、 
道は 幾 まが b して 簋や 茂つた 林の 下を 上 b に 上る 〇 所々 木の 切れ目から そろ^^ ! r( 城 平原が 展開 
する 〇曲り 角に 永 屋や •土產 物屋が ある 0 鳩の 玩具が 多い 〇 汗を ふき- 上つて 漸やく 南面した 三 
の 鳥居の 前に 出る 〇此處 からは 平坦な 道が 杉の 老 並木の 下、‘ 石燈 籠の 間を 眞 直ぐに 神殿に 通じて 
居る、 二 町 も あろぅ か 〇此 道を 行盡 した 所に 黑い家 根の ある 門が あつて これを く ^ る ど 石忆 、み 
の大 前にな つて 居る 〇參詣 者は 私 ばかりで 甚忆靜 忆 〇 門を 入る z£ 其 邊に 遊んで 居た 鳩が 三方から 
1齊に私の方を向いてノコ—步るいて來る0石忆、みを覆ふて羽ぱたきもせヤに集つて來る鳩 
を ほんどぅに 可愛く 思つた 〇餘程 昔から 鳩に 名高い 所 VJ 見えて、 _ 倉 右大臣の 歌に 「VJ ひかけ る 
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八幡の 山の 山鳩の なぐなる 聲は 宮も气 ゞ ろに」 S あるそう だ 〇 社殿は 圓 塗りの 小作りで あるが" 
甚だ 他 こ 異 つた 構造を なして 居る 〇 建築の 事を 知らない 身には 云 ひ 現す 言葉 も 知らない 〇 下駄を 
脫いで 上れば 拜殿か ら直に 左右に 廣 々した 廻廊が 連つて 居る 〇拜 殿から 奥に 石 t:' 、 みの 舞 殿が あ 
つて 神殿は 階を 上つ て 高く壯 厳に 拜せ られる 0 舞 殿の 左右、 廻廊 どの 間に 玉垣を めぐらしむ あ i 
b 高くない 茂つ た 木が ある 〇 何 w なく 神々 しい 〇拜 殿の わきに 緣 起を 書いた ものが 出して ある 0 
美しく 掃き 淸め られ た砸廊 を 廻つて 見る 0 軒に 懸けられた 鐵燈 籠の 刻が 丹塗りの 廊に 映えて 麗し 
い 〇 所々 の 森の すき 間から 平原が 夏の 强い 日に 輝いて 居る のが 見えて 凉風が 通 ふ 0 裏に 檜 皮葺の 
立派な 末社が 三つ も 四つ も 並んで 居る 0 隅の 方に 校倉 も 見えた 0 社殿を 下つて 東側の 木 下 闇の 石 
段を 下る 〇 何處圭 でも 掃除 2 屈いて 居る のは 嬉しい 〇一丁 足す 下る VJ 見晴 しに 出る 〇茶屋 に 憩 ふ 
て晝 飯を 食べる 〇 南山の 平原が 鳥 醜 圖の樣 に 眼下に 展開して 得 も 云われぬ 眺 である C 西に 走す る 
ものは 宇治川で 其 北に 見える のが 桂 川で ある 〇 正面 平野の 間に 糢糊 たるは 巨： で、 宇治川を 東 
に 阻むな fr らかな 小 丘は 桃 山だろう 〇其後 に 連る 山脈は 近 江 境の 山々 でも あろう 〇 伏 見や 京都の 
方は ■の 中に 消 X て 居る 〇 萬 1 11 の稻田 £ 果園 、村落 VJ 森、 錯落 S して 面白さを 增す〇 村の 家は マ 
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シオ X の大逾  - . 

ツチ 箱の 如く、 宇治木 津に 架した s は 梯子を 横へ た樣に 見 X る 〇 丘を 下つて 停留所に 行き 宇治 
158 行の tTJ 符を買 ふ ^ 見物なら ば 先づ宇 治に 行つて それから 黃辟木 山を 見、 電車で 引返して 御陵 iu r fe 
j  b て 桃 山 東 陵から 桃 山陵に 參拜し 今度は 伏 見から 電車に 乘 つて 京都に 行く のが 順路 だ ど 丁寧に 敎 
へて 吳れ る 〇 

電南は 木津 ど 淀の 鐵橋を 越へ て 宇治の 北岸に 添 ふて 走る 〇間 もな く 淀の 町を 過ぎる 0 淀 君の 居 
た 所で ある 0 町の 入口の 石垣が 僅に 城跡を 忍ばせる 〇此邊 は 周回 四 里の 巨 掠の 池 やら 宇治川 やら 
で 全くの 水鄕 である 〇  土 堤の 上に 時々 舟 引く 人を 見る 0 伏 見 町の 中 書 島で 宇治 行に 乘換 へる 〇 御 
陵 前 ど 云 ふ 停留 塲の近 くから 松の 丘の 間に 御陵 道が 見える '〇 此 あた b 茶畑が 多い 〇 二 丁 ばかりで 
宇 ムロに 着く  〇 下車は したが 方向が さつ ぱ b 分らない 〇直そこに橋があるのは宇治橋どは云は ^ ミ 
知れた 事で ある 〇 橋の 手前に 案 內圖が 揭げて あるので、 宇治の 町は 向. ひ 刪に ある ざ 分つた 〇 橋 
にか、 る 0 川幅は 荒 川 位 か、 も 少し 廣いか も 知れぬ が 水量は はるかに 多い Q 琵琶の 湖に 自由と 平和 
を 歌つて 居た 水が 南に 溢れて 田 川 どむ b 石山の 裾を めぐる あたりから 近 江山 城の 國谠 に P 居す る 
山々に扼せられて憤激措かヤ、狹い豁谷を無理にもど右往左曲に押通つてやぅやく出て來たのが 
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此宇治 川で ある 0 川上を 望めば 層々 の 積翠眞 夏の 光を 受けて 彌が 上に も黑 々どした 山の 間から 洋 
ヶミ 流れ 來る 水は®: 氣を溶 した か VJ ばか b 紺碧の 色 V 湛 へて 人を 凉殺す るに 足る ものが ある 〇 川 
の 右岸に 近い 中洲に 十三 重の 石塔が 白く 光つて 居る 〇此 塔の 事 も 高 橋 君に 聞いた 事が ある 〇 其 時 
の 想像では も 少し廣 くつて 山も峙 たす 平坦な 趣を 具へ た所忆 w 思つて 居た がな ご、 思 ふ 〇 河 上に 
は屋 方舟 や 釣 舟に 交つて 裾を か、 げて触 釣る 人の 姿が 青い 水の 上に 白く 光つて 居る 〇 打開いた 兩 
岸には 木の間に 茶屋の 屋根が 見え かくれして 居る 〇時間 も 無い 事故 橋を 11 に 渡る 〇橋 は未忆 新し 
いが、 高欄の 所々 に擬寶 珠が 付いて 居る あたりは 膂觀を 存 して 面白い ^ 思 ふ 〇殊に 面白い のは 西 
の袂に 近く 南側に 欄干を 廣さ 一間 ばかり 張り出 L た 所が ある 〇 之は 橋の 三の 間 ど 云つて 昔 此 所に 
橋姬ビ 云 ふ 或 男を 咀 ふの あまり 此河瀨 に髮を ひたし 惡鬼 VJ なつた ど 云 ふ 女を 祭る 社が あつた もの 
忆 そぅ忆 〇 渡りながら 義經義 仲 對陣の 有樣を 想像して 見る 〇 いくら 水量 增しれ れば どて 高 綱 や景 
季の樣 な 武將が 名馬に 鞭つて 徒涉 する のは さ 迄の_ 事 2: は 思へ ない が、 川底に 太い 綱を 縱描に 張 
られ ては やりきれない tr ろぅな ご、 思 ふ 〇 彼等が 先陣を® > つて 飛び出した、 平家物語に 所 1 以「 平 
等院の 艮 橘の 小島 ク 崎」 ^ 云 ふのは 何 所が 分らぬ らしい 〇 橋 板を めくつ てし まつた 所へ 飛 出して 
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橋桁の 先陣は 武藏 (/> 國の 住人 平 山 武者 所季 重な ざ、 名乘 b を 上げた VJ 云 ふ 事 も あるが 其 有 樣を想 
像して 昔の 戰は ヤ い 分 滑稽 じみた もの fr な V」、 感懷 は盡 きない 〇渡 b t/J れば 宇治の 町で ある 0  W 
ん^ -步む 〇 大賈然 ど 店 も 出さない 茶舖が 軒を ならべて 古い さびれた 町に 見える 〇 いくら 行つ て 
も 平等 院 らしい 所に 出ない ので 通行の 人に 聞く VJ 飛んでも ない 方へ 來た 云 ふ 事が 分る 0 一人旅 
はかぅ 云 ふ 失敗 も豫 期しなければ ならぬ 0 聞いた 人 VJ 一し よに 二 三 丁 引か •へして 宇治橋の 袂の近 
くから 右に 折れる の ^' ど 敎 へられて すむ'^ 行く 〇 大分 行つた 所に 神社が ある 〇 小さな： 僧 皮葺の 
宮 である 0 其の 前を 左に折れて 一丁 程 河の 方に 行く  vj 左側に 小さな 黑門が あつて 平等 院 S 書いた 
圓い 軒燈が 出て る 〇 平 謹 に電氣 の 軒 燈はふ さわし くない ど 思 ひながら plJ を 入る 〇 心 持 傾斜の あ 
る 道を 下る VJ 單 層の 簡單な 寺の 玄關 脇に 出る 〇 之が 鳳 風 堂の 直後に ある 淨土院 である 〇正时 の 木 
の 間が くれに 鳳凰 堂の 背部が 見える 〇堂の 柱に 簡單 な緣 起を 書い ^ 板が かけて ある 〇何 でも 藤 原 
氏の 初期には 此地は 月® 雲 客の 別莊 地であつた らしい 〇 平 等院 も 初めは 河 g 左大臣 融公の 別業で 
あつたが 後、 陽 成、 _、 朱 雀 三 帝の 行宮 や 離宮 どな り、 次で 六條左 大臣の 有から 御堂の 關白道 
畏 の山莊 ミ な b 子賴通 に傳へ no 賴通 は此 所に國 3 を 執つ たが 永 承 七^ W 道して 別業を 寺ビ した 
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のが 即ち 此平^ ^ である さう だ o 

.「此の世を ば 我 世 VJ ぞ思ふ Jvj 歌つた 親 道 長の 額 奢に も 過ぎる ど 云 はれた 賴通の 建てた 寺で ある 
からには 產たる 鳳凰 堂が 藤 原 美術の 梓を あつめて 八 百 六十 餘年後 の 今日に 世界の 贊讀を 博す る 
のはむ しろ 常 然の事 VJ 云は ねばならぬ 〇 他の 莊麗な 建築物は 幾度の 兵燹に 會 つて ^ ^ 正 成が 足 
利 勢を 防ぐ爲 めに 此處に 火を 放つた 事 も ある VJ 云 ふ— 今は 忍ぶ に 由 もない が 鳳凰 堂 V 今日に 
傳つ たのは せめても の 幸 VJ 云は ね ぼなら ぬ 〇 淨土院 で 繪 葉書 VJ 案内 記を 買 ふ 〇此院 の 前に 大きな 
一對の 石燈 籠が ある 0 賤ヶ岳 七 本 槍の 諸將の 奉納 2: 傳 へられて 居る そうだ 〇院の 正面の 木の 下の 

秦 

道を 鳳凰 堂の 脇に 出る 〇 堂の 本體を なせる 建物から 直後に 廊を 以て 一つの 小さな 建物に 連つて 居 
るのは鳳凰の尾に擬したものだ 0 誠じ用意周到な事であ 0 0堂は阿字池に臨み提をへ忆て、宇治 
川 に 面して 建てられ 池には 橋がない 〇 見物人は 池を 巡つ て 左右 ど 正面から 觀賞 する の 外は ない 〇 
否む しろ 池を 隔て、 のみ 整つ た全體 VJ してな がめ る 事が 出來 るので あらう 〇 本殿の 內部は 見事な 
もの忆 そう ^; が 木 扉 かたく 閉 1てある 0 佛殿は所_鳳凰の本體をなし廣さ方五阅亮の上に黃銅製 
雌雄の 鳳 M が 左右に 相 對 して 居る 〇此建 物の 翼を なす 部分は 左右 各 七 間で 床下 六尺 位の 高さで あ 
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る 〇 莊 重の 趣は ない が 相 重る 屋根の 曲線 やら 總 ての 形が 全 體 VJ してよ く 釣合が ビれて 居て 如何に 
も輕 快の 感を與 へる 〇 後で 友人ビ 此話 をした 時 其 人は 如何にも 輕 々ど 飛び出しそう で 鳳凰の 名に 
ふさわしい ど 云つた が 成程そう 云 はれる £ 私 も 飛行機を 見る 樣な . .^ 持' がした 樣に思 ふ 〇然 しそれ 
で 居て！； 薄な 感を與 へない のは 流石に V」 うな づかれ る〇堂 の眞 正面に 一基の 石燈 sil が 立つて 居 
る 〇 吾々 にはみ な 同じ 石燈 |!| どし か 見えない が 賴通好 み 平等 院肜ビ 云 ふの だそう tr 〇 氣の 水は 甚 
忆汚く 時々 鯉が はねる 音 も 暑さを 增す〇 前の 堤 一つ 越せば 宇治の 淸流が 惜氣 もな く 流れて 居る の 
に 何故こう も 汚いだら う 2: 思 ふ 〇堤の 上には 木が 多く 永 店 も！^ H 出て 居て 凉 しそう fr 〇 池を 廻つ 
て 西北に 隣る 最勝院 の 門を く ^ る 0 左手の 隅に 古い 塔 形の 墓が ある C 賴 政の 墓で ある 〇 然し 自盡 
後 こ X に 葬られれ 事は 確では ないそう 忆 〇此處 を [il て 左； i 堤の 方に 行く w 釣 殿が ある 〇變 化 (/ >> 無 
い 古い S! 物で ある 〇 河原の 左大臣が 釣を しれ 所忆 そう 忆 〇 今は ili 音の^: 至で 特別 保護 建築物 忆 〇 
其 脇に ^ 名な II の 芝が ある 〇二間 11 力の 桝形 を對角 線. に 沿 ふて 半分に I た樣な 形の 所へ 一寸 土を 
盛つて 芝を 中分 ぱ かりに 他え 石ころを たてた t: 思へ ば 間違 3 ない 樣な もの忆 0 治 承 3 年 以仁 王を 
奉じて 平 1? 討 K の大 旗幟を 立てた が 賴 政には 機が 早かつた 〇 後年 源 家を 祝福した 運命の 手は 未 tr 
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賴 政に In なかつた O M を 打 敷いて f 埋 木の^^  くこ ? £ もなか b しに、 みのなる 果は あはれ な， cs け 
り」 ビ 辭 世の 歌を 口す さみながら 從 {谷 2: して 向 盡した 不遇の 將 軍の 爲 めに 誰か 悵然 一掬の 涙を 流 
さぬ ものが あろぅ 〇 子供の i 上から 贈られた 小波 山人の 「日本 知 伽話 源 三位 J を 讀ん忆 印象が 今 
甚忆强 く 浮んで 來る〇 私は 日本 歷史で 習つた ょりも 日本 お伽話で 得れ 幼い 頃の 記憶が 今潑测 どし 
て 復活へ る 〇 堤に 上る 〇靑 葉の 蔭を 川面を な 诂る 風が 不斷に 吹いて、 川瀬の せ i らぎを 送り 甚だ 
凉 しい 〇士一 一層の 石塔が 直ぐ 上手に 見える 〇 帝 £ 編 年 Hd に 「弘： •九 年 十月 土 ハ 日 思 111 ヒ人宇 :§ 橋 
南 孤島 起 二 立 高 五 丈 十三 重石 塔 一 彫，； 付 綱 代 停止 官 符於こ 石 南面-」 ^: あるそぅ忆〇それが一度こわれ 
て延久 年間に 修理した がまた こわれて 明治 四十 年の 修築 迄 百 五十 年間 土砂に 埋れて 居た の だ ど 云 
、ふ 〇四十 年に 擗 出した 時は 九 段 目の 笠 石が 足らなかつた そぅだ 〇 仲々 興味の 深い 塔で ある 〇 今は 
新ら しい もの‘ に 白く 光つ て 宇治の 流れに 一段の 趣を 添へ て 居る 〇 紺碧の 流れに 影を ひたす 對 
岸 寒 ！# の 山は 朝日 山で 狹く 川を 挾んで Z- に對峙 する は 横の 尾 山で ある 〇 いづれ も 山の 色は 農 P 床 
しい 一色に 彩られて 水の 靑き に對し 更に 一段の^^ を增 す〇 此何ど も 云へ ない 山の 色の トーン は 
老松ぱ か b. 深く 茂つ て 居る 爲め らしい 〇 到底 東北では 見られない 色で ある 〇 朝日 山の 北麗 正面の 
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山上から 發電 所の 巨大なる チ ユ—ブ が 六本 •並んで 居る のは 一寸 目 障 ゎで ある 〇 朝日 山に 連る 山；^ 
1 「我 庵は 都の 巽 鹿ぞ すむ」 の 歌で 知 もれた 喜 撰 岳で ある w 之 も 後で 知つた 〇 森々 VJ 道を 覆 ふて 居る 
堤 樹の下 K 憩 ふ 0 渡しが ある ど 云 ふから 渡 守 Q 小屋に 行つ 乂 一艘の 屋方 船に 乘る〇 客は 私 一人 0 
船頭は 巧に 長い 棹を 使 ふ 〇 浮 島を 上流に まわつて 斜に急 流を 過ぎる 〇 水を 掬し 兩岸の 風光を 賞 
す 0 水は 淸い〇 眉に せまる 山の 峽から 水 vj 共に 流れ 來る風 U 水 ど 泠た い。 舟は 直ぐに 興 聖寺濱 に 
着いて L まつた 〇も少 し乘 つて 居たい vj 思 ふ 位で ある 〇 こちらの 岸 も 仲々 よい。 かは た n 時に 發 
の 行方を 追 ふて 此川 添を 散 步し たら Vj んなだ ちう と 思 ふ。 一時湘 ばか b あちらこちら VJ 見廻つ た 
後 電車の 停留所に 來て 宇治に 別れを 吿げ る。^! 以来 山城 大和を 連ねる 事に よ b.、 東國 より 西國 
に 入る の 要地た るに よ b 幾度 も {戰亂 の 巷 ど な 5 て歷史 に 記された 此町ど 橋 マ 」 は 今 # I 作戰 ± s 
忆 興味 ある 所で あるそう である 。宇治の 火 藥 姐 刖で 下車して 軌道 VJ 鐵道を 踏切つて 東に  一丁 餘行 
けば 木立 凉しげ な 所、 山を 負 ふて 黄 檗 I1J 萬 福 寺の 漢門が ある。 r う 云 ふわけ か 中學 一年の 時 地 M 
で 習つ て以來 何 どな<忘 れ 難い 所、 一度は vj 心に 期して 居た 所で ある〇 三代 將 ¥ 德川家 光が 明の 
猶^! 隱元に 許して 建てさせた 寺で 禪宗の 一派 苦 _宗を なして 居る 〇總て 明の 萬 福 寺に 葜 した ミ 


m 
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云 はれて 居る 〇歷 代の 住持は 皆 歸化僧 W ある 〇满 P1!- の 「第一義」 の橫 額に 心地よ き 禪佾の 心を 見て 
入れば 右の 林 蔭に 暗 •く、 放 生 池が ぁる。 突 當 h, の 小さな 白壁の く f の 脇に 隸 書で 書いた 白雲 關 
ビ云 つた 樣な 額？ i ある。 如何にも 禪寺 らしい 氣分 になる 。少しく 右. に 偏して 山門が ある黃 辟 木 山. の 
堅 額、 萬 福 寺の 横 額 共に 隱元の 筆で ある C 之より 內の 建物に も 多 過る 位 色々 な 入の 額、 が あるが 一 
體に禪 僧の 筆は 所謂 禪味 ど でも 云 ふ も (7> か 宜 ri 溢せ る氣 力が @' 澤な 墨痕に 現れ 完 由を S かん S す 
る H 宇が 雄 健な 筆勢に 示されて 居て、 VJ れを見 ても氣 持が よい 〇充實 した 彼等の 性格：^々 額面に 
活躍して 居る VJ 思 ふ。 山門を 入れば ぶりよ く 作られた 松の 廣 庭に 植木屋の 剪の 音が きこえる ばか 
.b である 。松の 間に 見え、 がくれ する 伽藍は 静寂 ど 尊嚴を 語つて 人の 襟を 正さし むる ものが ある 0 
.正面 一段の 高所に あるの が 天 王 殿で ある 0 —— 大 底の 殿堂は 保護 建築物に なつて 居る 〇莊 重な 
建て ものである 。のぞき B む V， 瓦 敷の よく 掃き 淸め られた 床は 如何にも ひや. is 心地よ さそぅ 
で 兩 側に 1 S で 作つた 圓座が 並んで 居る 〇此堂 に fg 三昧に A る 僧の 心を 思つて 見る 〇 殿の 中央に 大 
1 一き な 裏 樣が 座つて 御座る ◦そばの 柱に 本尊彌 勤 菩薩 ど ある 〇 そぅする の 事を 彌 EJ S 云 
ふの らしい 〇 私は こ、 で 一つの； @ をした 。それは^^ に 金を 塗る わけで ある 〇 出 布^ に 塗つ 
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た 金に 古 ひ！^ 付いて 黃 褐色に 見えて 印度人 其 ま、 の 色で ある。 こ 、で 佛 像に 金を 塗る のは あなが 
ち ^ 難 味を 付ける 爲めや 飾の 爲 めで 無くて、 印度人 本来の 色を あらは す爲 めだな ど 一人 大いに 合 
點 した 次第で ある 〇 之 は® g も 御存じない 事 かも 知れぬ 〇天王 殿を 左側から 廻つて 後に 出る 〇天 
王 殿の 左右に 發した 廻廊は 後に 折れて、 南側には 讓 、伽藍 堂、 食堂を 連ね 西側には 樓 、祖師 
堂、 撰 佛塲を 貫いて JH 面定な る大 雄寶 殿に 集つ て 居る 〇 左右 讓 ど 鼓樓 ど 相對 して 一對の 面白 
い 風格を 呈すれ ば 堂 s 伽藍 堂、 食堂 ど 撰 佛塲 ，と は 落 付いた 釣合を 保つて^; の 犬® 殿に | 
層の 重味を 與へ てを る。 屋上呔 雄寶 殿の 大額 は隱元 七十 八 才の 筆 2: ある 〇殿 はすこぶ る莊 重な 建 
物で 用材は 暹濰 國鐵梨 木 ど 掲示して あつた 〇佛樣 も澤 山 ^ える 〇正靣 の 上に 頗る 肉太な 力 ある 筆 
で 「眞空 」 ど 書いた 未だ 新しい 額が かゝ つて 居る 0 之が 明治天皇の 額で ある。 

御 筆は 先帝 陛下の 偉大なる 御 人格を あらは し 得て 尊ぐ 拜 された 〇牝 殿の 後に 廻る VJ A: エ の 仨事 
小屋があつて二人で働いて居る〇殿の直後に法堂がある〇今は一忉經の版木を人れてある〇法堂 
の橫に 廻る VJ 汚い 小屋 掛 的の 古 屋が あつて 淡 暗い 所で 一人の 老爺が 黃な木 紙に  一 til 經を 手で セッ 
セ vj 刷つて 居る 〇 墨の 匂が 强く 鼻を 打つ。 僅な 心 付を やつて 磐 若 經の刷 b 損 ひ. 一枚 ど 隱元 筆の 木 
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を 一枚 貰つて そこを 出る。 仲々 ' t* るそぅ な 老爺忆 〇此 一切 經は鐵 眼 禪師の i である 。之は あ 

とで 中 氏から 聞いた 話 だが ib 鐵 眼 和尙が 此  一 t7] 經の開 版を 企て、 淨 財を 天下に 勸進 した。 やぅ や 

く 集つた H# 饑饉が あつた。 其 時 和尙は 折角 集めた 金を 惜し 氣もな く 民に 施し 盡 して 再び^ 3 を 

初めれ 〇ム 邊 こそは VJ 云 ふ 特又天 下 饑えた 。仕方がない から 又 施した。 天下 和 尙を德 VJ して 法の 

有難 味 も 分つて 夾たど 云 ふ。 和尙は g 屈せ t- に 金を 集めて 遂に 苽大な る 一切 經の 製版ズ X 兀 成し 

な。 之に ょり 佛家の 受ける 利益は ごれ 丈 か 分らない 〇けれ 共 天下には 和尙 の此大 を ii 歎す る 

人は 無かつた w 云 ふ。 私は 此話を 聞いて 非常に 面白い 事に 思つた Q 此 逸話は 宗敎 は實 行に ある 事 

を 諷する 外 震 多の 敎訓を 含む _談 である so 門を 出る ど M 日が 如何にも 暑 {正面から 照す。 直 

に 電車に 乘 るつ 時は 五 時に 近ぐ 小さいながら 荷 も ある 疲れ もした ので _詣は 後日を 期し 東 窓 か 

ら遙 に®^ 道を 拜 したる に 止める 。伏 見 街道に 添 ふて 走つ た 電車は 京に 入つて 加 茂 川 ど 疎水 運河 

ど の 間の 狭い 築堤の 上を 走る。 加 茂の EM に 鮎 取る 人が 多過ぎる •程 居る。 電車は 五條の 橋 詰で 止 
まる a 

物 騷な荒 法！^ 慶が 夜な/〜 出かけた ^ 云 ふ 五條の 橋は 今は 雜沓の 巷 w なつて g 吹きす ます 牛 
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若 九の 稚子 姿を 一寸 相 礙の 什樣 もない 〇  S： 良は 五條の 橋から 成る 可く 河に 平行した 町を 北に 上れ 
ば 直で ある 2: 兄 上に 敎 へられた のをた ょゎに 狹い 通りを テク^ ^ ど 上る ,0 時々 大きな 黑牛が ゎ忆 
ちの 幅の 馬鹿に 廣い 車を 引いての そ^ — VJ 通る 0 Z 如何に i M 都ら しい S 思 ふ。 大分 步る いて やぅ 
やく 四 條の通 b へ 出た が® 良は 直に 分つた。 後で 兄 上が 橋 2: 云 はれた のは® 條の大 橋の 事で あつ 
た 事が 分つ た 〇瀨 良は 三階の ペンキ ヌリの 洋館で 堂々 たる 寫眞 やで ある 〇ベ ルを 押しても 誰も 出 
て來な いから ヴン /\ 三階へ 上る VJ、 淸君が 出て 來る〇 知つて 居^ が 手が 離せな かつた ビの 事、 
一別 以来の 挨擇 をす る。 觅に角 暑い ので 着物を 脫 いで 凉 む。 一 體此處 は餘程 妙で ある、 先づ 入口の 
突當 b に 小さい 一室が あつて 二階は 無ぐ 梯子が 其 ま、 つ ^ いて 三階に 至つて 始めて 住宅 VJ 仕事 塲 
ど 待合室を なして 居る。 一階 £ 二階が 如 隣 b の 料理屋に なつて 居る 〇泛加 茂 川の 方の 隣り は ビャ 
ホー少で其屋上(三階に當る所)は凉み臺になつて居て瀬良の住宅の後の戶を開く ^: 直ぐに出られ 
る樣 になつて 居る 〇凉 みが てらに 出て 見る。 白 川の 里から® の据を 巡つて 所謂 鴨 東の ^ か' しき 
家々 の 軒を 分けて 來た白 川は 此家 2  土臺の 石垣の 脚を 洗つて、 脚下に 淙 々の 響も凉 しげに 流れ、 碧 
く 淀んで 流れる 疎水に 注いて 居る。、 ビャ ホ— ルの 凉み臺 にはもぅ 滿艦 飾を 施して あるが 未だ 日 & 
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入らない ので 客 も 見えない 〇臺の 西 端に 步を うつし 欄に 依つて 眸を 放つ。 直下に 疎水の 閘門が あ 
る、 水は 深ぐ して 飽く迄 澄んで 居る 〇 五六 間 幅の 堤の 先が 鴨 川で ある 〇水は 美しそう だが 河原に 
雜草が 延びて 何だか、 V」 ぶ 川の 樣な 感じを 與 へる。 釣つて 居る 人、 投網 打つ 人 無暗に 多い。 對 岸の 
三階 や 二階の 酒 落た 家々 は 加 茂の 水に うつる 鴨 來 の 家々 の 灯 ^ 黑く橫 はる 山の 姿 ^ の 淡い 古き 都 
の 情調を 居ながら にして 味 ふ ど 云 ふ 先 斗 町で ある 〇此家 々の 背景を なす ものは 愛 {石の 山で ある。 
紫に かすんで 夕燒の 空に 妙な 輪廓を 現して 居る 〇加 茂の 上流には 三條の 橋に 重つて 色々 な 大橋小 
橋が 夕 もやの 內に沈 i う 2: して 左岸の ® i 繪した 森 d: 相 待つて 白い 模樣ぞ 織りな して 居る 〇遙か の 
上に 黑く 小さく 見える 森は 下 加 茂の 森 か、 早く 行. つて 見たい ものである 。下手を 見る ど 疏水の 川 
沿の 柳の 並木の 上から、 セ、 ッシ ョン式 の 堂々 たる 叩 條の大 橋が 見えて it 岸の ビャ ホ ー ，がいや 
に ペンキ 臭くて 平安の 都な V」、 云ぶ 情味を こは してを る。 大 橋の 少し 手前に 狹い 木の 橋が か、 つ 
て 居る 〇俗に 車路橋 VJ 云つて、 かわた れ時ビ なれば 仲居を 連れた 藝子や _ から 浮び 出た 樣な舞 
子 はんがし きりに 往来す るので ある。 今度は 瀬 良の 屋上に 上つて 見る 〇此所 も ビャ ホ ール の凉み 
臺にな つて 居る 〇淸さ んが 夕日に うつる 滿艦飾 の凉 み臺を 川原から 撮つ て 居る 〇此處 は 更に 高 
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い 〇祗 0 轨 地の 風雅で ぅす 暗い 家々 の 屋根が 三方から 潮の 如く 脚下に 寄せて 來て 居る。 屋根の 浪 
が 終る 所 手近に 東 山 三十 六 峰の Mr か 京都の 町々 を 抱いて 立つ 〇名. にし 負 ふ此 山脈は 何が なしに 
ょい 威 じを 與へる 〇 殊に 淸 水の 塔 ど 少し 下つて 八 坂の 塔が 濃い 綠の 上に くつき りど 抜けて 昆える 
所は 何 VJ も 云へ ぬ 昔な つかし さ VJ、 落 付いた 氣分を ¥ の 胸に 湧せ る 0 私は 思つた 〇四條 の 通り 

に 京都の なつかしい 床しい 香は 失せても® あるかぎ り は . 淸水 5 八 坂の 塔 ある 限 りは …… 

… ど。 椬武遷 都の 昔から 平安の 都の 運命の 鍵を 永く^-握つて 居た 比叡の 峰は 北の 空に 群 山を ^ 
して 肩を そび やかして 居る。 見渡す 限り 目に ふる i もの w して 深き 感漑の 種 ^ ならぬ は 無い。 愈 
々永く^^望んで居た京都を今視て居る、そして明日から黾物に出かけるゎけだ0 
間も無く 明り •かつく。 書生の 炊いた 飯で 牛な ベを つッ 7 く C 關西は 牛が 良い、 實に 旨い、 こん 
な^-^ を 食べた のは 始めて、 ゞ ある 〇 奥さんは お 里へ 歸 つて 居る ので ある。 淸 さん VJ 色々 な 事を 話 
す 〇此通 b は 四條の 通りを 少し 上つた 所に ある。 一寸した 通りで 昔は 荷を 積んだ 牛車は 四 條の橋 
を 通る 事を 許されない ので 仕方なく 此 通りを 眞 直に 河原に 下りて 河を 橫切 つた もの 忆そ ぅで 車道 
の 名が ある ビ淸さ ん M 說 明して 吳れ た。 成程 面白い w 思 ふ。 食後 ブラ {出て 見る 〇狹い 格子を 
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く ^ つて 出入して 居る のは 夜の 世界に 活動を 初めん ビする 鴨 東の 妓で ある。 高く® 装の 裾を か、 
げた B 十^ 帶を 結んで 兩 端を 長く 垂れ 高い 木 M をはいた 可憐な 舞子が 何事 かさん ざめ きながら 
行きす ぎる 〇黃 昏れの 空氣は 又な く 艶で ある。 四條の 通りへ 出る。 電車 通り 凉みが てらの 人足 仲 
々に 多ぐ 見える のが 何處ど なく 京都ら しい 悠 々むる 趣を 與 へる 〇商 店の 飾 b 窓は いづれ も 淡白に 
埃ぬ けの した 陳刻 法を 取つて 居て 東京の ゴー ア^- ? 1: 有う ど 有 ゆる ナン ブルを 並べた のな ^ 、 は 比 
較に ならぬ 〇總 じて 香 煎の 店 ビ か 陶器 類の 店な v. は 東京に 類のない 風雅を 示しい づれも 樣 たつ 
ぶ b  s 云 ふ感が ある。 

京都の 商人は 風流 VJ 云 ふ 事を モット- どして 居る のでは あるまい か、 此邊は 風流の 中心で ある 
から 殊にそう かも 知れぬ。 一巡して 歸 る， £1 淸 さんが 待つて 居て 圓山_ に 行かう ^ 云 ふ 0 十 時 頃忆 
がか まわ t- 出かける 〇四條 の 通りを 少し 行く ご 間もなく 祗園八 坂 神社の 丹塗りの 隨身 門に 突き當 
る。 少し 段を 上つて 社の 右手から 木立の 下の 道を 後へ 廻る ど 名高い 祗 園枝垂 ■の 下に 出る 〇其脇 
に 可成り 離れて 第二 代の樱 がもう 餘程 大きく なつて 親の 死 1Q のを 待顏 である。 電燈の うすい 光の 
下に 噴水が 音を立て- '上つて 居る 〇そ この 石の 上に も かしこの 腰掛に も凉 みの 人が 多い。 石の 間 
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を ? I ぐ 流れて 居る 水が 電燈の 光を 浮べて 凉しげ に 行く。 京都は 水に ょつて 生きて 居る 〇ァ ィス ク 
9丨 ムを飮 んで歸 へる。 

十日 

如 そく 起きて 三階の ® 量で 嗽ぐ 。疏水の 間 門を 落つ る 水は 透明に 光つて 居て 碧い 飴の 樣な 感じ 
がする 。下から 土！ T か 一艘 來 る。 舟を 片隅の 狹い しきりの 內に引 ;'A む ど 番人は 其 入 p- % m いで 徐 
ろに、 ノ ン ド ; V を まわす VJ 船は 段々 浮き 上つて 來る闊 門の 上手 ど 同じ 水平に 達する ど 上の 戶を開 
く。 舟は 再び 綱に 引かれて 上る 〇向 ふに 見えて 居る闊 門で も 同じ 事を くり 返す ので ぁる 〇 下つて 
來る舟 も 同じ 代 方で 一段 ひくい 水平に 安々 VJ 下される 〇パナ マ 運河 VJ 雖も原 理は 多分 こんな もの 
でぁらぅ Q 今日は 暑くて つかれて 居る ので黾 物は 明日から にす る〇淸 さんから 地 圖を借 b て 名所 
.を 探る 〇寫眞 の 方は さつ ば b 客が 無い 〇不景 氣な爲 め、 色 PIT が 繁昌し ない 猱な そぅだ 。人間の /!• 
も 1 惡な弱點に乘じて牛>て行く憐む »*1 き動物 I ^ 此 所 丈では 此言葉 を 用 ひるのは 何 / r か 可愛 
相な 樣に思 へる が 事 W は 依然 VJ して 此語の 使用を 肯定して 居る 1 のみを 目當 VJ した 仕事 も甚 
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忆 心細い 商賣 であるな ^ ゝ思ふ 0 一 軒先の 床屋の 息子が 幼稚園が 休に なつた ビ云 ふて 遊びに 來 る。 
優しい 京 言葉を 使 ふ。 日が 大分 傾いた 頃 淸 さんに 道を 聞いて 猜水の 方に 出かける 祇園の 社を 抜け 
て 南に 進む。 此あた 6 の 家々 は 後に .' al 山を 負 ふて 誠に 落ち 付きの ある 床しい 軒. なみを して、 如何 
に 1 M 都ら : L い 氣分を 漂は して 居る。 所々 に 潮 戸 物屋が あつて 大きな 狸の 置物が 可笑しな 風 K 卜 
ボケた 樣な顏 して 店番を して 居る 〇間 もな く 東 UI を 飾る 八 坂の 塔の 下に 出る。 塔の 四方は 直ぐ 下 
迄 民家が ギッ シリ 立な らんで ゐ るので 悠 つくり 眺める 塲所 もない が 往來 から 仰いだ 所では 仲々 見 
事な 形を して 居る。 聖德 太子の 創立で 法 降 寺の 塔 £ 共に 我國 最古の 塔 rr そぅで ある。 古色蒼然 ど 
して 尊げ に 見える が こんな K: 家に 接して 居て は 保存 上 甚だ 不安心の 樣な氣 がする ◦此 五重の塔を 
ふち 返りながら 南東に、 狭い や、 上りの 通ち を 進めば 淸 水の 坂に 出る 〇勾配 の 稍 急な 狹い 通りの 
兩側 はこ どぐ く 淸水燒 を賣る 店で ある 〇此 通りが 少しく ぅねつて 上る 時は 見上げても 見下して 
も實に 格好な 霤 M である 〇燒 物好きで 繪の 好きな 私は 左顧右眄 容易に 通過し 難い。 形の 變化 w 色 
彩の變 化を 兼ねた こんな 面白い所は 滅多に ある ものでは ない。 淸水 坂を 上りつ める ど 少し 廣塲に 
なつて 居て 石段の 上には 朱塗りの 物 古り た隨心 門の 樣な ものが ある 〇山 によつて 建てられた 堂 や 
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三重の 塔は 下から 見る ど 誠に 面白い 配置を なして 居る。 塔の 下を 通つて ■む ど 右は 綠の 谷に なつ 
て 居る。 此邊は 平で 其 ま、 行けば 本堂に 出る。 古い 太い 柱が すつ ど 列を なした 所は M にい、 仲々 
雄大な 建ても ので ある。 堂は 南方 谷に 面して 建てられた もので 其 前端の 床が 太い W にょつ て 深い 
谷に かけ 出しに な？ 居る、 此 部分が 所謂 淸水 S 臺で ある。 籠に 立つ て 谷を？ め ば 綠の波 
ははる かに 脚下を こめて 春 ど 秋 ^ の 大觀を 思は しめる 。谷の 左に 窮* る 所に 奥の院の 小さな 舞臺 
が 西 面して 立てられて 居て 其 後は* 3 の ft i である C 谷は 西に 開けて 京都の 町に 連つて 居る。 今、 
日は 西に 連る 山脈の t にかくれ たばか 4 殘照猶 堂の 柱 や 軒に 香りを 殘 して 居る、 山々 の 紫は 
刻一刻 vj 濃 さを 增し 、眼下の 裏は 全く 夕靄の 底に かげを‘ 沒し た、 誠に 心行くな がめ である 。堂 
の橫を 山の ふ どころ に まわつ て奧の 院に 行く。 院は堂 ど 同じ 水平に ある。. 又 小 舞臺が ある。 此舞 
臺の 眺めは 右 本堂 <@義 もの， t、 正 暮を縱 貫して 京都市 Q 南 f 見る 事が 出 f ので あ 
る 〇 ， 暮議の 底に かくれて 居た 町は 一つ 二つの 燈火 にょつ て 自己の 存在を 主張し 始めた 。灯は 
一つ 二つ 1ょり も 速に あらわれて 來る 。奥の院に 仕 ふる 僧も燈 明を 點^' るに 忙しい。 蹄' を 返し 
て 本堂に 至る 中途から 廣い 長い 石段を 谷に 下る。 下 ぅれ所に音羽の » がある0楓や樱に稷はれて 


. 日の 冒 見 s 谷 g は 瀧— に ょ つて更 に 一段 SI— へる。 若 物が 三人 .H 衣で f 打れ て 居る 
¢0 がかは たれの 空 氣に 浮いて 見える、 甚だ 羡 ましい、 後で 聞けば 瀧の 前 (/) 小屋で 白衣を 借りて 着 
更へるの忆そぅ忆、そして志忆け .1: けばょろしいどの事である、ぅまい避暑忆ど思ふ0此所は未 
だ 谷の 底では-^ 此 t 昇ネに 行けば 正面 入口の 石段の 下に 出られる の K が 今一度 大觀に 接し 

れいので 今 降りて 來た 石段を 昇る。  . 

舞臺 には 夕陽の 痕さへ もない 。京都の 市街は 低く 紫 II の 底に 燦 々ど 輝いて 居る。 銀河の 樣に一 
筋 西 こ 走つて 居る のは 六 條の 通りで、 ゞも あらぅ か。 西の 空には 僅に 入日の 名殘を 留めて、 クッキ 
9 ビ黑い 山脈の 上に 宵の明星が 女王の 如くに 凉しい 光を 投げて 居る。 夕 映の 光ぅ すれて 行く あた 
b には 無 數の 星く す もまれ、 き 初め 12 0 私は 此 天上の 灯 ミ 地上の 星の 對 照に 一種の 云 ひ 知れぬ 感 
に 打たれざる を 得な かつた ◦光の 巷を 司る 灯は 星を 凌ぐ あでやか さを 持つ ては 居る *' W 滅 は 彼等 
の 常で ある 〇廣 い廣い 御 空に 淋しく 輝く 星の 光は 恒久で ある、 久一诞 である、 灯い かに 麗しく ども 
一 我は 望む 久遠の 光を。 

,  懐かしの 舞臺 に心殘 しつ、 淸水の 坂を 下る。 
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十一 日 

朝から 大降りで ある 。三階の 室から 見て 居る VJ あちらこちらの 凉み臺 - 晝 丈 # J 干し _ 

へ女屮 が えら ' v' 仕度で 出て 來て 、しき b に c 洗つ て 居る 〇雨を 利 }. -I-J して 洗 ひ 上げて ^ i 簾 
れて 灯を VJ もして 遊ばう ど 云 ふので ある 〇昨夜 も 二 三 ヶ M 根の 上から 三味 や 華やかな 笑 # 
が 聞え て來れ 〇 

十一 百 

日曜で 天氣 もよ い - 〇 何’ 一 かの 敎曾に 行かう かど 思つた が fj に敎 曾、 が あるの か 分らない ので 止 
めに して 地圖を 按じて 金 閣から 嵐 山の 方に 行く 事に する .0 四條を 西に 行く  〇途 中繪双 紙 やで 京都 
名勝 案内を 買 ふて 堀 河から 北行の 電車に 乘つで 終 點北野 天 滿の 前で 降. 〇 る〇燈 鮑 が 澤山あ る。 吁 
碧の 色 ぁざゃかな {尊 ぁる 。小さくて 形は ぃ、 が こんな 宮 •は 嫌 ぃ忆 。聖 入管 公の 靈に敬 意を 表し 
て 裏！！ に 出る ど、 俥 M がうる さくつ いて 來 る。 少し 西に 行く vj 平野 神社が ある 〇  J 1T 幣 K 社で 小さ 
な 本社が 五つ ブラ/ \ ZL ならんで 居る。 拜殿の 柱' 。〕よく見るど極めて手際よくこ 2!: ^-く接木か 
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らな つて 居る、 建® の 珍で ある ど 云 ふ。 社の 前から 田舍町 を 北す る！# 數町 、更に ® に 折れて 二 
三 町 行けば 金閣 である 〇庫裡 の樣な 所で 入塲 券を 買つて 玄關 からはい る。 案內人 は拜觀 者が 五六 
人た まるまで 呑氣に 待して 置く 〇椽が わの 樣な 所を 幾つ も 折れて 座敷を 出たり はいつた りして 案 
內す る。 案内の 老爺は しやべ b つ、 ゞけで ある。 色々 な ものが ならべて あるが 早足の 事故 -M 等 印象 
が 殘らな い。 庭の 石から 木から 一々 勿體 らしい 一^が ある 〇庭木 越しに つ ひそ この 衣笠を 自分の 
築山 ど 云つ た 晒 十で r あれに 見える のは 衣笠 山 」 V- やる のは 覆 いが、 巧に あの 山を 北 して 
捕へ 得た 造 庭 術には 咸心 せざるを得ない 。御舟の 松 どか 何 VJ か 云 ふて 帆 かけ ^ の 形に 仕立てた 松 
が あつた 〇見た もの、 內で 頭に 殘つた のはみ、 すの 樣な 一休の 書 VJ、 誰ビ かの 書いた ふすまの 軍 
鷄ど金 閣の 頭に 上つて 居た 凰 鳳 丈だつた。 玄關 から 出て 妙な pg の 所に 行く ど 小僧が 待つて 居て 門 
を 開けて 案內 する、 シャべ 少は —〇 池を 巡つて 金 閣の椽 を ふむ。 小僧が 「向 ふに あるの が 夜泊 
石、 向 ふに あるの が 夜泊 石」 ど 二度 づ 、叫ぶ。 其 後は 誰が なん W 聞かぅ が 我關せ ャ焉 VJ 云 ふ 調子、 
小 i い 事 おびた、 ゞ L い。 一階 二階 yj 案内す る。 池には 大小の 鯉が ぅや {居る。 小僧の 暗記 的 
案內 口上を 面白がつて 居る 連中が r 小僧さん 此鯉 (/J> 年は 幾つ忆 」 どから かふ、 小僧て すりに 腰 か 
. 、  第三 篇 雲水 H IE 
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シオンの-大路 

けて 平然 何 處から 風が 吹く やら S 云 ふ 顏が 甚忆面 白い 0 三階に 上る、 成程 余 ! 111 K わい？ つな づぐ〇 
金を 塗つた ばかりの 時は 立派だつた らぅ、 今でも 仲々 立派、 だ 0 
庭に 出る。 小雨が 降 b 出しれ 。綺麗な 1S® の 木立 泉石の 間を 行く、 ^ 名が ある、 一つ 白 蛇の 塔 
w 云 ふのに 目が ついた 。_が ある、 南天の 床柱で 名高い、 金を 出せば 茶を 呑ませる vj 云 ふ、 無 
風流泱 には 用は ない、 繪葉 書を 買つて出る。 

これから 地 圖をた ょりに 田圃の 細道を た つて 仁 和 寺の 方へ 出 やぅ V」 云 ふので ある 〇衣笠 山の 
麓を ぐるり VJ 左に 廻つて 西に 行く  i へ 出で、 等 持院を 一寸 € いて 更に 西 行す る G 
京の 田舍 道は おちつきが あつて 何 V」 なく 床しい、 殊に 此邊は P で且爸 がな 亿らか である 。林 
の 姿で も 山の 形で も 誠に 一: 快な 感じを 與 へる。 田 i へ 出る、 はるか 向 ふの 松林の 上に 塔が 見え 
る。 いょ/〜 御室 か ど 胸が il る ◦徒然 草で おなじみの 僧 達が 稚子を 紅葉狩りに つれ 11! す •失敗 や、 
鼎を かぶつた 道化 和尙の 事な ^ が 胸に 浮んで 興味は 盡きん どもし ない。 

松林を かこん tr 築地摇 を 左に 廻つて 東門から 塔の 下の 方に 出る。 中 円を 人る vj 左手に 櫻' が 澤山 
ある。 南に 少し 傾いた 庭に あるので 木の 丈は 甚だ 低く 一寸見た 所 六 七 尺 位で 然かも 一 株から 數本 


の 幹を 出して 茂つて 居る。 所謂 やお 室の 花盛り W 歌は れる 御室の 櫻が これ どは 少し 物 足ら IQ 
心地が せぬ でもない が 春風 騎蕩の 頃が 思 ひやら れる〇 大きな 二 層の 山門を く、 ゞ つて 外に 出る。 御 
室の 村を 南に ぬける w 直 右手が 双 ヶ岡で ある。 南北に 連る 三つの 小 丘で 松の 林. に 覆われれ 所は 冲 
々ょい。 兼 好が 此麗に 庵を 結ん tr d: 云へ ば 何だか 山の 奥へ でも 仙 居した 樣に きこえる が 昔の 京」 
す？ 西に 緩て 居た VJf 欠 案外 都 近くで あつたか も 知れない。 悟つ た樣な 悟ら i な似而 
非 哲學が 生れる には 此邊が 適當 であつた かも 知れぬ。 

丘の 裾を 右に 廻り 鐵 道を 踏切つて 田 を 南に 迪れば の廣隆 寺畔に 出る。 東門から 這 入つ 
て 見る、 等身大 やそれ ょり 少し 小さい 木彫の 像が 澤山 ある、 いづれ も國寶 で 見事な ものである、 
こんなに 見事な のが そろつ たのは 始めて 見れ。 戶を 閉め かけた ので 出る。 後で 拜觀 料を 別に 出さ 
ねばならな かつた のでは なから ぅか VJ 氛付 いて、 若い 僧に 斷るビ 序 tr から 金は 要らない S 云 ふ。 
何しろ 創立 以来 千 H 百年 W 云 ふので 境內甚 忆 物 寂び て 居る。 向つて 左方の 森の奥に 進む ビ八 角の 
9 甚忆簡 古な 堂が ある。 聖德 太子 創建 常時の ま、 2: は 流石に ぅな づかれ る〇戶 はかた く閉 されて 居 
る 〇假金 堂の 前に 一基の 燈能が .ある、 太 の燈 籠ビ して 名高い ど云 ふ、 一向 何 所が 違 ふの か 分 
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シオンの 大路  - 

らない 〇樓門 もいた く 荒れて 居る。 仁王は i 師 (推 古 朝) の 作 VJ 云 ふ、 古くて 一寸 さわれば こわ 
れそぅ である 。等 持 院 で憤槪 した 私は 此寺 の簡古 にして 然も 超俗 的な 所に すつ か b 感心して しま 
つた 0 

門前の 電車に 乘じ嵐 山に 向 ふ。 兩側に 竹林が 多い。 間も無く 嵐 山に 着く、 車を 下ぅて 左す れば 
直に 渡 月 橋で ある 〇豫 期した 淸澄の 水は なぐて 昨日の 大雨に 濁流 岸に 溢れん ビ して 物凄き ばか b 
である。 嵐 峽の秀 は 水に ある、 止ん ぬる かな fo 橋畔 旗亭が 甚忆多 い 〇 岸の 老松 亭 々たる 並木 
をな して 眺む るに 足る ものが ある 〇橋 上に 立つて 河 上を 望めば 黑 き ^ 綠なる 山々 は 眉を II して 立 
ち、 川は 峽を 開いて 溶々 ど 流れて 居る 〇之が 濃 碧の 水、 河底の 魚を算 する 樣な 時に 来たの なら ぱ 
ど んなに 心よ い 事忆 らぅ ど 猶更に 口 措し い。 風趣は 宇治 其 ま、 である 。渡 月 橋畔で ■漬を 買つて 
京都 行の 電車に 乘 る、 fl 潰は 欲しく はない が 風 雁な 容れ 物が 欲しい 〇 一寸 序で、 だから 書いて 置く 
が 此の ) 1] 程 名の 變る川 も あま b あるまい 〇保津 川が 嵐 山の 下へ 來る 5 大 mV, な b、 渡：^ の 下 
から直ぐに桂 ]|1 ど變るのである。 
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十三 日 

隨分暑 いので 休む 事に する、 三階から 白 川の 流れを 書いて 見る、 兩 側の 家が 極めて 面白い、 あ 

ま b 旨く 出 來ない 〇 
夕食後 淸君 W 妻 君 ど 三 八で 上 加 茂 
へ 出かける、 四條小 橋から 北行の 電 
車に 乘る〇 宮城の 脇から やぅ やく 河 
原に 出て 電車^^ てる。 此所は 鴨 川 
ど 高 野 川の 合流 點 である、 夕凉み の 
人が多ぃ ^ 一^から川上を望む ^ 廣 
々VJ し n 川原の 末に 鞍馬 あたりの 山 
々であらう、 黃昏の 色を こめて 連つ 
て 居る。 橋の 上は 殊に 凉しい 0 加 茂の 町を 少し 行く VJ 鳥居が あって 之から が 礼の 森 VJ なる 0 喬木 繁 
茂して 木 下 闇、 物凄き ばかり 凉味 一入で ある、 ふ ど 私は 梟の 蹄き 聲を 聞きつ けた、 するど 淸君が 
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4 オンの 太 醣 

五位 鷺忆 ど 云 ふ、 妻 君が 兩方ビ も啼 いて 居る V) 云 ひ 出した、 成程 術に tt M りで ある、 世の中の 甲 
論乙駁 ど 云 ふのは 大低此 類では あるまい か 〇や ぅやく 社頭に 出る。 丹 塗 (/; 樓 m も 本殿 も 社頭の 杉 
も 皆 神々 しいす が^-しい 感じを 與 へる、 暮れ 切らぬ VJ は 云へ 夜の 事故 是非 今一度 來て 見たい VJ 
思ふ〇 森を 流る、 御手洗の 泉を 渡つて 細道を たどり 高 野 川の 岸に 出る、 川 水は 凉 しげに さら— 
VJ 音 立て、 流れて 居る 〇餘程 暗ぐな つた 道を 引返す 〇暗 にす いて 見える 大樹の 樹容 の ft に 似た る 
を見て札 1 戀しさが油然€胸に湧く、是非札幌へ歸へる事にしやぅ、何も速ふ事はない、只自分 
の决 心 —- • つ忆ビ 思 ふ 〇歸 つてから ビャ ホ ーッ の 主人公 •.と 色々 の 話を する。 日、 建 仁 寺の 管長 某 師 
に 揮毫を 乞へ るに 「座 禪せば 祗園 新地の ごまん 中」 2: 書 放した ど。 熟 闘 裳の 不動心は 宗敎の 本義 
である 〇 

明日 早朝 比 # 1 に 上る 計薔を 立て、 十 時 過に 寢 る。 淸 さんの 妻 君は 宵の 內に辨 常を 造つて 置かぅ 
w 云 ふので 臺 所で 働いて 居られる。 

十四日 晴天 
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豫定ょ b 少し おくれて 五 時 離床、 淸 君の 麻の 服に 草鞋の _-裝 で 誰に も 知らせ ヤ出 かける 〇晝 W 
朝の 辨當な ので 少 々重い。 市中は 未だ 起きて 居ない。 前晚敎 つた 通 i 二 條大 橋から ! li 端を 進む。 
風流な 姿して 頭上に 荷を 戴く 花賣 b の 女に ょぐ 合 ふ、 大原女 ど 俗には 云 ふが 本當 の大 周 女では な 
いど 云 ふ 〇大學 の 町で 偶然に も 札 幌の贳 通 寮で 數ヶ月 同室した 久野 君に 曾 ふ、 同 君は 試 驗が すん 
で 直に昆 物ながら やつて 來れ ので 今® いた 所 tr vj 云 ふ、 一寸の 時間に 色々 の 立 話を した。 同 君 
.は 本年 豫科を したので、 多分 仙 臺の 理科へ 入る 事になる lr らぅ S 云 ふ、 惜しい 袂を分 つ。 白 
川の 村を はすれ る ど 两側の 谷が だん— 深くなる、 白 川の 水は 淸 S 玉の 如く 際々 の 響 も 心ょ い、 
百人一首の 「 山河に 風の かけた るし がらみ は 流れ も あへ ぬ 紅葉な りけ b」 の 歌は こ、 を 讀ん忆 も 
の VJ 後で 知つた 〇此 街道は 「志 賀の山 越」 VJ 云つて 昔から 名が あるので ある 〇 道で # つた 花賣女 
に 比 散 迄は 一筋 だ S 聞き、 色々 な 事を 思 ひつ ^ け 乍ら 坂を 登つて 行く  0 
峰ら しい 所へ 出て 一息つ く、 流 i の 如し、 凉を 納めながら 西を 見る 〇景 色は 左に 半開け て 山 
域 平原が 目下に 展開す る、 京都は 前の、 ノ ゲ山 にさへ ぎら れて 半分し か 見えぬ 〇蹯 を 上げて 更に 坂 
を 一つ 越す ?!: 今度は 右 V 開けて 來 r.: 、 ふ ど 木の間に 琵琶湖、 が 見え 出した、 思は ヤ 快哉を 叫ぶ 0 
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シオンの 大路 

進む に從 つて 左方の 眺めは 消えて 右方 湖の 半 以上が 直ぐ 脚下に 展開 丨て くる 〇靑い 水、 白い 帆、 
岸から 突出して 居る 丁字形の 線までは つき 見える、 多分 魚を 取る 簣だ 'ろぅ 〇對岸 の 平原の 色 
も、 山脈 も 誠に 心 ゆく 眺 である。 玩具の 樣な 汽船が 往來す る、 時々 ボ—ボ 1VJ 其 汽笛が 聞え て來 
る、 湖の 手近な のには 驚く ばか ぅで ある 〇道の ほ VJb に淸泉 拂々ど して 居る 所が ある 〇山ふ どこ 
ろを 深く 廻る 所で 小雨が 降り出した が 仕方がない から 悠 々ど 行く。 ふところを 廻り 盡した 所で ふ 
ど 振り返へ る 2: 向 ふ 側の 低い 所の 草の 色が 一筋に 變な 色に なつて 居る、 氣が 付いて ょく 見る VJ、 
日が 照つて 來 たのに 雨が 降つて 居る 爲め 脚下の 谷の 間に 虹が 出 來た ので ある 〇其 虹は 丁度 私の 頭 
•の 影を 中心 どして， 一. ふの 傾いた 草地に 影を 落して 居る ので 甚だ 美しく 見える、 草の 上な ごで 餘程 
注意し ないど 兒え ない 位い tr が 何だか 自分の 頭が 中心に なつて 居る 虹は 初めてな ので 變な偸 快な 
樣な氣 もす る。 鼻を 曲る 所に 鳥 屈が あつて そこから 先は 谷 一面が 杉 ど 檜の 大森林 である、 暗い 迄 
茂つた 針葉樹の 森は 森嚴 c/> 氣を以 て 人に 迫る、 冷たい 風が 吹いて 來る 、木は 皆 隨分巨 大 である、 
西洋人は 毎 夏此 下で 天幕 生活を やる ど 云 ふか 羡山 しい VJ 思 ふ 〇雨は 晴れた. らしい、 道は 程ょ く 溢 
つ マ神氣 爽快を 覺える 〇人通 b もない 木 下閽の 道を ゆる^. ど 行く  〇明 王堂ビ 呼ぶ 堂が あつて、 


大小 二人 Q 僧 編を 誦して 居る。 綦爲靜 寂 S に 心よ くひ f。 こん 又 里は なれた 所で 經を 
讀む 者の 心 持を 相 擬 して 何 tr か 羡山 しい 樣な氣 になる 0 

-それ からし ばらく 昇る w 森が 盡きて 比 # I の 頂 四 明 岳が すぐ 鼻先に そびえ 立つ. て 居る。 顧みれば 
今ぬ けて 來た 森の 上に 碧い^-湖が 雨 上 b の 透明な 空 氣 のぅちに 落ち 付いた 姿を 現して 居る 〇漱 
石の 虞 美人... M の 甲 野さん ど 宗近 君を 思 ひ 出す、 甲 野さん が 草原に ころがつ て 登る 事を 肯ん じな か 
つたは 此邊 かも 知れぬ 〇 少し 下 b 道に なつて それから 昇れば 四 明 岳で ある。 九 味の ある 形の よい 
である 。頂には 傳敎 大師の 居た ど 云 ふ 五 尺 立 § いの 石室が 木 柵に かこまれて 居る、 其 上に 
腰 打ち かけて 流汗を 拭へ ば 永の 上を 吹く か vj まが ふそよ 風が 北の 谷 合から 吹き上げて 來て生 き 返 
つた 1 永 こ-なる C 初夏の 太陽が ガン—- 照 b つけて 居る y 少しも 暑くない、 今 そこに 居た 靑年は や 
がて 降りて しまつた 。時間は ま fr 十一 時に 叫が ある、 私は 未忆 且つて こんな 打開いた 雄大な 機化 
の 多い 思^3 を 見た 事がない、 眞に天 下の 絕勝 である、 然も 脚下に M •開す る 山河は こど^ ■く 千 百 
餘 年の 歷史 S 云 ふ 立 ^ 的 色彩を 帶びて 心に せまつて 來 るので あるから、 景 S 情ビ相 待つて 日^ < 
K こんな 深い 印象 今與 へる 所は 外に あるまい。  • 
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北の方に. は 初夏の 光を 浴びた 綠の 山々 が 大波 小波の 寄す 樣に一 :下に せまつて 來 る。 丹 波の 山 も 
あらう。 丹 後若狹 の 山 も 見える の だら う。 手近には 鞍馬、 愛 岩 も あを 箸 だが 地圖を 持たぬ ので 一 
向 Vi れが Vj れやら 分らぬ、 其 寄せ かけ 來る 山々 を 卿 下に 食 ひ 止めて 細く 長く 北に 走つて 居る のは 
高 野 ) H の 難 谷で ある、 高 野の 谷 合は るかの あたりに 一群の 家ら しきもの 、見える のは 八瀨 か大原 
か。 視線を 北よ b 東方に 轉铃ん VJ して 先づ さへ ぎら れ るのは 暮雪を 以て 稱せら る、 比 良の 峰で あ 
る〇此 峰つ ^ きの 事 W て 呼べ ぱ答 へん 風情で ある 〇此 所からは 湖の 北半は 此山 にかくれ て 111 えな 
い。 回 頭して 東面す れぱ 琵琶の 積 水は 脚下の 空 VJ 思 ふ ばか b 白帆を 浮べ 兩 3!¢ の 稻田 VJ 相 連つて 何 
時 迄 見ても 飽 がない。 眼を 湖 尻に 轉ヤれ ば 湖岸の 風光は 變化を 極め 一々 指點 する 事が 出来 
る。 眼に ひろがる 廣い靑 田は 古の 滋賀の 都の 跡で あらう 〇右陶 底の 町は 大律 市で ある。 市外の 亦 
練％ は丘聲 で ^ も あらう か 〇 琵琶の 錦囊 破れて 白 蛇の 南に 走る は 勢 田 川で ある。 之を 遮らん ビ て 
橫はる 一^は 瀨 田では あるまい か 〇此鐵 橋 W 大津の 町 VJ の 問には 粟津が 原 も ある 箸で ある。 朝日 
將軍が末路はかなしどもはかなし0明智の爵_馬之助が名馬一鞭見事ど碧水を乘り切つたビ云 
ふのは 何の 邊で あらう、 偉丈夫 左 馬 之 助、 私は 眞に 彼を 愛する 。勢 田の 流れを 掩ふて 居る 木立 深 


い 小 丘は 石山であろぅ 〇 川の i 廣く 開けれ 平原の 盡 くる 所に 連る Ill 脈は 伊賀 伊勢の 山 ヶか 、山 
骨 赤々 ど 露出して 一入の 眺めを 添へ る。 西方に ひろがる 鳥 S 圖は 更に^^の 興趣を 帶びて 居る 0 
眸を南 方 山城' 牛 原の 盡 くる あた 9 に 放てば 淀川は 諸 川の 水を 集め 山 崎 八幡の 峽を 突破して 蜿々 蛇 
行、！^ の あなむ に沒 して 居る 〇大氣 澄明の 日は 淡路島まで 見える S か 〇京 都の 市中は 眞に眼 の 
下で ある 〇昨 夕行つた 礼の 森 VJ 御所の 御苑の 森が 黑く はつき りビ 見える 。南方 大きな 屋根は 本願 
寺で ある 〇 鴨 川 VJ 高 野 川の 川す じは 殊に 明瞭で ある、 黃金 色に かざらる、 春の 姿は r んな であら 
ぅか、 漱石は 虞美人草に 『白銀の 一筋に 眼を 射る 0 高 野 川を 閃め かして 左右は 燃え 崩る、 迄に 濃く 
眹いた 菜の 花を べつ ど b ビな すりつけた 0 背景には 淡 紫の 遠山を 漂 渺の あなたに 描き出して ある J 
ど 書いて 居る、 誠に 春光を 思 ふ 0 感槪は VJbw め もな く 起つ て 來る〇 今 見て 居る 此 小さな 山城 •牛 原 
が 千年 近く も 我國の 中心で あつれ 〇此舞 臺に立 つて 英雄 も、 美人 も、 凡人 も、 泣き、 笑 ひ、 樂ん 
だので ある 〇此 所を 中心 ^ して 太 和 民族は 戰爭し 生産し 文明を W てた ので ある。^: は此 峯の此 
7 所に 立つて 京都を 瞰 下した 時に 逆心を 起した ど、 或 史家は 云 ふ 〇彼必 し 毛 皇位を 覬_ したわけ で 
は あるまい 〇我國 人臣に して か、 る 事を 望む 者は ない 〇道 鏡で も 彼で も賴朝 位の 所を 望ん、 tr ので 
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あらう W、 或はそう かも 知れない 〇鬼 に 角 志 ある 男子 此 所に 立つ 時^: た i r VJ する も、 誰か 天 
188 下の 志を 起さ V' らん やで ある。 序に 言つて 置く が 頂の 端に 二つ の 岩が あ， る、 一つは 將門 岩、 一つ 
は 純 友 岩 ど稱す る 0 

延 f は 桓武 奠都の 初め、 最 澄に 勅して 王城 鎭 護の 爲 めに 建てし め 給 ふた 所で ある。 が 然 L 此 
所は 京都の 二百 三 高地で ある、 此處に 立つて 眼を 光らして 居る 坊主 共の ある 間は 如何なる 英雄 も 
京都を 如何 どもす る 事が 出來な い、 宜な るかな、 坊主の 威張うた る 事 やで ある 〇宜な る 哉、 

に 野心 ある 英豪が 、山 法師 共の 御^^を 氣に したる 事 やで ある 〇實に ま、 ならぬ は 鴨 川の 水 S 山 
法師でなくて 山 法師に 居を 與 へた 比 散の 山であつた ビ 申さねば ならぬ。 坊主頭に ねじ 鉢卷 、大刀 
を橫 へた 荒法師が 足駄 ばき の 行列は ごの 道を 都へ 下つた もので あらう 〇目 をつ ぶれば 歷 々どして 
髪髴 する に 難く はない 〇今 私は 現在 2: 云 ふ 時間の 峰に 立つて 縦に 千年の 歷史を 回顧す る 時、 人の 
世の 興亡 VJ 云 ひ、 盛衰 ^ 云 ひ、 悉く 一種の 劇的 興趣を 帶びて 頭に 一々 明瞭に うつ、 て 來る〇 同時 
に 今 私は 海抜 二 千 七 百 尺の 空 lln の一點 に 立. つて 橫に 眼下に 展開す る 山河 湖 原を 眺めて 居る。 私の 
眼界には いつて 來る國 は 九つに わたつて 居る。 此 中に 幾千 百の 人間が 血眼に なつて 計霤し 努力し 
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爭ひ 死んで 居 0 ので あるが さて 斯うして 打 見た所 幾何 程の 大事 件が 起つて 居 やうが 一向 完 由の 大 
局に 關係が あるら しく もない 。成功 ^ 云 ひ 失敗 ど 云 ふ 果して 何の 意味が あるの 忆 らう。 人類は 只 
蠢動して 居る ので ある。 

然 b、 千年 も 一日の 如く 萬虽も 一寸の 如き 神の 前に 蠢い てゐ るので ある o r うして _を笑 ふ 事 
が 出来ょう、 VJ 思 ふ どつ まらぬ 野心 や 欲望' が 馬鹿らしくなる 。永遠に わたつ て 意味の ある 生活' が 
營み 度い。 こんな 事を VJbvJ め もな ぐ考 へながら スケッチを する、 今 受けて 居る 印象は 少しで も 
餘計 明に 後日に 殘し 度い Z1 念じながら 鉛筆を 走らす 。スケッチを すませて 名殘 惜しく も 降り 初め 
る 〇然 U 昇つた 時 脚下の 京都の 爲めに 祈らう ど 考 へて 居た 事を 思 ひ 出して 半 町 ばか b 引返し、 絕 
頂の 東の 方の 一寸 小高くな つた 所に ひざ まづ いて 祈る 0 
他の 思 ひを 離れて 居る 今は 殊に 心 ゆく 祈を 捧げる 事が 出来た 〇祈 b ながら 京都ょ b もど 思つて 
日本 國の爲 めに 祈る、 祈りつ、 胸に まざ^" d: 浮ぶ のは 根底な き 我國民 の 現在 ど 將來 の戰懊 すべ 
き狀態 である。 二三 日 前 新聞に 傳へら れた タィ ムスの 我國の 物靈兩 界に對 する 悲觀論 がいた まし 
くも 胸を 抉 ぐつて 現 はれる。 何も タィ ムスの 所論を 侍たない、 我國は 今 確に 經濟 的に も 精神的に 
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も クラィシスに 到達して 居る 〇此 危機から 祖國を 救 ふ _  一  0 道は！： 民に 不 _ の 信仰を 與 へる にあ 
る 〇突如 ビ して 『汝 自ら 立て、 立て キリストの 生命を 傳 へよ」 S 云 ふ 聲； が 雷 霆の如 ぐ 私の * M を 振 
b 動かして 響 渡る のを 感じた 〇  $ 恐れに 恐れて 居た 此聲が 遂に 來た〇 僧惡ビ も 何 ども 名狀 し ® 
いいやな 威 情が 閃電の 如くに 心を 過ぎる 0*聞かざらんどするも遂に無益である、 0 811は遂に下 
つた、 不徹底は 遂に 破れ ^ 、 此瞬 間淚が あふれて 來 る、 何 ? £ なく 胸 一 ぱいになる、 私の 傲慢なる 
心は 遂に 折られた ので ある。 衷心から 感謝の念が 泉 ど 湧く。 私の 今迄 志して 居た 經濟 的に 國を救 
ぷな r の 事は 遂に 第二義の 事で 他に 人け いく 4 も あらう。 病弱の 身 永い ビ 云つても 餘 生三$ を 
出で ないで あらう 〇 此 貴重な 生命 ど 時間を 野心 や 名 # の爲に 自分 一箇の 爲めに 費し 盡く すは つく 
ぐ 惜しい 。如かす 盡く 神に 捧げん には： ……. 〇  . 

何 VJ 云 ふ 貴い 瞬間で あらう、 これらの 出来事は 誠に 數分 間の 事で ある 〇私は 心を 沈め 淚に潤 ふ 
眼を 上げて 天父に 滿 腔の 感謝を 捧げ 猶此貴 き 决心を 益々 强め導 き 給 はん 事を 祈つて、 此聖 い聖い 
私の 生涯に どつて 永劫 忘れ 難い 祈りの 座を 立つた ので ある 0 
迷に 迷つた 私の 方向は 决した 〇私の 使命は 今や 明示され たので ある。 重い 荷が 肩から 下りた 樣 
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な 氣が して 足 r b も輕 く步 るき 出す 〇昇 つた 道 vj は 別の 道を 脚下に 黑 々ビ 茂つた 大 森林の 中に 見 
える 延略 寺の 5£ めがけて 下る 〇何忆 か 思 ひ 出の 記の 兼 頭 君 1/) 死 ど 菊 地 愼太郞 の 發心も 思 ひ 出され 
る。 あんな 事が 本統 V あつた 2 だら うか 〇私の 生涯に 今日の 樣な 日の 必 す 来る TTT きを 信じて 祈つ 
て 居る 1 一一！！ つた 井上さん の 言葉を 思 ひ m す 〇 祈りの 力を 思 ふ 〇 つく 思へ ば 今迄の ;|* 涯の迁 餘 
曲折が 盡く 私を 此所 に來ら しめる 爲めの 神の 御攝埋 ではなかつたろう か、 無 邪氣な 少^ T r'.v 代の 受 
冼 、狷介 兄の 感化、 竞上の 無言の 指 道： ••、入 學試驗 の 失敗、 礼幌 の學 生々 活ビ 信仰的 健鬪 、發病 
休 學 、葉 山の 休養 VJ 岩 井先 生、 最近 大兄 上の 暗示に 至る まで 之が ^ うして 神が 不測の 大攝理 の 一端 
ならヤ ^ 云はれやう0'献身せょど歡められる毎に.か、る日來らば何物を捨て、も必ヤ立つミ答へ 
ておいた が 今 來やう VJ は 誠に 意外 VJ 云 ふの 外は ない。 先達 日記に* ¢1 けた 兄 上の 暗示に 對する 反 
對の理由、今考へれば一つも理咁にならない0私はいつも動機が大切忆，と考へて居たが今や神の 
前に 人の 前に 何等 耻づる 所な きを 思 ふ〇心 躍ら ざらん やで ある。 

大事 件に 出會 つた 後の 常 zf: して 心は 緊張し 切つて 居て 旦爸も 目には 這 入らない。. 知らぬ 間に 森 
に 入つて 一つの 小 堂の 前に 出た。 形が 面白い ので スケッチを 初める 。いつもの 樣に總 てを 忘れ去 
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る 事は ぐつ しても 出来ない 。終つ て 道を 右に 取る 〇靜 かな 平坦な 森は 一入 思 ひに ふけらせる、 人 
に報吿 はしても 相談は すまい 。ショ ート 老師に 依 賴す るの が 順序だろう 。母上は ^ んなに 失望 さ 
れる 事だろう、 六十 二の 老母を 絕 望させる W を 思へ ば堪へ 難い 思が せぬ でもない 〇美は しの 石 狩 
平原 VJ 樂しい 礼 幌の學 生々 活 、然も 終りに 近い 學 業に 永遠に 歸る 機の ない 事を 思へ ば 心. 一かぬ で 
もない 〇將又 弱き 自分が 果してょ く 世の 誘惑に 打 勝つて 今の 决心 をつ ^ けて 行けょう か、 どの 不 
安 もないで はない 。然し 今は 只 活ける 神に 祈る の 外、 道を 知らないので ある 〇昔 の : i! 家が 人山の 
威は 或は 之に 類似の ものではなかつた ろうか 。威 謝 歡喜の 熱： 嵌の 內に 悲壯の 血 一滴が 交つて 居る。 

少し 行く i 納骨堂 vj 云 ふ 小 堂の 前に 出る。 庫 裡で 案内 圖を 買つ て昆れ ば 仲々 以て 想像 ど はち V 
つて 一つ や 二つ の 建物が あるので はない。 比 II の 山の 東 傾 面を 掩ふ大 森林の 中に 峰 VJ 云は t- 谷間 
5 M は t- 殆ご 五十 近く 大小の 堂塔が ひそんで 居る ので ある。 一々 まわつたら 一日 たつぷりは か、 
るら tr う〇此 堂の 座敷に 角帽 や 行李 や 洋書が 雜然 VJ して 散らかつて 居る、 多分 京 部 大學 の學 生が 
一 夏を 此 所に 過す ので あらう 〇私も 何時かは §寂 境に 讀書 三昧の 機を 得れい ものである。 

茶を 一服して 元来た 道を 引返す、 一番 奥に 位す ^ 釋迦 堂に 志す ので ある 〇奥一 帶を名 付て ggg 
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ビ 云 ひ 入口から^ <を^0^? ど 呼び、 北の 部分を ミ稱 する VJ の 事で ある。 人 無き 道を 行く  〇左 
側に 一寸した 屋根の ある 井戶が ある、 辨慶水 ど 云 ふ、 武藏坊 が * 跡であろう 〇あ まりは げしく 上 
b 下りの 無い 道で ある 〇ふど 日 も當ら ぬ 谷 蔭に，、、 ゾの 叢生して 居る のに 目が 付く、 天_ の 天幕 生 
活に 朝な 夕な の 唯一の i であつ た それに まぎれ もない 〇淨 -HSS の 庭には 大水 盤に 淸泉； g 々ごし 
て 溢れて 居る。 裏へ 廻る ど寶 形作りの 古い 建物が ある、 何堂忆 か 忘れて しまつたが 忘れられない 
のは 其 所に 淋しく 咲いて 居た 沙羅双樹で ある、 幹は 百日紅に 似て 葉は 一寸 _ の 葉の も 少し 薄い も 
の、 樣に覺 えて 居る、 花は 一重の 野 ばらの 花を 少し 大き く，. ^ 樣な 白色 四瓣 である C 龍^ SI) 〇沙 
羅双樹 の 花の 色 ど 諸行無常の 枕 訶の樣 にき、 なれて 居 / 1: 木を 我國の 然も 此 所に 見ょう どは 全く 豫 
期して 居なかつた 。元の 道を 引 近して 先の 納貧至 の 脇を 通つて 東 塔の 方に 下る 〇  大 P 堂 
を 過ぎて 根$ 堂の 脇に 出る。 此近邊 には 色々 小さな 建物が ある、 一軒の 知 茶屋 も ある、 其 所で 
謹書を 買 ふ。 避暑の 學生 らしい のが 數名 餅を 食べて 居な) トビ' ック は樞 吐を 催す 樣な 事、 下等 
な 奴？ &だ 。根 木. 中堂は あま b 例に なく 別に 門が 無ぐ 廻廊が 前を かこんで 居る 〇脇か らは いつて 見 
物し ょうか ど 思つた が 草鞋を 脫が ねばならぬ ので 止めに する。 二 層の 樓門文 議 をく、 V つては げ 

第三 篇 雲水 日記 


194 


シオンの 大路 

しい 石段を 下つて 降 り初める0時間はーー時少し廻つた、琵琶湖周遊に急がねぱならぬ0 
.降 b 坂は 隨分急 で 草鞋 ぱ きの 爪先が いれい 位で ある。 老杉の 幹の 問から すいて 見える 湖は 芥き 
事 空の 如く 只 僅に 位置に よつて 天空なら ぬを 知る 位で ある。 ひた 降 b ■に 下れば 坂 本に ! 11 るのは 誠 
に 間 もない 事で ある、 之で 京都に 比して 湖水 面の 餘程 高い 事が 分る。 坂 本の 村には 本坊其 他寺附 
屬の 建物が 釋山 ある、 それらの 前を 素通りして 坂 本の 驛に 出る。 例に もれす 多い。 

湖岸の 汽船 乘場に 行く vj 少し 間が あるので 待つ、 隨分蒸 暑い。 三時 過ぎ 乘船 、•湖南 汽船 t- 社の 
船で ある。 房 州 行の 通運 九より 少し 小さい：^ 白 塗りの 新造で 甲板には ぅすべりを 敷き 日よ けを 張 
つて 納凉に 便し、 船室 も 前後 二 室から 成る 大きな 仲々 綺麗な ものである、 甲板に 陣取る 0 
比 殽 の 峰、 谷々 を 仰いで 今來れ 道を 相 儀して 居る 內に船 は 進行を 初める 〇波は 少し 立つて 來た 
が 凉風徐 に 吹いて 四 望 誠によ ろしい 。四 明 岳を 仰いで は 感慨 今更に 深き を 覺え る、® 序 水平線 上 
に 小さな 常 士形の 山が ある、 儀 藤 太の 百足 退治で 名高い 三 上山忆 ど乘 合の 客が 敎へ て吳れ る、 早 
速 スヶッチ ブ， ックに 納める 〇大津 で 船から 上が b 暫 らく 彼方此方を 步き廻 つれ 後、 灯の s も b 初 
める 頃、 暮れ行く 湖を 後に して 京都 行肇に 乘る〇 一時間 足ら r で ァ—ク .燈 煌々 たる 三 條大橘 の 


袂に 送られる 〇 道行く 人 も 町の 有 樣も今 朝 ど 少も變 つて 居ない、 然し 私の 目には 今朝 程 美しぐ 映 
じ. ない 〇 私の 物に 對 する 評價の 標準が 全く 變 つてし まつた ので ある、 私は 新しい 世界に 生れた の 
である 〇比 飯の 山ょ 私は 永久に 汝を愛 する b 

十五 日 

疲れて グッス リ寢 こんで しまつた 。起きた のは あま 0 1.1 十く もなかつ たが あ まり 永く 秀湫 にして 
も 居られない ので、 今日は 一つ 桃 山 參拜に ど 出掛ける 〇 相 變らす 暑い。 

伏 見の 町で 電車を 下りて 眞 直ぐに 東に 進めば 御 磨で ある 。其 一寸 手前に 御香宮 ビ云ふ が ある、 
仲 哀 、應神 兩帝及 神 功 皇后を 祭る 。門は 豐八龜 山城の 何 門ど かなそぅ ^ 、 柱 太く 簡素な 氣持 のょ 
い 門で ある 〇御陵 道の 砂淸ら なる 廣道を 進む 〇 ゆるい 鎮斜 をな して 兩 側の 若杉老 ゆる 日の 樣も想 
像され る。 御陵 地は 豐公が 榮を極 めた 桃 山城 (/ > 本 九 あた り、 最高 所に當 り 南面 すれば 眼下に 宇治 
如 川 intig の 池を へだて i 南山 城の 平原を 見通す 事が 出来る。 

霞は かしこくも 二重の 石の 玉垣の 內に三 段の 低い 石垣を 巡らし 其 上に 白き 玉石を 以 つて 低き 

諺} 一藉雲 水 日 IB 
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富士 形に しつら へて ある 。誠に 質實 に崇嚴 _ の氣を 現は し 然も 永久 的であつて 千歳の 後に 明 
196 治 大帝の 御偉德 を傳 へる に 足る ものである 〇參拜 終つて 東に 少しく 下れぱ 東 陵の 前に 出る、 御須 
屋 のま、 で 未だ 御大 葬當 時を 忍ぶ 事が 出来る 〇此處 にも 參拜の 人が 多い 0  _ 陛下 親しく^^ あ 
•つて 追懐の 涙を 注がせ 給 ふた 時 誰か 今日 又 こ、 に 陛下の M を拜 せんど 期した ものが あつた ろ 
ぅ〇 私は 拜 しながら 此 事を 思 ふて 思は t* も 目の 曇る を 止む る 事が 出來 なか つれ。 

東 陵の 前から 直に 山を 下りて 電車に 乘る 、日は 圭忆高 くて 頗る 暑い、 三時 _宅 する。 

夜は 隣り の大將 から 京都 $の不 况の 話を きく、 立派な 店で も大底 内は 火の車 だ ど 云 ふ、 天の 
寶を思 ふ。 

士ハ日 

隣り の凉み 畺から 川 添の 通りを 寫生す る、 一方は 柳の 並木 一方は 例の 人口の せまい 祇園の 家々 
である 〇色 々の 人が 通る、 三階から 見下して 書く の だから 面白い 0 
書生の 中內 君から 比 IX 登山の 紀念 撮影を やつても らふ。 夕方 中內 君は 裏の 白 川の 流れに 降り 立 
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つて 石垣の 內を あさり まわつ て 居る。 うなぎを 釣らう VJ 云 ふので ある。 夕飯を 食べて 永々 厄介に 
なつ n 禮 をのべ て 電車で 停車塲 に 行く。 電氣が 消えて 停車 塲の 中は 暗く 其 內に ラン ブは つい 12 が 
何 C: はなしに 旅愁が 胸に 湧く 〇い くつ も 汽車が 發着 する が 茨木に 停車す るのは 稀な ので 暫く 待 
つ。 茨木に 着 いれのは やがて 九 時、 長い 道を 鞄を さげて すれ— 步 るく。 町を 抜けて 田圃に 出 
る。 賑やが な 蛙の なき 聲も稻 葉を 渡る 凉風も EB のな つかしみ を 胸に さ X やく 〇星 月夜に 道は く 
らく 西 河原の 村は 晝の 疲れに 夢 ま r かで ある 〇戶 をた X く S 兄 上が 出て 開けて 下さる、 今 寢つい 
た 所 だ w 云われる。 京都へ 行つた き b 歸らぬ ので 心配して 明日は^^ へ 電報を かけ 樣 S 思つて 居 
れどの 事で 少 々お叱りを 受けた 。いつもながら の 1 をし みぐ 胸に 納めて 感謝す る、 r う も 呑 
氣坊は 鬼 角 人に 心配を かける 哩〇 

寢 物語 b に 兄 上に 比歡 山上の 决意を 打開け る。 お前には それが 適當 かも 知れぬ ど 云 はれる、 賛 
成を 得た のは 大いに 嬉しい。 

i、 十八、 十九 日 
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レオ. X  Q, 大潞.  • 

この 三日は なす 事 もな ぐ 過す 〇隨分 暑い。 朝は 安威の 淸 流に 浴し 夕は 浴後 姉上に 洗つ て もらつ 
た 浴衣の 祎の樣 にこ わ ばつた のを 着て 發飛ぶ 畔道を ぶら^- 步 るく。 蛙は 夏の 歌を 歌 ふに 忙 わし 
く、小川は快よきせ、らぎを心に送る。稻も延びた0來た頃は植え >>: て忆つたが今は水の而も見 
えなくな つむ、 其 举：で ある 一 筒 月 近くなる も. の ◦晝は 日記を つけれ り正 子の 知 相手に なつれ り、 
暑く は あるが 使命の 明に なつ ^ 今は 氣も心 ものび-— ' d: して 暑苦し さを 覺えな い。 捨 さんの 家の 
中農の 經濟 でも 調べて 參考 にし やぅ S 思つて 居た が 今は それさへ 別に 用 もな くな つたので 止， め 
る。 一 ft 自作農の 衰て 行く のは 我國 現今の 悲しむべく 又 止む を 得ざる 趨勢で あるが 此邊の 中 ^ は 
益々 よい £ の 事で ある。 勿論 米作 ばか b ならば 確かに 食 ひ 込んで 居る に 相違は ない ので あ' るが、 
自然の 勢 ひからして 關西は 一般に 二 毛 作を やる. のでよ い. の'. である。 稻を 刈る はたから 菜賴を まく 
見 ゆる 限りは 菜の 花つ ^ き 誠に 見事 ' fr ど 云 ふ.。 殊に この此 邊は大 阪ビ云 ふ 大都市を 控えて 居る の 
で 野菜の 庵 額が 又 馬鹿に出来ない。 農家の. 豐なの も 無理は ない。 關東以 北の 天惠の 薄き を 思は ざ 
るを 得ない 。貧乏になる 爲めに たらして 田を 作つ て 居る 東北. の氣の 毒な 人達には 是非 關 西の 
二毛作 に 代る 樣な よい 副 菜を 與 へて、 冬に しこた i 儲ける 算段を せねば ならぬ 。我 農 界の 前途、 


多事なら す ^ せヤ〇兄上の花園のダリャの花も多く眹くので輪が小さくなつて來た〇來た頃に眹 
き 出した シャ スタに テ 1 シ ー も 始め 程 見事で なぐな つて 來 た。 兄 上 も 姉上 も V」 こに 居ても 差 支へ 
はない の忆か ら此夏 中は ど 無理に もど お止めになる が 五月 半に 電報に 驚され て 夜中 飛び出して 來 
た 葉 山の 家 も氣 にならぬ でもない 〇歸 去來 いざ 葉 山の 空 居に。 そして 叉 獨 m 幽簋裏 彈琴褪 長 嘯の 
淋しく も樂 しい 默想の 牛 涯に歸 へらぅ。 一人 居て 讀 書し 冥想す るに i した 心 ゆく 半  •活が ざ こに ぁ 
らぅ。 夜食は 別れ ど ぁつて 椽側に 持 出して 食べる、 兄 上は 御 自慢の 本塲の 酒を 獨 b 自ら さしつ、 
大いに 語られる。  .  ，  ' 

二 十日 

朝 起、 身重の 姉上が 健康を 心に 祈つて 永々 御世話になつ た禮を 申しの ベ 惜しき 名殘 b- を 左樣な 
らの 一語に こめて 龅を さげて 出かける C 知な じみに なつた 正子が 後を 追 ふて 泣いた。 子供は 可愛 
9 い〇兄 上は 停 ilc 堪迄來 て 下さる 〇安威 川 や 阿武 山に も殘 b 惜しい 氣が せぬ でもない 。茨木の 人口 
で榨濱 S 美 « ナの土 鹿に 5 早 ! J! の 林檎 一 籠を 買 入れる 。松 村 ^ 師に 一寸 別辭 をのべ て 停 S 塲に着 
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> ぐ〇 八 時 頃 ど 云 ふに 汽車が 出る、 兄 上の 温情に 對 して 別に 言葉を 以て 言 ひ 現す 迄 もない 事ながら 
2( 何 か 云 ひ殘 した 樣な氣 がする 〇九時 近ぐ 右に馨 の 森 ど 塔を 望んで 汽 m は 京都に 着く  0 早 ^ 漂 
を 預けて 三十 三靈に 向 ふ、 七條大 橋を 渡つ て 東す る 事數町 右に 廻れば 三十 三 問 堂の 橫に 出る 0 
橫から 見れば 中々 立派な 建物で— 建 長 三年の 建造に か、 り 長さ 六十 六 間、 二 間：！： に 一 柱を 立 
て、 三十 三 間 堂 ど 呼ぶ。 裏は 昔から 名高い 弓の 庭で 堂の 軒には 武士が 譽れの 通し矢の 額が 澤 山に 
か i つて 居る の も 床しい 。堂の 中には ぅん S 佛像が ある ど 云 ふが あま b 見 度く もない ので 止めて 
瀨 良に 行く 〇淸 さん も 妻 君 も 留守で 書生の 中內君 ばか り、 飯を 食べさして もらつて 直に 出かけ 

る 0 

白 河に ついて 岡 崎 公園に 行ぐ ◦白 川 は 岡 崎で I 旦 疏水に‘ 合して 少し 下つ て 平安 神宮 應天 門前 か 
ら又 別れる ので ある。 疏水の 水に 浴して 居る 子供 も 見える 〇平瀬 の 貝類 If 物 館に 入る、 ょく 集つ 
て 居る。 佐々 木 先生が 見れ いど 云つて 居られむ が 萬 門 家には 隨分而 白い もの tr らぅ 〇葉 山で 集め 
た 貝に 似む のが 昆つ からない ので 少 々失望した C 館を 出て 疏水を 渡れば 公園で 動物園の 前に 出る 0 
.園は 今上 降下の 御慶 事紀念 に 創設され たもので 仲々 ょい yj 兼々 聞いて 居た 〇池あ b 岡 あ b で、 
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動物の 種類 も 比較的 多い O  Stf が 時々 吠へ る o® にはた しか 此 所で 生れた f か 居る 筈で ある 0 
猫の子の樣に此園の主事の妻君が育てるど新聞に出て居た事を思ひ出す。_物園を出て$ :/< 神宮 
に 行く 〇明治 二 十 A 年の 造營 にか、 る〇門 は應天 門を 摸し 大極殿の 椅造 である。 碧 瓦 朱 柱 昔時 禁 
裡の _ を 忍ばす る ものが ある。 大極殿を スケッチして 居る S 馴 々しく 近ょ つて 話 掛ける 者が あ 
る。 私を お上りさん vj 見た 宿 引で あつた 〇ボ ンャリ して 居る vj 引 張つて 行かれる の だ。 灯ビ もし 
頃歸 へれば 大阪か ら叔 父さんが 來て 居られる 。御所を 見ないで 殘念忆 'が 今夜の 夜行で 歸東 しょぅ 
VJ 思 ふ ど 云ぶ VJ 皆で 留められる、 何も 急ぐ 事 もない から 明晩 立つ 事に する 〇叔 父さんは 御前は 雲 
水見た樣忆^云はれる、其意蓋し至らんど欲する所に至り止らんど欲する所に止るからであろぅ0 
雲水の 語 大いに 氣に 入つた 。神に さゝげ たる 身は 一 蓑 一 笠 至る所に 福音を 傳へる 雲水で ある。 
夜中內 君 ど 新 京 極に 行つ で 見る 〇狹い 長い 氣の 利いた 淺.： M である。 

二十 一日 

午前は 隣り の 喋 Y る 大將か ら 色々 の 事を 聞いた。 面白く もない 事で ある。 先生し きりに の 
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シオン e 大路  - 
休養を 說いて 居た、 病弱の 淸 君には 確に 今 休養の 必要、 自重の 義務は ある ど 思 ふ。 

午後 又 岡 崎 公園に 出かけて 圖寄館 に 入る 〇先づ 碧の 虞美人草を 借りて 讀んで 見る 〇景を 見て 
來た後 の 事故 比 II の 道 や 山上の 叙景が 殊に 面白く 感仿ら れる〇 私は 哲學者 甲 野さん が 好きだ 〇そ 
れょ b も猶 一層 糸 公が 好きだ、 純に して眞 なる 彼女の 如き 婦人は あ ib 世間には 見付かるまい。 

平安 神宮の 前の 櫻の 馬塲を 橫 切つて 德成橋 を 北に 廻る、 靑柳の 影を 凉しげ に 水を 染めて 居る 邊 
に 釣す る 人が 群れて 居る。 橋 上からの 眺は 平安 神宮の 甍 VJ 如意 岳の繫 黛に 京都なら では IE られぬ 
趣が ある 〇東九 太 町から 九 太 町 橋を 渡る、 ^ 茂の 流れ も此 あた， 〇 は 岸の 綠ル. 浮べて 河原の 上に 人 
道 雲の 立ちて は 崩れる 趣を しみ 味は せる。 乱の 森 もは るかの あた b に 紫に かすんで 居る 〇西 
に 進んで 御 宛に 入れば 塵 も 止めぬ！® s' が 喬木 芳草の 手 入 行 屈いた 植込みの 間に 通じて 居る 。木に 
は 見事に 育つ ^ のが ある。 北に 進んで 妞禮 門に 達して 二 服す る o s t? 質素な 小さな 御門で 萬乘の 
君が 宮居 正門 どは 受け どれぬ 位で ある 〇幕府 時代の 皇居の 御模樣 を 思 ひ 皇威世 界 にあがれる 今日 
に 比して 見る 〇東に 一 靡を なして 居る のは 仙 洞 御所で ある 〇 夕風凉 しくな つて 來た〇 西を 望めば 
何の 木 やら 樹容 頗る 楡に 似た 喬木が 夕燒の 空に クッキ リ VJ 枝を の ぱ して g る o fi の 森 越し こ 賞し 


た 手稻 山の 夕陽を 鮮に思 ひ 起して 堪へ 難い 望 北の 思 ひに ふける。 石 狩 平原 こそは 我 精神 生活の 搖 
籃 であつた 。電車で 潮 良に 歸 へる 〇夕 食後た が ひの 鍵 康を祝 して 停車 塲に向 ふ 〇  $ 願 寺は 電車 
の 窓からの 見物で 澤山 である 〇十時 頃 平 沼 迄の 切符を 買つて 三等 急行に 乘 り 込む、 仲々 こみ 合つ 
て 居て 暑い 0 暗に 黑く橫 た わる® の 中 P に 灯の 見える のは 淸水 か。 さらばな つかしの® ょ！ 淸 
水ょ！ 月は 無い がせめ て 琵琶湖の 水に でも 名殘 b を 惜しみ 度い W 思つた が 氣の 付いた 頃は もう 
瀨田を 越して L ま， つた らし. い 0 

二 - ± 百  、 

霧 近くに 夜は 明けた 。日 も 上つた が 暑い ので 戶を 閉め切つて 麗しい*^ 道の 佳景を 賞す る 事 
が 出 來な い。 北の 窓から 眉を ! S する 富岳を 仰ぐ。 八 合 目 以上は 雲の 內に ある 〇廣い i 裾野の ゆ 
るいう ねりを 眺めながら 食堂車で 1 を 食べる、 蜎汁を 之 程 旨い ミ 思つ た 事は ない。 御殿 塲近く 
3 の 高原を 嬉し d: 眺める。 靑： S 風の 谷 合に 無數の 白百合が 星の 如く 牌の 如く 啜いて 居る、 關西 では 
少しも 見な かつた、 葉 山 あたりでは もう 散つ てし まつた か 知^ 一ん 0 •脚下 深き 所を 滔 々 ど して 流れ 
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行く 水に 岩を 傳 ふて 釣す る 人は 書中の ものである 。隣の 靑年 紳士が しきりに 話 かける、 電報 ♦か 來 
む ので 大急ぎで®^ から 上京す る 所 だ VJ 云 ふ、 汽車の 進みを も r かしがつて 居る。 其く せ此 列車 
は 京都！^ 間 五ケ所 ばかり 止る ばか b なので ある 〇茅ケ 崎 藤澤を 過る 頃は 何忆か 故 鄕に歸 つた 樣 
で 一種の 喜びを 覺える 〇平沼 に 着いた のが 十 時 過の 暑い 盛 b である 。そこに 行く 人は：^ の林學 
科の 〇〇 君に 似て 居る が ど 思つて 聲を かける VJ 果してそぅ であつた 〇君 も此汽 軍で、 それなら j 
緖に 來れぱ よかつれ、 殘念な 事を したねえ、 君 & に歸つ たら 長 谷川 君に よろ L ぐ 云つて 吳れ給 
へ 0 それでは で 失敬す る、 さよぅなら 0 
燒け 付く 樣な 暑さを かばん 提げて @ 町の 叔父さんの 听 へど 步 るき 出す 0 
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我い かに 心を こめて 
讃歌に まさら じ。 


一 信仰生活と 自我 生活 

第一章 緖論  . 

何時の 時代に も 其 時代 特有の 時代思潮 ど 云 ふ ものが ある。 其 思想を 巧みに 捕 
へて. 之を 利用す る ものは 其の 時代に 成功す る 4 央雄兒 である 〇將代 思潮の 赴む く 
所を 洞察して 世を 警醒し 世を 指導す る ものは 豫言 者で ある。 けれ V」 も 世を 救 濟 
する ものは 之 等 英雄 兒 でもな. ければ 豫言 者で もない 。我等は 素ょり 時代思潮を 
利用 せん ど する 英雄を 氣取 るつ もり も-なければ 時代を 指導す る豫言 者た らん ど 
する 野心 もない 〇  ■ 然し 我等が 此 時代の 子 ど して 生活せ ん s する 以上. 否 一個の 人 
間 VJ して 正しき 生活を 營ま むビ する 以上は 吾人の 周圍に 混沌 ^ して 渦まい てゐ 
T る 幾多の 思想に 風馬牛た る わけには 行かない。 吾等は 之 等の 思想に 對 して然 
を 然 b ビ し 否を 否ビ する 斷然た る 態度を 取らないなら ぱ、 遂に 此 貴重なる 生涯を 
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全く 無意義なる 悲 -ii なる 時代の 犧牲 vj して 献げ てし i はなければ ならぬ 〇果し 
2 て然 らば 吾等は 充分に 時代の 思潮を 解剖し 批判し 之に 誤 まられ ない 丈の 用 S が 
入用で ある 〇 基督 敎 徒に あつて は 殊に 此 必要を 見る ど 云は なければ ならぬ 〇信 
仰は 素ょ b 思想では ない 力 そのもので ある 〇 けれ V」 も 我等は 到底 思想 VJ  _ 仰 ど 
を 別な もの どして 置く 事は 出來 ない 〇眞の 信仰には 必ヤ 健全なる 忍 想が 伴な は 
なければ ならない 〇我 等は 現代に 生れ 現代に 呼吸して ゐる 以上 此時代 思潮 ど 我 
等の 信仰 どが 如何なる 關係 にある かは 第一に 定めなければ ならぬ 問題で ある 0 
以下 少しく 批判の 眼を 擧げて 現代の 思潮に 注ぎ 我等の 信仰を 一層 徹底せ しめ 戈 
等の 立場を 明らかにしたい ど 思 ふので ある 0 

第二 章 思想の 三 系統 

思想の 前に 國境は 無い。 殊に 近代の 如き 交通々 信の 機 關の備 はつて ゐる時 代 
にあつ ては 世界の あらゆる 思想は 即ち 我等の 呼吸して ゐる 思想 其 物 だ ど 云つて 
も 差 支ない。 是等 複雜 極まる 思 S も 其！ g 流を 究め 類似を 集 むれば 大體 之を 三大 


系統に 分つ 事が 出來や ぅ i 思 ふ。 即ち 印度 思想、 ギリシャ 思想、 及び ユダャ 思想が 
之れ である。 

一、 印度 思想 〇 外界 ど の 交渉を 斷ち 一切の 欲求を 滅 して 自我の 奥底に 沈 入す る 
所、 始めて 至高 實 在に 到達す て ふ 印度の 深邃な る哲學 思想は 原始 佛敎に 至つて 始 
めて 其の 雄大なる 體 系を 造つた ど 言へ やぅ。 原始 佛敎の 根本 思想は 二 切は 空 也」 
の 一言に 歸 する。 觀ヤれ ば 一切は 空で ある 。之が 「有」 であり 「煙で ある。 故に 狗子 
にも 佛性が あるの である。 一 ^ は 空で あり 無で あるが 故に 此所に 主觀の 世界が 
出現す る。 主觀の 世界は 即ち 「我」 の 世界で ある 〇大 我の 世界で ある。 之が 哲學的 
には 最も 進步 した 汎神論で ある 〇今 日、， 〇雖も 哲學の 最も 深遠なる ものは 玆に止 
めを 刺す ので ある。 即ち 根本 佛敎の 要は 我の 解脫に 在る。 一切 空 w 諦ら めて す 
ませ ぱ其 所に 救が ある 樣に思 はれる 。けれ Vi も 諦めても 諦めても 諦ら •めの 付か 
209 ぬのが 凡夫で ある。 人類の 救 濟は 之では 駄目で ある ど 悟つた のが 我圖の 並び無 
き宗敎 的 天才 法然 、親鸞 等で ある 〇彼 等は 主觀の 世界に 救は 無い ど觀 じて 客觀的 
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實 在の 必要を 認めた。 此 所に 於て 彼は 阿 彌陀如 來を說 き絕對 他力の 救の 道を 說 
210 いたので ある。 阿 彌陀如 来は 我等 人類を 救 ふ 客観的 根本 實在 である ど說 く。 此 
所に 宗敎 の大な る眞理 が ある。 然し 阿 彌陀如 來の 本質は 何ぞや ミ 論じ 来- れぱ之 
も 偉 僧が 主観の 影 ど 見ざる を 得ない。 即ち 我の 空中に 描出した 匿】 はしき 偶像 ど 
云 ふの 外は 無い ので ある。 佛敎 の複雜 多岐-なる 思想は ょく 簡單に 論じ 去る 事は 
出來 ないか もしれ ない けれ も 自我の 晳學の 一言を 以て 覆 ふ 事が 出 來るど 思 ふ 0 
近頃 歐米に 注意せられ てゐる タゴー ルの 思想 ^' 要は 之に 外なら ない ものである 0 
印度に 源を 發 して 束洋に 流れて ゐる 厭世の 思想は 此生 くる 事は 苦痛な、 てふ自 
我の 悲哀を 語って ゐ るので ある。 此外 東洋には 儒敎の 思想が あるけれ r' も 之は 
殆ん r 實 踐 倫理であって 今日 思想界に 覇を爭 ふ 程の ものでは ない。 

二、 ヘレ ーー ズム (ギリシャ 思想 〇 ギリシャの 文明は 肉の 文明で ある VJ せられて ゐ 
る、 即ち 徹頭徹尾 人間的の 文明で ある 〇其の 神々 を 見るならば 直ちに 此事が 分か 
る〇神 々はい づ. れも 人間の 樣 々の 思想を いみ じ  <も麗 はしき 想像の 衣を 裝はせ 
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て 空想の 世界に 自由なる 活動を 試みし めた ものである。. 藝術 どして 他に 類 伊を 
見ない のは 此爲 めで ある 〇藝 術の 野に 花 朕いた ギリシャの 思想は 哲學の 世界に 
も 偉大なる 發展を 遂げた 。タレ ース、 ヘラ クライ トスに 始 i る科學 的哲學 、次いで 
來るソ クラ テース の 道 德哲學 、ブラト ー、 アリス トー テ レース 等の 大紐 織哲學 、スト 
イッ ク 、エピキュリアンの 倫理 哲學 ど 數 へ來れ ば 人類の 最大の 生 產物ビ して 燦々 
人目を 眩す るの 槪が ある。 殊に ブラト— が イデ ャの 世界を 說き解 脫を 此處に 求 
めた 點は 肉的な ギリシャ 思想に 一寸 類例の ない 所で 著しく 高き 思想を 現は し た- 
もので あるが、 悲しい 哉 之 も 偉大なる 哲人の 頭 腦の產 物 ど 見る  の 外は ない， 〇即ち 
古代 ギリシャの 思想の 何れを 取り 來る も盡く 人間 本位の 哲學 である 。素ょり 人 
間の 理知に 發 する 哲學が 人間 本位で ある 事は 理の 當然ど 云は ねばならぬ。 要す 
るに ギリ ンャ 思想は 人間 ビ 人間の 力が 最も 露骨に 現れた ものであって 飽く迄 主 
觀の 世界、 自我の 世界 ■に 終始して ゐ る。 

三、 ユダャ 思想 〇ュダ ャ 思想は 人間の 思索の 産物で ない w 云 ふ點に 於て •將 む 人 
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間 本位で ないどい ふ點に 於いて、 全然 前 二 者ビ 趣を 異にして ゐ る。 即ち 前 二 者は 
個々 の 自我から 歸納 した 神の 觀 念を 說 いて 人生を 說明せ ん W する ものであるが、 
是は 「神 始めに 天地を 創り 造へ 1 て ふ 思想から 出發 して 其の 神が 人 頰を救 濟し給 
ふ 事を 說 くので ある。 即ち ユダヤ人の 根本 思想は 主 © i を 離れて 嚴手 どして 實在 
する 客觀的 神で ある。 即ち 印度 思想を 煎 すれば sij であり、 ユダヤ 思想は 「有」 である。 
へ レニ ーズム は 人間 中心であつて ユダヤ 思想は 神 中心で ある ，0 
基督 敎も 素ょり ユダヤ 思想の 發展に 外なら ない ◦救は 人に ょつて 來ら ヤ、 何づ 
れの 日に か 天地の 創造主 全能の 父なる 神】 が 自.. づから 最も 適當な る 方法を 以 つて 
我等： に來 り： 給 ふて ふ 信仰が 熟 じた 時に 神の 子ィ？ ス 、キリストは 此 世に 現は れ人 
類の 救を 完 ぅし 給 ふた。 ィ h ス 、キリストを 信す る ものは 救 a n るので ある 〇阿 
彌陀如 來どは 何ぞや どの 問題に 於て 目標を 失つた 人は キリストに 至つて 始めて 
神を 認める 事が 出來 るので ある 〇此救 濟觀 の內 には 一點の 人間的 臭味を 止めな 
いので ある。 故に 基督 敎を一 言に して 言へ ば 〖福 S である 〇神か く爲し 給へ り、 神 
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かく 爲し給 ひつ、 あ b て ふ 神の 物語で ある。 以上 思. 想の 三大 系統の 大綱を 迪つ 
て來た が、 更らに 前 二者を 一つに つ、 ゞ めて じ まふ 事が 出来る ^ 思 ふ。 即ち 印度 思 
想 ど ギリシャ 思想は 共に 我に 始まつて、 我に 終る 人本主義で ユダャ 思想は 神に 始 
まつて 神. に 終る 神 中 一-心 主義で ある。 前者は 地の 產 物で 後者は 天よ b 来つ たもの 
である 〇 

第三 章 思想の 歷史 

吾人は かく 思想を 根本的に 異る二 系統に 分つた が、 之を 歷史に 照して 考 へて 見. 
るに 思想の 歷史 どは 此 「我」 中心の 歷史ミ 神 中心の 思想 VJ の 爭覇戰 の 記 錄に外 なら 
ぬ 事を 發見 する ので ある。 東洋に 於て は 近代に 至る 迄 印度 思想の 一人 舞臺そ あ 
つた。 西洋に 於ても ユダャ 思想が キリストの 降 世に •よつて 世界に 溢れ出 づる迄 
は獨 b ギリシャ 思想が 入の 目に 見る に麗 はしき 姿を 以 つて 女王の 位に 座して ゐ 
たので ある。 けれ Vj も 平和は 長く つ、 ゞかな かつた 。キリストに よつて 完成 せら 
れた 生命 VJ 充實 された ュダャ 思想が 福音て ふ 形を 以て、 パゥロ 等の 戰士 によつて 
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世界の 中心 ロマに 現 ばれた 時に、 乾坤一擲の 大血戰 が 起らざる を 得な くな つた 0 
2 惡戰 苦鬪を 經て 大勝 利を 得た キリスト 敎は此 所に 十數 世紀の 平和を 樂しむ だの 
である。 入は 中世を 以 つて 何等 進. 步なき 暗 黑の 時代な り ど 言 ふ 〇然 b 人 本 思想 
を以 つて 中世を 見る 時は かく 云は ざるを 得ない ので あるが、 吾等は 此 '時 弋が神 中 
、心の 時代な りしを 知つて 更に 價値 ある 幾多の ものを 發見す 可き である 〇ァ ダム 
以來 「我」 は 强烈な 反 謀 者で ある。 文藝 復興は 暫らく 神に 忠信な りし 「我 j が 反逆の 第 
1聲たるに外ならぬ〇古代藝術の復活、權威に對する反抗、全體ょりも個體、之が其 
標語で ある。 之を 起點 VJ して 發展 しむ 近代 文明が 盡く 人本主義に 終始して 居る 

云 ふ 事は 當然の 事 VJ 云は ねばならぬ 〇か - ^て權 威は 自我に 移つて 來 む〇 總 

ての 價値 判斷の 標準は 自我 其 物 VJ なつて 來た〇 宗敎に 於け る. フロ テス タントの 
勃興 も此 傾向に 外ならぬ 。ベ ー コンが 近代 科學の 大先驅 VJ 稱 へられて ゐるの は 
彼が 歸納的 研究 法を 主張した 所に ある 〇各 個體 の經驗 、之が 總べ ての 智識の 根本 
である VJ する のがべ— コンの 精神で ある 〇即ち 中世の 文明は 神ょり 演繹し 來つ 


た 文明で 近世の 文明は 「我」 よ b 歸納 しれ 文明で ある ど 云 ふ 事が 出來る c  V 子 ッサ 
ンスに 始まつ た 此新 らしき 思想の 歷 史を迪 つて 見る 事は 仲々 容易の 事では ない 
が、 先づデ カ ; V 卜は我 思 ふ 故に 我 在り ミ 呼んで 彼の 哲學を 紐 織し 有神論を 立てた。 
嘴 に宏 つては 我が 萬 事の 基礎で ある。 ロッッ、 ヒユ ー ム 等の センた ーシ ョナ リス 
ムに 於て は 眞理や 知識は ■く 外界より 感覺を 通じて 來る 事を 主張す る〇そ して 
絕對的 知識に 到達す るの 不可能なる を說 いて ゐる〇 然し ヒユー ムもデ カ〆 卜等 
ど同樣 神を 認めた 〇然 b 彼は 人類の 經驗 より 推して 神を 認めた のであつて 認め 
纥 ものは 人類の 自然で あらねば ならぬ。 近代の 大哲學 者 カント も 知識 問 -M に 於 
ては全然懷疑論者であつれ〇即ち彼は物夫自身の知識には國達す可からヤどし 
理知よりも 意志を 主要なる もの £ しれ。 そして 彼は 人類 自然の 要求から 同じく 
神を 認めた 〇實際 彼は 近代の 哲學 者に 珍づ らしい 敬虔な 人であつた らしい 。け 
15 れ、 V」 も 哲學上 神を 假定 したに 止まつて ゐ るので ある。 カント 以後 數へが たい 幾 
多の 哲學 者が 現は れ荖 るし い 科學 者が 生れた 〇ス ピノ ザの， 汎神 哲學ジ ョッ ペン 

第 四篇信 仰 溢 言 


216 


シオンの 大路 

ハゥ H ルの 意志の 哲學 、日く 何、 日く 何 vj 述べ 盡す 事が 出來な い 〇理愈 主_、 實在主 
義及 T 可 知 論は 絕えヂ 繰 b 返へ されて 止む 時な く、 ヵントに 返れ ビ の 叫びは 殆ん 
ど ピリオディックに 起つて ゐる〇 進化論を 先鋒 どして 人知の 及ぶ 限りの 考へ方 
は盡く 提出され て 人文の 進展 極る 所の ない のが 近代の 思： 想 界 の有樣 である 0 
最近-に 至つては ニ ーッ H の 最も 力强い 自我の 哲學 、ヘッヶルの 物質的 一元 哲學、 
ジエー ムス 等の ブラ グマテ イズム、 オイ ッ ヶンの 新 理想主義、 ベルグ ソンの a. 觀哲 
學 、沢 神 的な 印度： 及 古代， 哲學の 歡迎等 走 馬燈の 如くに 我等の 前を 去来す る。 

以上 ル子 ッナ ンス 以降の 思想， 界は雜 多 混沌 ど して 居る が 檢し來 れぱ 一つの 主 
要なる 傾向を 見逃す 事は 出來ぬ 。それは ヒユ I マー ー,、 スム (7)- 高い 響で ある。 科 學 
的 精神 即ち 歸納的 精神の 汪 漲して 居る 事で ある 〇 自我の 權威を 外にして 何物を 
も考へ 得ない ど 云 ふ 態度で ある。 

第 四 章 現代 思想 

百 川の 海に 朝す るが 如く 中世の 思想を 外にした あ bvj あらゆる 思想は 自我て 


ふ 水平線を 以て 雜然ど して 現代の 大洋に 懲濟の 波を あげて 居る。 苟 くも 自我の 
自叠な きものは 現代に 生く る價 値な しビさ れて 居る。 個人の 權 威、 個性の 發揮 、主 
觀の 尊重、 自我の 徹底、 個 體の爲 めの 全體 、之れ が 現代人の モット ー である。 進路は 
只 一っ、 日く 自我の 努力 0 自我の 前に 道德も 歷史も 法律 も 宗敎も 卑陋なる 因襲 VJ 
して 一蹴し 去られて しまつた 〇然 かも 自我 努力の 目標は 未だ 毫も 示さる、 所が 
ない ので ある。 此 所に 於て か 倫理 學者は 自我の 實 現を 高唱 して 時代. に 投げん ?!: 
し、 宗敎 家は 本元の 大 我に 歸れ ど 說いて 思想の 海に 一道の 光を 與へむ どして ゐる〇 
けれ ごも 旣に 自我に 徹底した 現代人は 今更 彼等の 言に 耳を 借 さぅ vj はし. ない。 
倫理に 何の 力 あらん や旣成 宗敎は 醒めた る 人の 歸る 可き 所では 無い <f 呼んで ゐ 
るので ある 〇彼 等は 自我を 救 ふ 者は 自我の 外に 無い 事 ど 信じて 居る 〇科學 、藝 術、 
哲學 を宗敎 化せん w する 努力は かくして 生れて 來 n ので ある 〇けれ r も 達 眼の 
217 士は藝 術な り 科學な り 哲學な b が 己が 宗敎 たる 事の 出來 ない 事を 悟って 全く 新 
らしき 宗敎を 樹立せ んど さへ 企て ゝゐる 0 誰れ か 現代を 以 つて 非宗敎 的な b ど 
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シオ X の 大路 
する ものが あら ふ 0 

第 四 章 現代の クリスチャン 

現代の クリスチャンの 最大 問題は オィ ッ ケン VJ 共に、 「吾人は 猶ほ クリスチャン 
11: り 得る か？ JS 云 ふ 事で ある。 吾々 クリスチャンは 天地の 父なる 神を 信じ 之に 
よって 生き やう ど してゐ る けれ ^ も、 同時に 心の 耳に 强い 鼓動を 傳 へる もの 
は 「汝 は自覺 せり や」 「汝は 因襲に 生ける に 非ら す や」 どの聲 である。 之 等の 聲は我 
等の 呼吸して 居る 所には 何 所に も 響いて ゐ る 0 我等は 自我の 熱愛者で ある 〇  & 
我の 權 威を 要求せ よどの 叫びは 聞く に甚忆 快よ い ◦吾々 は 全然 科學 的に 敎 育せ 
られ て來た 〇何 うしても 進歩して 止まない 思想に 後れる 事は 出來な い 〇さ bvj 
て 今更ら 喜の 源、 生活の 力なる 神を 棄 てる 事が ごうして 出来 や. う。 否々 眞に 自我 
の 生活に 徹底して 自我を 擴大し 純化す る 所に 眞の 信仰生活が 始まる に 相違ない 
w 云 ふ 結論に 達する のは 自然の 事 ど 云は なければ ならぬ 尠く  VJ も 賢き 現代人は 
かく 結論す るので ある。 かく 結論 ずれば 生活 上實際 的の 價値が ある ものが 即ち 
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眞理 である W 主張せ ざるを 得な きに 至らし む。 現象の 世界、 自己 經驗の 上に 立つ 
て 神を 信咕ん VJ する 人は 斯 くの 如き 實用 主義の 立塲に 立たざる を 得ない ので あ 
る。 又 斯く 自我 肯定の 立 傷に 立つ 時 吾々 の 信仰が 汎神的 どなつて 來 るのは 當然 
の 事 ど 云は ねばならぬ 〇ォ ィッ ケンは 如是の 立塲 にあつて 「吾人は 須 らく 基督 敎 
徒れらざる可からヤ ^ 結論し^然しィユス、キリストにょつて傳へられた福音 
ょ b 見て 現代の クリスチャンの 採つて ゐる斯 くの 如き 立場は U 許さる 可き であら 

«  ^  -  L 

ぅか。 吾人は 直ちに 否 ど 答へ ざるを 得ない ので ある 〇我 々は 天地の 創造主 天の 
父なる 神に 仕 ふる ど 同時に 自我に 仕へ る 事は 出來 ないから である。 若し 强いて 
此態 度を 持續 せん w する 人が あれば 其 人は 自我の 爲 めに 神を 役せ んど する 人で 
あつて、 全能の 神に 服從 する 眞の クリスチャンでは 無い 。近代の 預言者 ど 稱 へら 
れた卜 ,ス トィ 伯は 實に 此の 現代人の 惱みを 解した 人であつた。 此點に 於て 伯 
は 實に 偉大で ある ?!: 云は ねばならない 。彼は 信仰生活 VJ 自我 生活ビ の ft ; に 在る 
渡る 可から ざる 深淵に 架橋 せん W して 最大の 努力を 惜しまな かつた 代表的 近代 
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人であつた ので ある。 果然 「入は 二人の 主に 仕 ふる 事不態 である 。彼は 己が 理想 
の 遂に 成らざる を 知つて 悶死して しまつた 〇實 に悲慘 極まる 時代の 犧牲 ど 云は 
なければ ならぬ。 今や 吾人は いょ 丨 信仰生活 か、 自我 生活 か、 何 づれか 其の 一つ 
を 選ばなければ ならぬ。 自我を 主張す るか、 神に 從ふか の 境に 立つて ゐ る〇尠 な 
くも 我々 に 二つの 道の 一つを 擇ぶ 自由が 與 へられて ゐ る ? £ 考へ られ る。 吾々 は 
生命の 瀨戶 際に 立つ てゐ るので ある。 

第 六 章 自我 生活の 末路 

我 生活の 最大 權威は 全 體對箇 體の關 係に 在る。 此關 門に 逢着せ ざる ものは 
未だ 以 つて 共に 自我を 語る に 足らない ものである 〇 倫理學 者は 自我 實現說 にょ 
つて、 此難關 を 突破せ ん どし 宗敎 家は 大我に 歸 つて 此 問題を 解决せ んど 試みる。 
けれ、 Vj も 果して 萬 人 共通の 普遍的 自我 或は 大我 なる ものが 存在して ゐる も-ので 
あらぅ か。. 吾人は 斷 じて か i る もの、 存在を 認める 事が 出來な い。 自我 實現論 
者の 云 ふが 如く 若し 自我に 徹底す る 其 所に 普遍 我が 現れる ビ するならば、 眞 面目 


に 自我の 徹底を 意 ど して 居る 現代の 藝術家 或は 哲學者 間に 全く 相默 契す る 所が 
ある 可き 筈で ある。 釋迦は 小我を 解脱して 大 我に 歸 せん z£ 苦行 精進 怠る 時が な 
かつた けれ ？ £'' も 其 企は 無益に 終つた。 然し 小我 ど 大我 を脫 離して、 人間性を 滅却 
し虛 無の 境に 入つて 始めて 普遍て ふ 事を 悟つた ので ある。 大 にしろ 小に しろ 我 
.は 畢竟 差別で ある。 釋迦の 到達した る 涅槃を 以 つて 大 我に 歸る もの ど 云； なら 
ば 夫は 單に 文字を 弄ぶ もの w 云は ねばならぬ 〇猶 一步 退いて 大我 5 は 宇宙の 惟 
一 絕對な る實 在の 稱で ある ど 云 ふなら ば 名は 我で あつても 我 ミは 全く 別の もの 
でなければ ならぬ 〇我が 差別で ある 以上い ょ {擴大 し 徹底-して 行けば. 起り 來 
る ものは 世界の 分裂で ある 〇全體 の 統一は 破れて 血 ど 血 ミ 相 洗 ふ 修羅場を 演出 
し 來らざ るを 得ない 。之は 單なる 理論の 結果では ない。 實に 現代の 各方 面に 見 
る 所ではない か。 社 t* の 分裂、 國 家の 分裂、 宇宙の 分裂、 何ん たる 恐ろしい 事で あら 
21 ふ 。ィス ラエ〆 の 聖者が 義人な し、 一人 も あるな し Jw の 嘆 # は 今に 於て 吾人の 耳 

朶に 響く ので ある。 
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自我 論者よ、 卿 等は 分裂す らも 意 W ずるに 足らない ど爲 すか。 笑 ふ 可き 哉 社 曾の 
統一が 卿 等に よりて 破る ゝ時が 卿 等の 饑えた る 腹を 充たす 可き 一片の パンを す 
ら獲 可から ざる 時なる を 知らないので あるか 〇實に 分裂は 滅亡で ある 〇 自我 生 
活は 人類 滅亡の 指導者で ある。 神の 創造し 攝理し 給 ふ 宇宙に 於て 神の 統一を： 破 
る 反逆者が 皆滅ぶ 可き は 自明の理 である。 人類の 滅亡は 實に當 面の 問題で ある G 
之を 救は む ものは 果して 誰れ であら ふ 。自我を 以て 自我を 軟はむ どの 企ては 釋 
迦 以来の 試みで あるが 試みる 程 益々 救の 望は 絕 えて 行く 〇我 等の 創造者 父なる 
神が 自から 救 ひ 給 ふに 非ら ヤぱ我等は終に生くるの道がないのである〇茈死の 
から' tr より 我を 救は む 者は 誰ぞ や」 我等の 執る 可き 道は 只 一つ 即ち 信仰の 生活で 

ある 0 

第 七 章 信仰生活 

基督 敎は 哲學 では 無い 〇倫 理道德 では 無い。 ヒュー、 ニ ティの 香め 高い 宗敎で 
も 無い 〇萬 物の 創造主なる 神が 我等を 救は むが 爲 めに 其 一人子を 世に 遺は し 十 


字 架に ょりて 世を 贖 ひ 給 ふた ど 云 ふ 一片の 物語 (福音) にすぎない 〇 信仰生活 どは 
全く 無條件 に 此の 福音を 受け 容れて 神の 大 前に ひれ 伏し 事へ る 事で ある 。我を 
忘れて 至 愛の神を 仰ぎ奉りつ ゝ 暮らす 事で ある。 忠實 なる 奴 僕が. 主人に 仕へ る 
態 度 之れ が 神の 要求し 給 ふ 所の 態度で ある ◦全知全能 至 愛の神の 爲し給 ふ所總 
ベて 宜から ざるは 無い ので ある 〇神の 望み 給 ふ 所 ど あれば 如何なる 痛苦 も 困難 
も怡 々諾々 どして 從ふ 計りで ある 。信仰生活 一, に 於て は 神に 奉仕す るに 勝る 垚福 
は 又 ど 無い ので ある。 神の 子 キリストが 我が 爲めに 死に 給 ふた 事を 思へ ば 我等 
は 勿 體無さ ご 有難： さどに 淚の 外は 無い ので ある 〇信仰 生活には 天に も 地に も 只 
一つの 律法が ある 「我を 忘れて 絕えヤ 十字架 上の 主を 仰ぐ 事」 である 〇此外 何の 東 
縛 もない 。我等は 奴隷の 如くで あるが 實は 主人の 此上な き 寵兒ユ じある 〇我 等は 
自己の 權 利に 就いては 全く 忘却して ゐるの だが いくら 夫れ ど氣付 いても 權 利の 
23 事な V* を 考 へる 必要？ i 毫も 無い 程滿 足で ある。 かく 神に 仕 ふる 理由は ビ 問 はる 
れぱ 我等の 父. な. るが 故に 我等を 召し 給 ひしが 故に VJ 答 ふるの 外は 無い ので ある。 
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我等の 唯一の 目的 希望は 神の 聖榮の 現 はれる 事で ある 〇信仰 生活に 人らぬ 八は 
云 ふで あら ふ 〇 「 未だ 神の 存在す ら證 明され てあらぬ に」 VJO 云 ふを 止めよ、 我等は 
已に 福音を 無條件 で 受け 容れれ VJ 云つ fs では 無い か。 我等が 創造され て 今日 あ 
るは 事實 では 無い か 〇ィ文 ス 、キリ. ストが 此世に 人性を 取りて 生れ 我等の 識る可 
からざる 天父を 我等に 示し 給 ふたのは 事 實でぱ 無い か。 我等は 自分の 知識より 
もキ .リストを 信用して 居る ので ある C 神に 仕 ふる 塲 合に 邪魔になる ものが あれ 
ば ごん な 重用な もので あら ふ 惜しげ も 無く 棄て 、しま ふ 5 が 信仰生活で ある 0 
芡問 ふで あら ふ O  I 「神の 望み 給 ふ 所が 何ぅ して 君に 解る か ^ 。 キリストは 死んで 
三日 目に 甦へ り 給 ふた。 今 も 我等 ど 伴に 在ます ので ある 。其 事は 我等が キリス 
卜 の體れ る 敎會を 通じて 時々 授けら る、 聖餐に よつてい よ^-明か である 〇神 
の 望み 給 ふ 所を わき まへ 知る 事の 出來 るのは 我を 忘れて 生ける キリストを 仰い 
で 居る 人に 限る ので ある 。神が 働き 給 ふ 事を 思へ ば此 事は 不思議で も 何んでも 
ない 〇又 神が たえす 此 世を 攝理し 給 ふ 事 も 明瞭に 我等に 見得る ので ある 〇又問 
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ぶか も 知れない 「信仰生活は 人を 退嬰的 消極的に してし ま' ふので は あるまい か ^ 。 
そんな 心配は 無用で ある 〇神は 最も 巧みに 我等を 用 ひ 給 ふので ある。 神は 力の 
源に て 在ます P 我等は 只 聖旨の 成る 爲 めに 道具に 使 はれる にすぎない 0 

信仰生活を 一言 以 つて 盡くせ ば 神に 奉仕す る 生涯で ある。 萬 人は 各々 其與へ 
られた る 位置に 於て 此 生活に 移 b 新生 命に 入る 事が 出來 るので ある 〇只 我が 忘 
れ難い 時此 生活に 入る 事が 出來ぬ 。福音が 受け 容れが たい。 信仰生活 こそ 最も 
合理的な 生活であつて 人類 t 曾の あらゆる 方面に 自我 忘却の 思想が 行は るゝに 
非ら ざれば 社 曾は 終に 解體 せざるを得ないので ある 〇統一 無き 所 進步な し。 軍 
隊に 就いて 見ても 此事は 明らかで ある。 軍隊に 於て は 全體が あつて 個體は 全く 
忘られて ゐ る。 個體が 我を 忘れて 全體に 仕へ る 精神が 所謂 軍人 精神で ある。 我 
國が萬 世 一系の 國體を 保持し 来つ たのは 一つに 國民が 此 精神に 充 ちて ゐたか ら 
である 〇來る 可き 時代を 救 ふの 思想は 實に此 思想で あらねば ならぬ 0 

以上 宇宙の 進化は 信仰生活に ょつての み 只 得らる ゝ 事を 論じた が 猶ほ一 .つ 
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シオンの 大路  * 

殘され たる 問題が ある。 即ち 信仰生活 ど 文明 ^ の闢 係で ある 0 
第 八 章 信仰生活 S 文明 

吾人は 信仰 注 活を 高調す るに あ；：： つて、 自我を 咀ひ哲 學藝術 科學を 否定す るに 
躊躇し なかつ た。 然しながら、 吾人は 徒らに 此尊き 人類 最大の 生-産物を 貶し 去ら 
ぅど 云 ふので はない 。之 等が 信仰 VJ 勢 立關 係に ある 時、 生活の 内容は 常に 統一を 
缺い て動搖 して 止まない 。之 等は 當然 信仰に 對 して 從 屬の關 係に 来らねば なら 
ぬ ものである 〇此關 係に 來る時 始めて 各々 其 使命を 全ぅし 得る ので ある。 全價 
値を 評價し 得る に 至る ものである 。我等は 此 正しき 關 係に 歸 らしむ る 迄は 飽く 
迄 彼等を 否定し なければ ならぬ。  , 

見ょ、 自我が 全く 神に 從ふ時 自我は 忘却の 狀態 にある に 枸らヤ 其 存在の 全 意義 
を 發 揮して 活動を 開始す るので ある。 個性の 自由なる 活動は 此 時に 如くは 無い。 
哲學斜 學 、藝術 も 之に 異る 所は 無い -〇 只 問題 W なる のは 最高 實在 たる 神を 忘れて 
0 我 認識の 上に 組織せられ fs 哲學な b 科學な b が 其 儘 直ちに 信仰 ど從屬 的關係 
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を 結び 得る や 否やで ある。 吾 八は 猶豫な く 云 ふ 事が 出来る。 哲學 も科學 も本來 
の 精神 ど 成果 s を變ヤ る 事な く 此の 關 係に 歸す 事が 出來る ど。 若し 信仰に 從屬 
の關 係に 歸る 事は 夫自づ からの 破滅を 意味す るが 如き 哲學 組織 や 科學の 部門が 
あるなら ぱ 、そは 總べて 宇宙 間に 全く 存在の 意義な きもの ど 見る の 外は 無い ので 

ある。 

最後に 信仰 ど 最も 關係に あ b ど 考 へらる k 倫理 道德 について 忌 ff なく 云へ ば 

夫 等は 第一義 的の 意義を 有する ものでは 無い 。只 信仰生活に 於て 必然的に あら 

/ 

ゆる 副産物 t? るに 過ぎない ものである。  •： 

信仰生活を 考 ふるに あたつて 最も 避けねば なら 1Q 誤解は 信仰を 信念 i 同一視 
する 事で ある。 繰 返されれ 如く、 信念は 自我の 事で ある。 信仰は 赤子の 如く 全く 
神に 信賴し 神を 仰ぐ 事であつて 信念では 無い 〇  (終り)  • 

大正 五 年！ 月 六日  . 

(大正 四 年 七月 if 濁 聖公會 靑年會 に 於け る 講演を 基礎 vj して 草 之) 
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シオンの 大路 

二  藝 術と 信仰 

(自我 生活 S 信仰生活の 附録) 

藝術 どは 何 ぞど云 つて 藝術を 定義す る 事は 仲々 大きな 問題で ある 〇此處 では 
始め U 單に 我等が 常識を 以 つて 了解して ゐる あたりに 止めて 置きたい 〇其 意味 
は 以下 論す る 所に よつて 明らかになる だら ふ ^ 思 ふ。 此處に 言 ふ 信仰は 信念 ど 
は 全く 違 ふ 〇信 念は Belieuein する 事で ある。 確信で ある。 信仰は Belieuein であ 
る。 對象に 向つて 絕對に 服從し 信賴し 奉仕す る 事で ある。 故に 信念は 必ヤ しも 
客 觀的對 象を 要しない 〇が 信仰に 至つては 人格 的な 客 觀的對 象な くして は 成立 
しない 〇 

藝 術の 見方に 二 通 b あり どす るの が 近代の 立塲 である 〇卜〆 スト ィの 見方 ど 
一ー ィッ H の 見方で ある 〇卜伯 は藝 術の 究極す る 所は 宗敎 である ど 主張す る 〇藝 
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術は 宗敎に 至つて 完成 するど 云 ふので ある。 一ー ィッ H の 主張す る 所は 藝術 即ち 
生活. である。 生活 ど は 徹底的に 自覺し n る 自我 生活の 謂であつて 所謂 超人の 生 
活 夫れ 自身が 藝術 である どなす ので ある。 換言すれば 藝術は 自我の 表現に 至ら 
なけれ ぱ ならない ど 云 ふので ある。 彼の 自我た る や 素ょ b 神を認 むる 餘地 のな 
いもので ある 〇 

以上 二者の 見る 所斯 くの 如し w すれば 我等 信仰に 生く る 者の 採る 所の 見地は 
何で あるか 〇 我等は 藝術を 以て 全然 第二義 的の もの VJ 見る。 即ち 我等に W つて 
は藝 術は 哲學 、科 學 vj 相 並んで 入 生に 必要な ものでは あるが 第 I 義的に 必然な も 
の w 見る 事は 出來 ない ので ある Q 言を 換 へて 言へ ば、 藝術は 人類を 救 ふ 事が 出 來 
ない％ •主張す るので ある、 否 確信す る ものである。 

始め 吾人は 何物 か ^ あつて 胸底の 琴線に 觸れ るのを 覺ゅ る。 藝術的 感興は 口 
云 ふ 可から 中 底の 威激 であつて 次に 之を 表現せ すには 居られなくなる 。表現の 
結果は 詩 ざな b 書 VJ な b 音樂 VJ な， CV 建築 ? £ な b 彫刻 演劇 ？ £: なる。 之が、 やがて 藝 
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術で ある W 云 ふ 事が 出來 る。 此藝術 的 感興た る や 實に深 く神祕 な ものであつて 
藝術的 天才に d: つて 此 感興よ b 貴い 何物 もない。 之が 生命で あり、 救 どなる ので 
あ. る。 然るに 此藝術 的 感興の H クス タシー は 人間の 生活に 於て 常住不 斷 に持續 
し 得 可き ものでは ない。 此事實 は此ユ クス タシ ーを以 つて 生命の 限 b なき 躍動 
ビな し、 否、 之を 生命 夫 自身 どして ゐる藝 術 家に どつ て大な る 苦痛 ど 云は なければ 
なら ab 何故 w なれば 生命は 持續 であつて 普遍を 其條伴 ミして ゐる からで ある。 
此 所に 於て か 此藝術 的 生活の 充實 發展を 計る 必要が 起つて 來る ◦其 時に 採らる 
X 最も 考へ 易い 方法は 其 感興の 依て 起る 所の 原因 又 一方より 云へ ば 其對 象を 求 
める事である。最初に現れる原因は美でなければならぬ、然るに善は美よぅも更 
に 普遍的で あるから 今度は 善を 以て、 よ b 究極 的な もの ビ考 へる 樣に なる。 然し 
眞は 善よ b も 更らに 普遍的な もの ^ 云は なければ ならぬ 。そこで 眞 こそ 藝術の 
依て 立つ 原因 ど 云 ふ 事になる 〇斯 くの 如く 藝 術の 對象が 普遍的の もの V」 なつて 
藝術的 生活に 安定の 度が 強くなる に 反比例して 其 感興は 色彩が ぅすくな b 不純 
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VJ なる 事は 墓に 止む を 得ない 現象 ミ 云は なければ なら 1Q 。 近代 藝術の 傾向が 美 
や 善から 離れて 眞に 向つ ^ 結果 どして、 此 所に 我等は 眞な b ビ の 名目の F に 自然 
主義の 如き 醜惡な る藝 術を さへ 甘んじて 受けなければ ならぬ 樣に ，なつれ のは 悲 
しい 事實 である 0 

扨 論は 少し 岐路に 走つた 嫌が あるが 本題に 歸 つて 吾人は 藝術の 輿 象 どして 今 
眞に迄 到達した ので あるが、 此眞ど は 果して 何物で あるかは 次に 起る 可き 大 問題 
である 〇玆に 於て 再び 大なる 藝術的 生命の 不安定が 感岱 らるゝ ので ある。 「眞理 
VJ は 何ぞ や」 の 問は 古よ b 幾多 哲人 賢士の 口より 起されれ 問であつて、 今に ポロ 永久 
に、繰返へさる可き疑問でなけれぱならぬ。此問題は賢在ミは何ぞや」 ^ 云ふ問題 
ビ當 然關聯 して 居る、 即ち 眞理 は實 在な りど 云 ふ 事が 出來 るからで ある。 以上 美 
より 善に、 善より 眞に步 調を 一つに して 進んで 來た藝 術 家の 群は 實在 或は 眞理ど 
は何ぞ やの 問題に 至つて 敵 VJ 味方に 別れざる を 得な くな つてし まつた。 吾々 は 
此 問題に 立 入つて 深く 研究す る 必要は なぃ 〇只藝 術 家が 認識論 上 如何なる 態度 
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を ど つて 分れ n かを 檢すれ ば 足る ので ある。 而 して 其 態度 も區 々であつ て 一々 
23 擧げが たい 程 あるが、 代表的な ものを 擧ぐれ ば 下の 三つで ある 0 

ヘッヶ ; V 等 一派の 科學 者の 主 ど して 主張す る 物質的 一元論に 立つて、 物質 以外 
に實 在な し VJ して 科學的 見地ょり 人生を 取扱 ひ 物、 質 ど 物質的 法則 ど を藝 術の 對 
像 VJ 見た ものが 先に 述べた 自然主義 一派の 藝術 である 〇然 し此 見方は 最近に 至 
つて 認められな くな つた 〇 * 一十 世紀は 精神主義 、理想主義の 世界で ある 〇從 つて 
殘 .る ものは 先き に擧げ た 一ー イッエ ^ 卜火ス トイの 見方の み どなる 0 一ー  イツエは 
神は 旣に 死せ b  W 宣言し、 自我の 外に 眞理な く實 在な し VJ 絕 叫した、 彼の 藝術觀 が 
自我の 表現： たる 自我 生活 即ち 藝術で あるのは 當然 VJ 云は なければ ならぬ 〇タゴ 
丨 ;v の 云 ふ 所は 其 東洋 的な 點に 於て 之 ど は 氣 分に 於て 大に 異なる 所は あるが、 實 
在を 自我 ど 同一なる 性質 ど して 見た る點に 於て 一ー イツ ユ ど 其歸 する 所を 一にす 
る VJ 見る 事が 出來 る。 卜 7V スト イに 至つ ては 實 在を 神 ど 自我 どの 兩 者に 認めた 0 
即ち 自我を 神に 對 して 從 屬的關 係に 置かす して il 立的關 係に 置き -® 0 にょつて lit 
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二元的の危險から脫せんビしれ〇故に彼は藝術の究極を神ど人ミの對立關係た 
る 宗敎に 歸した ので ある。 

以上 論じ 來 つた 通り 藝術は 單純 なる 出發點 から 進展し 來 つて 實在ミ 云 ふ大な 
る 問題に 迄 到達し 其 目的を 遂げん どして ゐ る。 其 目的 ? 1: は 何 かど 言へ ぱ 自己を 
救 はん W の 目的に 外なら 1Q ので ある。 即ち 藝術 は藝術 家が 人 * ビ しての 自然の 
要求ょ b して 終に 之を 宗敎 化して 來れ ので ある 〇此處 に 云 ふ 宗敎は 單に 救濟手 
段 ど 云 ふ 位の 意味に 止まる。 此の 藝 術の 宗敎 化に 限ら チ 近代に 於て は あらゆる 
ものが 宗敎 化しつ ゝ あるのを 見る。 哲學 者は 哲學 を、 科學 者は 科學 i 最近. では 靜 
座 法を さへ) 各々 宗敎 化せん ミして 最善の 努力を 惜しまない 。造り 主を 忘れ去つ 
た 造られし 者の 群が 如何に かして S ら救 はれむ ために 己が 呪 ひつ X ある 偶像を 
立て ゝゐ る〇然 かも 其 偶像が 皆 自我の 影なる 事を 知らないで 立騷 いで 居る 狂態 
は 寧ろ 悲慘事 ど 云は ねばならぬ 0 

再び 本論に 歸つて 、然 らば 我等は 何を 實在 S し、 何を 藝 術の 對象ど して ゐる か？ 
第四篇 信仰 溢 言 
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基督 敎 .は 宗敎 (神 W 人 どの 對立關 係) ではない。 倫理、 哲學 ではない。 福音で ある。 
神 かく 爲し 給へ b て ふ 神の 物語で ある 〇我 等は 彼等 藝術 家、 哲學者 輩の 尾に 附し 
て 切ぅ に 救を 求めて ゐたが 得る こ VJ が 出來な かつた 。然し 此の 「神 元始に 天地を 
作り 給へ 1 て ふ 福音を 聞いた 時に 我等に 誠の 救の 来た 事を 見た。 そして 直ちに 
實在は 萬 物の 創造主なる 神 御自身の みなる を 知つ む。 藝 術の 對象が 實在 でな け 
ればな らぬ W すれば 我等の 天父 こそは 誠に 藝 術の 對象ど なられる 方で あらねば 
ならぬ。 言を 換 へて 云へ ば藝 術は 神の 榮 光を 顯はす 道具で なければ ならぬ ◦然 
し此塲 合に 忘れて はならぬ 事は 此所に 藝 術の 對象 は！： なり ど 云 ふのは 其の 内に 
生命を 求め 次では 善， 次では 眞を追 ふて 此 所に 實茈を 神に 發 見して、 斯く云 ふむ の 
ではない。 即藝 術中 心 又は 至上 主義に 立つて 此 所迄迪 りついた のでは ないど 云 
ふ 事で ある 〇之が 我等の 立塲 の ' ー ィッ H は 勿論 トルストィ VJ 異る 所で ある 事を 
繰り返へ し高唱 しなければ ならぬ 〇 吾等の 此 事を 知つ たのは 即ち 下から 上つて 
行つた のでは 無くて、 藝術な ご i 云 ふ 問題から 全く 離れて 神が 天地の fy 造 主にし 


235 


て 人類の 父なる 事を 知つた 時に 我等に 與 へられた る 凡べ ての 賜物の 正當 なる 位 
置ビ 用途 VJ を 知つ 云 ふ 迄で ある。 即ち 藝術ど はか i る 目的を 以て 我等に 與 
へられれ る ものなる 事を 知る に 至つ たので ある。 

ュ 上で 我等の 立塲は 大體に 於て 明に なつれ ミ 思ふ〇 今や 我等は 一ー ィッエ、 卜 7V 
スト ィの立 塲を 批判し 藝術 至上 主義が 何故に 許す 可から ざる かを 考ふる 時 ^ な 
つこフ である 〇 形而上 學上か ら云 ふなら ば實 在 ^ 云 ふ 議論は 實に 複雜 多岐で あ 
つて 畢竟は 空論に 終ぅ. 勝ちで ある。 然し 今飜 つて 我等の 實際 生活に 於て 何が リ 
丨ァ ，か i 云へ ば 自我 位 我等に 確かな ものは ない。 故に デ ヵ ; v 卜は 「我 思 ふ 故に 
我 在 1 VJ 稱 して 其の 主 觀哲學 の 出 發點ビ なした 。何 どか、 かど か 理屈を つける が 
大 底の 人の 人生 觀や 哲學を 追及して 見れば それが 自我 中心の 思想で ない のは 無 
い。 即ち 自我に 絕 對の權 威を 置いて 居る のを 見る。 然し 此 所に 全く 別種の 小數 
の 人々 の ある 事を 注意し なければ ならぬ 。それは 勿論 キリストの 福音を 信じて 
_ 中 、いの 信仰生活を 送る 人々 であつて 彼等は 神に 造られ、 キリストに 救 はれた こ 
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どを 知つて 居る から、 彼等に 取つて 神 程 確かな ものは ない ので ある 〇 そして 自我 
y を 中心 どし 神を 忘れて ゐる 人達 も 同じく 神に 造られた 人々 である 事を 知れる が 
一 故に クリスチャンは 明かに 自我 中心を 罪惡な b 誤謬な り どして 指摘し 得る ので 
ある 〇實に 神が 創造し 支配し 給 ふ 宇宙に、 神を 忘れ 神に 反し 神の 統一を 破り 己れ 
神に 代らん ミす る 程 神の 子供 等に つ て堪へ 難い 事は ない 〇彼 等は 神に ょりて 
生き、 動 キ/又 在る ものであるが 故に、 彼等に どつて 若し 神に 從ふに 邪魔 どなる もの 
が あるなら ば それが 如何に 貴重なる もの Z1 雖 も犧牲 にして 毫も 惜しむ 听がな 3 
のは 敢へ て異ビ する には 當ら ない 事で ある ? リピ 三〇七 、八) 〇此 態度を 以て 人生 
を觀 察すれば 世には 案外に 神の 榮を 汚して ゐる も -(7) が 多い 〇元來 自我は 天性の. 
我儘 ものである 。あらゆる 機會に 於て 神に 反抗せ んど 企て i ゐ る、 扉の 裡に戈 母 
我を はらみた bjw は 此事 である 〇 一ー ィッ H  V 公然 神に 反抗して 立つた のは 今更 
云 ふ 迄 もな く 身の程 知らぬ 大 たわけ w 云 ふべき である 〇卜 ;v スト ィは y ぅで b 
るか 〇彼は 神を 信じて ゐた樣 であるけれ V, も 前に も 云つた 樣に 皮は 自戈ビ 對立 
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關係 にある 神を 信じて ゐた 、そして 彼は 愛 ど 稱 する 誠に 都合よ きものを 持 出し c 
神 ^ . 調和せ ん ど した 〇 彼に W つては 彼の 信じて ゐる 神は 誠に 彼に 便利な 神で あ 
つれら ぅ 〇 故に | 面から 見れば 被は 神に 勝手な 注文を してゐ る〇勝 手な 注文は 
反抗の 一つの 形式で ある 〇 资 し 天地の 創造者た る 神は 愛で あるけれ r も 素より 
勝手なる 注文に 應する 方では ない 〇 彼 トルストイが 近代 人の なやみを 一身に 引 
ぅけて 神 VJ 自我 VJ の 間に 橋を 渡さん 苦心した が 彼は 自ら 自我の 岸に 立つて ゐ 
た爲に 失敗に 歸 して 氣の 毒な 最後を 遂げれ 事は 誠に 同情に 價 する 事では あるが 
彼の 誤 や 明かで ある o XJl 上見來 つた 所に よつて 神に 從はざ る 自我は 分裂から 破 
滅に向 ふ もので 自我は 畢竟 神に 服從す 可き ものである 事が 明らかになり 從 つて 
ニ イッ H や トル ス •トイの 立場の 誤 も 明か だ vj 思 ふが、 素 ど も w 彼等が 藝術 至上 主 
義に 立つた のが 誤りの 初めで あつれ 〇即ち 藝術は 神が 我等 人類に 賜へ る 必要な 
る惠 であ つれ ものを、 神を 離れた 人類は 之を 以 つて 神に 反抗す る 武器 どして しま 
つれので ある 〇爾 來藝 術なる 語は 著しく 其 意味を 變 じて 自我 又は 主 觀の產 物、 或 
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は 自我の 誇 ^ 云 ふ樣な 響を 傳ふ る樣 になつ てし 主つた ので ある。 故に 此藝術 を 
-238 奉じて 救を 探究す る VJ 云 ふ 事は 明かなる 失敗であつて 結局 自我の 反逆 位に 終る 
事は 旣に一 ー ィッエ、 トルストィの 塲 合に 明かに 現 はれて ゐ るので あ •る 〇故 に我绦 
は藝術 なる 語を 未だ 傲慢なる 自我の 群に ょつて 汚され ざ b し 以前の 意義に ょつ 
て 用 ふる 時に、 藝 術の 對象は 神な り W 何等の 躊躇 もな く 言 ひ 切る 事が 出来る 0 
以上 我等は 現代に 於け る藝 術の 進化 VJ 位置 VJ 意義 W を 論じ、 信仰生活の 神 中心 
主義に 立つて 之を 批判して 其眞意 義ど 其將に 取る 可き 位置を 示した ので あるが、 
更に 之を つ、 V めて 云へ ば 信仰生活が 人生の 全部で ある ど 云 ふので ある 。何等の 
撰擇な くして 人は 神 中心の 生活に 入らねば ならぬ .0 即ち 信仰生活が 必然で ある 
VJ いふので ある。 藝術は 此 生活の 內に あつて 最も 光榮 ある 役割. を 自由に 演 t* 可 
きもので ある ビ云 ふので ある 。か、 る 正當な 位置に あつての み 大藝 術が 生れ 全 
價 値を 發 揮して 來る ものである 〇神 中心の 世界は 統一 ど 調和の 世界で あるから 
である 〇 統一 ど調和なくして藝術の價値を認むるゎけには行かぬ〇自我の表現 
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たる 藝 術に ありて は それが 如何に 完全なる 表現であつて も 調和 統一て ふ藝 術の 
生命を 缺い てゐ る〇從 つて 高い 價値 判斷の 標準ょ b せ ば 至つて 低い もの どなつ 
てし^^ ふ 〇 

最後に 一言す る 事は 我等が 總 てのものを 批評す る 標準は 誠に 單純 であらね ぱ 
ならぬ vj 云 ふ 事で ある 〇即ち 「原始に 神 天地を 創造し 給へ 1 て ふ大斟 提に 他なら 
ぬ 0 神が 生きて 我等の 間に ® I き 給 ふて ふ 事を 忘れて は 我等の 論理は 全く 無意味 
の旦 愚かな ものに なつて しま ふ ^ 云 ふ 事を 記 臆せぬ ばな ち so 

終りに 生命の 問題に ついて 附加 へて おきたい 〇 

藝術 家は 藝術的 感興に 於け る 忘我の 狀態を 生命 夫 自身 ど 考へ 、か ゝる 生活 狀態 
の 充實を 念 w してゐ る w 云 ふ 事を 一寸 論じて 知いた が、 我々 人類の キヴス ト にょ 
b 與 へらる 可き 永遠の 生命 どは 决 して か ゝる發 作 的な ものでは 無い 。救は 永遠 
である 〇瞬間 的の もの、 裏に 在 b ど は 考 へる 事が 出來ぬ 〇キ リストは 永遠の 生 
命に 人る狀 態を 風の 吹く に 譬へ給 ふた 〇  . 實に眞 の 生命は 不斷 永遠の 力で ある 0 
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シオンの 大路 

神を 信じ キリストのから、 fr に 連ら なる の 光榮を 有する 人々 に C: つては、 た s へ 其 
人が 何等 藝術的 感興を 經驗せ る 事な し VJ 雖 も事實 VJ して 豐かな る 生命の 常に 流 
れてゐ るのを 知る ので ある 〇之が 永遠の 生命の 特色で ある 〇故に 主 キリストは 
云 ひ 給 ふた 「永生 VJ は 只 一人の 眞神な る爾 VJ 其 遺し i ィ H ス 、キリストを 識る 之な 
b € o 

天 正 五 年 七月 一一 十九 日 信 州 臼 田に 於て) 

三 藝 術の 鑑賞 

藝術が あれば 其 鑑賞が ある 〇後期 印象派の 人々 は‘ 藝術は 表現なら VJ 主張して 
ゐ る〇藝 術が 單なる 表現 夫 自身で ある 以上 或は 眞理の 表現で ある 以上 鑑賞は 必 
ヤ しも 必要な 藝術 の條 件では ないど 主張す る 人が あるか も 知れない 〇 然し 此處 
に考 へな けれ ぱなら ぬ 事は 藝 術は 表現を 必然的 條件 VJ して ゐる 事で ある 〇 表現 
が あれ ぱ必ヤ そこに 鑑賞が 起つて 來る〇 若し 藝術 家が 表現を 生命 ど して 鑑賞の 
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價値を 否定し 之を 民衆に 發表 する 事を 避けた vj する も :IJ: ハ 塲合藝 術 家 夫.： n 身が 同 
. P に 鑑賞 家を 兼ねて ゐる もので あつて 鑑賞の 否定は ごぅしても 徹底せ しむる 事 
が 出來な いので ある 0 藝術ど 其 鑑賞 どが かゝる 必然的 關係 にある ビ云ふ 事が 藝 
術の 價 値を 普遍的なら しむる 所以な ので ある。 

然らば 鑑賞 どは 何で あるか？ 總 ての 人類は 皆 藝術的 欲求を 與 へられて ゐる〇 
只 其 程度に 高低が あり 性質に 差異が ある 事は 論を 要しない 所で ある。 又 敎育が 
大いに 之 ど關聯 I てゐる 事 も 明な こビ である 〇即ち 人は 總べて 皆藝術 家 rj る 若 
干の 素質を 持つて ゐる ど 云 ふ 事が 出 來る〇 其の 藝術的 天分 即ち 藝術的 感受性の 
豐か にして 表現の 能力 ある ものは 藝術家 どなる 事が 出來 るが 之は 至つ て耖 ない。 
此處に 於て か殘 b の. 多數は 何ん S かして 此 欲求を 充た さなければ ならぬ 〇眾に 
藝術的 感興 豐か にして 只 表現を 他に 期待す る もの 或は 他の 表現に ょ b て 己が 藝 
術 的 感興を 喚起 一せ ん ミ する ものは 藝術的 鑑賞 家ビな るので ある 〇故に 我等 a 藝 
術襤賞 家を 表現せ ざる 藝術家 ど 呼ぶ に 躊躇し ない ものである 〇か く觀じ 來れば 
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シオンの 大路 

鑑賞 亦 優に 藝術む b 得る ど 云は ねばならぬ 〇從 つて 鑑賞 家の 期待す る對 象も藝 
術 家に 於け る ど 等しく 美ょ り善、善ょり贳にぅつり眞の解釋にょゎ二つの型に入 

b 得 可き 多くの 立塲に 分かれ 來つた 事は 毫も 疑な き 事で ある 〇か^ - > て 彼等 艦 

賞 家 も藝術 家 ど 共に 藝術 の宗敎 化に つ W め 己が 救を 其 〖所に 将ん どして， Q る 0 
藝術家 ど 鑑賞 家 VJ の 關係は 以上の 如くで あるから 從 つて 其 接 觸點 の奈邊 にあ 
る や も 則 かで ある 〇即ち 其 一點和 通 t' る 所の ものは 心 i 心 どの 共鳴で あらねば 
ならぬ 〇彼 S 夕—ナ I の ラスキンを 得て 始めて 世に 眞價を 知られた る、 力— ラィ 
ルの H マルソンに 於け る關 係の 如きは 明らかに 此事を 示して ゐる もので あつて、 
か、 る 塲合殊 に 痛切に 鑑賞の 價値を 思は しむる ものが ある 0 

故に 藝術の 普遍的 價 値を定 むる にあれ つて 鑑賞を 常； 要なる 要素 どす る 事は 常 
然でな ければ ならぬ 〇 即ち 藝術 家の 表現 せん VJ する 對象が 普遍的で あれば 夫れ 
丈け 其 ^ 術 的 鑑賞 家を 得る 事 も 又 普遍的で あつて 其 牛； 命 も 自ら 永遠 的で なけれ 
ぱなら ^ 〇我等は藝術の價値を其鑑賞者の數を以て决定しやぅどするもので一 
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ない a 然し 其れが 普遍的な 立塲 にある 塲 合に 其 結果 どして 必然に 普遍的に 人性 
の 要求に 應 へる 事が 出來 る ^ 云 ふので ある 〇 そして 其 所に 藝術 の價 値を 見る ミ 
云 ふので ある 〇舊 約の 詩人は 最も 普遍なる 眞理 たる. 創造者の 實在を 力の 限 b に 
歌つ む 〇其對 象が 斯の如 く 普遍であつた 故に 數千 年後の 今日に 於ても 毫 •も 國馍 
に禍 せられる 事な し. に 其 鑑賞 者を 有して ゐる 事は 充分 注 0 に價 するど 云は ねば 
ならぬ 〇即ち 空間 (數 、ょ b も 時間が 藝 術の價 値を 定める ど 云 ふ 事が 出來 る。 對象 
を 自我に vj つた 藝 術は 何ぅ であるか 〇近 代の 如き 自我の 價値 をのみ 認めて ゐる 
鑑賞 家に 取つて は 其 自我に 立つて ふ點に 於て 大いに 普遍的に 共鳴を 感ヤる .かも 
知れむ い 〇 し かし 惜い哉 自我の 內容は 全然 普遍的な •もので ないど 云 ふ 事は 0 我 
論者 ビ 雖 r も 之を 認めて ゐる 所であつて •か ゝる藝 術の 內容に 何等 共鳴の 起 b や 
ぅのない 事は 明らかな 事で ある 〇か X る藝術 の價 値は 云は すして 明かで ある ^ 
云は ねぱ ならぬ 〇 鑑賞の 價値を 否定す るのは 此 種 の 藝術家 の常ビ する 所で あつ 
て 皮專の 負け： S みの 云 ひ 草 ど 見る の 外は 無い。 我等は 鑑賞を も ^ 術 ビ 見て 全く 
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ンォ y の 人 路 

之を 同じ 態度を 以て 取扱 ふつ もりで ある 〇 茫 


四 詩篇と 萬 葉 

人類. の 文化は 遷 b 進んで 止る 所を 知る 事が 出來な い 〇萬 葉は 我國 上古 文明の 
遺產 であるが 故に 尊い ど 云 ふなら ば それは 未だ 盡 して ゐない 〇萬 葉の 價値は 今 
日 之を 讀む 我等に 卷を 措く 能は ざら しむる 何物 かを 藏 して ゐる 點に存 する 〇支 
那に 詩經が ある 〇同 じく 現代人の 胸底 深く 同感の 血を 湧かし むる に 足る 〇ギリ 
シャの イリァ ッド 、ォデ ッ セイ、 へ ブライの 詩篇 いづれ か 我等の 衷心に 訴へぬ もの 
が あら ふ 〇之を 只單に 「藝 術の 生命は 永し j の 一語を 以て 說 明し 得る であらぅ か。 

民族には 反 族 固有の 文明が あ b 藝術が ある 〇然し 其 文化な b 藝術な りが 盡く 
世界の 財產 W して 遺る わけでは ない 〇 詩篇 ビ 莴 葉 ^: は 數奇の 運命に 弄 ばれ 遂て 


.國を 失 ふ. に 至つた へ， フラィの 民族 VJ fe 取の 一島 ® に lil を 成せる 大和民族 ミ が 遺 
した 尊き 藝術 である 〇 共に 單純、 共に 卒直、 其 表現の 大膽 にして 自由な、 る 到底 技工 
的藝術 の 及ぶ 可から ざる 生命を 傳 へてゐ る〇 然し 之等兩 種の 詩歌が 今日に 深き 
共鳴を 起し 得た のは 表現 VJ 云 ふが 如き 形式の 點で なく 深き 內容に 基す るが 故で 
あつて、 其 內容が 眞に 生命に 觸れ 、從て 最も 雄 健潑. 测 たる 形式を 取る に 至らし めた 
が 爲め である ど 考へ るの が 至當の 事では なから ぅか 〇近 代の ロシアに 二 大藝術 
家が あつた 〇トル スト ィ ど ドス トィ H フス キーで ある 〇此刚 者は 藝称の 一一 方面 
を 代表して ゐるビ 見る 事が 出来る 〇卜伯 は 理想主義で あつて ド 氏は 现實 主義で 
ある 〇卜 伯は 現實の 世界を 理想の 世界に 引上げん どし、 ド 氏は 现實の 世界 ど 理想 
の 世界 ビの 別を 立てなかつた 〇理想 主義を 髙尙 なゎ ビ し现實 主義を 下等な bvj 
する は 素より 誤 b である 〇理 想は 人に よぅて 異 b 時 i 所に よつて 變ヤ る。 理想 
5 は必ヤ しも 世界人 類の 總てを 律す る 事が 出来ない 0 

現實を 以て 總て 醜惡な 〇 ど 斷じ 去る が 如きは 甚だしき 誤 見で ある 〇現實 には 
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醜 も あれば 美 も ある 〇善惡 VJ もに 存し てゐる 〇 理想の 世界を 幸 一,〗 V 現實の .世界ょ 
り 醜 W 惡どを 除き 去つて 理想の 世界を 現出し 得 VJ 考ふ るが 如きは 痴人の 夢た る 
にすぎない 〇現實 は 神の 創造し 支配し 給 ふ itf: 界 vj 知り 其の 內に 神の 榮を 見、 靈の 
輝きを ^ め 利が 如何にして 人を 動かし 人を 救 ひ 給 ふかを 見る のが 眞 の現實 主義 
である 〇現實 主義は 向然 であ り縛られる所が無い .0 以つて萬人を律し萬事に處 
する 事が 出 來る〇 理想主義は 不自然で あ b 不自 山で ある 〇卜 伯は 己が 理想の 實 
現せられ ざるに 惱むで 死し、 ド 氏は 迫 b 來る 現實の 苦しみを IM はす、 之を 以 つて 神 
の 負は せ 給. ふ 十字架 どして ょく 忍 從の牛 ；涯を完ぅしれ0 

詩篇 ど 萬 葉には 理想がない 〇現實 に 即して 悲 .しみ； 喜び、 祈 り、 感謝して ゐる 故に 
自出 にして 窮屈す る 所がない 〇 故に 數千牢 の 後世に 愛誦せられ 同感せられ る 事 
が 出來る 〇詩經 ど雖も 同 樣に云 へないで あらぅ か 〇 

詩篇 w 萬 葉は 共に 現！：：； を 歌 ふ ど 云 ふ 點に 於て 一致して ゐる〇 しかし 向ら 異る 
所がな け •れぱ ならない 0 


詩篇の fs の は 紀元前 二三 世紀の 事で あるが 其の 作ら SS 紀元前 九 
.世紀 頃から 三 世紀 頃の 問に ある、 即ち 今より 二 千 八 百年 乃至 二 千 三百 年 位の 問に 
ある 〇 萬 葉に 至つては 恰んご 千年を 出で ない 〇 今 萬 葉を 外國語 に P して 萬國の 
.民に よませる V」 しれら 果して 我等 日本人が 味 ふ 事の 出來る 程の 興味 墓 抓が 生 
命を 彼等に 與 へる 事が 出來 やぅ か。 之は 素より 大 なる 疑問で ある。 詩？ て も 
其 原文 ニ ブラィ 語) に 於て は 其 韻律 高 律の— の S れるが 故に 内容の 大ビ— 
つて眞 に遺铖 なき 森厳 雄大の 趣を 致す ので あるから 之を 外國 語に 譯 しては 到底 
其面影を髡㈣する事の出來ないのは自明の事ビ云はなければなら 〇 〇然しそれ 
にも 枸らす 詩篇は 現在 萬國の 語に て 萬 民に 愛誦せられ 豐か なる 生命を 寄與 する 
事が 出来る のは 他に 大 なる 埋由が なければ ならない 〇 云 ふ f なく 詩篇は 現實 
の 根底 “る活ける創造主の前に馏伏し « ほし、哀賊し、感謝し、_喊し、歡喜しれ人間 
，，の 聲で ある 〇 創造主を しらざる 日本人の 心に此 現 rf の 世界の 全部を 見る 事の 出 
來なか つたのは 止む を ' f^ ない 事であつて、 爲 めに 萬 葉 U 大和 . R /JX の 現边 生活を 超 
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越ず る 事の 出來な いもの VJ なつて しまつた 〇然 るに 詩篇に 至つ ては 其獨一 神を 
禮幷す る 事に ょつて、 民族の 生活を 超越して 猶ほ 民族の 現 K の 生活を 抱 合する 事 
の 出來る 事を 現は してゐ る もので あつて、 之れ やがて 人間を 離れる 事が 出來な い 
藝 術の 普遍性が 如何に 弱めら る、 かを 證明す る もの VJ 云は ねばならぬ 0 

信仰の 生活を 以 つて 一つの 理想 世界の 生活 なす ものが ある、 誤れる の 甚だし 
きもの £ 云は ねぱな ら Q o 神が 活 きて 世を 支配し 給 ふ 事は 現實 の事實 であつて 
决 して 思怨觀 念では ない 〇 此現實 の 大事 實を 逸して は 現實は 畢竟 现實 でな くな 
つてし まふ 〇 詩篇に 理想がない ど は此 謂であつて やがて 現實の 世界に 生活す る 
萬國萬 世の 民の 力 どなり 其 現實 生活を 指導す る 所以‘ である 〇 

萬 葉が 人の 情緒 生活に 訴ふ る所强 きに か X わらす 人の 現實 生活を 動かす 事の 
出來 ない のは 此大實 在に 觸れ てゐな いからで ある 〇萬 葉は 神を しらざる 人の现 
實 生活で あ b、 詩篇は 神を ® るゝ 者の 現實 生活で ある 〇萬 葉は 現 * ev を 肯定 1- るに 
JF: i り、 詩篇は あらゆる 現實を 肯定し 旦つ救 濟する 力を 明示して 居る VI 云は ねば 


なち〇〇 

萬 葉の 底を 貫流す る ものは 希望な き 享樂 S 悲哀で あ b、 詩篇を 徹する ものは 歡 
喜 w 希望 ど である 。詩. 篇は實 に 神の 活きて 支配し 給 ふを 最も 明かに 現は す 人 ® 
の 歌で ある 0  天 正 六 年 六月 二十四日) 


、王を 匯み畏 る、 道は 淸 くして 世々 1C 絕ゅる ことなし。 

: .  (詩 十九 篇九- 
敬彘の 姿に まさ <> 美 (2 あら じ Q 

いつ  <し み 

ぃと 高き 表の 愛を 蒙る が 故に^^^  し r 

(詩 廿一 i? 七 節) 

主の 力に ^ れば 'y 力 じ 0  r\  V  ^  > 
詩廿二 篇の # れた るを 思 ふ 〇 いみし くも 瞅へる 恨みの 
_ -,-~を !)|1 |みっ-主に求め終に頌榮に 
がる 〇亳も 主 觀の かげを 止めず、 wsuty  cf Q od 明に し W 
ぽ を m ふの 餘地な し 〇 弱き 人の / *L なる 人の すぐれたる‘ ^ 
な lo‘c 大正 六 年 一月 四日の 日 IE よ = ) 


第 四 焦 ffr 仰 溢 首 
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レォンのた洛 


母ゐ まさ vr る 新年を 迎 ふ〇种 三 兄 上の 病を M 遣 ふ 0 
主は 我 望な り 生命な 9、 我に 野心な く fl- 窩な く拘 負な 
し、 新# も舊十 の 如く 我に 於て 一な リ〇 我に 願 あ y、 
昨の 願に 同じ、 主 或は 我 頭を 許し 給は ん或は 許し 給は 
♦さらん 〇總て 感謝して 受けん のみ 〇願 とは 一 寮に 主の 
聖名に ょる 愚擧を なさん 事、 ニ パウロの 硏究 、三 友人 
の 或 者に 福音を 搏 ふる 寧 O  C 大芷四 平 元 丑の 日記) . 


\ 


詩 


第五 篇  祈禱の 


ろ 


祈 ¥ なる 言の葉い VJ vr 足ら ざれ ご 之に 
主され る 言の なければ 


J 


253 


雪 の 朝 

相 校の， 洋に 朔風す さび 
葉 山の 里に 雪霏々 V」 舞. ふ、 

山樓に 座して 雪に かすむ 
森 VJ 町 VJ を 1 をろ せ ば 
胡の 海は 暗く して 
北の 廣野の 面影 ぁ ぅ〇 

我靈 、何ぞ 之を 戀ふ るの 甚しき や 
我 靈、 何ぞ 雪に 喜ぶ や 
靜に 跪きて 祈り すれば 

第五 篇祈禱 のこ、 ろ 


V 
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シオ > o 大路 

天 Vi 地 VJ 肉、 空しく して 

我た ま 漂渺の 靈 W にれ ^ ょふ 0 

た VJ へ 難き の 愛は 我を つ i み 
みちれ る 思 VJ 平安の 海の 
底に 二 線の 泉 湧く、 

一は 沸々 どして 音 も 高  /\ 

一 ii 音な くして 縷 ビ 續く 
生命の 泉 VJ M の 泉な ぅ〇 

(大正 二 年 十二月 十六 日 葉 山に 

いのり  / 

聖璧に |> ふる ゝ 


て 


榮 光の 頌 のた ふ ミき 

み. つか ひ VJ 聖徒 等の 
fc i えに 和す 
. ■父 ど 子ど聖| 靈に一 
榮一光 一 あ 一れ 

元始に あ 1 今 | あぅ 

世々 かぎりなく 在る 一な 1 

«  • 

K I メン 

白光 まは ゆき 

みさかえ の國は ひらけた-^ 

.  薰 物の けぶり 

i 

5^ ^ ましい をめ ぐ^' ての ぼる 
2 

こぼる V 杯に 心な C み 

锒五篱 祈 鑄の こ、 ろ 


シオ X の 大路 

一向 惠 念の いの b わく。 

2  はじめ あり 
い<^ あ b 
ょ、 かぎ. -O'  なき 
聖榮の 主ょ Q 

我が 主を 仰ぎ奉りて 

我が 主を 仰ぎ まつる に 主 さる 幸は あら じ 
病 重り ゆく 事は ぁ‘ び 
使命 果？ で 終る 日は あらむ 
母は なげき 友は かこたむ 
一の 願 ひき かれ ざら む 


% 
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され ^ 、 主は 今に 至る 迄 ® き 給 ふ 
わがた めな やみ 給 ひし 主の 
かたへ に 立ち 給 ふを 仰ぎて 
我に 久 違の 喜び あふれ 
未だ 知らざる 望 湧く 
實に 主を 仰ぐ に まさる 幸は あら じ 0 

(病床に て、 大正 四苹三 月 二 日) 

砂丘の ヒ にて 

初秋の 月は ぅす 雲を 出で、 は 入る、 

凉 しき 夜 氣に袂 ふかせて 
砂丘の 上に ぅねる 道を 行けば 

第五 篇祈禱 のこ、 る 


268 


ン オン 0 大路 
松林の かげは 小ぐ らく 
叢は あ bvj ある 秋の 歌に 滿 てり。 

鈴蟲の やさしき 調べは い ?£ 妙に 
なべての 樂の 主調 奏で i 絕 ぇては つ V' く、 
こ ほろ ぎ ど 名 もしら S 虫の 聲々 よ 
汝が心 無の 歌は 如何 なれば かく 
悲しく も麗 はしき 思 出を 送る ぞ〇 
相 摸の 海のは どぅ、 木立 深き 山の 上に 
只 一穂の 寒燈を 友ビし 
祈 b に 暮らせし 秋の 夜を 思 ふ、 

ゆた けく も 平安け き 日な りしよ 
きこ ゆるは 汝が漀 W 渚 打つ 波の音 
きこえ まつる は 父なる 聖神〇 


嫵 
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虫の 音を 踏み分けて  ' 

我等は 砂丘の 盡 くる 所に 着きぬ、 

海は 夜の 灰色に つ i まれて 平和に ねむ b 
•廣き 濱邊は 音 もな く 寄す る 波に 
ほの 白 {ふち 、 ^' らる X を 見る のみ 〇 
若き 人々 は 砂に 座して 
見 1Q 世の 望み や此 世の 願を 語り合 ひ 
美く しの 自然に ぁくが れ 
聖き 喜に 月の 傾く を 忘れん どす 0 
此の 淸き 所ぅる はしき 時に 
天の 父に 祈る は 如何に ふさは しき 哉、 

こ VJ  く 祈りぬ 

聖歌は 高く ひ、 V きぬ f 見 IQ 世の 國の 春の 歌 〇 

第五 篇 祈} i のこ x ろ 


-^t)U 


.ゾォ ンの 大瑚  . 

歌 ひ ■つ X 我は 未だ 抱きし 事な き 聖けき 望の 
ふ VJ 我 胸に きざす を 見た b 
そは 我 主に まみ ゆる 日の 事な，^ 

胸の 小琴 はれ かく ふる ひて 
喜 S 望は 溢れ出 でん VJ す 
幸なる かな 主に囚 へられし 人 々〇 
我等は みな 歡喜 W 希望に 滿ちて 
虫の ねさ ゆる 秋の 野を 後に 
ねむれる 町に 歸り ゆきぬ 0 

(大正 四 年 八月 廿一 日夜 四 人に て 新 潟 海濱の 砂丘を 行く) 

£  上  ょり 


西の 山な み. に、 入日の なご 
ゎづか にはえ て 
くれゆく そらを 
淺間 はくらく 
けむ ぅ ゆらめく 〇 
千 曲 川原の、 水 音 さやに 
水は な 主 b 色に 
ひか b て 遠し、 

村々 の 灯は 
夕 もやの そこに 
ひらめき そめて 
ゆめの 國 
いま ひろ C る、 

第五篇靳禱のこ-*ろ 
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ンオン 〇 大法 

ぶ i 我心は  . 

天地の 神秘に 
も だして 淚ぐ みぬ 0 

(大 1£ 五： 卞六 月廿五 3 

■  # 

;  友 

友 i あるは 我よ き 願 
胸た か 4 鳴り 合せ 
もの 語る よろこびよ、 

' li JM {ある もしら まじ 

主に ぁ b て 一つな れば〇 
S されて あめに 歸 i ビも 


十- 、 


悲し « は 我い はじ、 

され Vi 

主 の 御牧よう 

また 迷 ひ 出し 友を みて 

狠 XV なくな やみいた めれ 〇 


(大正 五 年 七月 十八 日〕 


26 


飯 山 j£ 受铌 K て 牛 山 氏、 Y 女と 余と 三人 祈れる C き 庭前 
見て 詠める 歌 


なき 父の めでに し 
白は ぎの さびし さ 

第五 篇祈 鑄の こ 1. る 
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シオン C)' 大路 
しづけ きい ほ りの 
にはに みだれて 
欣 仰の 人の 心に 通 ふ 〇 

しらはぎ の 心は 
こ ほろ ぎのぅ n 

'  一 

そこにい のる 

友の なつかしく 
なきち、 のめで にし 
白は ぎの 花の さびし さ 〇 

(大正 五 年 九月 十四日) 


- V 


I 

5 

6 
2 


旅人の，” 

入道雲 


I こ 


高原の 

そら あ ^ み 

白雲の 
わきの ばる 〇 
むな ぞこに 
湧き おこる 
感激の 
奇しき 力 か、 

は ^ ますら をの 
れ けき 思 か、 

雲 見れば 

第五 篇祈禱 のこ k ろ 
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レオ〆 の A: ^ 


>i> 高鳴る 〇 


のぞみ 

夕 ぐれの さびしら に 

たびの ぅれ ひ 

たましい の 歎き 聞か る、 0 


(大正 五 年 七月 十九 日〕 


ゆく へしら で 
ひど b 沙漠に や ir る 
旅人の なげきな bo 


/ 
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あめの 聖父 
愛の ち また よ b 
みちびきれまひね〇 

旅び ^ は しら す 
聖父 かたり 給は す 
火の 山は けぶ る 〇 

星の また、 きは 旅人の ぅれ ひ 
みさかえ の ひか b のみ 
れ び 人の 望なる、 

しめ 

み ち-^曾 示します 迄 
1C び 八は 默し てあらん 

第五 篇祈鑄 のこ X ろ 
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シオン 〇大駱 

f c sr にみ かほ 仰ぎ まつ b -r o 

(同 七月 廿二 n) 

# 

千 曲 川原に 立ちて 

夕され ば 川の 瀨 ご よみ ほの ぐ ど 川原を 掩 ひて 月見ぐ さ 咲く 
川 水の 白ぅ 光れる む そがれを ほのかに に ほふ 月見ぐ さか も 

(同 七月 廿 五日〕 

I  4 

一 人た び 

を さなき 兒 
ねむれ b 


どこし への 故 鄕に〇 
旅 fr ちしち ご 
父母に わかれて 
ゆきし 兒の 
蠟 色のを も わに 
みく にのやす き 
n -^3 力 ^ や 


〇 


1 


ぜ 


3 


女 


9 

6 

2 


むし 暑い、 高原の 夕、 

太陽は 亦々 VJ、 さびた 家な みを 照して る。 
十人ぱ かりの 瞥 女の ^ が 


第五 篇祈 _ のこ、 ろ 
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レオ X の 大路 

足袋 も 脚紳も 白く して 
あはた ! C' しく 通つ て 行く 〇 
一番し i いの 少さい 子の、 
三味は 持たない が 
やはり 人並の 大きな 笠に 
靑い一 ■束の 菜を 背負って 
先立ちの 脊の 荷を 探 b ながら 
莆い 足を 後れまい ど 
ついて 行く のが 
まれな くわび しげに 0 
はかない 人生の 旅人ら ょ 
知 前たち は 
何を あてに して 


✓ 
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I 


何處を さして 急ぐ ¢7)- か 0 

嗚呼、 

淺 間の 煙が 赤い。 

(大正 五平 七月 十六 日 淋しい H 曜の 夕〕 

.  I 

碓氷峠に‘ 立ちて 

■» 

r 五 夜の 月が  '  . 

關東 平野の 末から 出て 來 no 
鳥の 毛の 樣な 雲が 
美く しくれ なびく、 

いぶした 銀 板の 
はてしない 平原の 中に 

第五 篇祈鵡 のこ、 ろ 


I 
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シオンの 大路 

利根の 流れが 
ひか り輝 いて 

うね^— ど 空に 上つ てゐ る 〇 
靜かな 空を 仰いで ゐる VJ 
胸の 黃 金の 宮に 
何物 ゼ も 知れす 

す、 b 泣いて ゐる のが 知れる 0 
r 悲しみ」 rr らう か、 

「淋し さ」 だら うか、 ， 

それ VJ も 「よろこび j だら うか、 
私は 知らない 

私は そのむ せぶ に まかせて 
睢だ忆 まつて 


273 


空を 仰いて 立つ てゐる 〇  • 

(八月  三 n) 

•  .  / 

身 * 

霧の 國 

音 もな. く 立 こむ る 
霧の 國は 神秘の，% 

見る も. のは 樅の 樹のゆ め 
ぅ C くもの もな き 

V 

し ^ まの II こそ 
まれな くた ぅど けれ 〇 

谷 ふかき 彼方ょ b 

- 

第五 篇祈禱 仏こ、 ろ 


シオ V の 大路 

斑鳩の 奇し きぅた 漂 ふ、 

千年 経し 老樹のぅ ろに 
こも b たる 原始の 森の 
なげきの 歌の 胸に しむ 〇 

歌 やみて、 又み、 に 入る ものな し 
なごやか にも ゆた けき 
き b の國 は. 

息を こらす 敬虔の； 子の 
欣 仰のす がれに も 似た b® 

m 

黑い 小鳥. 


一 


% 
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% 


手紙を 書いて ゐる VJ 

障 T にはげ しぐ あ，；；！ る ものが ある 〇 

のぞいて 見れば 

翅の 長い 小さな 鳥が 

雨に そぼぬ れて 

すくんで ゐる〇 

やみの 眞 夜中を 

光を 慕つ て來た 小鳥ょ  . 
深い霧が 邪魔を して 
お前を 巢に歸 さなかつた の 6 
さあさあ おは 入， 〇 
雨 も 霧 も來な い 此 部屋で 
ぁけぼの i 光が 

m 五篇 祈藏の こ X ろ， 


麟 
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シオンの 大路 

希望の 國から 漂つ てく るまで 
しづかに 待つて ゐるが ょい 〇 

. P 一 n 夜半} 

丨字 架を 貢 ひて 

私を 要する 人が あれば 
弱い 人に も强い 人に も 
時 ある 限り 力 ある 限 b 
薪 も 運ばぅ 
筆 も 執ら  5  • 

淚も 注ぐ を惜 むまい。 

助を 與 へん ど 待つ 人が あれ li: 


2  77 - 


華 


愛 も 受け やう 

'  -  .  -  * 

力 も fsf らう 0  、 

'  _  -  \  户，  . 

病を 送ら るれば 

忍びて 主の み 手の 動く を 待 C う  - 
うれ ひもな やみ も 

主の むめに 忍ばう 〇  -  ン 

主に 從ふ 身は 

淀 V* 主義に か k わらす 

た ^ 十字架の めぐみを 思 ふ 〇 

(卄驵 日) 

# 

第五 篇 祈禱の こ-. ろ 


t 
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シオンの 大路 

./ 

梅. 改に二 あ b、 神の 大 前に 於て するど— の 良心に ^ して 
爲す ど 之な り〇 ペナ ロが ガリラヤ湖 邊 にて 成せる 「主ょ 我を 
去 b 給へ 我は 罪人な bj ごの 吿白は 前者な 卜、 獄中の 囚人の 
狀 は 後者な bo 前者は 神に 歸 り 後者は 自己に 歸る〇 罪の 源 此 
處に存 す 〇  ( 大正 六 年 二月 九日の 日記)  ‘ 


第六篇 書 簡 


集 


故鄕の 友へ 

前略  ，  ' 

僕を つ X む 自然は、 誠に 意味 深く、 美は しき、 天啓に 滿ち たもので あるが、 僕の まわ ぴ の 梢 神 界は 
何う だら う 0  •  . 

僕は 全く 孤軍 重 圍の內 に 最後の 勝利を 期して 勇 戰奮鬪 して 居る。 あ ▲! 信仰に よりて 立ちし、 美 
にして 健なる わが 校の 校風は 今 や 汚濁なる 時代の デ ヵタ ン思 潮に 荒されん として W る〇僕 たる もの 何.— 
ぞ堪へ ん ◦校の 內外 殊に わが 惠廸 寮は 筲に懷 疑の 風 か 滿ち^ .て 居る、. 何者を も 信ぜ ざ 6 惡魔の 信仰 ♦か 
彼等の 信條で ある 〇彼 等は これを 以て 自ら 醜め たる 靑年 なりと 信じて 盛んに 個人主義を 振り まは して 
居る。 あ、！ 禍なる 哉 彼等は 絕對を 信ぜざる が 故に、 何が # に して 何が 惡な るかを 區 別し 得べ から ざ 
る ものな りと 云つ て 居る ◦是 程暗黑 極る 人生 觀が 今日の 靑 年の 頭を 腐らして 尻る の だもの 堕落 一方なら 
ざるを 得ないで ないか 。邦家の 將來 は實に 寒心に 堪へな い 〇  ,  , 

明白なる 眞理を 疑は しむる のは 恧魔の 常 手段で ある 〇懷疑 もよ からう、 煩悶 も 佳な り、 隹こ n. らは 
光明に 至る 道程た るに 於て 始めて 意義と 價値 とを 生ずる ので ある 〇 懐疑 煩悶 それ 自身を 以て 誇る に 至つ 
ては われ 又 何を か 云 はんや だ 〇此 間に あつて 僕は 敎授 でも、 同輩で も 何ら 遠慮す る 所は ない 言論に 於て 
宵. 行に 於て、 どし^^ 戰つて 居る、 軒！ m に 祈れ o( 札 i より.' 
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大西狷 介 氏 宛 封書 

G 明 殆四 十四 缶 七月 北海道 天 囉 •山中ょ U 

長々 例の 御無沙汰を 致し i した 〇其梓 二人れ 子供 方は 達者に な bi しれ か、 父 ^ 吳 ひし 當時同 
情に 滿 つる 慰め V」 御 愛 兒の病 氣の報 VT を 齋 らした 御芊 紙を 受取つ fc 時、 言 ひ 難き 思に 滿れ されて 
_ だ 我が 愛なる 神に 祈る の 外はぁりませんで し no 私は 實際 ぁの 最も 悲しき 時 以来、 神に 一層 近 
づいれ 樣な氣 が 致します 0 早速 返事を 出そう、 一十 供 方の 安否を 見舞 ふ ど 思 ひつ、、 又 去らん ? f: す 
る 父が いまは 迄、 小生の 事の みを 思 ひつめ て居忆 親心 か C 推し量つて、 兄の 小 供 方に S する 御 心 
配の 如何に 大な るかを 考へ つ \ 附 だ 朝夕 斬 b ました、 然し r うしても 手紙を 齊 く氣 になれ ませ 
んで した 〇 それで 今日に 至 つれので す、 r うか 免して 下さい 0私は父が世を去るまで實際「悲」ど 
言 ふ 事を 知 せんでした、 此一 .悲」 を 深く 昧つれ Sg めて 我 磐の 如何に 温く して 堅き か ^ わか b 
ました 〇 今迄 全く わか k lo p では 無 かつ n が、 此時 こそ ひし ビ胸 にこた へて 悲の淚 w 共に 威 謝の 
淚が溢 れ 出ました 〇 神は 私に 此大 なる 機 曾を 與へ給 ひましれ、 此機 曾に 由つて 神の 御 胸の 奥底に 
淚の顏 を 押し 當て 、心 ゆく ばかり、 御 慈愛に 浴す る こ S が 出來 i した 〇此大 なる 悲 この 胸の 塊、 
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シオン »o 大嫌  .  ， 

我が 主なら で 誰が 直して 下さる でせ う、 私が 若しも 主を. 知らな かつたら 實に 危險 でした、 是も亦 
感 ^ の 種で し ^ 〇 私は 此時 こそ 實驗 的に 靈魂の 不滅を 知 n£> まし ^ 、 今迄の は 唯 ^ 聞 いてそう だら 
う ^ 信じて 居た のでした、 理論で しむが、 今度のは ^ うしても 信诂ざ るを 得ない のです、 實に私 
を 極 愛して 居れ 其 愛 誠、 其 人格、 靈 、それが V. うして 肉體の 生理 作用の 停止 ? £ 共に 無くなる 樣な 
事 V 有 b.. ませう、 其 停止せ ん 2: する 最後の 瞬間まで 私の 事を 思つて 居た 其 li がぐ フ して 一瞬の 後 
に 無に 歸 する 樣な 事が ありませ う、 唯忆物 .質的に 考へれ ばかりで も 靈の不 滅は 私に 奴つて は實に 
確 實で ありま T or x: の靈は 今 如何なる 狀態に 在る かは、 唯 tr 神に 任せ 奉る よ b 外はありません、 
然し 父は 私の 事を 今 も 更に 明かに して 誤りな き 靈眼を 以て 見て 居る 事は K に 確實 であ b ます、 私 
は 唯 fr 人ら しく 神に 人に 對 して 行けば 父は S びます 〇 私は 益々 振つ て 人に な b ます、 何處 まで も 
や う ます 〇 私は r 神の 如く 完全な らんが 爲めに 神の @ けに 由り ベストを 盡 します、 然し是 は 人 
VJ して ^ あ b. ます、 神に 對 しては 唯 ^ 聖旨の であります、 私は 此矛盾 したやう で 矛盾し ない 
二つ の 道に より 始めて、 神に 至る こどが 出来る VJ 信じます、 私は M 處ま でも 頑固な キリストの 業 
であります 。も 一つ 敎 へられ- ました、 それは 同情の 價値 であ b ます 〇 悲報 こ 妾して 胸の 塊で 鉛の 
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やうな 時に 日曜 學校の 先生方に 由って 催された 父の 追悼 曾に 現は れた深 き 同情は 確かに 此 悲しみ 
を輕 くしました 〇 或晚 、私は 悲しみに 堪 へす 祈 b ました 時、 ふ ど 主の 御 同情の 深き を 思 ひ、 此短 
かき 人生を 少 さき 欲望 S 滿足に ょ b て滿足 する こどの 愚か さを 考へ 、此貴 き 生涯を 悲 める 人々 に 
捧げて 之を 慰め 豐なる 同情を 與 へんには ど 心に 思 ひ 定めた のでした、 た ; £ へ 位置 や 職業の 如何に 
係は ら す、 夫れ が 出 來るど 信す るので す、 •此爲 め 殊に 祈って 下さい 〇  新 潟の 敎況は 如何です 
か、 札 131 は 一向 振 ひません、 牧師が 缺 員で 長老が 病氣保 養 中で あるので 不振 fr i Q ふので は 有り 
ません、 信者が 少ない 1 一ー ロ ふので も敎 曾の 事業が 不振 忆 1 一ー ロ ふので もありません、 信者の 數なん 
か 何う でもょ い、 唯 だ 眞が 信ずが 甚だ 多から ぬ VJ 思 ふので す 〇 主 キリストを 極 愛し、 其 御 許に 到 
らむ ど Longinw する 者の 少ない 事で あ b ます、 形式的 信者、 是が何 で キリストの 僕で ありませ 
う、 た ど へ 今の 狀態が ' r うで あらう ど 夫れ は 言 ひませ ん 、主は 許し 給 ひます 〇 けれど 其 目標を 放 
れて 居たら 夫れ は大聲 疾呼す 可き 時では 有りますまい か、 野に 叫ぶ 人の 聲が必 要では 有りません 
か、 憤は 罪惡の 一種 だ w 叱られら かも 知れません、 私 もそう 思 ひます が、 私は 且祈 b 旦叫 
ばざる を 得ません、 實に キリストを 誤 まる 者は 所謂 クリス チヤンで あ b ます、 傳道 ど 謂て 必すし 
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も 敎義を 簿ふる 事では 無い ど 思 ひ i す、 キリストを 人に 紹介す る 事では 無， いでせ うか、 如何なる 
人 も キリストの 御 人格に 接」 て、 主に 從は ない 人が 有 b ませう か、 要は 吾々 の 人格を 通して 第三 
者に キリストの 人格を 深く 印す るに ある、 長く か、 るか も 知れない、 い. や、 長く か、 るが 我 M で 
ある、 急 制 衣 威 情 的 クリスチャンが 多い から、 眞の クリスチャンが 少ない のでは 有 4>ま .すまい か 〇 
以上の 樣な說 敎を去 日曜の 晚、 藝日 の^ I® に 立つて 述べました、. 今は 實に祈 る 可き 時、 振 ひ 起つ 
Y き 時で あ す 〇 只今は 天_ の 山中に 俗世を^! した 處女 林の 內、 豐なる 主の 御手の 業に 思 ふ 
樣 、主の 靈ど 愛 ど 大能 ど を 採つて 居ます 〇 一 昨日 測最隊 に 加は つて 留萠上 流の 北海 炭 鑛 汽船會 
社の 鑛區の 測量を やる のです、 j 兩 日中に 立派な 測量 師に成 る 筈です、 原始的の 生活 ど 神聖なる 
勞働 は實に 吾人に 黑き 影な き 快樂 を與 へます 〇 山鳩が 森の 魔の やうに 鳴きます、 私は 此聲が 大好 
きです、 川床には 炭層が 露出して 居ます、 こんな 大自然は 內 地の 何處 にあり ませう 〇 弘文 t?J b (c 
此エデ ンの 園に ひ ^ く 主の 聖聲に 耳 かたむけて 居ます、 九月には 汗の 價ど 溢る i 主の 愛 どを 齋ら 
して；^ へ歸へ b.、 腐り かけ ^ 基® に 又た 校風に 原始の 息を 吹き込む 積 うです 祈つて 下さい、 
も 一週間 もす れぱ现 在の 山中の 一つ 家から 更に 深い 山に 入つて 天幕 生活に 移る 答です が 名 泡 } i 表 


285 - 


記の ま、 でよ ろしい のです 〇御近 狀を 承り 度い VJ 思 ひます 〇 

3在朝鮮加；勝喜 .''--. ;氏(兄君〕宛封鲁 
G 大正 H* 年 一月 五 ^:湘由 森 3 浦の 磯上に て認む 

。皆々 樣御 起；^; 一: 渡らせられ 候 や、 年賀 狀も戴 かす 候た め懸恁 致 居候 處 、今朝 勉三兄 上 
よりの 御 報に よれば 二 男 御 命名 VJ の 事に て御變 うなき 事 £ 女心 仕り 候 〇 
湘 南の 今日 此頃は 晴天 打つ、 V き、 梅は 盛を 過ぎ 椿の 花 ボト^- ど 地に”； 洛ち 敷き、 寒中 旣に 春の 
便りを： 一く 思 有 之 候 〇 されば 此處 相模洋 4V 興 して 砂上に 座せば 紐# の 海に 細波 もな く 紫 帆 點 々 VJ 
して 走り、 形 ばか うの 波 細 砂の さ、 やきを 起す ばかりにて、 漁夫の 高 # 海面を 傳 うて 來るな ご 旬 
に畫 中に 在る の 思 有 之 候〇斯 かる 平和のう ちに 總てを 神に 委ね まつりて 明日の 事を 思 ふ 煩 ふ 事 も 
なく 日を 過し 候 〇 昨日 橫濱 より 来訪の 高 橋 君 ど 長者 ヶ崎に 遊び心 ゆく はか b 相揹洋 の 風光を 
賞し 三 浦 f の 春を 味 ひ 申 候〇斯 かる 際斯か る 境に 兄 上樣？ 晨 ^' 人事に つきて 語り 暮らす を 得 
ぼ奈か ばか b の 喜びなら むな V」 相 考へ申 候 〇 

•V,  / 

偖て 小生 事 近頃 自分ながら も甚忆 意外なる 計 企を 相 立て ItJ 候 〇 素より 是が非でも f 次第に 
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は 御座 無く 候へ ば 何卒 御意 見 伺 度、 小生 も 此上熟 考 仕る ベぐ 候 〇 其は 別事に 無 之、 * 臉大阪 朝日 
に 京都 法 大敎授 河 田嗣郞 氏が 目下 獨 乙に 留學 中なる が 昨 夏 ブラジルに 移民 画 研究 (7> ため 渡航 さ 
れ たる 際の 調査 事項の 蓄 掲載 有 之、 大に巴 西 C 業の 有望なる を 知^讓 後 同地 方へ 發展の 志望 
を 起て 候 〇 實は其 後 自己の 健康 狀態を 霜 察 致し學 究たる 事の 不 nr 能なる を 悟 ぅ、 旦は宫 吏 w して 
生涯 自由を 抱朿せ らる 、生活は 湛へが たき 所 なれ ぼ、 出來 得べ くん ば 滿洲 (_} 朝蚌 (果樹〕 少 { 
ども 北^! に II 塲の 經營を 試み 度く ? £: 存じ 居りし 事 VJ て、 此方 面に 大 なる 興味を 威 じたる 次第に 
有 之 候 〇且は 我 國の一 :家經 濟ょ b 見る も 有識者の 海外 辞 農は 目下の 急務 ビ 存せ られ候 〇 

•  ♦  ^  -  J  A  r <v. .  ■ 

然るに 他方 目下の 容體を 思 ふに* E 轉地以 來旣に 半 歲を經 過 致し 候へ、 V」 も 未だ il •量の 增 加を 見 
たるの みに して 水泡 音の 减少を 見す、 果して 九月 迄に 修學し 得る狀 態に 恢復すべき や 否やは 疑問 
基 一口は ざるを 得ざる 次第に 御座 候、 若し 然 b ビ せ ば 小生に ど ぅ て 之に 越した る 苦痛 無 之 候 〇 然る 

I 

處玆に 人 あり 小生の 如き 病氣 に經 驗淺 からざる 人に 候が 同氏の 言 ふ 所に ょれば 航海は 最も 妙な b 
VJ の 事に て、 小生 卒業後の 南米 行 希望を 語る や、 「大に 可む f 〔辇ろ 今年 直ちに 行きて は 如何」 ど 
の 事に、 小生 も大に 意 動き、 直ちに 井上 叔父 樣に御 相談 致候處 多大の 贊成を ® し、 若し 彌々 行ぐ 
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ど なら ぼ 移 R fr 社に 傭 ふ 桴周旋 すべく 十中八九は 可能な らん ざの 事に 御座 候 〇 尤も 小生は 來學年 
を 今ー ヶ年 休學の f 丨 、見 學の名 義 にて i 致し、 # 社の 仕事を や b ながら 先方の 農業 萬 情を 
研究 致 L、 其 上に て歸國 復校 致し 候へ ぱ牛 >た學 問 ^ も 相 成 b 洵に面 臼から む ざ 存じ 候 0 若し ま 
た 都合ょ くば 其 留るも 亦 可な らん か ビ被考 候 〇 直に 歸る H する A 往復 六ヶ 月の 航海 (伊 度萍 
ょ b 希筠峰 經由大 西, ii ) は 健康には 絕好な るべ く、 後の方 針に 多大の 利益を 與へ 钍 っ. は 
同地に ての 調査 事項 全： W 論文， とせば 更に 妙な らん S 相考へ 候〇叔 父樣 は學 生の 見學ざ して 巾 込 
む なれ K 會社は 喜んで 承諾 4 るな らん ビ 申し 居られ 候 〇 勿 f4 九月に な b 健 画 復の曉 は 歸校 のこ 
w 小生 最善の 希望には 候へ V」 も 大にセ シル •口り スを氣 取りて 世界的の 活動を 試み ば 頑强 なる 健 
體を 得る こど 期して 待つべし w 信じ 候 0然らヤビするも、人は必す神の御許に歸らざる可からす、 
而 して 生が 墳墓け 必ャ しも 日本なる を 要せす 大西洋 可な b、 アマゾン 河岸 可な b.vj 存居候 〇 小生 
の 一年 先き の 學生に U.: 年間 爲す專 なく ブラ— 致し 居る 人 あぅ、 無論 ^ 復せ ざるが 爲めの 休學に 
候 も、 此人 V」 同 運命に 陷 らんこ ど は 小生の 最大 苦痛に 御座 候 〇 

若 L 决定 すれば 來る 九月 頃出發 2: 存じ 候 〇 併し 母上 樣も御 老年の 事な ればあ ib 御 心配 かくる 
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に 忍びす、 其邊篤 .必要は f 暮候 。苦し 渡航 確定の ■出 發 前 一 度歸 札、 少しく 瑜爱 
に 關 する 研究 準備 仕り 度く ど 相 考へ候 〇 

過 W 信仰 ^ 科 學に關 し 三月 未 日發行 の 文武 曾 報に i、 發行の 上は 御 送 可 申 上 候 〇 先達て 文明 
審の 出版物 中に オィ ッヶシ s『_ の 蠢 jf 三 並氏譯 Q# 發结囊 由御讀 了の 後 先般 
御 話の rt@s £ 趨異』 なる 書 ど 共に 御 貸 送を 得 ば 幸甚に 奉存候 〇拜具 〇 

^加 藤 喜 造 氏 宛 封書 
G  •，、正 三. ♦七月 二十 九 H 相 州 葉 山ょり 

謹 ^ 。酷暑の 候 皆々 樣御 11 り 御座 班 T M 哉 〇小生 去る 二 十一 日 茨木 發 、京 np に 一泊、 二士 百 

夜 わにて 歸 ^ 仕り 橫濱へ 一泊の 後 二 十； 二 日璧有 、永々 の 旅行^^り 元氣益 々ょろしく 食欲 套だ振 
ひ 候 間 御 休心 被 下 度 候 0  * 

旅行 中の 出来事は 近日 御 目に かくべき H 記に 詳しく 候へ ば 別に 申 上げ 中、 心身に 及ばせる 馨 
の 少 々なら ざ b し 事 も同樣 申 上げす 候。 然し 左の j 事 だけは 只今 串 上げざる 可から す、 實は 歸來 
.:パ 々筆 執るべき の 處なれ ざ &、 御 承知の 通. り 不用意の 間に 出發し 梅雨を 經過せ し 爲め家 屋內甚 ご 
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しく 汚れ 居 6、 加 ふるに 家の 買 入 者、 借 八 者 等の 申込 有 之 候 等に て 心 落ち着かす 今日に 及び 候 次 

遴 第に 候 o v 

先頃 兄 上樣よ b の 御手 紙に 此 f 針 一 3®! 界に 入って は 如何 どの 御意 向^^らされ 候 事 御 記 
憶に 新なる 事 vj 存じ 候 0 其 際 小生は 全く 其 意 無 之、 日記に 詳細 之が 反對の 理由を 刻 記 致し 置き 候 
へば 後に 御_ 下 度 候〇然 るに 其 後 旬日を 出で ざるに 京都より 比 SX の 山頂を 窮めた る 事は 已に申 
上げた る 事 ^ 存じ 候 0 御 承知の 如く 同 山は 京都を 脚下に して 遠くは 河 內攝津 を 見、 東は 琵琶湖の 
全景を 一眸の 內に收 めて 伊勢美 濃 北陸の 山脈よ b 丹 波 丹 後 大和の 山河を 望むべく、 天下の 絕勝に 
有 之 候 〇 小生 此 自然の 美 ど歷史 によりて 與 へられた る®^ に 全く 地の 觀念を 離れて 天上の 人 ミ 相 
成、 人間の 業の 言 ふに 足らざる を 感じ 候 ひしが、 地圖 さながらに 展開した る 京都市 民の 上を 思ぅ 
て _ の ため 今 明かに 觀っ i ある 神に 斬 b 候 〇 次で 思を 我國 民の 上に 馳せ 之が 爲 めに 祈 b 候に、 
ふ ^ 心に 國 民の 現 狀ど 將來 明に 泛び來 り、 殊に に 傳 へられし タィ ムスが 悲觀論 S へ 心を 
衝き 、信仰な くして 盲動す る國 民の 義 を 思 ひ、 此 一^ 國の 最も 要する ものは 萬 人の 然 する 
經濟的 某 礎に 非す して、 却て 偉大に して なる 信仰に よる©! 的 基礎に 外なら ざるを 痛切に 感 
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じ 申 候 〇此時 心中に 是れ汝 の 使命な り どの 聲を 聞き 申 候 〇 速 ひに 迷 ひて 我心は 此 防 斷字 どして 答 
へぬ、 「之れ 我が 受くべ き 天職な b」VJO 斯 くして 小生は 天下を 蓋 ふ 意 氣ビ衷 心の 歡喜ど を 胸に 藏 
して 延®^ の 老杉の 間を 東に 降 b 申候〇 今日 迄の 小生が 志望は 我國 を經濟 的に 救 ふの 念の みに 候 
ひき 〇 され r 今は 然らす 、我 國の爲 め 金 儲を 企つ る 入は 多々 其 人 ある 可し、 され ご 精神 界の 見え 
ざる 動かざる 基礎を 作らん VJ する の 人 幾人 か ある 〇 我は 明に 其 人な りビ 感 ヤ るに 至り 候 〇 斯 ふ 
じて よ b の 小生が 社 曾を 見る の 自は餘 程の 相違を 起し 候 〇 され r 此は 今は 申 上ぐ る遑無 之 候 0 
歸來金 太 兄 上に 相談 致候處 、直に 賛意を 表され 候 〇 其 本末は 日記に て^ H げんど 存候 ひし も 意 
外に 記 1*^  く 今に 脫 Sli 一ら t* 致し方な く 手紙に て 先に $ ぐる 次第に 候 〇其の 手段 ど しては 先年 
東京に 聖 公#® 學院な る大學 程度の 學 校、 池 袋に 設けられ 候〇同 院は立 敎大學 四 年を 終りて 入學、 
三年を 以 つて 卒業の 筈に て 今 氏 ^ 校長に 英國劍 橋よ b 數名の 敎授來 b 居り 候 0 先年 ショ 
—卜師 よ b 敎如に 入る 樣勸 めら n- し^^も 有 之 候へ ば i の 紹介に て 本科 二 年に 入學 (期は 來年 
四月} 致し 度 VJ 存じ、 數日前 兄上樣 にも 御 和 談せざ る 前に 觅に角 ショ ート師 へ 問合せ 申 候 〇 未だ 
同師よ b の 回答は 無 之 候 も 若し 其の 望み 栗され ざるに 於て は、 暫 らく 茨木に 於いて 依頼し 置きし 
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新 潟 §學 校の 敎師ど なる か、 或は &へ歸 るの 外 途な しど 決意 罷在候 0 望み通り 參 b 候へ ば 九 
月より 神 學院霸 に入學 致し 來和 四月 ^ 驗を 受けて 木 科 二 年に 入る つもりに 有 之 候。 

兎に角 シヨ— 卜師よ b 回答 參らざ る 間は 何の 決定を も 見ざる 可き も、 玆に困 bn るは 母上 樣へ 
一寸 端 書の 端に 方針 一轉 して 精神界 に 入る や も 知れす ビの 事を 認め 候處 意外なる 御 反 對の樣 子に 
て餘程 心を 痛め ゐ給 ふらしき 事に 有 之 候 〇 されば 小生は 多分 此の 家 も 二 三日 中に 貸す 事 ^ も 成る 
可ければ 都ム 屈 何に よ b ては 再び 歸 着の 上 母上 樣に 委曲® ~4げ 慰め 參らす 決心に 御座 候 0 右の 事 
情 故 今日よ b 向 ふ 一週間 大津に 催さる、 夏期 學校へ も 出席 仕らす 遺慽千 萬に 存じ 候 〇 

今度の 旅行は# 取 盛夏に 過ぎた る 程 なれ {£'' 身體益 々頑健に て 我ながら 病氣基 一口 ふが 不思議 位に- 
有 一 \ 偸 快を 極め 候〇醫 師の 言に 係らす 小生に ば 尠から ざる 自信を 與へ候 程 なれば 諸事 御 安心 被 下 
度 候 〇 美知子 も 數日前 子供 一同 引き連れ 上京 致 候 由 小生 も 近日 上京 致すべく 候 0 加 藤氏よ b も 手 
紙參 XS 候へ ^ も 訪問の 機な かるべき か 0 

母上 樣も御 一人に て 御 心さび しき 事 ど 存じ 候へぱ 早く 歸省 致し 度 ^ 存じ 候 0 御 地 E 濤襲來 致 候 
由 其の後 如何 〇 漉 夏 酷熱の 折 柄、 姉上 樣 、進、 精の 篇勝を 祈 上 候 〇 敬具 〇 
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^ 小 林 甚之叻 氏 宛 端 書 
C 大正 三年 十一月 二十 六日 長 野より 

總 ての 時， 總 ての 所は 神 ど 共に ある ものに £ りて よからざる なし 〇 北海道の 秋を 思 ひ逗子 の 秋 
を 思へ ^ も 併 かも 信 濃の 秋に 甘ん r- 0 つまらなく 見 ゆる 仕事 も 神の 計 企 CO- 一部を 遂行す るな b? 
知 b て 我が 心 喜ぶ こ ^ 限りなし 〇 近頃し み 自由の こ、 ろを 思 ひます 〇 私は 今程 自由を 深く 味' 
つた 事はありません 〇  ロハ 神の 事の みを 思 ふ もの、 自由 や 限りなし です 〇 

^ 加 藤 喜 造 氏 宛 封書 
C 大正 三年 十二月 二十 八日 長 野よ リ 

謹啓 〇 只今 クリスマスの 御 端 書 拜見仕 候 0 多忙を 極め 候爲め 未だ 祝 辭も申 上げす 候へ 共益々 元 
氣 にて 主の 御用を つ ミめ 自由にの び^-ど 相 暮し 居候 間 御 安心 被 下 度 候。 進 等に も柯か 相 送ぅ 度. 

W 存候 ひし も不 相變の 貧 生活に て 思 ふに 任せす 汗顔の 至 b に 御座 候 〇 定めし 樂 しき クリスマスを 
相 迎へ候 事 £ 吾び 居候 0 精 も 追々 色々 相 わか， る 年頃 ど存 候が 如何に 候 哉、 姉上 樣近來 御 健康 如何、 
同じく 心に 相 かけ 居候 〇 兄上樣 には に 際し 何 か z£ 御 多忙の 御 事 ^ 存候が 何卒 皆々 樣 i ひ 被 
遊、 目出度 御 超 歲被遊 候樣祈 b 上げ 申 候 0 
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年々 歲 々繰 返す 事ながら 光陰の 速 かなる ^ 人生の 行路の 變現 窮まり 無き に 驚かれ 候。 昨年の 今 
日此 頃は 南 國の海 邊に悠 久の默 想に 耽けりて '« か 香 ど 水仙の 冬を 樂しみ 居りし 身、 今將た 奈何 ぞ〇 
人の 計畫 VJ 豫定の 空しき S を 思は すん ぼ あらす 候、 滿十 年の 昔に" 謂 ふに も 足らぬ 小 僕を 捕へ 
給 ひし 神は、 終に 比 觀の 山頂ょり 僕を 召して、 其の 心に 神の 大な る聖 業を 始め 給 ひぬ、 想へ ば 記 
念すべき 年な りしょ 0 我が 衷に 始まりし 聖業 は、 日々 に完砹 せられつ、 あ b、 此の わざ、 我の 始 
めしものなら ねば 必らす や、 彼、 終 b の 日 迄に 完成し 給 ふ 可し、 想へ ば#^ き 身なる 哉 〇 
努力、 精進、 克己、 是れ 今迄の 生が 標語な りき。 され r 愛なる <籠 の 神の 旨に 從ふ 以外に 知る 
事な き 小生には、 是等の 語、 今 ま 畢竟、 何す る も のぞ 〇 努力！ そは 神の 力 —— 現實に 働きつ、 あ. 
る 神の 力の 前に、 果して 何の 意味 か 候 ふべき 0 電車が 電流の 来る に從 つて 走る が 如く、 何等の 努 
力なく して 自由に 愉快に 總べ ての 事を 行 ふを 得る. の 喜びは 所設 、信仰を 解せ r る 人の 知らざる 處 
に 御座 候〇總 ベて 己が 爲め にせ ヂ、 己が 人格の^ W の爲 めに も 非ら す、 自我の 擴 大の爲 めに も 非 
らす 、只 だ" 主の 爲 めに 爲す 時、 主を 仰ぎて 暮す 時、 此の 自由 有 之 候。 理論は 理論に 由 りて 破ら 
る、 眞理 は眞理 をして 語らし めざる 可から す、 活ける 神は 自ら 其の 獨子を _人 類の 前に 自 現し 
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給へ b o 我等 これに 由ぅて 人の 位置を 知る を 得た t 是れ によりて 盡きせ ぬ 生命、 人に ^ 

是れ大 なる 福音に 非ら すして 何ぞ や 〇 斯くて 今年は 更に 大なる ffi 謝を 以て、 主の 降 世を 祝し 申 候 〇 
此福音 、力を 盡^ ^ て國民 に傳 へん 哉、 是れ 我が 喜、 希望な bo  、 

帝 國議會 も 無意義の 論爭を 以て 解散 ど 相 成 候は _ の 事に 御座 候 〇 世界に 於け る 邦家の 位置 
の 重大なる 今日の 如きは 無き に、 國の爲 めに 非ら す 只 だ 黨勢 の爲め 將れ 政權 掌握の 爲 めの 爭に 
世界の 大勢を 忘る、 不眞 面目 極まる 信仰な き國 民の 代表者の 爲す處 皆 斯 くの 如し、 長大息を 禁 ヤ 
る 能は す 候 0 我等の 責も 重い 哉〇彼 等を して 所信 ある 國民れ らしむ る 前に 先づ 人間たら しめざる 
可からヤ、人間たらしむる前に先づ神を仰がしめざる可からヤ、吾等は都に鄙に夜に晝に高きに 
卑しき に 福音を 語らん 哉 0 記念すべき 大正 三年に 於て 「我」 が 總べ ての 欲望より 絕緣せ る、 否 絕緣 
せしめられ、 神に 捕 へられた る 小生は ' 轨 らしき 年よ b は 更に 輝き われる 勝利の 希望 ど 確信 どを 
以て 、 $架の旗下に勇往仕る可く候、我れ戰ふに非らヤ、神戰ひ給ふなれば勝利は » 赞也0兄 
上樣に も 幸 ひに 唯 だ 神を 仰ぎ 神の 力に のみ 働き 給 はんこ VJ 、 是れ 生が 日々 の 祈に 御座 候 〇 
今年は 繪も 大分 上達 4m。 殊に 先頃 一寸 歸 畜 の 折 野 尻 湖畔よ b 田 口に 出で 妙 高 裾野の 晚秋を 蹵 
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きたる 如き 近* 米 快 心の 作に 有 之 候 〇 何れ 御 目に かくる 機 有 之べき 乎 0 

感謝を 以て 年を 送り 希望を 以て 年を 迎ふ るの感 如 右に 候。 敬旦 〇 

•  *  » 

^ 小 冰洛之 力 氏 ^ 讨 J 
G 大正 四屮 1 H 二 十二 H M 野ょ U 

度々 の 御手 紙に も關せ t- # 度 浪人 性を 惡 しまして 御 心配を かけました 事は 誠に 恐縮り 至 b 
であります 0 至極 丈夫で 毎朝の やぅに 御堂 裏の 池 ヘス ヶ—テ ィングに 參 ります 〇 大峯 嵐し に 雪の 
ちらつく 中を 糧 無碍に 滑走す るの 快は 到底 葉 山 あ で 日向 ボッコな ^ やつて ゐた 去年の 今頃 
は 思 ひもつ かない 事で あ bi す 〇 近い 內に 小閑を 得て 松 本から スヶ ー トの本 塲識訪 へ も 行つ て 見 
たい W 思つ てゐ ます 〇 右の 次第で あ b まずから 何 KH： 安心 願 ひます 〇 先達ての 御® ^ 5 言 ひ 正月 
の寄せ書き £ 目ひ誠に有りがたく拜誦しました0辣に切手の封入は甚忆すまない事であります0 
あの 時計は 私が 勝手に 持つて 來てお まけに 仕上げ もせ t- に 御 返送 致し ましれ 事故 郵税は 常 然 私の 
方で 仕 拂ふ 義務が あるので す 〇 が 折角 御 送り 下された t/l 手で ずから 有 b が；！ 一く 頂戴 致して ., a きま 
す〇鎌 倉の 春は 相 も ii ら ヤ 長閑な 事で せぅ ね、 時々 思 ひ 出して 懷か しく 思 ひ i す 〇村岡 兄 も 盛ん 
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に 御活_ ださう です が 傳道の 方 も 追々 振つて 敎曾 も賑 はふ 事で せう ど、 心 ひそかに 福音の 力の 現 
れるの を 喜んで、 感謝して 居ります 〇 淺見 氏 も 陸上 勤務 どなられむ 樣子で すが 敎曾の 方へ も繁げ 
f 御 出席になる 事で せう 〇 觅に 角逗子 の® JSI の 盛んな のを 聞く のは 實に偸 快で あ b ます 0 今は 
入學試 驗の準 一 かた^-® 迫の 手 助を やつて ゐま すが 「我」 の n めに やつて ゐ るので ない 事は 總べ 
て 愉快であります 0 

四月 頃 上京 致し i せう が 逗子へ も 是非 一度 行きい 心算です、 大いに 其の 時を 期待して 居 うま 
す 〇 先便に ょれば には 老後の 計 畫の爲 めに 本^. に 御上 京の 由 御成功を 祈る 次第で ありま 
す 〇先に 中さん に 上げた 手紙に 書いて 置いた ヶ レ— 氏の 信仰は 近來益 々深く 私に わかつて 參りま 
した 〇 最早 躊躇して 居る に 堪え i せぬ 〇 私は 飽く迄 絕叫 しな けれ If なりません 〇 要は 神 中心 主義 
であります 。思想 上の 神に 非ら す、 天の 活ける 父、 キリストの 父なる 神が 今 も 昔の 如ぐ 我等の 間 
に iil きつ、 あ b 給 ふ どの 信仰であります 〇 我れ を 忘れつ くす 事が あ b ます 〇 私は 理論 上に も實 ^- 
上に も 之で なければ 人間は 滅亡の 外は ないど 確く 知る に 至 b ました、 是れが 最も 合理的で あ b ま 
す。 私共は 今や あらゆる 敵を 恐れない のみなら す、 糙かに 福音 以外の 凡ての 道を 道跋し 得る 確信 
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を以 つて 立つて 居 b ます、 お 話は 拜顏の 期を 待つ 事に 致し ませぅ o  For 1 am  proud  of  Gospel; 

it  is Q cds、 sav p- aq powerfore'veryon6wboh-dsfaitll,forth6 ^* wfirstandfortheGT- 

ee  kas  well.  Bom.  I l oi 間違な く パゥロの 此の 言を 公言 致す を 得、 之れ で こそ 私が 傳道 者に な 
つた 甲 ST か ある ビ思 ひます 0 

私は 信 州が 好きです、 信 州の 山を 好みます 〇夏 目さん の®^ 窓よ b は 仲々 面白いで すね 〇今私 
共は 伊藤 好鎚氏 夫人 お 春さん に を 作つて 貰つて ゐ ます、 時々 噂が 出ます、 今 私は 人々 に 福音 
を 語り 度 思 ふ 外 何の 野心 もありません、 野心な r なくても 神は よくな し 給 ふから 誠に 氣樂で 
自由な ものです ね 0 祈 御：® 〇 

D 小 野 一氏 宛 封書 
C 大 JF 四 年 二 H 三日 長 野より 

号 歸來 旅裝を 解く に 暇 あら t- して、 一書を 我が 友 我を 知る 第一人者れ る 君に 送る を 免せ 〇 あ 
、昨夜は 何たる 夜であつた らぅ 〇 僕に ミつて は實に 終生 忘る 可から ざる ィンス パィ レー シヨ ンで 
あつた 0 君 ど 今朝 相 見る の 念、 切に して 而か も果 さす、 今の 今 M 着した 〇 僕は 筆を 取らす には 居 
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られな い 〇 さて 筆を 取つて 見れば M から 書いて よい か 分らない 〇 只々、 君の 事に 由り て、 神に 感 
謝の if を捧 ぐるの み 〇 . , 

僕は 實に 嬉しい、 實に '■淳 、實に 偸 持。 僕は 未だ 曾て 人の 事に 由，. 〇 て、 か、 る歡喜 を覺ぇ 
たこ ど はない 〇 昨日は 大なる 喜を 載せて 御 地に 行つた のは## である 。けれ ごも、 あの 瞬間から 
今に 至る 迄の 樣な歡 喜は 豫 期しな かつた 〇君 等が あの 聖壇 2 前に 跪いた 時、 僕は 祈り 乍ら 感謝の 
淚を 抑へ る 事が 出來 なかつ た。 主の 聖 前に 在る 喜、 新ら しき 眞 に一體 どなれる 友 € 聖 前に 跪きつ 
、あるの 喜" 君に 與 へられた る あの 聖き處 女の 爲 めの 祈、 僕は 只々 こんな 斷片 的な 言葉を 並べる 
よ b. 外に 云 ひ樣が ない 〇 他人 事 ど も 思 はれない 此の 恩寵を 思 ひ 出づる 毎に、 今 も 浮んで 來る セの 
淚を 女々 しい ど 笑 ふ 人は 笑へ 〇 僕は 此 (/>> 淚を 神の 聖前に 流させて 頂く こ VJ を此 上な き 光榮 思つ 
て 居る 〇 實に ィンス ビ レ— ショ ン であつた 〇 こんなに 君の 爲めに 喜ばぅ どは 思つて 居なかつた 〇 
實際 こんなに 僕' か 君を 愛して 居た どは 思はなかつた 〇 神に よりて 與 へられた る^ E は 深い 哉 〇 
昨夜 また、 お宅では 豫期せ 〇 御馳走に 與 つて 感謝す る 0 あの 筵で 益々、 君の 奥さんが、 神の 君 
に與 へん ^ し 給 ふ 最上の 婦人で ある 事を 知つて 喜ん tr 〇 森 安 氏 夫妻の 喜びた る や 非常で ある V 其 
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の滿足 たる や譬 ふるに 物が 無い 〇 宿 やへ 歸つ てから も {喜びを 語 b 會つた 〇 そうして 僕は 

心から 森 安 氏に® M を 述べた 〇 なんだ か 自分が 世話になつ た樣 な氣が して^® を 云は ざるを 得な 
かつた 〇 牛 山將軍 も大滿 足で ある 〇 宿では 將 軍 £ 一人で 寢た〇 今朝、 長老 ど 森 安 氏 三 緖に歸 つ 
た、 車中で も滿 足は 語 1 欠され た 〇前島 君 も 大いに 滿 足して 居る、 行けば ょかつた な あ VJ 云つて 
居る 〇 

僕に 取つて 松 本は 更に 好きな 揭所ミ なつれ、. 理由は 旣に 君の 知る 處 である 0 松 本に 行く 時は 何 
時で も 時間が 無かつた りして 悠 々、君 ど 相 語る の 暇が無い、 君 VJ 膝を 合せて 感謝を 共に せざる こ 
w は 旣に 久しい 樣な氣 がする、 まあ當 分 其の 機は あるまい 〇 只 だ 主の 與へ給 ふの 日を 待たう 〇 僕 
は 5 米 實 に幸赈 である、 日々 感謝に 滿ち て聖前 に 步んで 居る、 只々 活ける 愛の 主の聖 顏を 仰ぎつ 
、步む 生涯、 福音を 語 b 傳ふ るの 生涯に 超えた 惠まれ たる 生涯が 復ど 有らう か、 此の 事の 爲めに 
君、 感謝して 吳れ 給へ 0 僕の 將來に 就いては 神の み 知り 給 ふ 0僕に何等の計查なし、_一意、前 
に與 へらる、 道を 步む のみ 〇 願く ば 唯一つ、 主の 福音を 平民に 傳ふる 事 〇 祈 禱は 唯一つ 『常に 聖 
顔を 仰がし め 給へ』 〇 幸に 僕の 爲 めに、 新一豕 庭の 斬に 於て 記憶せ ょ 〇 
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君の 結婚の 爲め 、働きの 爲 めに 絕李續 け 衾し 禱は 、今後は 君の 爲 め、 君の 新 家庭の 爲 めの 
祈 ど して、 絕えず 捧げら る、 事 ^ 記憶せ よ 0 

幸に 僕の 空囊の 爲 めに 憂 ふる 勿れ、 主は 無くて 叶は ぬ 物を 與へ給 ふ 〇 松 本 行の 爲 めには 嵌くて 
叶は ぬ 物 どして 主は 旣に 充分を 僕に 與へ給 ひたれば 〇 

主よ 希く は 祝福せられ たる 新 1^1 を 通ぅ して、 主の 聖榮 のい よ^. 揚がらん こどを、 ア1 メン 
僕の 歡喜ゼ 感激 ^ を 新 夫人に 傳ふる こ ^ を 忘る、 勿れ 〇 さら v<o 

D 小 野 一氏 宛 端 書 
C 大 IF. 四 年 五月 十七 日 池 袋より 

友よ、 今ま逗 子よりの 歸途 、車中、 思を 君が 上に 走らす 〇 共に 恙なき か 〇 福音は 力な bo  土の 
器に過ぎざる我れ、福音を人に齋す時、入に語る時、其1}一目2 0- 

powaiVJ な りて働 くを 見 

る 〇 語る ものは 我な り、 され ^ 働く 者は 我 主な bo 主は 今に 至る まで 働き 給 ふ 〇 福音は 到る 處に 

勝を 得つ、 あ り、 感謝せ よ 〇 クラス メート に 於いて 然 b、 の 友人間に 然 b、 s 子に 於いて 然 
るな bo  ( スヶッチ 武藏 野と 逗 子) 
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「ノ ミス ノ  I トン、 須田 琴 ^ 子 氏 宛 封書 
G 大正 四 年 六月 七日 池 袋ょり 

謹啓。 先達は 御 親切なる 御手 紙 VJ 美は しい ィギリスの 花や 色々 な 美しい 旬を 送つ て 下さい まし 
て 誠に 有，^ 難ぅ 御座いました、 直に 御 返事を 差 h げる 箸で し 0 十二 日 から 知 休みが 始舍ま 
す、 其の 前に 論文 (Essays) を 三つ 書かなければ ならぬ ので 非常に 忙は しく、 遂ひ 今日 迄 筆 執る 
事の 出來 なかつ た 事を 幾重に も_ 致します 。雲が— 一週間で 終— すので、 f しても 先生 
へ 英語で 書いて 居る 閑が ありませ ぬ 故 御言 葉に 甘え 連名で 差 上げました、 失禮の 段は 幾重に も 御 
許し 下さい 。ジャンソン 夫人の 永眠は 日々 祈 b の內に 記憶して 居 ゎま す 〇 實に 御氣の 毒に 思 ひま 
す。 石 原さん の 御 は 如何です か、 御勞 へ御會 ひの 節は 宜敷御 傅へ 下さい 〇 誠に 人の 世は 愛 
なる 神が 攝理し 給 ふて 總べ ての 苦み も惱み も 神の 御聖 心ょり 出で 居る 事を 知らな けれ ぱ實に 此の 
世は 住み難い 所であります、 然し 幸 ひ、 主は 我等を 擇ぴて 此の 大なる 眞理を 悟らし め 給 ふた こ ミ 
は 感謝に 言葉の 無い 次第で あ b ます 0 度々 申 上げた 事で あゎます が、 先生 ビ須 田さん が 愛する 礼 
幌に 再び^® きになる 事は 實に 嬉しい 事で あ hi す、 御歸ゥ になつ てから も®^ 健の 御樣 子です 
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が 感謝して 居ます 私ビて も 大好きな：^ で 皆 樣ビ御 一緖に 神^^ぎ 主に 奉仕す る 事は 希望の 至 
b であ b ますが、 然し 主は 大抵は 私の 願を 御^ Atj 入れな ぐ 聖旨の ま、 % 成さし めて 御 出に な b ま 
す、 私は 此の 事を 思 ふ 毎に 何の 役に も 立たぬ 私を 神樣が 御 自ら えらび 給 ふて 御 自らの 雖：榮 の爲め 
に 貴き 福音の 道具 どして 用ゐ給 ふ 事を 知つ て何ビ も 御 禮の申 上げ 樣が無 いので あ b ます、 私は 淚 
を以 つて 十字架 上の 主を 仰き 奉る ばか b であ bi す。 此の 夏は 是非 札幌に 行き度い ビ 存じ まし 
た、 然し 人の 企は 常に 空しくな す、 私は 新 潟へ M3 の 年 助けに 參る こどに な b ました 〇 此の 
命 合が 來た 時に 私は 私の 新 潟 行には 大なる 使命 (calling) が あるの だ S 悟り ましれ、 私は 大なる 
喜を 以 つて 祈つ て、 そこへ 參 つて、 主の 御 M-J をつ どめ させて 頂き 度い ビ思 つて 居ます 〇 新 潟には 
大西 傳道師 が 居ります、 私の .God  father で從 兄弟であります、 夫人は 此の 春 お 產の爲 めに 二 
人の子 供 ど 赤ん坊を 遺して 召されました、 彼女は 實に大 なる 喜 w 平安の 內に聖 徒の 如き 死を 遂げ 
た そぅで あ ^>ます0大四は私を ^ します、否な、 « が私を新潟に要し給ふのであります、私は祈 
つて： S 所へ參 ります、： S 所は 傳道の 困_拖 まる 所であります、 然し 私は 決して 恐れません、 何故 
なれば、 神は 活 きて お出でにな す、 語る 者は 私で t 其の 語る 處が福 音であるなら ば、！； ^自 
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ら人を 招き 救 ひ 給 ふので あ b ますから 少しの 心配 も 入 b ません、 只 tr 私は 自分の 意見を 述べす 智 
慧を 語らす、 只 だ 主を 仰いで、 神の 今に 働き 給 ふ 事 i キリストの 我等の 爲めに 死に 給 ひし 事 どを 
語れば^いのですもの、私は喜んで參うます0皆樣にお目にか、り度いは山々です、然し主のよ 
し £ 見 給 ふ 時まで 喜んで 待たう では あゎません か 〇山澤 読 君ビは 何時でも 親密に 交際して ゐ ま 
す、 若し 同 君が 御 目に か i る樣な 事が あ つれら 同 君から 私の 事を 聞いて 下さい、 同 君は 實 に忠實 
正直なる 好 人格で あ bi す 〇 佐々 木 先生に も 暫く 御無沙汰 致して 居ります H、 r う ぞ御家 族 皆 樣 
によろ しく 願 ひます、 誠に 惠 まれた 御 家族 だ VJ 存じます 。木 村さん 高津 さん ^ さんに も宜敷 願 ひ 
ます。 今 i 思 ひ 出す ど：^ の 日隱學 校は 隨分 愉快でした ね、 丁度 九 二 年たち ますが 生徒 も變 つた 
でせ うね、 近來 は敎會 の 方 も 大分 盛んの やうに 聞いて ゐます が 誠に 喜ばしく 思 ひます、 桑 仙さん 
〇〇 さんに も宜敷 願ます。 花の 日 も 近い 事 ^ 思 ひます が 過ぎ '^ 年々 の 其 日を 思 ひ 出しまず、 想 ひ 
起せば 何から 何 迄：^ に 屬 する もの 一 どして なつかしから ぬはありません、 植物園の 綠や學 校の 
校庭、 又た 農場、； 一^は：^ の あらゆる ものを 以て 私を 敎育し 給 ふたので あります" 病湫 まで 今 
は 實に 感謝の 種であります、 今に 至つて 飴め て總 ベての 事 感謝すべき を 知る のであります 〇 只今 
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の 私の 生活は 御 惠に充 ちた もので あ b ます、 御 承知 かも 知れません が 學校は 1 M 市の 郊外、 武藏 
野の 眞只 中、 人里は なれた 所に 在ります、 空氣 よく 水よ く散步 によく 學ぶ によい 所、 其 校 舍も寄 
宿 舍も實 に 贅澤な 位よ く 出 來てゐ ます。 煉瓦 建の チャべ〆 も 大層よ く 出 來てゐ ます、 宜ハ 所での 毎 
® 夕の祈 位た のしく 有 b 難い 事は あ b ません、 私は 只 だ わけもなく 威 謝の 念に 充た され、 主を 
仰いで 暮 して 居ます、 實に 主を 仰ぐ に まさる 幸は あ せん、 私は 今 學院 ® の 日 醒學 校を 敎へ 
る 外 別に 定められれ 働きを 持ちません、 それ 故、 大抵 日曜の 午後は 東京へ 個人傳 道 か 又は 友達の 
働を 助けに 參 bi す〇實 の 人は 理屈に 飽きて 神の よき 音 づれを 待ち望んで 居る やぅです 0 池 
袋の 天地は 今や 初夏の 風に 綠い よ— こまやかに 麥は 收穫に 近づきました 〇御 地の 今頃は 學校の 
森、 に 私の 大好な ヵッコ ー 鳥が 鳴いて ゐ る事ビ 思 ひます" 私の 友達は 皆、 今年 KHf 致す 筈で あ b 
ます、 私は：^ の 天地 ど^ g の 事を しきりにな つかしが つて 居 すが、 決して 學校を 11 めれ 事 
に 就いて 毫も 殘 念に 思つて 居 b ません、 私は さんぐ 迷つ た あげ 旬、 今日 私の 天職に 歸つれ 事を 
しみ - 感謝せ r るを 得ない ので あ b ます 〇 

人を 漁る 者 ^ 成つた 今、 今更、 大根 や 南瓜を 漁る 生活に 歸 らぅ W は 思 ひませ ん 、學 校は 愉快で 
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あ bi す 復昔 のス チユー デント ラィフに 歸 つて 快活に 無 邪氣に 暮 して ゐま す、 誦 もします、 裏 
の 空地を 開 ffi して Sweet  potato も 作 b ました、 秋は ラまい 事で せぅ 〇再 、新 潟から 何 か 申 上 
げる事 ど 思 ひます 〇 終りに 先生に 英文で 書かな かつた 失 禮をお 詫びし ます、 亂 P 御 赦し被 下 度 候 
左樣な ら〇 

3 小 野 君に 送れる 手 通の 一節 

C 此一础 及び 次の 1 通は 故人の 手帳に 控へ ありた る もの 

. 去 二 十二 日 午後ょ b 戶隱に 登つ た 〇呑氣 者の 一人旅 位樂 しい 者は ない。 

飯 綱 山麓の 高原は 天下の勝 W 稱す るに 足る ど 思 ふ 〇 小 湖 三、 碧玉の 如く 明脾の 如し ど 謂 ふべき- 
か。 白樺の 綠や わら かき 森に 閑古鳥 呼び、 雜木も 無き 高原の 芝生 4 氈の如 き 丘に 躑躅 ど 燕 チ 花 薫 
る 〇廣き 高地を 覆 ひて眹 く 燕 子 花は 宛然 紫の 靄に 似て 黄花 白 花を 其 間に 點 綴し 美 言 ふ 可から す 〇 
ぅねり 豐け き据 野の 道は スケッチに 忙し けれ V」 心は 閑寂に して 雄大なる 自然 ど 融合し 天を 行く の 
思 ひは 斯 くの 如き かど 一人 此の 行を 樂ん忆 〇 

飯 綱 山の 裾を 西に 廻つて 戶隱の 村に 近づく 頃から 雲間 遙か に皚 々たる 白馬 連峯を 望む の 快を 得 
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た 0 直ちに 松 本を 黯心 し 君を 想望した 〇 君 VJ 白馬 連山 VJ は 僕の 頭の 中で 解く 可から •さる 固き 聯合 
を 形作つて かる、 此の 聯合は 恐らく 僕の 生涯の 間 ハ 刀 離す る 事は あるまい 〇 ィンス ピ レーシヨ ン 谷 
フレンド シップ、 此の 二者 さへ あれば 人生は 眞に 意義が ある、 生く るに 足る 〇 
午後 七暮 籠 戶隱の 村を こむ る 頃 中 社々 頭の 久山な る 坊に客 どなつ む〇 回顧 すれば- 餘年前 
中學 三年の 頃、 撞明治 三十 七 ハ 叢 等 四 人が 主の 擇び に預 つて 父 S 子 ど 聖靈の 墨 名に 入れられし 
年の 春 か修 f 旅行で 此所 にやつて 來た 事が あつた 0 宿 も 同じ 此の 家で 宵に 新 i i: 君が 馬鹿 息： 十 
の 昔し 話を 手眞似 面白く 皆に 話した 事まで マ ザ— ^ 描き出されて 懷か しかつた 〇 君 も 其 頃の 事 
を 回想す る 事が 出來 る らぅ ? £ 察する 〇 

戶隱は 未だ 夏に ならない、 藤が 眹いて 居る、 老驚が しきりに 歌つ てゐ る〇宿 の 历は 未 tr 綿 入を 
着て ゐる〇 大きな 舊 家の 夜は 靜かに 更けて 行く  〇 子規の 啼 くのを 聞きながら 心 靜かに 眠つた。 翌朝 
は 直ちに 奥 社に 向つた、 人つ子 一人 通らぬ 處女 林の 間の 坦 道を迎 つて 白樺の 老樹 ぱか b の 所を 過 
きた 時は 天_山 中の 分水嶺を 思 ひ 出さ 中には 居られな かつれ 〇戶隱 の 巨 殿の 頂に 去來 してゐ れ密 
雲は 何時しか 沛然た る 雨 ^ なつ no 處女 林に 注ぐ 雨の 音は 一稱形 容す 可から ざる 原始的な 暗示 的 
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な 響を た ^ ょはして 外套に 肩を すぼめながら 迎 つて 行く 僕の 心の底の 底に 浸み 込ん •た 〇 此の 心 持 
を 決して 忘れる 事が 出来ない、 何たる i: 肅 、何れる 靜寂だ らう、 僕の 心は 喜び ど 言つて は 言 ひ 過 
ぎる、 平靜な 嚴肅な 滿 足に 充 たされて ゐ るので ある 〇 老杉の 並木を ぬけて 奥 社に 着く 〇 百 If 婊の 
直下に 建てられた 二つの 宮は ヒメ シャダ の ゆか b の 色に 床しき 風情を 添へ て 人氣は 更にない 〇 永 
ビつめ たい 御芊 洗の 水に 渴を醫 し暫し 雨宿りして 歸路に 就いた 〇 雨は 間もなく 止んで 前山の 巨嫗 
は濕 り 切つた 深山の 空 氣の 中に 其の 姿を あらは しれが 西嶽 S 高 妻 ! II a 一向 かげ も 見せぬ 0 
歸途は 道を it じて 深刻な 裾 花の 谷を 下らう か— 心つた が 雄大 廣濶な 飯 綱 原の 細道を 迎る 快を 棄 
つるに 忍びなかつた 0 高原の 芝生の 中に 朕く 君 影の 花は もう 見る に 由 もなかつた が一の 鳥居 あた 
b では 心 ゆく ばかり 裾野の 趣を 味 ふ 事が 出来た 〇  ' 
長 野に 入る S 間もなく 大夕立 が やつて 來た 〇 昨夕 も 夕立が したので 長 野の 人達は 僕の ために 大 
に氣 付かつ て 下さつ たさうた が、 僕は 實にラ ツキ ー な 旅を して ゐた のだつた 〇 

3 太 正 六 年 四月 甘 五日 
C 前 島 君に 送れる 手 M の 一節 
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シオ〆 の 大路 

……… 僕の 此 夏の 獲物は 勿論 福音の 勝利 1 一ー ロ ふこ W であるが 他面に 見 免が すべから* さるもの •か 
ある 〇 其れは 僕に 世の中が 少し わかつて 來 言 ふ 事で ある 〇大西 家の 悲痛なる 出來 事は 言は t- 
もがな 家に 歸れば 同じく 悲しみが ある 0長野松本の我が愛する友の ± '敎曾の上どに其れがあ 
る、 1 兄の親戚の間にも、至る所深き世の相の現れてゐない所がない 0 商人の生活の有樣を兄か 
ら 聞く、 同じく 僕に real  life  を敎へ る。 野 iM は 臺灣か ら 實に茴 白い 材料を もたらし 歸 つた 〇 
彼の 社备 ® 察は 充分 傾 聽に價 する ものである 〇 僕は 是等を 綜合して 社 會の real  life を考へ 
た 〇 今にして 師父 ケリ-- が 絕叫せ る レア ; V に 歸れの 語を 胸に 刻む 〇考 へれば 僕が 二 十 A 年の 牛： 涯 

は 實に unreal  life であつた 0 - 尤も 是れは 至當の 事では あらう が、 殊に 近頃つ く  神 

學 生の 生活の unreal なる を 思 ふ、 敎 役者の 生活の unreal なる を 思 ふ 0 

レア ルの 世の中を 救 ふには 眞實 なる 福音の 外は 無い 〇而 して 之れ が 爲めに 選ばれ 遣は された も 
のが アン レ アグで ある 時に 何う して 世を 救 ふ 事が 出来 やう 〇斯 く觀 じ來 つて 敎曾を 見渡す に 大抵 
の敎 曾は— al の 分子の 多い 都 曾に 在つて、 集つ て來る 連中は 夢中に なつて 金儲けに 狂奔して 
ゐる〇  •大部分の 人々 ではなく 殆ん VJ 全部が 會社員 敎師 役人 等の 流動的の 人々 である 〇是れ を 以て 
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安んじて ゐるや う. では 何れの 日に か 日本を 救 ひ 世界を 救 ふこ ^ が 出來や う 〇 社 會の 大部分の 人々 
は 百姓で あ 1 C 人で あ b 職人で ある。 彼等は 何等 福音に 無關 係の 樣に考 へて 更に 敎曾 に來や う d* 
はしない、 併し キリストは 彼等の 爲めに 死に 給 ふたので ある 〇 何 條手ル 拱いて 彼等の 自ら 至る を 
待つ こ vj  5 i H4, 來や う 〇 

そこで 考 へる 事は 僕 等神學 生の 使命は、 一層 レア〆 な 生活を する 事 ど、 レア〆 なる 社 會牛 ：活ビ 
は眞に 如何なる ものなる かを 觀 察して 社會の 人々 が 如何なる 形式に 於て 救を 求めつ、 あるかを 知 
る 事に 存す る ^ 思 ふ 〇勿論 僕が real  life を 牛. 涯 する i a つ t? 所で practical になる ? f: の 謂で 
はない 〇 命が けで 勉强し 命が けで 學 生々 活 を充 K させる VJ 云 ふ 意味で ある 〇 .勉强 の 内容 及び 方針. 
も 今迄 ごは 何等變 b はない、 只忆態 度が 變つ て來た 迄で ある 〇 三年の 學生 々活 は樂 しみ や 戯談に 
やつて ゐる のでは ないど 言 ふ 迄で ある 〇 六日の 間は 勉强 し、 他の 一日は 社 曾 牛： 活の觀 察 ど偉 道に 
費す 考 である、 そして 今の 處深 川の 杉 浦さん の^ へで も 時々 行つて 見ょう ビ思 つて ゐる〇 
最う 僕は 之れ から suffering を 避ける 事は すまい、 其れを じつ ^ 見つめる 事に つ VJ め やう 〇 
殊に suffering の 人 ど共に 〇 是等の考へについては今夏中君に負ふ所甚だ多きを感謝する 〇 … 

£ハ篇 書簡集 
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V 才 y o 大路 

宮澤九 萬 象 氏 宛 封 # 

G 大 市 五 年 七月 十八 日 信 州 臼 田より 

拜普 〇宮澤 さんなん か 忘れて しまつ ^ の だら うど 怒つ てはいけ ません 〇 實は飯 山 やら 長 野 やら 
に 放浪して 十四日に 漸く 此 所へ 落着いた ので 思 ひ 乍ら つい 御無沙汰して しまいました 0 今 ま 佐々 
木さん の 所へ 長い 手紙を 書いた 處 一じ、 同じ 事を 繰 返へ して 書く の もい や だし、 扨て 何を 書いたら 
よから う 〇 今日 H  VJN から 手紙が 來 ました 〇 二 人の 手紙を 對比 して 其の 性格の 差を 思 ひ、 思は 
す ^^ 笑しくなx^ました、二人典^<品にやつてゐるらしい樣ですね o Nの方は觅に w'■ l生懸储ら 
しいのは 嬉しい ^ 思 ひます 0  H は 一生懸命に なれない 處が病 ：：讯 なので せう 〇亂 部の 知 やじ も靑 
森で 大分 淋しがつ てゐ る樣 です ね、 それでも 大將な か— 淋しい 樣な顏 は 見せまい VJ して ゐ るら 
しい、 おばあさん も病氣 したつて 蘭 部から 云つ て來 ました 〇 基ち やん は 神學 校へ 來ま すか、 一番 
* しいのは 基ち やん 2: 僕で せう 〇 

僕は M しろ 知人が 一人 も 無い のに、 何を する 事 も 出 來ない のです から やりきれません 〇  H ど 
貴兄は ニ ャリ w 笑つて 「お前には それが 一番 槩忆 よ」 ^ 御 實吿が 下る 位が 關の 山で せう が、 本人に 


なつて 見る w 一寸 ッラィ でず よ 〇 朝から 晚 まで il 間 山の 煙螽 めて、 千 曲の 川 音を W いて 聖書 ミ 
詩篇 ど离 葉 こを 讀んで 散步 して 何處 か繪に 成る 所は あるまい か ^ 眺め i わして ゐ ます、 一向 ^ に 
成る 所が 少ない ので 困— す。 一番 弱る のは陪_ 機 S 無い 事？、 先月の 終りの 日 醒に長 野 
で 受けた きり、 今月は だめ、 來 月は 一つ輕 井澤へ 出かける 積 b です 〇ヶレ ー さんに も 曾へ るから 
樂み です 〇是れ から 一つ 釣を して 見よう VJ 思つ てゐ ます 〇 腹の 方は 仲々 直らないで 閉口 致します 
(然し 平氣 です が) 〇 九 時に なれば 寢て 朝は 五 時に 起きて 散步に 出ます、 感心で せう 〇 色 V 而白い 
話 も あるんだ けれ V. まあ— 云 ひまず まい 〇 夏期 學校 も隨分 暑い こ， C. でせ う、 御 察し 1¢ しまず， 
隨分 船頭さん が 大勢 I  1*, 來る 事で せう、 神學 生 S 舊 神學生 の 長屋 牛 一活の It 校な ざ 而白い 材料 も 有る 
こ t 思 ひ车が 聞き 度い もの？ ね。 大 西、 大久 保、 岡 崎、 弓 田、 村 岡の 諸氏に 矗御願 ひ# 
上げます 、縫 塚さん にもよ ろしく ど 云 ひ 度い が 何、 tr か 失禮の 樣 でも あ b ますから 止めます 〇 今 井 
先生は® 壯 連で せう か、 草花 や 芋の 方は M フなさ い i すか 伺 ひ 度い ど 思 ひます、 W 鶴 御大 切に 
U 遊ばせ。 敬具 a  ' 
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_ 居 先頃は ffl れづね 被 下 御 禮申上 候〇所 々放浪 致し 居り、 去る 七日 當 所へ 參 b 候 o 1 兀氣大 
に 恢復 致 候へ ば 御 安、 ハ 被 下 度候〇 師父 ヶレ ー 氏の 近くに て 喜び 居り 候〇近 來職 業て ふ 事を 相考へ 
管 候〇總 ての 人は 何を曹 して 爲す べき やを 知ら ヂ、 只 だ 神の み 知ぅ 給 ふ、 只 だ 我等の 爲し得 
る 確かなる 善事は、 他人の 爲め 、主の 爲め 苦しむ 事な. 〇〇 我等 何の わざを 爲 してよ き やを 知らす 〇 
主は 主を 信す る こど 神の わざな り ど 日へ bo 世は 總 ての 方面に 於て、 眞に 他人の 爲め 苦しむ 決心 
を以 つて 職に 從ふ 人を 求む 〇是れ 神の 同じく 求め 給 ふ處〇 故に 神を 信じて、 總ての 職業は 主の 榮 
の顯 はれ ビなる 0 車夫、 神を 信じ、 他人の 爲め 苦しむ こ どを學ば、ゞ"車夫たるを厭はざるに至る 
京 夫た るを 嫌ぶ は 己が 幸福を 目的 どして 牛： 活す るよ b 起る、 是れ大 なる 誤な り〇 
主の 爲め 苦しみの 光榮 ある 御® を 切に 祈る 〇 

^ 長 ^ / 1! 矩氏宛 封書 
C 大正 四尔八 n 十七— 碓氷峠ょり 

It 啓 0 先達は 皁速 ながら 御 端 書 被 下御禮 申 上 候〇御 訪問 被 下 候 節は、 誠に 失禮仕 候- 
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主が 貴殿を 用ゐて 爲し給 ひし 貴き み わざを 知り、 大 なる 益を 得- 候〇加 ふるに 厚き 御 同情に 浴 
し 候 事" 只み 御禮申 h 候。 我が身 體は 我が ものなら ぬ 事を いょ {堅く 承知 致し、 一 ® 大切に IR 
扱 ひ 申す 可く 候〇恐 らく 惠豐 かなりし 彼 夜の 思 出は 永く— 記憶 せらる 可く 候。 

數日前 一友 人の 訪問に 曾し 候 ◦其 氏は 將に S M 樹 科醫專 を 卒業 せん W する 人に 有 之 候へ 共、 身 
體も强 からす、 斯かる 金もぅけ 臺茱 に從 事す るを 好ます、 一層 信仰に 觸接 する 生活に 入 b 度き 旨 
相談に 出 でられ 候 0 小生は 早速、 貴殿の 塲 合に 想 ひ 到 b 大いに 氏に 說く處 有 之 候 以下は 小生の 
語りし 處に有 之 候 

(一) 何が 神の 業 どして 問 接、 何が 直接 S 從 事すべき 職業に 就き 明かに 定む るは 不可能な り . ° 

♦ 

(二} 何が 自分に 適當な b やを 定むる さへ 殆ん ご 困難な bo  (三) 何が 我等の 爲す價 値 ある ものなる 
やさへ も 明かなら す 0 され ご ィエス 樣は 明かに 該問題に 答へ 給へ り 日く 「己を 棄て 其の 太子 架を 
負 ひて 我れ に 從へ JO 又 日く 『神の 遣し、 者を 信す るは 即ち 其 わざな り』 ど 0 我等は たどへ、 それ 
が 精神的 快樂 にもせ ょ、 快樂 幸福を求めて 臓 業を 定めん どす る 時、 以上の 三 問に 迷 ひ 絕えヤ 滿足 
むき 4- .:活に楷む0如何なる職業も我が喜びの種ビは砹らざるなり、是れ己が養1快の耍求に急 
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シォン〇大路 

なる，^ 己 甲 心 0 半： 活なる W 故な 50 されで 我等は 我等の 用の 爲めに 生れた るに 非ら T- して、 天父 
の 御用 9 爲めに 生れさせられた る 事を 思 ひ、 全く 己れ を 棄てィ h スキ リストに 從ひ奉 b 十字架を 
負 ふの 決心なる 時、 否な 此の 事の 眞の 道なる を識る P、 以上の 三 問は 容 M に 明 VJ なり、 我等の 使 
命は 示さる 即ち (一) 神を 信じて なさ ば 總ての 事、 神の 直接の み わざ VJ なる 事 〇  ( 二) 己れ が 今 ある 
地位 職業 即ち 自分に 最も 適せる 事 0  ( 三) 我 1 ^爲し栉べき最善事は只忆、主の爲め、他人の爲め 
に 丈 子 架の 苦を 忍ぶ 事〇斯 くて 我等は 始めて 聖榮 を顯 はすの 具 ど なるな bo 我等は 主が 我等に 何 
を爲 さし めん ど 召し 給へ b やは 下の 事に よるより 外 知る 能は す、 即ち 世は 有らゆる 方面に 神を 信 
じて 其の 職に 勵む 人を 要求せ るは nil らかな b、 例へ ば 世 入は 眞に如 {'*1 なる努力をも惜ま ^ 、金の 
爲 めに 非ら すして 最も 善き 入齒を 作る 齒科醫 を 要求し つ、 あ b、 是れ m らか に、 神の 我れ を^: 
醫ど して 召し 給 ふ處に 非ら す や、 班 夫然 b 土エ然 〇〇 我に 最も 善き 齒を作 b 得る に 足る の 技術に 
於て 劣れる を 如何 VJ 云 ふ ^ あら ば、 そは 未だ 神の 爲め 人の 爲め に ^ しむて ふ 事を 知ら •さる 人な り、 
下手は 下手ながら 患者の 爲め 苦心慘 震. 營す 可し、 斯くて 始めて 丈 子 架 ズ V 負 ふ 事 どなるな b、 下 
手な り W の口實 の爲 め_ を 他に 轉 す るは 明らかに 自己の 快樂 の爲 め、 精神的苦痛を 避く るな り ビ 
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いふを 得べ し、 即ち！？ 仰に ありて は、 今 ある 所が 最も P たるな bo 以上の 如く 我が 職業に 就き 
て 速 ふは 全く 神を 信せ ざるの 結果な b 〇神を 信じ 己れ を棄 て、 見る 時、 我等の S しは 明かに して 
一點 疑義 ある こどな し、 斯くて 我等の 職業を 主に 捧ぐ るを 得るな り 〇右の 如き 談話を 致しました 
處 、幸 ひ 能く 了解 出來 、後日を 約して 歸途に 就かれ 候。 右は 全く 貴殿 ど 相 語りし 處に有 之、 誠に 
早速の 應用を 愉快に 感じ 1¢ 候〇靈 的 人物は 誠に 萬 事を 是非す るを ^ 申 候 0 
上田^^も 何>匕ぞ 床下の 隅まで、 聖榮 の顯 はれ 候 樣なる 家を 御 建て 被 下 候樣 、祈 上 候。 誤解は 
只 だ 神の 裁判に 御 まかせ 致 度、 我等の 關知 する 處に 御座な く、 我等は 只 M tr 求む る 人の 爲め 最大 
の 努力を 拂は 足る w 存じ 申候〇 此の 地、 其の後 數日叫 降雨に 候 ひしが ± ! 百ょ b 全く 晴れて ノ 
團 々たる 明月 關张 平原の 末に 上り、 利根の 淸流銀 蛇の 如くに ぅねるな ご 斯かる 所に て 相 共に 聖榮 
をた X へば や W の 念に 不堪 候 〇暑中 切 角 御 自愛 被 遊、 益々 聖榮の 具 たられ 度候〇 末筆ながら 奧樣 
にも 宜敷願 上 候。 孰れ 九月 拜顏 、萬々 承り lo 敬具。 

3 木 村 定三氏 宛 封 成 I 
C 大正 五め 十；^ 十四 H 池 袋ょり 
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レオ N の 大路 

拜復 0 先達は 御 芳墨 有り難く 拜誦 仕り 候〇故 鄕の便 b 聞く 心地 致し 愉快に 存候〇 日曜學 校の 敎 
へ 子の 早 や 有力なる 敎師 どなりし こど 聞く に 就けても、 知らざる 間に 時の 過ぎ行く に 驚かれて、 
靑 春の 血み な rb し當 時の なつかしく 追懐に^ k 申 候〇げ に 生が _ に 於け る 生活は 復 ど は ある 
まじき 樂 I く、 惠豐 けき ものに 候 ひき 〇 牛： 涯 感謝の たね ど 相 成る 可く 候 

靑年會 の 再興は 嬉しき 便りに 有 之 候 〇  Y.  M.  C.  A •の 如き 只 fr 一種の^* の® n るに 止ら 
ざらん こ w を 祈りて 止ます 候〇常 時の 有力なる 靑年曾 園 # 兄の 御 近 狀は 如何、 同 兄に ょろしぐ 御 
傳へ詖 下 度 候。 協同 傳 道に 多大の 成功を、 さめられ 候 由 御 祝 ひ 申 上候〇 神、 何事を か 爲さむ どし 
給 ふが 如し 0 希く は 天父、 働く 人々 の 上に 導を 與へ給 はんこ ど ど、哲學に非らヤ、神學に非ら 
す、 將 知識に 非ら ^ 、 主 彼等 求道者の 爲めに 苦しみ 給 ひし こどを 心 深く 曾 得せし めて、 眞に 神を 畏 
る、 人々 w なし 給 はんこ ビ を 祈り 申 候 0 

一度は 御 地を 訪づれ 度き 願、 年々 に まさり 候へ 共 未' tr 主 許し 給は ヂ、 主ょ しど 鼠 給 ふ 時、 願、 
聽か る、 事 あらん S 存候 〇. 然し 御 敎曾を 牧す るの 日 あらん どの 仰せには 恐縮 仕 候 。小牛； の未來 は 
悉く、 主の 治めし 給 ふ處 "自ら 將來を 想像 致 候 事 すら 御座な く 候へぱ 、例へ ぱ汝 は數 年後に ロン 


ドンに 至る 可し ど 或る 占者の 占 ひした るに もまして 小生には 意外の 事に 候 〇只忆 主の み 知り 給 ふ 
事に 候。 『北海の 光』 御：！®: の 趣、 御 多忙の 御 事 VJ 存じ 申 候〇與 へられた る 時、 紙上を 汚し 申す こ 
ども 可 有 之 候 事 か 〇 小生 今は 專ら 他に 使命を 感じ 居り 候て 傳道の 方には 一切 關係 致し 居ら ^ 候 0 
近來 、健康 漸く 勝れ 候へ ば 御 安心 被 下 度 候。 毎度 お 氣に 掛けられ 深く 謝し 奉 b 候〇今 夏 輕 井澤 ク 
長老 宅に て 御 合 甥 山 田 君に 一寸 拜顏仕 候。 當校 再び 師父 ヶリーを 得て 活氣大 にぁが b 候 ◦主の 爲 
め 死に 得る 若人の 出 でん 事を 御い の >  被 下 度 候 〇 
別紙 失禮な がら 羣 曾 發會 式の 祝辭に 代へ 度く 席上 御朗讀 願 上候〇 十七 日た しかに 記憶 致し 居 
b 候〇末 筆ながら 奧樣に よろしぐ 〇敬白 0 

中の ぶ 子 氏 宛 封書 
C 大正 六 年 八月 二日 新 潟に て 

長い こど 手紙 も 書きませんでした、 今は 御 詫す るの も變な 樣にな つて 了 ひました 〇六 月の 始め 
317 に逗 子へ 51 先生の 御見舞に 行きまして 小 林さん から 御 近 况を 一寸 伺 ひました のです が、 つい 其 
れな りに なつて 了 ひました 〇先 日は 突然 御手 紙を 頂きまして 然かも 同窓 中 尾 君 ？ £: 御 同宿 聞いて 
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非常に 愉快に 思 ひました 0 

中さん の 御 留守中 御 愛兒を 主の 御 許に 送られ i しれ 事は 何の 樣に 悲しく いれ ましい 事で 御座い 
ませぅ 〇辣に 御 留守宅では よく 心の底 迄の 理解を 以て 一つ心で 貴女の 御悲を 悲み VJ して 下さる 方 
のない 事を 思 ふて 深く 御 察し 致します 〇 つい 此の頃 中さん から 御手 紙を 頂きました が 本當 に御氣 
の 毒に 存じます 〇 主の 大 愛の 攝理の 行 はれて ゐる 此の世に あ b ながら 愛 ハは 悲しみに 遭へ ば 堪え 
がたい 思 ひを 致します 〇 私共の 幸福 £ 一ー ロ ふ 事を 基 どして 考 へて 見れば 主の 御 恵 S 言 ふ 事 も わかり 
かねる 場合が ある ？ £: 思 ひます 〇 併し 主の 御攝理 主の 御 慈愛を 基 2: して 考へて 見る z£ 何事 もよ くわ 
かる 樣に 思は れます 〇 私共に 悲を與 へ 給 ふ 主の 御 It を 今 何故 vj 俄かに 悟る 事が 出來 ませんで^: 私 
共は 悲しい 時は nffi だ 泣いて 主を 仰ぎ奉り ^ い ど 思 ひます 0 主の 與 〈給 ふ -H 子 架に まさる 御惠は な 
い 5 言 ふ 事 もい つかは 敬虔の 人に わかる 事で 御座います から 〇  {子 架は m くて 苦しく 悲しい 〇 併 
し 私共 一人で 背負 ふ $架で はなく 主が わかち 負 ふて 下さる 事を 思へ ば、 私共は 奈か なる 時に も 
-H 子 架を 强ゐて 逃れて は. わけがない ど 思 ひます 0 はえ 子さん の 可愛い (51 は 今 も 私の 目に 彷彿 ど 
して 居ります 〇 今 私には 此の世に あの かわゆい 子供が ゐない ど 言 ふ 事を 如何しても 考 へる 事が 出 
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來 ません 〇 中さん も 遠い 外國に 居な さる 父 VJ して猶 更の事 VJ 思 はれます 〇 主の 花園に 主が 植袅給 
ひし 花を 主の 御用の ために 天國に 移し植 袅 給 ふた 事に 御座い i すから、 御网 親の 悲しい 心 も 主に 
ょらて 充分の 御 慰めを 見出される 事 ど 信じます 〇 
是れか ら 御主人の 御 かへ りになります 迄に 奥さんには 多分 色々 の 十字架が 與 へられる 事 w 思は 
れ i す 〇 此の世の 生涯が 自分の 幸福の ためで ある ど 思 ふなら ば 主の 與へ給 ふ 十字架は 贤に 堪え難 
いもので あ b ます 0 併し 我等の 此の世の 生涯は 總べて 主の 御爲め であ う、 主の 御 計 企 通 b になる 
V」 言 ふ 事を 知り、 ひれ すら 生ける 主を 仰いで 生きん w 願 ふ ものには 總べ .ての 來る +- {子 架は 湛え難 
くは ない w 思 はれ i す 0 十字架を 負 ふうちに こそ 主の 計 b なき 愛 VJ 御 惠が藏 されて ある 事を 知う 
威 謝する 時が 間もなく 來る からで あ b ます 0 主の 御榮は 平隱無 事の 日に ょ rO も ^ みの 日、 十字架 
の 日に あら はれる 樣で 御座い i す 〇活 きて ゐ ます 主が 我が # 締を たすけ、 慰め 給 ふ 樣 、御 二 人の 
子供さん が 無事に 護ら れな さる 樣に 我等の 主に 御 願 ひ 致します 0 私 微力 而かも 遠くに 居りまして 
何の 御 助—f め も出來 ません 故、 すべての 事を 攝理し 給 ふ 主に 御 家族を‘ 托し 度い ビ 祈って 居り 
ます 0 幸 ひ 中 尾 君が 其の 强き 信仰を 以て 御 慰めす る 事が 出來 る ^ 信じて 居 b ます 〇 
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3 十の 敎會は 中 氏 去られ、 安西、 遠 藤 二君 去つて 淋しくな つた 樣で御 座い ます、 安西 君は 古河 
虎之助 氏の 書生 VJ なり、 遠 藤 君は S M の 生みの 母の 所から 何處 かの 豫備 校に 這 入つて 高等 商業 だ 
かの 試 驗を受 ける さぅ です 〇 彼等の 信仰の 益々 主に ありて 强まり 主の 與へ給 ふよき 地位に 至る議 
に 祈つ て 居ります 0 

貴女の 手紙を 今 また 繰返して 御悲の 程を 吳 々& 御尤も W 思 ひます 0 悲しい 時は 主の 愛の 御 ふ ど 
ころに 顏を 埋めて 充分に 御 泣きなさい まし 〇 ベター ーャ の^^が 「主よ 若し 此處に 在せ しなら ば 芡 
兄弟は 死な ざり しものを」 ど哭 きました 時 主は 決して 彼等を 御 VT かめに な，^ ませんで した 〇是 irl 
w 同じく 却て 私共の 爲めに 「ィ ユ ス淚を 流し 給へ り」 ？ 言 ふ 事を 知る 事が 出 來るビ 信じます 〇 誰 
の 慰を も 求め t- 唯 だ 主の 御 慰めを のみ 求めな さる 樣に祈 つて 居 b ます 0 主の 外に 慰めを 與ふる 御 
方は あ-^ ません 〇 

中 氏御歸 朝の 時は また 是非 皆 樣に御 目に か、 b たい ど 思つて 居ります 〇 中さん は 毎 # へ 
御出でになる 事に よつて、 あの 地の 敎會の 人々 が 感心して ゐる w 承りました が、 其れに 就いての 
中 氏の 感想は 貴い ど 思 ひました 〇 『何の 善事 もしない 私は 敎曾を 休まない 基 一口 ふ 事に よつ て、 日本 
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に 於け る 神の 御 業の 結果 1 目® g 達の 榮を あらは す 事が 出来れば 望外の 幸で ある』 VJO 洵に 信仰 
の 人は 無意識の 間に 御榮を あらは して ゐる VJ 思 ひます 〇 私は 何 か 知らす 中さん の 手紙を 讀 んで此 
處に 至って E はす 流涕 致しました 〇 中さん の 尊い®^ の 心に 打たれれ ので 御座いませう、 又 主の 
働の 偉大なる 事を 思 ふて、 V せう 〇 

暑中 御®®^ 御子 供 衆の 上に 特に 御 祝福を 祈って 居らます 〇 敬具 〇 

D 井上 照 子、 松 岡 幸 子 兩氏宛 封書 
G 大正 六 年 八月 越後 新 潟ょり 

8 

私は 遺は されて 去る 三十日に 此の 地に 參 b ました 0 御攝理 にょ 人の 最後の 時に 會し其 
葬儀に 列す る 事が 出来ました 事を 感謝して 居ります 〇 . 

貴女の 電報を 見て 手紙を 書く 義務が ある 樣な氣 が 致しました から 一通りの 事を 申 上げる ど 致し 

ま ^ ラ 〇 

私が 此處へ 着きました 時は 旣に愛 子 夫人は 驚く ぱかり 瘠せて 居う ま L た 〇 殆んご 上體だ け活き 
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てゐ るビ云 ふ 有樣な のです 0 永が 飮 める ぱか ぅ、 其れ すら 直ぐに 出して 了 ふので す 〇 我々 は 夫人 
は 魂で 活き てゐ るの tr ど 申し 會 つた 位です 0 意識は 最後まで 極めて 明瞭で、 私を 見て 「會 つて 非 
常に 嬉しい」 £ 吾 ば しげに 言 ひ、 「失禮 して 居ります」 ど 附け 加へ ました、 動く 事が 出來む いから 
です 0 其れが三十日の事です 0 1日の夜は隨分苦まれたさぅですが、二日の § _良人の無限の愛 
の 腕に 抱かれ 心盡 くしの 愛 弟に か しづかれ て 父の 御 許に 召されました 〇 私は 二 人から、 殊に 森 安 
氏から 愛 5 言 ふ 事を 强く 學ん忆 ど 思 ひます 0 氏の やさしい 看護は 大抵の 良人の 爲し 得る 所では あ 
りません 〇 讓 君の 姉 君への サーグ ィスの 如き も 到底 私な r の 及ぶ 所では あ b ません 〇 
御 承 努 通り 主に 惠 まる、 人は 時 どして 主から 重き $架を 賜は る 人た る 事が ある ? £ 思 ひま 
す。 夫人は 其の 重き- H 子 架を 最後まで 負 ひつく して、 良人の 捧 ぐる 臨終の 祈 b を 聞きながら、 主 
の 聖國に 入りました 〇 私は 夫 八が 世を 去つた 事^ S 常に 悲しい 事 ど は 思 ひません , — 信仰の あ 
る 人を 送る 時は 何時も さぅ です が —— 寧ろ 煩 ひ 多き 世を 去つて、 天の 聖國 、主の 明 
かに 天の 萬 軍の 讃歌 ど 諸 聖徒の 頌榮 ひ ^ ぐ 所に 至る は 此の 夫人に VJ つて 何の 樣に幸 福な 事 か 計り 
知れない のです。 
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森 安 氏に ょれば 私は 彼女の 最も 親しかつた 一人だつた さぅ です 〇 其れ故 私が 其の 最後から 凡て 
の 事に 力を 盡 くす 事の 出來 たのは 大なる 喜びで あ b ます 〇 
夫人の なきがらの 安らかに 眠つ てゐ る棺は 紫の 覆 ひに 掩はれ 、白菊の* H 子 架 ^ 花輪に 聖く 飾ら 
れ ました 〇 床の間が 假の 聖壇 vj なつて 十字架 vj 燭が靜 かに また i いて 居りました 〇 朝からの 雨が 
止んで 曇つ ては 居りました が 決して 降 は 致しませんでした 〇 ショ ート長 老 S 海 保、 大西兩 氏が 
司 式 致されました 〇會葬 者は 狭から ぬ 家に 充ち ました 0 午後 四時 か C 武が 始ま biL た 〇淚に 途 
切れる シ長老 の 祈りが 會葬者 に 一層 悲しい 思 ひを させ ましれ 〇 私 も 何やら 有りが たく、 主の 御前 
に 心に か、 る 事 もな く 相 見て 歡語 する 日の 事を 思 ふて、 尊い 淚に ひたされました 0 主に ありて は 
逝く 人 も 殘る人 も 共に 幸 忆 思 ひました 0 死は 兩者に VJb て 希望の 始め fr からで あ b ます 〇 
白菊の^: g を 捧げて 私は 葬 刻に 加は つて 火葬 塲に參 りました 。白菊の 花輪は 實に 夫人に ふさは 
しぃ w 思 はれました 0 夫人は 其の 色の 如く 純で 其の 姿の 如く 崇高く 其の 香の 如く 周圍の 人々 を薰 
化しました 〇 霜に もめげ ぬ 强い 主の 婢 であつ た VJ 思 ひます 〇 白菊 こそ 夫人の 象徵 であつ た 1 一ー ロつ 
たどて 誰が 咎め ませぅ 〇 婦人に して 彼女の 如く單 純 の 人は 多くは ない w 思 ひます 〇 彼女は あ 
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まりに 强い 道念 ど 意志 W を 持つて ゐた爲 めに 其の 生活の 苦かつた 事 も® ^ 知の 通，^ であらます 〇 
私は 道德は セ〆 フィ シユ である ど 云 ふ 事に つきて 度々 夫人 ど 議論した 事を 記憶して 居 b ます 〇 私 
の 話は ょく 夫人に わかりました が 矢 張ら 生れながら の淸 i でした 〇 主は 凡べ ての 人に 異る惠 み 
を 與へ給 ふが 故に 感謝すべき である ど 思つて ゐます 〇 我等は 森 安 氏 ど！^ 君が 主にょ つて 慰めら 
れる樣 祈らねば ならぬ ど 思 ひます 〇 

火葬 塲は信 濃 川の 三角洲、 海を 背に した 砂丘の 上に あります、 空は 曇つて 北海は 暗い^. 色に 
W ざされ て悲の 波を 揚げて 居りました 〇 雲雀の み 暮れん VJ する 悲みの 日を 勝利の 讚歌 高く 雲間に 
歌つ てゐ i した 〇 主に ある 友の 復活の 希望 VJ 歡喜の 歌 ど聞きましれ〇 
斯くて 松 本から 長 野、 長 野から 新 潟 W、 犀 川から 千 曲 VJ、 同じ 水に 浴して 下つ て來た 主に ある 
我等の 譲は、 其れ、 が 海に 注ぐ 所で 一片の 煙 W 其の 身を 土に 委し T. 魂を以 つて 天父の 御 許に 歸つ 
て 行 つれので す、 私の 御 一一 人に § すべき 事は 之れ で盡 きた ど 信じます 0 
私は 二 十日 近く 迄 此處に 居つて 其の後：^ へ參る 事で あ b ませぅ 〇多 分：^ 裏町 聖公會 _ 義所 
に 居る 事 ど なる でせ ぅ 0 九月 | 日には：^ を 去つ て 高 田を 經て信 州の 客 ^ なります 〇 松 岡さん は 


手術を 知 受けで しれ か、 暑い 頃です から 御大 切に o 

前 島 潔 氏 宛 封書 

C 大正 六 年 九月 二十 八日 池 袋ょり 

秋雨 肅々 日 一日 VJ 冷氣が 增す樣 な 氣が する、 其れでも 僕は 未だ 1 を 着て はゐ るが 〇 君の 家を 
立つて から 二週間 近くになる、 すつかり 御無沙汰して 了つ no 此の 夏は 色々 御世話にな つて、 旦 
つ 色々 な サゼッションを 與 へられ .^ 事を 深く 御 禮申す 〇君の 所を 立つ てからの 事を | わた b 云つ 
て 見る S、 犀川峽 谷の 無趣味 殺風景には あきれた 0 北 安に 入つて から 雨に 遇つて 殊に 靑木 湖の少 
前の 小さな 峠では 土砂降りに 出會 したが 幸 ひ葜藶 が あつたので 却つて 一種の 旅の 情趣を 味 ふこ ?!: 
が 出來た 0 三 湖のぅ ち 此の 靑木が 最もょ い、 谷 一つ 西の 鹿 m へ 出て 歸 りには 大いに 迷つて 了つ 
た 〇 午前は 曇つた が 午後は 晴れて、 鹿 島、 槍、 祖父 岳、 針の 木な r のピ ー クが 雲を 卷いて 頭上に 
迫る 壯 觀を恣 にす る 事が 出來 た 〇 

325 大町は 此の アル ブスの 峭 壁を ff の 上に 仰いで 面自 い 町で ある 〇來 年は 夏期 力 ^ に來 たいど 思つ 
た 〇 松 本では ス ペンナ— 氏の 客 VJ なつた、 彼は 語る に 足る 入で ある 。翌日は 雨で_ ^ 越 も、 杖 突 
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峠から 伊那に 行く 計 企 も 全部 知 ぢやん 、仕方がない から 伊那 迄 電車に 乘 つて 高遠を 經て三 里の 道 
を 伊藤 君の 所 迄 行つた 〇 伊那 VJ 高遠 w の 間の 道は ッマ 先 上りの 雄大な 旦爸の ある 道忆 〇 雨ながら 
木 曾、 駒、 連峰の 伊那 平を 壓 して 立つ のが 見えた のは 嬉しかつた 〇 高遠は 面白い 町で ある 〇 山巒 
の 間、 三 川の して 平野に 出 でん VJ する 所に 無理に も VJ 押し 建てれ 城邑 である 〇 町の 形が ょい 
水が ょい、 昔の 要害 だけの 事は ある 〇 伊藤 君の 所は 三 峰 川を 遙かに 下に 見た 山を 負ふ臺 地の 樣な 
所で 氣象が 最も 大きい 0 彼には 益々 敬服 する、彼は 0 撾8の人物になる忆らぅ0裏の山でどれた 
松茸の 御馳走に なつて 翌日は 二人 駄馬に 騎 して 背後 六 千 尺の 山頂に 上つた 0 頂は：^ 公園の 樣に 
奇麗で ある 〇 新しい 熊の 糞が あつた 〇 山頂から 見下す 背面 部 東の 谷は 田 山 花 袋の 書いた 所謂 駒鳥 
なく 南 アル ブスの 幽谷で ある 〇 雲が 去来して 雜岳が ゎづ かに 其の。 上— クを あらは す 丈で 甲斐、 駒 
も、 仙 丈 も 其 頂が 見えな かつた が、 深い 谿谷ど ふ VJ ころの 深刻 雄偉な 姿には 魂まで も 取られた か 
VJ 思つた 0 山 雲 飛 動 跳躍の 神秘に も觸れ た、 之れ だから 山 登 b は 止められない 〇! 主日 だ、 二 
人で 山頂の 禮拜を やつた 〇 焚火の そばで 晝寢を して、 伊藤さん の 馬子 PM を 聞きながら 馬 背で 山を 
下つ. 一寸 味れ ぬて な 氣分だ 〇 夜は 村の 靑年會 に 二人で 行つて 話して やつた 〇靑 年の 氣 風を 知 


るの も 面白 かつた 0 翌日は 雨が 降つ たが 日程 故 仕方なく 出掛ける 〇惡い 道を 伊藤さん は 僕を 馬に 
乘 せて 高遠まで 送つ て吳れ た。 高遠で 別れたら 雨が 止んで 昨日 見えな かつた 甲斐、 駒 緩い ピ— 
クを 現は して 来 ^ 〇 槍 岳に つぐ 尖つた 頭で ある 〇 其のぅ ちに 仙 丈 其の 他の 南 アグ フス かだん^^ 
露 はれて 來る 、僕の 喜び や 察すべし である。 伊那を 出れ のが 午後 二 時— る、 つ 41 高 
原を 雲に 隱れた 木 曾 駒 山腹め がけて 〇 後に 晴れ ゎ ^ つた 秋の 空に 南ァ ，ブスが 雄偉 S をなら ベ 
て 僕を 送る 〇伊犟 には 田が 黃 色に 開いて ゐる 。伊那の 風光を 木 曾に 劣る 墨 ふ 者は 誰ぞ 、權平 
£ に 立つ 迄 幾度 振 b 返 つれ かゎから なかつ た。 頂に 來て 驚いた、 一步の 先は 霧で ある。 馬が 四つ 
人な つかしげ に 寄つ て來 奮 井川の 谷に 下つ て 大きな 併し 宿 家ら しくない 所に 泊つ た 〇義 
川で 顏を 洗つ たら 山に 限られた 狭い 空が 眞靑に 晴れて ゐた〇 此の 川は 越後に 行く の だ ど 思 t 懷 
かしい 0 養并川の谷から木曾川谷に出るには少さな崎を越さねばならぬ、姥_である0こん 
な 小さな ^ が 日本の 水を 北 ど 南に 別け るか ざ思ふ ミ 面白い 〇 峠の 上からは 幸に 踞 b のょ い 大きな 
御嶽の 全體が 目に 入つ た、 是も 嬉しい 事の 一つで ある 〇 谷を 出た 所 木曾川の 巴が 淵の 深潭に 臨ん 
で 齋藤勇 の 家が ある。 靑い 淵には 勇の 兄の 賢 一が 飼つ てゐる 三十 何 羽の 白い 家鴨が 泳いで ゐれ〇 
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8 おば— んは 喜んで 茶— ん で吳れ た、 兄の 賢 一は あれが 山吹 山、 これが 旭山 i 々說 明を して 
3 吳れ た。 旭山に 黑く繁 つて ゐる 檜を 繪の やぅに 見た、 木 曾 公の 菩提 所に も 行 つれ、 賢 一は 懷 かし 
げに蹤 いてぐ る、 私 も懷 かし かつた 〇牛後 汽車で 福 島に 行 つれ 〇 物 f たる 福 島の 町 も 木曾川の 
流れ も 後に 迫る 官林も 始めての 僕には 嬉し かつた 0 殊に 鈴 木 君の 恢復を 心から 嬉しぐ 昆っ た 0 根 
岸さん 一家の 歡待 にも 感謝した 。旅が 終つな 云 ふ 5 の 愉快— い馨 VJ を 載せて 心 ゆたかに 
床に ついた。 木 曾の 一夜が 忘れられない 〇 翌日は X で；！： g 道を 下つ て棧 道や寢 ざめ の 床を 見 
た、 箱庭の 上乘な る もの w 見た、 簾には 箱庭の ょい 所が ある o$ 四時から 鐵道官 舍で三 十 名 
はか b の 人に 道德の 根柢に ついて 詰し、 夕方 鈴 木 君 ど 二人れ のしい についた 〇 甲府へ 夜中に 
下りて 翌 半日を 見物に 費した、 無 鶴 城址から 甲斐 駒の 背面 ど 南 アグ ブスの 連峯 どを 雲煙の 間に 望 
む 事が 出来た 〇汽 班が 武藏 野に 出る VJ 連り に 池 袋の 事が 思 はれた。 富士の 正しい 姿に 山 見の 旅の つ 
1 名殘を 惜 むで、 蟲す だぐ 驰 袋の 寮に ついた のが 二 十日の 夜 0 まあ ざつ S 此んな もの ご、 「心細 ハ 
ょ 木曾路 S 旅は 笠に 木 S 葉が 舞 ひか、 る」 w 云. ふ 趣 も 味 ひつく したし、 旅 yj 人生，^ 云 ふ 樣な君 ど 話 
し 合つ た 事に も 深く 考へ 及んだ し、 何を 言 つても 今度の 旅は 晉囊い 面白い 有益な 旅 ごつ た 〇 
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歸 來元氣 は 益々 よく 健康 も 著る しくす ぐれて ゐる 〇 學校 では 鋒仃 1 一ー  ロ ふ 事に 着眼して ゐる らし 
く、 土 躍. の 修養 講話を やめて メデ テー シヨ ンを やる 事に した 0 文 旬を 言 ふ 輩もゐ るら しいが _ 
な 事で ある 〇 佐々 木さん は 木 曾の 敎育會 では 大分よ かつたら しい 未 K 話しても 見ない が 〇 長屋の 
空氣は 一變 した、 我等の 使命は 大きい の tr が、 S の 結^^ 題で！！®® は 大分 誤解を 受けて ゐる らし 
い 〇 心しなければ ならぬ ど 思つて ゐる〇 僕の あの 問題に ついても 右の 次第 だからは つきり して お 
きたい ご 思 ふが、 兎に角 先方の 態度' が あの 通り忆 から 君の 言 ふ 通り 來年 まで 放つて置く 方が よい 
W 思 ふ〇萬 事は 主の 動かし 給 ふを 待つ に 如くは ない ビ 思つて ゐ る〇學 校の 空氣は 年 一年 ミ 聖公會 
化して 來 るし、 敬虔に なつて 行く のは 實に 有難い 事で ある、 先日の 夏期^ 口會に 明かに 此の 
事を 認める 事が 出来た、 喜んで 吳れ 給へ 0 

今學 期から ファザ ー •ケリ— は 敎理を やる 〇米國 S を 基 どして 敎義の グリ V シブ 火^^へ る 
所存ら しい 〇ナク ラメ ントを やつて 貰 ひ 度い どの 僕 等の 申出に 對 して 其の 言 草が 面白い、 基 0 
の敎義 には 常に 一つの 問題が 存 する、 基督 敎 VJ は 何ぞや w 言 ふ 事で ある、 ナク ラメ ントだ け 切ら 
離して 考 へる ? £: 言 ふこ どは 不可能 事で ある、 强ゐて やれば/ィチ ャ ー チミ 云 ふ 箱の 中に 封 じ a ん 
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でし まふ 事になる、 俺は/ィチ ャ ー チを 日本に 傳へ+ に來 たのでは ない 2!: o 善い 哉 言 哉で ある o 何 
時會 つても 爺さんは ナジ エス チし フな 事を 言 ふ 〇 

町 田の 小母さんに も 色々 御世話になつ たが 宜敷 申して おいて 吳れ 給へ 〇  士# さんへ も 禮狀を 出 
す 可き もの だが 同じ 事^#!  くの も 面倒 fr から 差 支なかつたら 此の 手紙を 見せて 僕の 謝意を 傳 へて 
吳れな いか 〇 甚だ 我儘な 次第 だが 賴む〇 

堀 も 野瀨卷 馬鹿に 評判が い、 そぅで 大いに 喜んで ゐ る。 それから i g 言 ふ 事が ある、 歸 つた 翌 
日 早速 二 科 曾 ? £: 院展ど を 見に 行つた 〇歸 つて 鈴 木 君 日く、 世紀末の 疲勞を 感じた ど 0 實際二 科 曾 
なご 見る のは 疲れる ぱか b tr o 院展は 流石に ょい ものが ある 〇 僕の エ ンジ ョィ したのは 大觀の 雲 
去來 VJ 川端 Bf の _ の卷 である 〇 前者は _で雲 烟飛 動す る 深山 雄大の 氣 象を 捉へ 、後者は 原 
始 的の 筆を 用ゐて 神話の 妙を 單純 にあら はした 繪卷 物で ある 〇 先づ 頭に 殘 つて ゐ るのは こんな も 
ので ある 〇 二 科會に 未来派の 繪が 五六 枚 あつれ、 是れは — i- 一口 ふ ばかり 〇 ‘ 
それから 置いて 來れ白 シャッ ど ヵラ ァを 御手 數なが ら 送つ て吳れ 給へ。 そして 若し 戶隱 の地圖 
(參謀 本部の もの) を 殘 して 置い 11: ら 一所に 御 願 申す 0 
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元氣も 出た、 最ぅ 半年を 一つ 勉强 してやらぅ ど 思つ てゐ る 〇 君の 健康 ミ健闘を斬る 〇 一^に 
よろしく 〇 敬具 〇 . 

3 傑 安延 衞氏宛 封書 
C 大正 六 年 九月 三十日 夜 池 袋ょり 

此の 一通は 颶風の 當夜 認め たるま、 投函に 不 及して 遂に 絕筆 となりた る もの 也 

一方ならぬ 今夏の 御 厚情に 對する 一言の 御 禮も申 上げ t- に、 長い 1¢® 無沙汰 致して しまい まし 
れ、 申譯ぁ bi せん 0 信 州から 御歸 り になつ てから 御壯 健で、 御 活動で せぅ か、 御 伺 ひ 申 上げ ま 
す 0 僕 等 (賢弟を 含む) は 至極 元氣で 生活して 居 b ます 〇歸 つたのは 二 十日です が 此の 十日の 間、. 
何を してゐ た 事 やら 只 だ 騷 しく 不得要領に 暮 してし まいました 〇 長 野で お別れし ましてから 一週 
間、 南 fi を ぶらつき 步い て、 大に 煙霞の 癖に 滿足を 與 へました 〇 雨に も 遭へ ば 泥濘に も ふみ 込み 
ましたが、 頂い t£ 座の 御 かげで 平氣で 旅を つ、 ゞける 事が 出来ました 事は、 何よ b 有難い 事 w 思 ひ 
ました 〇 長 野から 北 安曇の 三 湖を 探勝し、 眉を 壓 して 聳ゆる 北ァ〆 ブスの ピーク を 眺め、 松 本 か 
ら 伊那に 入 1 尚 遠の 奧 一里 半 山奥の 友人の 家に 宿つて、 石の 幽谷を 探つて 快哉を 叫び まし 
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む 〇 高遠から 伊那の 谷を 橫切る 時は 甲斐 境の 大^が 飛 動す る 雲の 問から 姿を 現は して 私を 送つ 
て吳れ ました 〇是れ 丈け でも 今度の 旅行の 大半の 目的が 遂げられた 譯け でした 〇 それから 木 曾 駒 
虛 の 一 菌 平 ^ を 超え、 山中 奈良 井川の 谷に 一泊、 木 曾に 出て j 泊、 其の 勝を 探つ て 鈴 木 君 ど 
一緒に 歸寮 致しました 。一寸 一週間 生 僧く 風呂へ も 入らな かつ n ので 搭序 さんの 所へ 旅裝 をぬ ぎ 
下した 時は 旅が 終った S ぃふ 輕い 疲れ S 愉快？ 一 感^^れました。 其の後 別に 夏の 疲れ も 出ません 
から 御 安心 下さい 〇 先達は 知 文さん から 梨を 贈つ て吳れ たので 大に 恐縮して、 皆で 平らげました、 
失禮 です が からょ ろしく 彼女に 御傳へ 下さい 〇歸 つた ばか b に 早や來 月の 旅行の 談 をして 居 
6 ます、 多分 榛名へ 行く こ VJ になる でせ ぅ 〇 

秋の 雨が つ V いて、 おさびし い 折 も ある 事 VJ 察します 〇 御は たら . 1- の 上に、 御 祝福の 豐な らん 事 
を 祈ります 〇 先づは 御 無 溪 の 御 わび 迄 0 敬白 〇 
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大正 七 年 十二月 三十日、 あわた、 ゞ しい、 然しながら 平和な を控 へて、 今 『シオンの 大路 J 
の 最後の 校正を 終つて 此一篇 を 草す る。 

亡友 加藤義 夫君の 片身で ある 此の 一卷を 世に 生んだ のは 一に 知友 諸君の 彼に S する 
S である、 私は 唯 だ 出產に 至る 迄の 注意 ど產_ 役を つ w めた に 過ぎぬ 〇昨 年の 十月、 天淸く 月明 
かな 池 袋 原頭に 彼の 亡骸を 送葬した 夕、 亡友の 遺物を 整理して 彼が 世に 遺した 草稿 や 手帖の 案外 
に 多い のに 驚いた 〇 其 時 彼の 同窓生 諸君は Si を 繰 b 展げつ i 連り に 出版の 希望を 語 b 合つた。 
私は 生前 彼 VJ あま b に 親しく あつた、 彼 も 許し 私 もし か 思ぅた 兄弟の 如き 感情に 於て、 彼の！^ 
を 印刷に 附 する 如きは 思 ひ 設けぬ 事であつた 。然るに 友人 諸君の 熱心なる 友愛 ど 希望 どに 甚く 動 
かされ、 出來 得るならば 私 も 出版の ために 一臂の 勞 力を 惜む まい S 決心した ので ある 。次で 今春 
遺稿 出版の 計 企を_ する や、 故人 生前の 知友 諸君は f ょ b 熟 心に 賛助を 表せられ、 中には 亡 
友に 對する 追懐の 情を こまぐ ど 認めて 寄せられた 人も尠 くなかつた 0 是等は 故 加 藤 君が 其の 快 

卷二尾 二に 
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活な 風姿 ど 純眞な 精神 どを 人の 胸に 印象した 事の 如何に 深い かを 語る ^ 共に、 私を して 出版の 可 
能を 信せ しむる に 充分であった 。人の 世に眹 いた 友情の 花が 此一卷 を結實 せしめた ど 謂 ふは 此處 
の 事で ある 〇  . 

愈々 出版に 關 して、 聖公會 神學院 幹事 佐々 木鎭次 君は 師弟の 情誼を 以て 敎務 の餘 暇が 許す 限 b 
の 鐾力ど 注 音 T を拂 はれれ ,0 直江津 聖公會 牧師 小 野 一 君 も 種々 の點 にわた ぅ 最も 努力を 惜 まれ ざ 
りし 一人で ある 〇而 して 故人の 親族 諸氏 殊に 長兄 君 加 I 吾 造 氏の 多大なる 賛助 气 畏友 小 西 書店 
主 小 西 榮三郞 君の 義俠的 援助 どを 特に 記さねば ならぬ、 頗る 難産に 思 はれし 本書の 出版を 容易に 
見る を 得れのは 一に 此 等の 賜物で ある。 玆に 深く 感謝の 意を 表する Q  の淨 書は 主 ^ して 小 野 
一 君、 鈴 木 二 郎君、 及び 自分 どが 之に 當った が、 遺稿の 整理 取捨 校正 等の 親 上の 責任は 一に 私 
にある 0 出版費の 都合 上 * 稿の 多くを 割愛し 削減した 事は 遺慽に 堪えぬ。 また 『追 の 一 
篇を卷 後に 附す る豫定 なりし も 右の 理由に よぅ $す るの 止むな きに 至った 事を MiMS 君に 厚 
く 御 詫びす る。 其 他に 就いても 遺 M の ふし 尠から ヤ、 深く 故人 ど 賛助 者 諸君ビ に 謝する 次第で あ 

る 〇 


f 故 加 藤 君は 緻密なる 思寅豕 ど 謂 ふよりも 孿 ろ*®® の 力に 秀でた 詩人で あつれ。 靜田心 探 r する 哲 
人— ふ ii ろよ く 語，^ よく 實行し S 仰 家 であ つた 〇白 震々、 自在の 心境を 樂 むで 小鳥 
が 森に 遁れる 如く 大自然の 懷に 分け入つ て 其の 懷」 み ど 感激 S 鑫に 歌に 現しれ 渠れ 、天 眞资露 
至る所に 先 づ春 風を 起し II がて®^ なる 心 靈的凉 味を 對 者の 胸臆に 送つ た渠れ 、果して 彼の 分身 
たる 『シオンの 大路』 一卷は 如是の 風姿 人格を 此世に 傳 へる であらぅ か。 私は® の 粗漏® から 
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